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I 石川県水産総合センタ一概要



石川県水産総合センターの概要

(平成6年 4月11日現在)

1.設立平成6年 4月11日

2.所在地

水産総合センター 干927一似鳳至郡能都町字宇出津新港3丁目 7番地
TEL 0768-62-1324側 FAX0768 -62 -4324 

生産部能登島事業所 千926-02 鹿島郡能登島町字曲12部
TEL0767-84-1151 ~伶 FAX0767-84-1153 

H 志賀事業所 干925-01 羽咋郡志賀町字赤住20
TEL 0767 -32 -3497 e倒 FAX0767 -32 -3498 

H 美川事業所 干929-02 石川郡美川町字湊町チ188番地-4
TEL 0762 -78 -5888 <<1j FAX 0762 -78 -4301 

内水面水産センタ一 千922-01 江沼郡山中町荒谷町ロ100番地
TEL 07617-8-3312 e代) FAX 07617-8-5756 

3.組織、人員、業務内容

管理部一総務課 ーー会予算・決算・出納・財産管理

企画普及部

tド一一企鍋鋼画醐一調
普及指導課一…一 ー研究成果の普及指導

海洋資源部一令 令一一水産資源の調査・研究・開発

t白山丸山一査海洋観測

禄剛丸 (43t)一 沿岸漁場調査・海洋観測

所長一一次長 技術開発部 一一一一一増養殖・パイテク技術開発の研究

水産加工技術開発の研究

生産部 種苗の大量生産

能登島事業所一 マダイ・クロダイ・アカガイ等の生産

志賀事業所 ザ ヒラメ・サザエ・アワビ等の生産

美川事業所一 一一一シロザケの生産

内水面水産センタ一 一内水面の増養殖技術の研究開発

カジカ・ヤマメ・コイ等の種苗生産

海洋漁業科学館 科学館の企画展示と運営



4.職員氏名

所属部・課・所 職 名 氏 名 主な担当業務

所 長 境 谷武二 センター総括

次 長 高橋 稔 彦 センター総括補佐

管理部 (6) 管理部長 上野 博 管理部総括

総 務課 課 長 新出和義 総務課の総括

課 主 査 島崎喜代美 給与、賃金、旅費等に関すること

主 事 谷内秀夫 財産備品等の管理事務に関すること

主 事 辻口優喜子 文書取扱い・環境維持に関すること

技 師 小下 修 次 公用車の運転・整備に関すること

企画普及部 (6) 企画普及部長 (次長兼務) 企画普及部総括

企画調整課 課 長 浅井久夫 企画調査課の総括

主 事 百 成明美 図書整理に関すること

嘱 託 山瀬俊夫 庁舎の保安管理に関すること

普及指導課 課 長 高門 光太郎 普及指導課の総括

普及指導専門員 早瀬進治 沿岸漁業改善資金に関すること

技 師 漬上欣也 水産業改良普及事業に関すること

海洋資源部 (28) 海洋資源部長 山田 悦 正 海洋資源部の総括

研究主幹 貞方 勉 底魚資源調査に関すること

水産研究専門員 柴田 敏 漁況海況予報に関すること

技 師 大 橋洋一 資源管理型漁業に関すること

/〆 宇野 勝 利 温排水影響調査に関すること

11 波 田樹雄 幼稚魚、保護育成調査に関すること

ノ〆 辻 俊宏 沖合漁場調査に関すること

11 木 本昭紀 200海里漁業資源調査に関すること

11 沢 田浩二 クロザコエピ属調査に関すること

主 事 西国 久 枝 漁況収集・整理に関すること

漁業調査指導船 船 長 白田光司 白山丸の総括

「白山丸J(12) 
機 関 長 飯田直道 白山丸の運行管理に関すること

主任技師 町中 衛 11 

11 佐 藤 均 11 

11 橋 本洋一 11 

11 島 敏 明 11 

技 師 石崎 徹 11 

11 大 根谷文男 11 

2 
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〆〆

技術 開 発部 (7)I技術開発部長|田島迫生|技術開発部の総括

町田洋一|ナマコ増殖技術開発に関すること

浜田幸栄|水産物加工技術開発に関すること

大慶則之|浅海増養殖調査に関すること

戒 回典久|先端技術開発に関すること

高木 修作|新原料加工技術開発に関すること

谷辺礼子|漁場環境に関すること
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能登島事業所(9)I所 長|皆川哲夫|能登島事業所の総括
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種苗生産の総括

生産部の庶務に関すること

生産部の給与・旅費等に関すること

公用車・船舶運行管理に関すること

エビ類の種苗生産に関すること

マダイ・クロダイの種苗生産に関すること

アカガイの種苗生産に関すること

種苗生産補助

美川事業所 (5)I所 長|桶田浩司|美川事業所の総括

主任技師!杉本 洋

技 師 i北川裕康

非常勤嘱託 i村井 勲

1 川崎良 知

サケ資源調査に関すること

河川環境調査に関すること

種苗生産補助

志賀事業所 (5) I所 長|永田房雄|志賀事業所の総括

3-



所属部・課・所 職 名 氏 名 主な担当業務

技 師 四登 淳 ヒラメ・ガザミの種苗生産に関すること
ノ〆 吉田 敏 泰 アワビ・サザエの種苗生産に関すること

非常勤嘱託 演田守男 種苗生産補助
11 蔦口清丸 11 

内水面水産セン 所 長 田中 、S生仁2 内水面水産センターの総括

ター (8) 

水産研究専門員 横西 哲 内水面振興企画調整に関すること

主 任 小谷内貴代美 給与・賃金・旅費等に関すること

主任技師 五十 嵐誠一 サクラマス増養殖事業に関すること

技 日市 板屋 圭 作 公用車の運行管理に関すること
〆〆 井尻康次 種苗生産に関すること

非常勤嘱託 森本 正 勝 種苗生産補助
〆〆 谷口宗三郎 〆/

海洋漁業科学館 館 長 中橋 勉 海洋漁業科学館の総括

(3) 

主 事(併) 水上紀保子 館内の案内・入場券の受払に関する

(本務能都町) こと

主 事(併) 坂本 奈 美 // 

(本務能都町)

健 民公社担当 主任研究員 杉元 和 彦 のとじま臨海公園水族館に関すること

(のとじま臨海 課 主 査 勝山茂明 /1 

公園水族館) 技 師 達 克幸 11 

(4) 11 福島広行 11 

計 ()職員数 84 名

4 



5.平成6年度事業別決算
(金額単位:千円)

整理
財源内訳

番号
事 業 項 目 事 業 費

国 補 県 費

水産総合センター管理運営費 125，420 
125，420 
(3，081) 

2 施設整備費(能登島事業所) 11，646 11，646 

3 施設整備費(志賀事業所) 1，900 1，900 

4 施設整備費(美川事業所) 389 389 

5 施設整備費(内水面水産センター) 7，600 7，600 

6 白山丸運航費 69，916 69，916 

7 禄剛丸運航費 14，410 14，410 

8 海洋漁場調査事業費 19，682 
19，682 

(10，190) 

9 漁況海況予報事業費 1，514 757 757 

10 200海里水域内漁業資源調査費 3，831 3，831 

11 浅海増養殖調査事業費 2，473 2，473 

12 さくらます増殖試験費 6，568 3，284 3，284 

13 日本海さけ・ます資源増大対策調査費 6，605 3，302 3，303 

14 さけ資源管理対策費 14，372 5，606 8，766 

15 地域特産種生産技術開発研究費 6，445 6，445 

16 先端技術導入開発研究費 3，731 1，339 2，392 

17 カキ養殖業振興調査費 2，029 2，029 

18 ズワイガニ移殖放流調査費 2，949 2，949 

19 多獲性魚類有効利用技術開発試験費 2，580 2，580 

20 湖沼河川資源有効利用調査費 2，210 2，210 
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場
之

整理

番号

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

事 業 項 目

魚類種苗生産事業費

甲殻類種苗生産事業費

員類種苗生産事業費

内水面水産種苗生産事業費

沿岸重要資源有効利用研究費

水産海洋情報公開システム開発事業費

ナマコ増殖技術開発事業費

藻類養殖技術開発応用研究費

水産加工新原料開発事業費

特定海域養殖業推進調査費

水産生物生態調査費

水産業改良普及費(普及活動費)

水産業改良普及費(漁業後継者対策推進費)

漁業就業者確保育成事業費

漁村女性高齢者活動促進事業費

普及活動高度化特別対策事業費

メELゴ 言十

6 

財源内訳

事業費

国 補 県 費

19，954 
19，954 

( 13，628) 

7，491 
7，491 
(5，420) 

18，552 
18，552 

(10，390) 

4，123 
4，123 
(3，832) 

2，302 1，151 1，151 

1，023 1，023 

4，000 2，000 2，000 

700 700 

3，780 1，890 1，890 

2，999 2，999 

568 568 

1，651 654 997 

764 382 382 

1，100 550 550 I 

1，600 800 800 

1，737 868 869 

378，614 29，981 
348，633 
(46，541) 

( )内は収入決算内数
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1 .漁況海況予報事業(要約)

I 目的

漁況海況の実態調査及び紺斤を行うとともに、

漁業資源の動向予測のもとに合理的操業に資す

る。

E 調査方法

1.実施期間 1993年4月-1994年 3月

2.実施内容

(1) 白山丸(総トン数 189.52トン)により、

4， 5， 6， 10， 11， 3月の各月上旬に沿岸定

線観測を、 8，2月の各月上旬に沖合定線

観測を実施した。

(2) 西海、輪島、蛸島、宝立、宇出津、七尾

の主要6港を対象として漁加収集を行った。

(3) 調査結果を漁海況情報として毎月 1回発

行した。

E 結果の要約

1.海況(図-1) 

(1)水温

対馬暖流域の表面水温は平年に比べ4月

には“やや高め"から“かなり高め"となっ

ていたが、 5月にはほぼ全域で“平年並"

となった。 6月にはいって若狭湾から入道

崎に至る広い範囲で“やや高め"となった

が、 7月には再び“平年並"となった。 8

月以降“やや高め"となり、 12月まではほ

ぼ全域で“やや高め"から“はなはだ高め"

であった。その後、やや回復して 2月には

“平年並"から“やや高め"となったが、

3月には再び“やや高め"から“かなり高

7-

柴田敏・波田樹雄・辻俊宏

木本昭紀・白田光司

め"にもどった。

対馬暖流の50m深水温は4-6月には隠

岐諸島東岸以北の沿岸域で“やや高め"で

あった。 7月以降秋田県から青森県沿岸で

“やや高め"から“かなり高め"、島根県

沿岸で“やや高め"となっている他はほぼ

“平年並"となっていたo10-12月には再

び島根県沿岸で“やや低め"であった他は

“やや高め"から“はなはだ高め"となった。

その後2月に入って表面水温同様、一時的

に“平年並"から“やや高め"になったも

のの、 3月には再び“やや高め"から“か

なり高め"にもと、った。

(2) 水塊配置

暖水域は4月にはウツリョウ島南、大和

堆南西、能登半島西沖、能登半島北沖およ

び佐渡島北沖の海域に形成されていた。こ

のうち、ウツリョウ島南、大和堆南西の暖

水域は期間中ほとんど位置をかえず持続し

ていた。能登半島西沖・能登半島北沖の暖

水域は徐々に北吋七東へ移動し、 9月には

1つの暖水域となって能登半島北沖約80海

里を中心として東西約130海里に広がった。

11月には 2つに分裂し、そのうち東側の暖

水域は東へ移動して秋田県沖に接岸した後、

3月まで秋田県沿岸で持続した。他方、分

裂した西側の暖水域は能登半島北沖を徐々

に北上を続けた。佐渡島北沖の暖水域は徐々

に東進し、入道崎沿岸に達した後、 6月以

降秋田県から青森県沿岸を広く覆ったが、

11月以降徐々に北上し、その北端は渡島半



島西岸にまで達した。

冷水域は4月に島根沖、但馬沖、佐渡島

西沖および入道崎西沖の海域に形成されて

いた。このうち島根沖の冷水域は 5月まで

弱かったが、 6月以降平年並みに差し込み、

9月には南東偏し、接岸傾向を示した。 11

月にはやや後退したが、 3月には再び舌状

に南下した。但馬沖の冷水は 5月には一時

的に縮小したが、 6月以降兵庫県から京都

府沿岸に接岸した後、 10月には能登半島西

部に接岸したが、その後、北退してそのま

ま3月まで接岸することはなかった。佐渡

島西沖の冷水域は徐々に西偏し、 6月には

能登半島北部沿岸に舌状に差し込み、 7月

以降は東進して 9月には山形県沿岸に達し

た。この東進により 7月以降は逆に能登半

島北部沿岸には孤立冷水域が残った。入道

騎西沖の冷水域は4，5月に舌状に南下し

たが、 6月以降佐渡島北沖の暖水域の東進
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に伴って北退し、山形県沿岸に達し、 11月

にはさらに後退した。また、 12月以降、舌

状の冷水が能登半島~佐渡島沿岸海域に南

下した。

2.漁況(図-2，3) 

1994年4月から1995年3月までの県内主要

6港(西海、輪島、蛸島、宝立、宇出津、七

尾)の水揚量は44，887トンで前年同期 (43，831

トン)の102.4%となり、 1992年度からほぼ横

ばい状況が続いた。過去5ヶ年平均 (42，569

トン〉に比べ105.4%と若干上回った。

魚種別ではマイワシは18，690トンで前年

(18，433トン)並を示し、前年度からの減少

傾向に一時的な歯止めがかかった。しかし、

本主要6港集計は、冬季、金沢港に水揚され

る大中型まき網漁業の水駒子を含めていない。

大中型まき網の水揚は減少傾向が続いた。

季節的な推移をみると、南下群を対象とす

る内浦海域の冬季の漁獲は減少傾向を示し、
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図-1 沿岸・沖合定線における水温評価値の推移
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マサパは11，557トンで、前年度 (11，034ト4--6月の産卵群を対象とする漁獲は外浦海

ン)に引き続き好漁した。定置網、まき網と域でほぼ前年度並、内浦海域は増加傾向にあ

しかし、もに春季、秋季に好漁であった。っfこO

1995年 1--3月は定置網、まき網のいずれも当歳魚の漁獲 (8--11月計)は、好漁した

低調に転じた。

マアジは1990年度以降、引き続き増加傾向

を示し、 1994年度は3，468トンで前年度 (2，442

前年度を大きく下回り、近年としては高位に

あるものの過去10ヶ年平均並にとどまったO

これまでの盛漁期に漁獲された体型は、

トン)の1.4倍となった。定置網は主に 5--「大中羽混じり」から「中羽主体」となった。

6月期に1992，1993年級の中小アジ主体を漁しかし、全国的な不漁から高価格で取引され、

獲した。大半が鮮魚出荷となった。
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プリは当歳魚のコゾクラ 194トン、フクラ

ギ3，313トンと過去最高となった。

本年は前年の冷夏とは逆に夏季は酷暑の気

候となり、水温も特に表層は高温となり、暖

流量も多い海況にあり、加入が順調に行われ

たと推定された。また、 1990年度以降、プリ

資源量は上向き傾向にあり、本年の親魚級は

水準の高かった平成2. 3年級が該当した。

ガンドは315トンで、前年度(犯7トン)をや

や下回り、過去10ヶ年平均 (526トン)を下

回り、低調であった。大中ブリは423トンで、

前年度 (1，842トン)を大きく下回り、 1990年

度以降の高い水準から下降し、過去10ヶ年平

均 (398トン)並にとどまった。

春季の漁獲サイズは 5kg台で、前年同期と

同サイズであり、平成3年生まれと推定され

る。冬季の漁獲主体は 7及び10kg前後であっ

fこ。

その他、マグロは242トンと前年度 (254ト

ン)に引き続き好漁した。また、メジマグロ

も当歳魚主体で238トンと前年度の25倍と好

漁した。ヒラマサ、アオリイカも前年度を大

きく上回った。アオリイカの前年は不漁であっ

fこ。

ヤリイカは (8--7月計)70トンで前年同

期 (53トン)を若干上回るものの、引き続き

平成元年度以降の低迷状況が続いていた。

タラは187トンで前年度 (131トン)を上回

り、前年度に引き続き上向き傾向であったが、

過去10ヶ年平均 (411トン)の46%と依然低

迷の域を脱していない。定置網の漁獲魚体は

全長60--70cm群で、あり、前年度より 10cm程度

大型となり、前年度同様、 1990年級主体と推

定される。

定置網のスルメイカ (8--7月計)は992ト

ンで、前年度 (620トン)、過去10ヶ年平均

-10 

(638トン)を上回り、近年としては1991，92年

度並の高い水準であった。

〔報告誌名…...石川県総資料第2号

漁況海況予報事業結果報告書、

平成7年9月 石川県水産総合センター〕



2 .広域栽培資源放流管理手法開発調査(要約)

I 目的

マダイの漁獲実態を把握するとともに、効率

的な若齢魚の保護手法を開発し、マダイ資源管

理計画の円滑な実行に寄与するD

E 調査の方法

1.市場調査によりマダイの資源状況、資源管

理効果の把握を行う。

2.鱗の鱗径分布を共同調査することにより、

系群の分布、移動に関する知見を得る。

3.改良網(二重網)により網目選択性試験を

実施し、その効果を調査する。

直 結果の概要

1.小底 1種(加賀市、輪島市漁協)の 6月、

9・10月における再放流サイズ(全長13cm未

満)のマダイの漁獲割合はそれぞれ1.1，0.1 

%であり、前年より低い値であった。 2漁協

での 6月、 9・10月マダイの漁獲尾数は、 1，

2歳が大部分を占めた。

2.内浦地区の定置網(能都町漁協、七尾公設

市場)の 4--3月における再放流サイズのマ

ダイの漁獲割合は 0--46.5%であり、 9-10

月に10%を越える高い値がみられた。 2市場

におけるマダイの漁獲尾数は、 0--2歳魚、が

大部分を占めた。

3.マダイ鱗の第 1輪径を測定し、その平均及

び組成等を海域、年齢毎に比較した結果、第

l輪径組成は年齢の増加に伴い輪径の小型化

がみられるなど、府県によってその分布型に

幾つかの傾向が認められた。

← 11-

宇野勝利・貞方勉

大橋洋一・沢田浩二

4.改良漁具の汎用性を試験するため、カレイ

場を対象とした曳網調査を行った。その結果、

アカガレイでマダイとほぼ同様の網目選択体

長、出荷魚の選別体長が得られた。また、二

重網の外網で漁獲したタイ類について、活力

試験を行った結果、マダイ、チダイ、キダイ

の順に活力の良い傾向がみられた。

〔報告誌名…・・・平成 6年度資源管理型漁業推進

総合対策事業報告書(広域回遊資源)、平成

7年3月、日本海西海域石川県〕



3. 資源管理型漁業推進総合対策事業(要約)

I 目的

日本海西部海域(石川県~鳥取県)において、

アカガレイ資源の効率的な利用を図るため、必

要とされる資源特性値を本調査によって把握す

るロ

E 調査方法

1.水深別分布・網目選択性調査

アカガレイの水深別分布と網目選択性を調

査船白山丸で1995年 1-3月に調べた。調査

海域は石川県加賀沖の水深200-600mで、か

け廻し漁法で操業した。網目選択性試験は袋

網を内網5節と外網10節の2重構造とし、さ

らに直径2m・太さ19mmの鉄製の輪を袋網中

央部に取り付け網目形状を保持させた。

2.投棄魚調査

金沢港漁業協同組合所属の小型底びき網漁

船に乗船し、アカガレイの投棄魚と出荷魚の

体長組成を1994年6月に調べた。

E 結果の要約

1.水深別分布・網目選択性調査

12回の曳網で1，129尾が漁獲された。 1曳

網当たりの漁獲尾数は水深200mで523尾、同

250mで52尾、同300mで、152尾、同350mで16

尾、同400mで、34尾であった。体長200mm以下

の個体は水深200mで、多く、体長200mm以上の

個体は水深300mで=多い傾向がみられた。

漁獲物を内網・外網に分けて体長別に集計

し、選択率(内網の漁獲尾数÷全体の漁獲尾

数)を求めた。選択率25・50・75%に対応する

-12-

大橋洋一・貞方勉

宇野勝利・沢田浩二

アカガレイの体長は、 118・149・179mmで、あっ

fこC

2.投棄魚調査

漁船で漁獲されたアカガレイのうち体長120

m以下の個体は、選別後すべて投棄された。

出荷と投棄が同数になる体長は140mmであっ

た。投棄魚の比率は尾数で28%であった。

〔報告誌名…・・・平成6年度資源管理型漁業推進

総合対策事業報告書，石川県，平成7年 3月〕



I 

4. 水産生物生態調査

(Argis属(クロザコエビ属)等深海性エビ類の漁業生物学的調査〉

目的

水産資源として重要性が増しているが農林水

産統計上は「その他のエピ類」として扱われて

いるクロザコエピ属、エピジャコ属、タラパエ

ピ科、モエピ科等は、知見に之しいため、生物

学的特性および漁業実態の調査を急務としてい

る。本調査は、国の委託事業として平成2年度

から 5ヶ年計画で山形、石川、福井、鳥取の各

県水試が主としてクロザコエピ属を対象に実施

している。

沢田浩二・貞方勉

大橋洋一・宇野勝利

2.ホザワワタリエピ、クロザコエピの繁殖生

態について検討した。また能登半島周辺海域

に生息するクロザコエピ属3種の繁殖生態に

ついて整理した。

E 結果及び考察

1.ホザワワタリエピの繁殖生態

産卵水深は175--200m、幼生ふ出期は 3--

4月、抱卵期間は 6ヶ月と推定された。

2. クロザコエピの繁殖生態

E 調査方法

産卵水深は25D--270m、幼生ふ出期は 2--

4月、抱え卵期間は13ヶ月、幼生ふ出水深は

25D--270mと推定された。1.能登半島西部の加賀海域と富山湾で1992年

1月--1994年10月に調査船で採集した材料を

種査定・分類後、第 2腹肢内肢の雄性突起の

有無により性(雄・雌・不明)を識別し、頭

胸甲長・体重・外仔卵・生殖腺の観察、測定

を行った。

3. クロザコエビ属に 3種の繁殖生態

能登半島周辺海域に生息するクロザコエピ

属3種の繁殖生態に関する生物学的特性を整

理した(表-1)。

能登半島周辺海域に生息するクロザコエピ

表-1 能登半島周辺海域に生息するクロザコエビ属3種の生物学的特性

水深範囲(皿) 採集頭拘甲長(皿田)
種 名

生息 産卵 幼 生 ふ 出 雄の範囲(平均) 雌の範囲(平均)

本ザ'ワワタリ H' 150-250 170-200 ? 7.0-18.9( 9.7) 8.3-28.9(16.5) 
7 [J"コ工~' 200-300 250-270 250-270 8.1-28.2(13.4) 7.2-35.4(22.0) 
トケ， ". J 工~' 250-600 250-300 ? 6.9-18.5(12.8) 7.0-34.0(19.7) 

繁殖期 抱卵数 卵径(曲目)
種 名

産卵期 幼生ふ出期 抱 卵 期 間 測定範囲{平均) 長径 短径

事'"ワワタリ工1:;' 9 -1 0月 3 - 4月 約付月 245-1， 431( 754) 1. 3 1.0 
ヲロザ.J工1:;' 1- 3月 2- 4月 約 13力月 83-2.933(1， 575) 1.5 1.2 
ト。。ザ， J 1 1:;' 1 - 3月 10- 1月 約 20抱月 3- 424( 124) 2. 2 2. 0 
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属3種は外形上の類似に対して生物学的特性

が少しずつ異なることが重要な繁殖戦略となっ

ている。そのなかで生息水深が深くて広いト

ゲザコヱビの資源量は、生息水深が浅くて狭

いホザワワタリエビとクロザコエピよりも多

いことが注目される。

14~ 



5. 地域重要新技術開発促進事業

(定置網漁業における混獲幼稚魚の適正管理に関する研究)

I 目的

本県においては、定置網漁業は沿岸水揚金額

の約4割をしめる基幹漁業であり、特に能登半

島の富山湾沿いは大小300余りの定置網が敷設

されている全国でも有数の定置網地帯である。

しかしながら、定置網の特性から、タイ類、メ

バル類等の中高級魚の幼稚魚が多く漁獲され、

有効な経営、適正な資源管理がなされていない

実態がある。そこで、 1994年度より 3ヶ年計画

で国の補助事業により石川、富山、京都、神奈

川の4府県が合同で、これらの混獲幼稚魚を適

正に管理するための研究が始められた。本事業

はその 1年目として定置網漁業及び幼稚魚の混

獲状況の実態を把握するとともに、幼稚魚の養

殖利用に関する可能性を検討するための基礎的

知見を得る。

E 方法

1.県内定置網漁獲量調査

水揚量に関しては、県内主要6港(西海、

輪島市、蛸島、宝立町、能都町、七尾、以下

同じ)を集計し、水揚金額に関しては、主要

10港(主要6港の他、加賀市、漁連金沢港、

南浦、内浦、以下同じ)を集計し、定置網漁

業における魚種や銘柄の構成を調査した。

2.幼稚魚の水揚状況調査

能都町漁協市場に1994年4月--12月におい

て水揚された幼稚魚を適宜パンチングにより

尾文長(ただし、マイワシにあっては、被鱗

-15 
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体長、以下同じ)を測定し、幼稚魚の水揚状

況を調査したo さらに10月の任意の10日間に

おいては、岡市場に水揚された全幼稚魚につ

いて、せり山ごとに代表尾文長、水揚重量及

び漁業者名を記録し、大型定置網(俗に大敷

と呼ばれている20--30人で操業している定置

網、以下同じ)と小型定置網(大型定置網以

外の 1--5人程度で操業する小規模な定置網、

以下同じ)の比較検討を行った。なお、代表

尾文長はせり山ごとに10個体程度の無作為抽

出したサンプルの平均値とし、重量は市場表

示重量とした(山単位のものは、調査員が推

定した)。

3.幼稚魚混獲実態調査

本県において免許された定置網のうち、表

-3に掲げる 3経営体7ケ統の定置網を標本

とし、月 1回の割合で実際に 2--3人の調査

員が乗船し、漁獲物の尾文長をパンチングに

より測定し、幼稚魚は持ち帰り、種類別の総

尾数、尾文長、体高、体幅及び体重を測定し

た。なお、尾数の多いときは、無作為抽出と

し、総尾数は重量により換算した。また、併

せて投棄の有無、操業形態、漁獲状況等を聞

き取り及び本センターの漁獲統計システムに

より調査した。

4.幼稚魚の付加価値向上試験

1994年7月及び8月に後述するA定置によ

り漁獲されたクロソイ及びイシダイの幼魚を

船上で選別し、予め海水を張りヱアレーヨン



を施した角型コンテナ(容積40リットル)に

収容し、港まで輸送した。その後、ビニール

袋に海水を張り酸素を封入し、保冷状態で陸

送により本センターまで車官民きした。本センター

において水槽収容後、稚魚のスレによる疾病

を防止するためニフルスチレン酸ナトリウム

50ppmで、薬浴を行った後、 2000リットル角型

水槽内おいて海水掛け流しにより飼育し、ヒ

ラメ用配合飼料4号(日本配合飼料側)を適

宜給飼した。このような輸送、飼育過程での

生残率、餌付き具合、水温等の観察及び測定

を行い、養殖用種苗としての利用法の検討を

行った。

5.サイズ別価格差調査

1994年 6月に能都町漁協市場定置網より水

揚げされたマアジをせり山ごとに無作為に10

個体程抽出し、その尾叉長の平均値をせり山

の代表尾文長とし、 0.5cm刻みでランク分け

を行った。せり山ごとの落札価格及び重量を

記録し、ランクごとの平均単価を算出し、尾

叉長と価格の変化を検討した。

111 結果及び考察

1.県内定置網漁獲量調査

(1) 魚種構成

7出

11百

ロカツオマグロ

図 1-1 魚種別年間水揚量構成

57% 

1994年の主要 6港における総水揚量は、

25，872トンであり、最も水揚が多かったの

は、イワシ類で全体の57%を占めた。続い

てサパ類14%、アジ類11%、ブリ類 6%、

イカ類 3%、カツオマグロ類2%であった

(図 1-1 )。また、経月変化を見ると 1月

が最も高く、 8月が最も低い曲線を描いた。

これはイワシ類の漁獲と同一で、イワシ類

の漁獲がそのまま全体の漁獲を左右してい

る(図 1-3)。

1994年4月--12月の主要10港における総

水揚金額は、 2，213百万円でブリ類が最も

多く全体の29%を占めた。続いてアジ類22

%、イワシ類 9%、カツオマグロ類7%、

イカ類6%、タイ類6%、サパ類4%であっ

た(図 1-2)。また、経月変化を見ると

5， 6月及び11，12月にピークが見られた。

これは、 5，6月にマアジ、マグロ、マダイ、

11， 12月にブリといった単価の高い魚種の

漁獲が増えるためであった。よって、本県

の定置網においてはイワシ類、アジ類、ブ

リ類が重要な漁獲魚種と言えた(図 1-4)。

(2) 魚種別漁獲状況(図 1--5，6)

①イワシ類

12月及び 1--2月にかけて大、中のマ

15覧

6% 

29先
9% 

6% 4覧

.7γ類 ~イカ類 口イワシ類

ロカツれグロ 皿カレイ類 冒すハ'類

圃タイ類 ~7' リ類 国その他

図 1-2 魚種別水揚金額



かっ fこ。

漁であった。 4月、 8月、 9月を中心に

小の比率が高かった。水揚金額は、 5........ 

7月が中心で=あったo

④プリ類

1994年11月は、 700トンの水揚と好漁

であったが、フクラギ主体であった。ま

た大、中ブリの比率が高かった 1月........4

月は漁獲が少なかった。なお、 7、8月

はコゾクラが主体であった。

11........12月の水揚金額の59%をプリ類で

占めた。

⑤イカ類

1994年は定置におけるスルメイカの主

漁期である 1........3月が少なく、不漁であっ

イワシが多く水揚され年間水揚量の大部

分を占めるo 6月から10月にかけては小

マイワシ及びカタクチイワシ等の比較的

小型のものの比率が高かった。

②サパ類

近年、マサパの水揚は少なかったが19

94年は好漁で、 1月から 6月まで及び10

月に盛漁であった。特に 4月は1，000ト

ン近くの水揚であった。銘柄は、 1月、

2月、 5月、 12月に中、大の比率が高かっ

た。水揚金額は、 5月、 12月が単価がよ

③アジ類

1994年 5........6月に合計1，400トンと好
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図 1-3 定置網による水揚量(主要6港)
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魚種別の水揚量銘柄構成比の月

変化

図 1-5 



た。魚種構成は、 1--2月はスルメイカ

及びヤリイカ、 7--8月にケンサキイカ、

9月以降はアオリイカが中心である。水

揚金額は単価の高いアオリイカが主体と

なる10--12月が最も多かった。

⑥カツオマグロ類

6月が中心で、あるが、大型の本マグロ

の漁獲であり大きく変動し、年格差、網

格差が激しい。水揚量は全体の 3%と低

いが、短期間の水揚で単価も高いので、

水揚金額への影響が大きかった。

2.幼稚魚の水揚状況調査(図 2-1 ) 

(1) 能都町漁協における幼稚魚の水揚状況

①マイワシ

被鱗体長モードで、10cmを下回るものは、

10月に10cm、12月に 9cmが測定された。

②マサパ

9月下旬より尾文長モードで12cmのも

のが漁獲され、 10月には13cm、11月には

14cmとなった。また、 12月においても10

cmに満たないものも測定された。

③マアジ

5月上旬に尾文長モードで、lOcmのも

のが、下旬で12cmのものが測定された。

6月にはlO--11cm、8月には 7cm及び、9

cm、9月には10cm、10月には8cm及び、11

cm、11月には12cmにそれぞれモードが見

られた。

④クロダイ

5月に尾文長モード15cm、6月に17cm

のものが測定された。

⑤イシダイ

5--6月に尾文長モード14cm、8月に

7 cm、9月に10cm、10月に13cmのものが

測定された。

⑥ウスメバル

-19-

6月に尾文長モード 9cm及び、11cm、9

月に 6cmのものが測定された。

⑦メバル

5月に尾文長モード10cm、6月に11cm

のものが測定された。

⑧マダイ

8月に尾文長モード 7cm、9月に9畑、

10--11月に10--11cmのものが測定された。

⑨アオリイカ

9月に外套膜長5--6cmのものが測定

された。

⑩その他

その他、ブリ、カワハギ、ウマズラハ

ギ等の幼魚が測定されたが、尾文長モー

ドで10佃未満の小型のものはなかった。

(2) 小型定置網と大型定置網の比較

①マアジ

代表尾文長18cm以下の山(以下、 18cm

以下の山)の合計重量は、大型定置網

(以下、大型)が1，786.5kg、小型定置網

(以下、小型)が1，856kgであった。また、

この値の大型・小型毎の全マアジ水揚量

に占める割合は、大型10.4%、小型53.0

%であった。さらに、 14cm以下の山の合

計重量を見ると、大型が51kgで同じく全

水揚量に示す割合は0.3%、小型が1，295.

5kgで同じく 37%であった。従って、よ

り沖合いに敷設されている大型定置網に

比較して、より沿岸部である小型定置網

の方が、稚魚の水揚量及び割合とも高かっ

た。

②マダイ

10cm以下の山の合計重量は、 115.11kg

であり、すべて小型によるもので、大型

における水揚はなかった。また、これは

小型によるマダイ総水揚(小型定置網の
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み)の95%を占め、 10月の小型定置網の

漁獲のほとんどが当歳魚であると考えら

れる。さらに、大型において、選別時に

おける投棄や混じりとしての出荷も見ら

れないことから、当歳魚の漁獲はほとん

どなかったと判断される。

③イシダイ

尾文長10--14cmの山の合計重量は、小

型116kg、大型.4.1kgとほとんどが小型定

置網による漁獲であった。また総水揚げ

のほぼ100%が、この階級であった。

3.幼稚魚混獲実態調査

(1) 標本船の操業形態及び漁獲状況

①中型定置網 A 

ア.操業形態

鳳至郡能都町字七見に位置し、個人経

営により営まれている。統数は3ケ統で、

乗組員は船主親子及び親戚の通常3人か

ら4人であり、冬期間は 5人の場合もあ

る。主な使用漁船は 1隻で、網揚と運搬

を同一船で行っており、補助的に船外機

を使用することもあるO 身網の水深は40

m、30m、30mで、魚取りの自合し、は26

mm (12節)である。夜明けともに出港し、

状況に応じて網揚げする網を選択し、 2

時間程度の操業を行う。網起こしは、ロー

プをウインチで引くことにより網が絞り

込まれる仕組みとなっており、人力によ

り補助する。箱網から魚、を揚げるときは、

ユニッククレーンを使って大型のタモ網

により行う。選別及び運搬は、所属漁協

まで直接水揚する方法と、係船港におい

て選別し、他の市場に陸送する方法を状

況に応じて選んでいる。なお、選別機等

は使用せず、乗組員に加え 1--2名の人

夫により行われている。
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イ.漁況(1994年4月--12月)

魚種別の構成比を見ると、水揚量では

アジ類52%、イワシ類23%、サパ類 9%

であり、金額ではアジ類36%、ブリ類17

%、サパ類 6%である。なお、イワシ類

は金額では 2%と定置網全体の構成比と

比べ低い位置であった。また、その他雑

魚の依存度が高めであった。

経月変化をみると水揚量では6月がピー

クであったが、金額では 5月をピークに

9月が底であった。全県的な傾向と同様

に夏期の依存度が低かった。

.7γ類 ロイワシ類 冒すハ・類

図イ書類 凹7・リ類 図吋・ロ類

|ロ叩・ィ ロその他

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10~ 11月 12月

水揚量の経月変イじ(中型定置網A)

②大型定置網 B 

ア.操業形態

鳳至郡能都町字藤波に位置し、網組と

呼ばれる任意法人により営まれてる。統

数は 1ケ統である。乗組員は同地区の約

20名で、多くが農業との兼業である。揚

網船 l隻と運搬船2隻により操業してい

る。身網の水深は約60m、魚取りの目合

いは、 20mm(16節)である。出港は午前

4時30分頃で、季節により若干前後する。

操業時間は 2時間程度であり、状況に応

じ午後 1時頃から再度操業を行うことが

ある。網起こしは 2台の揚網機を使用し

ているのみでほとんどが人力の手作業で

ある。魚を魚槽に入れるときはユニック



kg 

3日0000

250000 

200000 

150000 

100000 

50000 。

クレーンを使って大型のタモ網により行

う。輸送は所属漁協の荷捌所まで海上輸

送し(航行時間約10分)、同所において

選別を行っている。イワシ、ブリ、アジ、

サパ等は単価等に応じて箱詰めし、金沢、

東京、関西方面に出荷することがある。

なお、選別、箱詰めは乗組員による手作

業であるO 例年7，8月は網を揚げて休

漁する(本年は6.27--9.18休漁した)。

イ漁況 (1994年 1月--12月)

魚種別の構成比を見ると、水揚量で、は

イワシ類が53%、アジ類24%、プリ類 9

%であり、金額ではマグロ類29%、ブリ

類28%、アジ類16%であった。 6月 3日

にクロマグロ (40kg級)が約180本水揚

されたためマグ、ロ類の水揚金額が例年に

なく高かったが、通常はマアジ、イワシ

類、ブリの依存度が高いと思われる。

水揚量の経月変化を見ると、 1月にイ

ワシ類が、年間全魚種の72.6%を占めた

他は、 3月にマサパ、 5--6月にマアジ、

マグロ、 11月にフクラギのピークがあっ

た。

水揚金額は、クロマグロのため 6月に

ピークとなった。また、 5月にはマアジ

とマグロ、 11月にフクラギ、 12月にブリ

の漁獲により高い値であった。

.1〆類 ロイワン類

自"¥.類 図イカ類

四7.9類 ロマゲロ類

.功。イ 困その{也

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

水揚量の経月変化(大型定置網B)
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③大型定置網 C 

ア.操業形態

七尾市佐々波に位置し、株式会社によ

り営まれている。統数3ケ統(沖から 1

号網、 2号網、 3号網と呼ばれる)、網の

敷設距離約2.5kmと県下最大級の規模で

ある。一番沖の網は夏期は揚げられて操

業しない。また、金庫網を有し、ブリ等

の出荷調整を行っている。乗組員は、地

元地区を中心として約50人で、専業者が

多い。主な使用漁船は 6隻で、揚網船

(無動力) 3隻、運搬船 3隻(動力 2、

無動力 1)により操業されている。身網

の水深は、 1号網から順に100m、70m、

50mで、魚、取りの目合いは、全て22mm

(15節)である。出港は午前 4時30分頃

で3ケ統全ての操業終了は早くても10時

以降、場合によっては 1日ががりの操業

となるO 網起こしは総数10台の揚網機を

主力に乗組員が補助する形で行われる。

魚槽に入れるときは、約10m四方のモッ

コ網と呼ばれる敷網状のものでユニック

により収容する。この際、粗い目をくぐ

らすことにより大まかな選別を行ってい

る。選別は、自港において専門人夫10名

程度により行い、陸送により隣県市場に

出荷する。なお、選別機等の使用はない。

イ.漁況(1994年 1月--12月)

魚種別の構成比を見ると、イワシ類が

36%、ブリ類が20%、サパ類が15%、ア

ジ類が 9%を占める魚種となっている。

経月変化をみると12月、 1月にマイワ

シを、 2月にマイワシ、マサパを中心、に

漁獲のピークがあった。また、 6月には

マアジ、マサパを中心とした漁獲のピー

クがあっ fこO



各網間の違いを見ると、 1号網が総漁

獲量の13.1%、 2号網が23.2%、 3号網

が63.7%と浜側に向かうほど漁獲量が多

かった。構成比を見ると、浜側はイワシ

類、プリ類の比率が高く、沖側は、アジ

類、マグロ類に加えシイラの比率が高かっ

fこ。
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図3-3 C大型定置網における水揚量の経月変化
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(2) 幼稚魚出現状況

①中型定置網 A 

幼稚魚出現尾数の状況を表 3-1に示

した。

6月--1月の調査で漁獲した幼稚魚は

全体で17種類、 18，836尾であった。

このうち有用種は12種類、 18，826尾と

なり、種類数で約70%、尾数ではほぼ全

数が有用魚種であった。

時期的には 6月--9月の夏期に種類数、

尾数とも比較的多く混獲され、特に 6月

下旬は13種類、 13，443尾と最も多く、次

いで 7月の11種類、 2，787尾となった。

各月に混獲された主な魚種の尾数及び

サイズは 6月下旬ではプリ 8，000尾、平

均尾文長l1.1cm、マサパ4，960尾(帰港後

投棄)、平均全長11.3側、 7月ではマサ

パ2，270尾、同11.3cm、クロソイ 391尾、

同8.0側、 9月ではイシダイ2，000尾、同1

2.5cmとなった。

なお、漁獲尾数全体から見れば僅かで

はあるがマダイ(平均尾文長5.4--12.8cm)

が6月--1月まで出現した。

なお、幼稚魚の混獲投棄は 6月下旬の

マサパのみであった。

②大型定置網 B 

幼稚魚出現尾数の推移を表 3-2に、

サイズを表3-3に示した。

当定置網では 7月--9月に休漁して網

揚げするため、調査は 6月、 10月、 11月

(上旬、下旬)に行った。

6月--11月の調査で漁獲された幼稚魚

は全体で13種類、 287尾となり、このう

ち有用魚種は 7種類、 275尾であった。

同町地域の中型定置網Aと比べると種類

数、尾数とも下回ったが、この主な原因



として、幼稚魚が多く出現する時期の 7

月--9月にかけて休業しているためと思

われる。

月別には 6月に 4種類・61尾、10月に 2

種類・ 5尾、 11尾上旬に10種類・221尾と

なり、 11月下旬には全く混獲されなかっ

た。

各月に混獲された主な魚種の尾数及び

サイズ、は、 6月ではスルメイカ22尾、外

套長9.5cm、ウスメバル37尾、尾叉長5.3

cm、11月ではマアジ200尾、尾文長8.1cm

となった。

なお、全期間を通じて混獲幼稚魚の投

棄は見られなかった。

③大型定置網 C 

幼稚魚出現尾数の推移を表 3-4に、

サイズを表3-5に示した。

調査は 9月を除き 6月--1月まで毎月

行った。

6月--1月の調査で混獲された幼稚魚

は全体で19種類、 137，677尾となり、種類

数、尾数とも 3経営体の中で最も多かっ

た。このうち有用魚種は10種類、 125，327

尾となり、全尾数の91%を占めた。月別

には 6月に 5種類、 96，683尾、 7月に 5

種類、 28，427尾となり、両月の漁獲尾数

は全体の91%を占めた。

磯網と沖網を比べると、 3号網では15

種類、 129，364尾、 2号網では 9種類、

8，308尾、 1号網では僅かに 1種類、 5

尾となり、 3号網で全体の94%が混獲さ

れた。

各月に混獲された主な魚種の尾数及び

サイズは、 3号網では 6月にマサパ87，7∞
尾・平均尾文長8.2cm、マアジ3，930尾・

同5.1cm、ウスメバ/レ3，000尾・同5.4cmと

24 

なり、 7月にはマアジ18，920尾・同6.3cm、

マサノイ9，460尾・同11.3cmとなった。なお、

非有用魚種で、は11月、 12月にオキヒイラ

ギがそれぞれ3，000尾ずつ混獲(船上投

棄)された。

2号網では 6月にマサパ1，500尾、ウ

スメノイル264尾、クロソイ214尾(尾文長

5.4cm)が混獲されただけであった。非

有用魚種としては11月にヒメジ300尾

(同7.0cm)、12月にオキヒイラギ6，000尾

が混獲された。

なお、全期間及び磯網と沖網を含めて、

幼稚魚、の投棄は非有用魚種オキヒイラギ

のみであった。

④調査定置網におけるイワシ類の出現状況

調査定置網で漁獲されたイワシ類の最

も小さな群の体長のモードを表 3-6に

示した。

中型定置網Aでは、マイワシで 6月~

8月にかけて体長13--15cmにモードまた

は平均値が見られ、ウルメイワシで6月

に14.6cm、7月に12.3cmに平均値が見ら

れた。

大型定置網Bでは、ウルメイワシで10

--11月にかけて13--15cmにモードが見ら

れた。

大型定置網Cでは、マイワシで7月に

7--8cmに、カタクチイワシで 7--9cm

にモードが見られた。

大型定置網Cのマイワシの体長モード

を7月の中型定置網Aと比較すると約6

cm小さくなり、異なる年級群であると考

えられる。

両者は定置網の敷設位置や魚取りの目

合い(中型定置網A:26mm、大型定置網

C :22mm)が異なり、それが要因と考え



表3ー 1 中型定置網Aにおける幼稚魚出現尾数

標準和名
1994年 6月

7日 28日

スルメイカ 14 106 

ヤリイカ 106 
ウスメノ'{Jレ 26 

有 ブリ 8，000 
マサパ 4，960 

用 クロソイ 3 

魚 ウマズラハギ 2 

カワハギ
種 マアジ 238 

イシダイ

マダイ

チダイ

小計 種 類 数 4 11 
計 尾 数 17 13，441 

クジメ
ゴド メダイ 1 
有
用

ギンボ

種
スズメダイ

アミメハギ

小計 種類数 2 2 
計 尾 数 2 2 

合計 種類数 6 13 
計尾 数 19 13.443 

表 3-2 大型定置網Bにおける幼稚魚

出現の尾数

標準和名
6月 10月 11月

合計
10日 14日 9日 30日

スlレメイカ 22 9 31 

有
ウlレメ /'{Jレ 37 37 

用
マダイ 4 4 

魚
アオリイカ

マアジ 200 200 
種 シロギス

カワノ、ギ、

種類数 2 2 6 。7 
計 尾 数 59 5 211 。275 

クジメ
非 ヒメジ 3 3 
有

ヨコスジ7エダイ
用

イソギンポ科 3 3 
魚
種

ザコウイカ

オキヒイラギ 3 3 

種類数 2 。4 。6 
計 尾 数 2 。10 。12 

5iE十L 3 
種類数 4 2 10 。13 
尾 数 61 5 221 。287 

* 7-9月は調査を実施しなかったO

7月 8月 9月 1 1月 '95.1月
合計

22日 24日 22日 25日 19日

2 122 

106 

17 44 

8，000 

2.270 7，230 

391 394 

39 41 

2 2 

48 300 586 
205 2，000 2，208 

16 15 60 92 

1 

10 2 1 12 

2，785 508 2，000 15 60 18，826 

2 

1 I 
4 4 。 。 1 。 5 

2 。 。 4 。 10 

11 2 2 17 

2，787 508 2，000 19 60 18，836 

* 10月， 12月は調査を実施しなかった。

表 3-3 大型定置網Bにおける幼稚魚サイ

ズ(単位:cm) 

標準和名
6月 10月 11月
10日 14日 9日 30日

スルメイカ 9.5 サイズ不明

(4.6-15.4) 
ウスメノ'{Jレ 5.3 

有 (4.8-7.0) 

用 マダイ 11.2 
(10.3-12.0) 

魚 アオリイカ 8.7 

種 マアジ 8.1 
(6.号-10.6)

シロギス 10.0 
カワハギ 5.4 

クジメ 9.5 
ゴド ヒメジ 4.5 
有

ヨコスジ7エダイ 8.4 
用

イソギンポ科 6.5 
魚
種 ザコウイカ 8.2 

オキヒイラギ 5.5 

一一

25~ 



表3-4 大型定置網Cにおける幼稚魚出現状況

標準和名
6月 7月 8月 10月 11月 12月 1月

合計24日 21日 26日 7日 2日 2日 27日

I 1 

書量
カワハギ 5 5 

|詰
種類数 1 

尾 数 5 5 

ウスメバル 264 264 

自量
マサパ 1，500 1，500 

クロソイ 214 214 
スルメイカ 5 5 

種類 数 3 1 4 
2 計 尾 数 1，978 5 1，983 

書量用

クジメ 5 5 
号 7ミモンガラ 10 10 

メゴチ 10 10 

網 オキヒイラギ 6，000 6，000 
ヒメジ 300 300 

種類数 1 3 l 5 
計 尾 数 5 320 6，000 6，325 

点計E、Z 種類数 4 4 1 9 

尾 数 1，983 325 6，000 8，308 

ウスメバル 3，000 3，000 

マサ パ 87，770 9，460 97，230 

有 マ ア ジ 3，930 18，920 170 23，020 

スルメイカ 13 4 17 
用 クロソイ 20 20 

魚 ウマズラハギ 14 14 

カワハギ 1 3 4 
種 カツ オ 23 23 

3 イシダイ 1 

マダイ 10 10 

種類 数 3 5 5 2 10 
号 計 尾 数 94，700 28，427 199 13 123，339 

クサフグ
手ド スズメダイ 1 

網 有 ゴンズイ/ 1 
用

プリモドキ 1 
魚
種 オキヒイラギ 3，000 3，000 6，000 

ヒメジ 4 17 21 

種類 数 4 2 1 6 
計 尾 数 7 18 3，000 3，000 6，025 

計三ロ、 種類 数 3 5 9 4 1 15 

尾 数 94，700 28，427 206 31 3，000 3，000 129，364 

有用 種類 数 4 5 5 2 10 

総
魚種 尾 数 96，678 28，427 199 18 5 125，327 

非有 種類 数 4 2 4 1 9 

用種 尾 数 5 7 18 3，320 9.000 12，350 
計

種類 数 5 5 9 4 5 2 19 
合計

尾 数 96，683 28，427 206 36 3，325 9，000 137，677 

* 9月は調査を実施しなかった。
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表3-5 大型定置網Cにおける幼稚魚サイズ(単位:cm) 

標準和名
6月 7月 8月 10月 11月 12月 1月
24日 21日 26日 7日 2日 2日 27日

1 

自魚種
カワハギ 5.5 

網号

ウスメバル 5.4 

有 (5.0-6.3) 
マサパ 8.2 

用 (6.0-9.5) 

魚 クロソイ 5.4 
2 (4.2-6.7) 

種 スルメイカ 4.0 
下Eヨ王 (3.0-5.0) 

クジメ 6.4 
網 ヨド (6.0-6.8) 

有 アミモンガラ サイズ不明

用 メゴチ サイズ不明

魚 オキtイラギ サイズ不明

種 ヒメジ 7.0 
(6.0-8.0) 

ウスメバル 5.4 
(5.0-6.3) 

マサパ 8.2 11.3 
(6.0-9.5) (10.6-12.0) 

有
マ ア ジ 5.1 6.3 6.8 

3 (3.8-6.1) (5.3-7.8) (5.2-8.7) 
スルメイカ 5.7 6.2 

用 (4.3-7.2) (5.6-7.3) 
号 クロソイ 8.6 

魚 (5.9-9.2) 
ウマズラハギ 10.2 

網 種 (8.5-11.9) 
カワハギ 4.9 サイズ不明

カツオ 9.9 
(8.0-12.5) 

イシダイ 6.3 
マダイ サイズ不明

クサフグ 9.5 

手ド
スズメダイ 7.8 
ゴンズイ 5.2 

有
プリモドキ 3.3 

用
オキヒイラギ 5.4 サイズ不明

魚
種

(4.8-5.8) 
ヒメジ 5.8 6.5 

(5.3-6.8) (5.2-7.6) 
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られる。

なお、各定置網で漁獲されたイワシ類

は、揚網時に死傷(目刺し等)している

ものが混入した場合のみ投棄されるが、

それ以外はサイズにかかわらず全て出荷

されている。

⑤まとめ

以上の結果から混獲幼稚魚は種類数、

尾数とも 6月--9月に多く出現し、能都

町の大型定置網Bの休漁期間とほぼ一致

することがわかった。

中型定置網と大型定置網を比較すると、

中型定置網ではクロソイ、イシダイ等の

磯付き高級魚の混獲が見られたが、大型

定置網Cではこれらはほとんど見られず

マサパ、マアジ等の混獲が多かった。

また、大型定置網Cで沖網と磯網別に

幼稚魚の出現状況を比較したところ、幼

稚魚の94%が磯網で混獲されていた。

混獲幼稚魚の投棄は中型定置網Aのマ

サパ (6月下旬)、大型定置網Cのオキ

ヒイラギ (11月、 12月)が見られたのみ

であった。

また、イワシ類は基本的には漁獲され

たもの全てが出荷の対象となっていた。

(3) 混獲幼稚魚の魚体サイズ

1∞個体以上測定のできた魚種(ウスメ

ノ勺レ、クロダイ、イシダイ、カタクチイワ

シ)に関して、尾文長(カタクチイワシは、

被鱗体長)と体高及び体幅との関係を一次

回帰させたところ、表3-7のとおりであっ

た。

4.幼稚魚の付加価値向上試験

(1) クロソイ

7月22日にクロソイ稚魚315尾を採集し

た。平均全長10.5佃、平均体重22.79であ

り、当日漁獲されたクロソイ稚魚の約80%

であった。なお、採集地での表面水温は

26.90Cであった。

船上のコンテナから本センターの水槽収

表 3-6 標本定置網におけるイワシ類の出現状況

(漁獲物中の最も小さな群の体長モードを表示)

標準和名 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

中型定置網A
マイ ワ シ 14.9 (*) 14.4(*) 13........14 
ウルメイワシ 14.6(*) 12.3 (*) 

大型定置網B ウルメイワシ 13........14 13........14 14........15 

マ イワシ 13........14 9........11 

大型定置網C カタクチイワシ 8........9 7 ........ 8 7........8 8........9 

ウルメイワシ 12........13 12........13 

10， 12月は調査を実施しなかった。 *平均値を示した。

表3-7 魚種別の全長と体高、全長と体幅の直線回帰式

魚 種 尾数 関 係 式

ウスメノ-{)レ 177 
Y(叩)= 0.26123 x (cm) + 0.068 r =0.777 :体両(Y)一尾文長(x)
Y (cm)= 0.14478 x (cm)-0.1351 r =0.839 :体幅(Y) 尾文長(x)

ク ロ ソ イ 107 
Y(cm)= 0.35267 x(咽)-0.323 r =0.965 :体両(Y)一全長(x)
Y (cm)= 0.1882 X (cm) - 0.3438 r =0.930 :体幅(Y)一全長(X)

イ シ ダイ 134 
Y (cm)= 0.41757 X (cm)+ 0.343 r =0.951 :体局(y)一尾文長(X)

Y (cm)= 0.13022 X (cm)-0.037 r =0.899 :体幅(Y)一尾文長(X)

カタクチイワシ 149 
y (c皿)=0.13466 X (cm)+ 0.216 r =0.829 :体高(Y) 体長(X)

Y(咽)=0.10329 X (佃)- 0.089 r =0.851 :体幅(Y)一体長(X)
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容まで、クロソイ稚魚のへい死は見られな

かった。収容後、当日の午後5時までに 9

尾のへい死が見られたものの、クロソイの

遊泳状況は全体的に良好であった。

しかし、翌日の 7月23日に93尾、 24日に

98尾、 25日に47尾と大量のへい死が見られ

た。へい死した稚魚の外部所見から、スレ

に原因があるものと考えられ、選別方法を

再検討する必要があるO

稚魚のその後のへい死は7月26日に4尾、

27日に 1尾、 28日に 2尾、 29日に 1尾と減

少し、その後、試験終了の 9月21日まで 1

尾のみであった。累積へい死尾数は256尾

であった。

なお、 7月26日に飼育水温が28.00Cと高

くなり、稚魚の体力の消耗を抑えるため、

8月3日まで20.2--22.80Cに飼育水温を下

げて飼育を行った。 8月4日以降は再び自

然水温とした。最高水温は 8月10日の29.1

OCであった。

給餌はへい死の減少した飼育4日目の 7

月26日から行ったところ、飼育5日目に配

合飼料に数尾が集まり、 17日目の 8月8日

にはほぼ全数の稚魚で活発に摂餌が見られ

fこ。

61日間の飼育により、クロソイ稚魚は全

長10.8cm、体重25.3gに成長した(表4

1 )。

(2) イシダイ

8月24日にイシダイ稚魚166尾を採集し

た。平均全長が9.5cm、平均体重が21.0gで

あり、当日漁獲されたイシダイ稚魚の約80

%であった。なお、採集地の表面水温は沼.

80Cであった。

イシダイ稚魚、の状態は帰港までは良好で

あったが、稚魚の袋詰めの後、水産総合セ
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ンターの水槽に収容するまでに、全体の87

%に当たる145尾がへい死した。この原因

として、前回のクロソイに比べ袋詰めから

水槽収容までの時間が長かったこと、 1袋

に収容する尾数が多かったための酸欠が考

えられた。

しかし、水槽収容後のへい死は収容3日

呂までの 3尾のみと少なく、クロソイのよ

うにスレによる大量へい死は見られなかっ

fこ。

稚魚は搬入から 3日目以降次第に水槽に

なれた様子であった。

摂餌は 5日目から開始し、 6日目以降活

発となった。

28日間の飼育でイシダイ稚魚は全長11.2

側、体重39.5gに成長した(表4-2)。

(3) 問題点と今後の検討課題

クロソイとイシダイの飼育結果から、ス

レのない稚魚にへい死が少なく、比較的容

易に餌付くことがわかった。今後は定置網

から幼稚魚、を選別・収容するまでの聞のス

レ防止について検討する必要がある。

5.サイズ別価格差調査

サイズと平均単価の関係を図 5-1に示し

た。これによるとサイズと単価は正比例の関

係となり、特に、尾文長16cm以上のサイズか

ら急激に価格が上昇し、 23cmより価格があま

り変わらない結果となった。また、漁獲量の

多かった、 19cm--27cmでは、同サイズ内での

価格差が大きく、特に23.5cmで、は約700円/

kgの差を生じた(図 5-2)。これは、日格

差や出荷状態(鮮度や取扱状況)の差による

ものと推定し、検証を行ったが、明確な違い

は確認できなかった。なお、この調査は 6月

の一時期の調査であること、サンプル数が十

分でなく統計的手法をとっていないこと等間



表4-1 定置網で採集された
クロソイの飼育成績

飼育期 間 '94.7.22 -9.21 
飼育日数 61 

開 平均全長(cm) 10.5 (8.2-13.6) 
蛤 平均体重(g) 22.7 (11.4-40.8) 
時 肥満 度 21.0 

尾数(尾) 315 
総重量(g) 7，141 
飼育密度(同Ikl) 7.14 

終 平均全長(cm) 10.8 (8.3-13.6) 
了 平均体重(g) 25.3 (11.0-43.8) 
時 肥 満 度 19.6 

尾数(尾) 59 
総 重 量(g) 1，493 
飼育密度(kg/kl) 1.49 

へい死尾数(尾) 256 
生残*(覧) 18.7 
へい死総重量(g) 5，804 
増重倍率 1.12 
増重 量(g) 155 
日間増重率(%) 0.04 

肥満度=BWx1000/TL 
増重倍率=w2/wl
増重量 (G)=W2-Wl+W3 
日間増重率=G/CDx (Wl+W2+W3) 12) x 100 

表4-2 定置網で採集された
イシダイの飼育成績

飼育期間 '94.8.24 -9.21 
飼育臼数 28 

開 平均全長(cm) 9.5 (7.9-11.4) 
始 平均体重(g) 21. 0 (10.4-41. 7) 
時 肥満度 24.1 

尾数(尾) 21 
総重量(g) 441 
飼育密度(均Ikl) 0.44 

終 平均全長(cm) 11. 2 (8.8-13.0) 
了 平均体重(g) 39.5 (16.3-64.0) 
時 肥満度 26.4 

尾数(尾) 17 
総重量(g) 672 
飼育密度(也Ikl) 0.67 

へい死尾数(尾) 4 
生残率(覧) 81.0 
へい死総重量(g) 84 
増重倍率 1.88 
靖重量(g) 315 
日間増重率(%) 1.88 

D:飼育回数
wl :開始時平均体重
w2 :終了時平均体重

Wl:開始時総重量
W2:終了時総重量
W3:へい死総重量

700 • 「円/kg
600 

500ト i( ... I ¥1 圃

400 

300 

200 

100 

/ 0 

11.5 13.5 15.5 17.5 19.5 21.5 23.5 25.5 27.5 尾叉長cm

図5-1 マアジの尾文長における平均単価の変化
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図5-2 尾文長サイズ毎の単価範囲
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題点も多く今後の課題としたい。

W 要約

以上を要約すると次のとおりとなる。

1.本県において定置網漁業は重要漁業種類の

一つであり、年間を通して多魚種が漁獲され、

イワシ類、マアジ、ブリが最重要魚種であり、

重量で72%、金額で62%を占めていた (1994

年)。

また、冬期 (12月--2月)に重量及び金額

とも占める割合が高く、夏期 (7月--8月)

は低かった。

2. 5--6月を中心にクロダイ、マダイ、ウス

メバル、メバル、イシダイ等の幼魚が水揚さ

れていた。一時期、大型定置網により漁獲さ

れた尾文長6cm前後のウスメバルが投棄され

た他は、そのほとんどが市場で売買されてい

fこO

また、これらの幼魚の漁獲は、マアジを除

きほとんどが磯寄りの小型定置網による漁獲

であった。

3.標本船定置網における幼稚魚の漁獲実態を

調査した結果、混獲幼稚魚は種類数、尾数と

も6月--9月に多く出現した。また、中型定

置網と大型定置網とを比較すると、前者では

クロソイ、イシダイ等の磯付き高級魚が、後

者ではマサパ、マアジ等の回遊性の浮魚類が

多く漁獲された。

なお、投棄は、中型定置網で 6月上旬にマ

サパが、大型定置網で11，12月にオキヒイラ

ギが見られたのみであった。

4.混獲幼稚魚の飼育においては、漁獲時のス

レがへい死の大きな要因であり、漁獲収容時

の選別方法に検討の必要性を認めた。
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6. 200カイリ水域内漁業資源総合調査

I 目的

2∞カイリ漁業水域の設定に伴い、当水域内

における漁業資源を科学的根拠に基づいて評価

し、漁業許可(可能)量等の推計に必要な資料

を整備する。

E 調査の方法

1.調査体制

(1) 調査項目及び期間

①標本船

1994年4月1日--1995年 3月31日

②生物測定調査

1994年 4月--1995年 3月

③卵稚仔分布調査

1994年 4月--6月

(2) 調査船

①白山丸 (189.52トン、 1，300PS)

白田光司船長以下14名

②禄剛丸ぐ43トン、 800PS)

谷保船長以下5名

2.内容

本水産総合センターの漁獲統計システム及

び市場調査員等により市場水揚量の集計と漁

業者から提出される漁獲成績報告書を基に、

資源評価のための基礎資料を整理するととも

に、市場水揚魚について生物測定を行い、さ

らに生物情報を得るために標本船から操業実

態細目調査表を収集した。

卵稚仔分布調査は調査船によるノルパック

ネットの150m鉛直曳を行い、卵稚仔の採集・

査定・計数を行った。

木本昭紀・柴田敏

波田樹雄・辻俊宏

なお、各調査で対象とした漁業種類・魚種・

採集位置等は、「皿 結果」で示したとおり

である。

E 結果

1.実施の概要

(1) 漁獲成績報告書

漁業種類
制度 隻
区分 (統)数

大中型まき網
大臣 5統
許可

中型まき絹
知事 9統
許可

小型イカ釣
知事 189隻
許可

1そうびき 大臣 33隻
沖合底びき網 許可

小型底曳網手繰 知事 155隻
第一種(10t未満) 許可

同 上 知事 21隻
(10t以上15t未満) 許可

ベニズワイガニ 知事
6隻

寵 漁 業 許可

iEL ヨ 計
14統
404隻

(2) 標本船調査

送付
備 考

回数

12 月 1回
(翌月上旬)

8 11 

11 漁期終了後 1回

12 
月 1回

(翌月上旬)

12 11 

10 11 

11 11 

76 

本県小松市安宅町沖に敷設された、共同

漁業権内の定置網 1ケ統において 4--10月

の7ヶ月間標本船調査を行った。
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(3) 生物測定調査結果

魚 種 調査期間 調査回数

マイワシ 4-3月 51 

ウlレメイワシ 4-3 12 

カタクチイワシ 4-3 13 

マサパ 4-3 38 

マアジ 4-3 42 

ブリ 4-3 40 

スlレメイカ 4-3 5 

言十 201 

(4) 卵稚仔魚群分布基本調査

禄剛埼及び猿山埼の北西沖合(図 1-1) 

で、白山丸により卵稚仔、プランクトン分

布調査を 4-5月に 2回延べ4日問、魚群

の分布調査を10-11月に 2回延べ4日間そ

れぞれ実施した。

qδ q
J
 



2.卵稚仔採集結果

表 2-1 NORPACネットの鉛直曳きによる卵稚仔採集記録 (1994年4月)

定 採集 ワイT- 海 ろJ本 水温 塩分

月日 北緯 東経 長さ傾 深 計四 CC) 
点 時刻j (m) 角 (m) 転数 Om 10m 50m Om 10m 50m 

04.07 la 37・33.5 137・14.5 06: 10 97 6 894 11. 2 

04.07 1 37・35.0 137・15.0 05:55 90 13 97 922 11.0 10.71 10.39 34.20 34.19 34.21 

04.07 2a 37・38.0 137・09.5 05:16 97 14 985 11.5 

04.07 2 37・41.0137・06.0 04:43 85 10 85 778 11.3 10.99 10.31 34.12 34.19 34.20 

04.07 3a 37・44.5 136・59.5 04:03 75 11 730 11.5 

04.07 3 37・46.0 136・55.0 03: 18 116 14 116 1207 11. 7 10.84 10.49 34.23 34.23 34.23 

04.07 4a 37・53.5 136-44.0 02:05 145 14 145 1438 11.2 

04.06 4 38・00.0 136・34.0 18:44 150 1397 11.9 11.04 10.89 34.35 34.36 34.35 

04.06 5 38・10.0 136・19.0 16:45 150 4 1105 12.1 11.49 11.50 34.40 34.41 34.49 

04.06 8 38・21.0136・00.0 14:34 150 2 1292 10.2 9.17 7.02 34.21 34.22 34.17 

04.06 7 38-33.0 135・40.0 12:24 150 25 1550 10.0 9.57 8.48 34.22 34.24 34.25 

04.06 8 38・12.0 135・16.0 09: 15 150 9 1433 11.4 11.18 10.72 

04.06 9 38・00.0 135・34.0 07:20 150 16 1493 11.5 11.35 10.63 

04.06 10 37・48.0 136・52.0 05:30 150 13 1445 11.7 11.27 11.02 

04.06 11b 37・29.0 136・28.0 00:01 150 7 152 1404 11.5 10.95 10.80 

04.06 11a 37・32.0 136・23.0 00:38 150 4 160 1398 11.6 11.02 10.83 

04.06 11 37・38.0 136・13.0 03:22 150 g 359 1451 12.1 11.63 11.47 

04.05 12b 37・21.0136-40.5 22:27 105 11 1040 11. 0 10.79 10.83 

04.05 12a 37・22.5 136・38.5 22:45 117 11 1092 11.5 11.27 10.70 

04.05 12 37・26.0 136・33.0 23:25 147 14 1410 11.5 11.02 10.78 

04.05 21a 37・26.5 136・56.0 18:33 65 20 66 609 11. 0 

04.05 21 37・28.0 136-54.0 18:53 80 8 79 752 11. 2 10.99 10.69 

04.05 22 37・31.0136・49.0 19:26 103 3 103 1089 11. 0 10.88 10.42 

04.05 23a 37-34.0 136・44.0 20:04 110 15 109 1265 11. 2 

04.05 23 37・37.0 136・38.5 20:50 127 5 129 1191 11.1 11.06 10.31 

04.06 24 37・43.5 136・28.5 01:55 150 8 200 1335 11.6 11.19 11.02 

04.15 25a 37・09.5 136・37.0 14:49 75 50 80 1013 11. 8 34.20 

04.15 25 37・10.0 136・34.0 14:28 120 36 127 1365 11.76 11.54 34.29 34.24 34.28 

04.15 26 37・11.5 136・28.0 13:54 150 30 165 1728 12.4 12.14 11.90 34.58 34.55 34.56 

04.15 27a 37・13.0 136・22.0 13: 17 135 28 137 1695 12.4 34.58 

04.15 27 37・14.5 136・16.0 12:47 150 22 167 1557 12.3 11.98 11.69 34.58 34.55 34.54 

04.15 28 37・17.0 136・04.0 11:46 150 21 1538 12.3 11.68 11.46 34.41 34.37 34.47 

04.14 29a 36・53.1 136・42.0 08:09 29 14 29 399 11.5 12.27 34.17 34.15 

04.14 29 36・54.0 136・40.0 08:33 48 21 48 583 11. 4 12.02 34.19 34.29 

04.14 30 36・55.5 136・34.0 09:12 90 37 85 1253 11.7 11.62 11.45 34.21 34.17 34.45 

04.15 31a 36・57.0 136・28.0 08:09 150 35 164 1822 12.2 34.60 

04.15 31 36・58.5 136-22.0 08:55 150 27 249 1955 12.2 11.96 11.83 34.58 34.54 34.53 

04.15 32 37・01.0136・10.0 10:10 150 26 1978 12.5 12.25 12.18 34.61 34.57 34.57 

04.13 33a 36・36.0 136・32.5 10:21 33 3 33 473 12.0 12.23 32.69 34.26 

04.13 33 36・36.5 136・30.0 10:50 45 15 47 590 11. 7 12.24 34.18 34.32 

04.13 34 36・37.5 136・25.5 10: 17 80 7 79 1113 11. 9 11.55 11. 68 34.34 34.31 34.46 

04.13 35a 36・38.5 136・21.011:40 115 29 115 1293 12.7 34.67 

04.13 35 36・42.01136・05.0113:06 150 。 1579 12.3 12.06 11. 91 34.59 34.55 34.54 
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表 2-2 NORPACネットの鉛直曳きによる卵稚仔採集記録 (1994年 5月)

定 採集 ヲイt- 海 ろ水
水("C温) 

塩分

月日 北緯 東経 長さ 傾 深 計四
点 時刻 (m) 角 (m) 転数 Om 10皿 50m Om 10m 50m 

04.27 la 37・33.5 137・14.5 18:23 90 15 952 12.9 

04.27 37・35.0 137・15.0 18:39 97 7 823 13.0 12.84 11.17 34.15 34.17 34.34 

04.27 2a 37・38.0 137・09.5 19:17 96 11 949 12.8 

04.27 2 37・41.0 137・06.0 19:46 81 18 775 12.6 12.50 10.78 34.33 34.39 34.26 

04.27 3a 37・44.5 136・59.5 20:28 75 14 847 12.8 

04.27 3 37・46.0 136・55.0 20:56 118 6 1193 13.0 12.82 11.39 34.17 34.21 34.43 

04.27 4a 37・53.5 136・44.0 22:09 140 18 1483 13.2 

04.27 4 38・00.0 136・34.0 23: 12 150 23 1411 12.4 12.31 10.93 34.32 34.37 34.41 

04.27 5 38・10.0 136・19.0 00:51 150 25 1472 12.7 12.59 10.82 34.42 34.43 34.41 

04.27 6 38・21.0 136・00.0 02:58 150 26 1510 12.6 12.46 11.99 34.42 34.48 34.63 

04.28 7 38・33.0 135・40.0 05:17 150 3 1446 12.2 12.05 10.52 34.36 34.41 34.37 

04.28 8 38-12.0 135・16.0 08: 14 150 4 1429 13.0 12.72 11.55 34.41 34.46 34.45 

04.28 g 38・00.0 135・34.0 10: 12 150 3 1510 12.7 12.44 11.23 34.36 34.40 34.39 

04.28 10 37・48.0 136・52.0 12:05 150 16 1447 13.2 12.71 11.80 34.39 34.42 34.44 

04.28 11b 37・29.0 136・28.0 17:41 150 17 1501 14.0 13.52 12.09 34.36 34.45 34.61 

04.28 lla 37・32.0 136・23.0 17:02 150 3 1542 13.9 13.39 12.19 34.45 34.54 34.62 

04.28 11 37・38.0 136-13.0 14:05 150 3 1437 13.9 13.17 11.39 34.57 34.59 34.43 

04.28 12b 37・21.0 136・40.5 20:05 105 8 1062 12.9 12.66 11.83 34.26 34.28 34.48 

04.28 12a 37・22.5 136-38.5 19:43 120 13 1273 13.4 12.50 12.38 34.23 34.31 34.60 

04.28 12 37・26.0 136・33.0 18: 18 148 17 1400 13.6 13.20 11.84 34.25 34.22 34.52 

04.28 21a 37・26.5 136・56.0 23:46 67 7 578 12.9 

04.28 21 37・28.0 136・54.0 23:29 80 729 12.9 12.46 11.65 34; 12 34.20 34.43 

04.28 22 37-31. 0 136・49.0 22:54 103 1 920 13.2 13.18 11. 92 34.15 34.20 34.50 

04.28 23a 37・34.0 136・44.0 22: 19 110 2 1052 13.1 

04.28 23 37・37.0 136・38.5 21:40 130 5 1222 13.2 12.60 11.54 34.18 34.21 34.34 

04.28 24 37-43.5 136-28.5 15:40 150 4 1095 13.6 12.91 12.02 34.48 34.53 34.63 

05/13 25a 37・09.5 136-37.0 09: 14 75 2 1740 16.0 34.18 

05/13 25 37・10.0 136・34.0 09:26 120 23 1226 15.8 15.34 14.33 34.39 34.48 34.70 

05/13 26 37・11.5 136・28.0 10: 11 150 7 1501 15.5 15.02 14.11 34.65 34.66 34.69 

05/13 27a 37・13.0 136・22.0 10: 14 130 g 1248 15.4 34.70 

05/13 27 37・14.5 136・16.0 11: 14 150 11 1562 15.6 15.12 13.78 34.68 34.70 34.74 

05/13 28 37・17.0 136・04.0 12: 14 150 16 1558 15.3 14.35 13.41 34.59 34.62 34.71 

05/12 29a 36・53.1 136・42.0 15:53 30 24 31 355 16.2 15.68 34.00 34.14 

05/12 29 36・54.0 136・40.0 15:30 45 30 50 646 16.5 15.79 33.93 34.13 

05/12 30 36・55.5 136・34.0 15:56 80 3 31 ，800 16.8 15.54 14.21 34.55 34.56 34.62 

05/13 31a 36・57.0 136・28.0 15: 19 150 1550 15.9 34.72 

05/13 31 36・58.5 136・22.0 14:50 150 15 1430 16.3 15.22 14.36 34.69 34.70 34.70 

05/13 32 37・01.0 136-10.0 13:52 150 7 1492 15.6 15.09 13.76 34.69 34.70 34.75 

05/12 33a 36・36.0 136・32.5 17:50 33 31 33 383 16.2 15.39 34.16 34.39 

05/12 33 36・36.5 136-30.0 17:29 45 28 518 16.0 15.42 34.20 34.40 

05/14 34 36・37.5 136・25.5 12:23 75 11 77 847 17.5 16.19 14.29 34.23 34.27 34.61 

05/14 35a 36・38.5 136・21.0 11:57 110 15 126 1059 17.0 34.41 

05/14 35 36・42.0 136・05.0 10:48 150 29 1471 17.0 15.71 13.66 34.70 34.70 34.72 

-35-



表2-3 NORPACネットの鉛直曳きによる卵稚仔採集記録 (1994年 6月)

定 採集 ヲイr-
海深 計ろ水四 京("C福) 

塩分

月日 北緯 東経 長さ 傾
点 時刻 (m) 角 (m) 転数 Om 10m 50m Om 10m 50m 

05.30 la 37・33.5 137・14.5 11:50 90 3 908 17.9 

05.30 37・35.0 137・15.0 12: 15 100 9 98 1000 17.5 16.97 15.16 34.64 34.62 34.68 

05.30 2a 37・38.0 137・09.5 12:45 100 20 932 17.9 

05.30 2 37・41.0 137-06.0 13: 15 85 15 83 957 17.6 16.94 15.44 34.61 34.65 34.70 

05.30 3a 37-44.5 136-59.5 13:56 75 75 777 17.8 

05.30 3 37・46.0 136・55.0 14:28 120 61 117 1114 17.6 16.73 14.74 34.63 34.57 34.70 

05.30 4a 37・53.5 136・44.0 15:38 145 11 144 1508 17.3 

05.30 4 38-00.0 136-34.0 16:43 150 g 1459 16.3 14.55 11.02 34.06 34.02 34.31 

05.30 5 38・10.0 136・19.0 18:25 150 18 1520 15.6 15.22 11.68 34.32 34.34 34.57 

05.30 6 38・21.0 136・00.0 20:40 150 14 1412 17.1 16.62 14.39 34.58 34.62 34.71 

05.30 7 38・33.0 135・40.0 22:45 150 5 1408 16.5 16.01 14.56 34.42 34.46 34.56 

05.31 8 38・12.0 13'5-16.0 01:56 150 14 1450 16.3 16.19 13.87 34.41 34.45 34.53 

05.31 9 38・00.0 135・34.0 03:51 150 15 1503 16.9 16.59 14.50 34.60 34.63 34.71 

05.31 10 37・48.0 136・52.0 05:49 150 11 1542 17.0 16.89 14.38 34.58 34.59 34.59 

05.31 11b 37・29.0 136・28.0 11:04 150 4 1427 17.4 

05.31 11a 37・32.0 136・23.0 10:32 150 3 1488 16.9 

05.31 11 37・38.0 136-13.0 07:48 150 g 1469 16.6 16.44 14.25 34.54 34.57 34.61 

05.31 12b 37・21.0 136・40.5 12:37 105 21 105 1293 18.3 

05.31 12a 37・22.5 136・38.5 12: 18 120 10 120 1107 18.0 

05.31 12 37・26.0 136・33.0 11:40 150 12 148 1452 16.9 16.62 14.18 34.52 34.45 34.63 

05.31 21a 37・26.5 136・56.0 16: 15 75 22 74 621 18.2 

05.31 21 37・28.0 136・54.0 16:03 80 25 79 983 18.2 18.00 16.35 34.28 34.28 34.54 

05.31 22 37・31.0 136-49.0 15:31 100 71 103 1065 18.4 16.90 16.03 34.50 34.51 34.64 

05.31 23a 37・34.0 136・44.0 14:57 110 11 1198 18.1 

05.31 23 37・37.0 136・38.5 14:21 130 4 1209 17.4 16.86 15.19 34.58 34.60 34.70 

05.31 24 37・43.5 136・28.5 09:15 150 61 201 1520 16.6 16.25 14.07 34.52 34.54 34.60 

06/15 25a 37・09.5 136・37.0 08:20 75 12 80 781 19.8 34.31 

06/15 25 37・10.0 136・34.0 08:47 120 16 125 1197 20.5 20.27 16.24 34.33 34.34 34.61 

06/15 26 37・11.5 136・28.0 09:22 150 18 164 1529 20.6 20.45 15.70 34.48 34.50 34.63 

06/15 27a 37・13.0 136・22.0 09:53 125 33 130 1410 20.5 34.44 

06/15 27 37・14.5 136・16.0 10:29 150 17 170 1532 20.3 19.59 14.67 34.42 34.44 34.58 

06/15 28 37・17.0 136・04.0 11:31 150 20 1563 20.3 19.52 14.42 34.34 34.34 34.47 

06/15 29a 36・53.1 136・42.0 15:55 25 29 32 299 20.5 34.32 

06/15 29 36・54.0 136・40.0 15:41 40 26 44 495 20.3 20.12 34.36 34.36 

06/15 30 36・55.5 136・34.0 15:09 75 27 82 833 21.3 20.70 16.57 34.27 34.35 34.56 

06/15 31a 36・57.0 136・28.0 14:35 150 24 161 1486 21.0 34.33 

06/15 31 36・58.5 136・22.0 14:05 150 17 261 1522 21.3 20.18 16.57 34.35 34.45 34.58 

06/15 32 37・01.0 136・10.0 13:04 150 24 1627 21.1 20.39 15.48 34.39 34.41 34.64 

06/16 33a 36・36.0 136・32.5 08: 17 30 15 33 329 20.3 34.23 

06/16 33 36・36.5 136・30.0 08:36 40 11 46 442 20.0 18.98 34.16 34.45 

06/16 34 36・37.5 136・25.5 09:01 75 21 78 782 20.8 18.70 15.66 34.32 34.51 34.62 

06/16 35a 36・38.5 136・21.0 09:23 110 15 115 1051 20.5 34.43 

06/16 35 36・42.0 136・05.0 10:42 150 101 365 1492 20.4 19.24 12.25 34.40 34.38 34.38 
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3.平成6年度生物測定結果

魚種名 マイワシ

No. 採集 漁業種類 水揚港 測定体長(cm) 体重(g)

年月日 尾数 平均 S.D. 平均 S.D. 
940401 定置網 能都町 105 18.4 1.2 74.2 16.7 

2 940407 定置網 能都町 100 18.5 1.1 76.0 15.5 
3 940417 定置網 小 松 77 18.9 1.5 92.0 21.4 
4 940426 定置網 能都町 66 17.3 1.4 
5 940427 定置網 能都町 100 18.2 1.2 75.3 16.0 
6 940503 刺網 小松 21 21.3 1.0 130.1 18.9 
7 940506 定置網 能都町 69 19.2 2.0 
8 940527 定置網 能都町 41 14.4 1.4 
9 940531 定置網 能都町 72 14.5 1.0 
10 940601 定置網 能都町 137 16.1 2.2 55.4 25.4 
11 940617 定置網 南浦金沢 95 14.4 1.0 38.3 8.2 
12 940621 定置網 能都町 34 13.9 0.4 32.6 2.9 
13 940624 定置網 佐々波 63 14.0 0.7 
14 940624 中型まき網 西 海 65 20.3 1.2 122.2 22.9 
15 940624 定置網 佐々波 35 13.8 0.7 
16 940629 定置網 能都町 100 14.3 0.4 34.2 3.2 
17 940717 中型まき網 西海 70 18.4 2.1 91.3 35.3 
18 940718 中型まき網 西海 77 19.6 1.7 110.5 31.8 
19 940720 中型まき網 西海 67 17.6 0.8 78.4 11.1 
20 940823 定置網 能都町 38 13.3 1.1 
21 940824 定置網 能都町 41 13.8 0.6 
22 940826 定置網 佐々波 54 10.0 0.6 
23 940920 定置網 能都町 44 15.2 1.4 
24 940923 定置網 能都町 200 10.6 1.8 15.2 10.0 
25 940926 定置網 能都町 76 9.4 1.2 
26 941004 定置網 能都町 90 12.3 1.9 
27 941007 定置網 佐々波 23 12.2 4.4 
28 941018 定置網 能都町 57 12.5 1.4 
29 941209大中型まき網 蛸島 90 20.8 1.2 109.9 19.8 
30 941222 定置網 能都町 96 17.8 2.0 
31 941222 定置網 能都町 100 20.3 1.7 95.9 24.9 
32 941222 定置網 能都町 96 19.4 1.6 
33 941228 定置網 能都町 69 20.0 1.4 
34 950104 定置網 能都町 100 21.3 1.1 110.8 16.3 
35 950119 定置網 能都町 51 23.0 0.8 
36 950123 定置網 能都町 81 19.2 2.9 
37 950127 定置網 佐々波 109 19.3 1.6 
38 950127 定置網 佐々波 95 20.8 1.9 
39 950124 定置網 能都町 60 20.6 2.0 103.0 27.5 
40 950206 定置網 七尾 38 15.3 0.5 
41 950206 定置網 七尾 75 19.3 1.1 
42 950214 定置網 蛸島 132 19.5 1.4 86.3 21.6 

43 950215 定置網 能都町 84 17.6 1.3 
44 950216 定置網 能都町 58 17.5 1.9 
45 950220 刺網 小松 99 20.1 1.2 96.9 21. 9 

46 950220大中型まき網県漁連金沢 150 16.1 1.9 49.0 21.1 

47 950221 定置網 能都町 59 16.8 1.0 
48 950224 定置網 能都町 92 15.7 1.4 
49 950308 定置網 能都町 79 18.4 1.8 
50 950315 定置網 能都町 53 16.6 1.5 
51 950315 定置網 能都町 20 16.7 1.3 
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魚種名 ウルメイワシ

No. 採集 漁業種類 水揚港測定体長(cm) 体重(g)
年月日 尾数 平均 S.O. 平均 S.O. 
940527 定置網 能都町 68 13.9 1.9 

2 940531 定置網 能都町 46 14.2 0.7 
3 940601 定置網 能都町 100 14.7 1.3 37.5 12.8 
4 940717 中型まき網 西海 27 17.5 1.4 77.1 18.7 
5 940720 中型まき網 西海 12 18.2 1.8 88.7 25.2 
6 940826 定置網 佐々波 47 9.9 0.6 
7 940926 定置網 能都町 18 10.1 1.1 
8 941007 定置網 佐々被 50 13.1 2.3 
9 941018 定置網 能都町 42 11.9 1.5 
10 941115 定置網 能都町 50 20.9 1.3 
11 941130 定置網 能都町 43 16.3 1.9 
12 950223 定置網 能都町 53 15.6 1.2 

魚種名 カタクチイワシ

No. 採集 漁業種類 水揚港 測定体長(cm) 体重(g)
年月日 尾数 平均 S.O. 平均 S.D. 
940527 定置網 能都町 29 11.6 1.3 

2 940621 定置網 能都町 100 13.4 0.6 23..9 3.1 
3 940621 定置網 能都町 81 13.6 0.7 
4 940624 定置網 佐々波 84 10.6 1.8 
5 940624 定置網 佐々波 78 9.7 1.4 
6 940718 中型まき網 西海 100 13.4 0.6 27.4 3.2 
7 940721 定置網 佐々波 72 9.7 1.7 
8 940926 定置網 能都町 30 9.1 2.7 
9 941007 定置網 佐々波 19 9.4 1.5 
10 941018 定置網 能都町 40 13.1 0.6 
11 950307 定置網 能都町 49 14.0 0.7 
12 950307 定置網 能都町 79 13.9 0.8 26.1 4.2 
13 950315 定置網 能都町 57 14.1 0.5 

魚種名 マアジ

No. 採 集 漁業種類 水揚港 測定体長(cm) 体重(g)
年月日 尾数 平均 S.D. 平均 S.D. 

1 940412 定置網 能都町 30 18.4 1.3 77.0 15.4 
2 940427 定置網 能都町 100 18.4 1.0 74.3 12.7 
3 940427 定置網 能都町 47 19.3 1.3 
4 940503 定置網 能都町 107 11.3 2.0 
5 940503 定置網 能都町 67 18.1 1.3 
6 940512 定置網 能都町 48 9.9 1.1 
7 940517 定置網 能都町 48 10.3 1.0 
8 940518 定置網 能都町 84 10.4 1.1 
9 940519 定置網 能都町 59 10.6 1.0 
10 940524 定置網 能都町 65 10.4 0.8 
11 940524 定置網 能都町 61 12.9 0.7 
12 940524 定置網 能都町 48 20.4 1.1 
13 940525 定置網 能都町 71 10.8 1.1 
14 940525 定置網 能都町 100 19.9 1.0 103.1 14.7 
15 940526 定置網 能都町 70 12.9 0.8 
16 940526 定置網 能都町 80 11.1 1.0 
17 940527 定置網 能都町 74 13.0 1.0 
18 940527 定置網 能都町 81 12.9 0.7 
19 940601 定置網 能都町 99 11.6 1.2 
20 940601 定置網 能都町 81 11.3 1.0 
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魚種名 マアヲ(続き)

No. 採 集 漁業種類 水揚港 測定体長(cm) 体重(g)

年月日 尾数 平均 S.D. 平均 S.D. 
21 940601 定置網 能都町 62 12.4 0.8 
22 940603 定置網 能都町 76 11.2 0.9 
23 940606 定置網 能都町 78 10.8 1.3 
24 940606 定置網 能都町 78 11.8 1.0 
25 940606 定置網 能都町 171 15.8 3.1 
26 鈍0607 定置網 能都町 109 18.6 1.9 
27 940608 定置網 能都町 85 11.7 1.3 
28 940610 定置網 能都町 107 17.7 2.6 
29 940610 定置網 能都町 100 17.8 2.2 80.0 28.3 
30 940615 定置網 能都町 68 16.7 2.7 
31 940621 定置網 能都町 152 17.2 2.7 
32 940622 定置網 能都町 64 12.9 1.0 
33 940624 定置網 佐々披 53 21.1 2.6 
34 940624 定置網 佐々波 98 22.1 1.8 
35 940628 定置網 能都町 127 16.2 2.5 
36 940705 定置網 能都町 48 5.3 1.0 
37 940705 定置網 能都町 30 14.3 1.2 
38 940714 定置網 能都町 55 15.5 1.3 
39 940714 定置網 能都町 44 6.3 1.2 
40 940719 定置網 能都町 75 16.8 2.5 
41 940720 定置網 能都町 77 14.7 0.8 
42 940720 定置網 能都町 60 8.3 0.8 
43 940721 定置網 佐々滋 103 16.1 2.2 
44 940721 定置網 佐々波 16 8.6 3.6 
45 940722 定置網 飽都町 65 14.7 1.0 
46 940722 定置網 能都町 257 4.4 6.0 
47 940809 定置網 億都町 72 8.9 0.8 
48 940811 定置網 能都町 55 8.6 1.0 
49 940816 定置網 飽都町 50 9.1 1.4 
50 940823 定置網 能都町 60 10.1 1.3 
51 940826 定置網 佐々滋 56 15.9 1.2 
52 941108 定置網 能都町 75 19.4 1.0 94.4 12.4 
53 941115 定置網 能都町 52 17.9 1.3 
54 941117 定置網 能都町 101 18.6 2.4 
55 941117 定置網 能都町 53 21.8 1.1 
56 941121 定置網 能都町 87 18.6 1.9 
57 941125 定置網 能都町 50 16.5 1.2 
58 941130 定置網 能都町 32 18.4 1.6 
59 941202 定置網 佐々滋 45 18.1 2.8 
60 941202 定置網 佐々甑 48 18.0 3.5 
61 941213 定置網 能都町 45 9.1 0.5 
62 941214 定置網 能都町 85 12.0 3.0 
63 941228 定置網 能都町 57 21.7 1.6 
64 941228 定置網 能都町 62 23.4 1.6 
65 950105 定置網 能都町 64 11.9 2.2 
66 950105 定置網 能都町 50 14.1 1.2 
67 950119 定置網 能都町 40 12.5 2.4 
68 950123 定置網 能都町 49 12.6 1.5 
69 950216 定置網 能都町 79 15.5 2.3 
70 950221 定置網 能都町 65 20.9 2.4 
71 950303大中型まき網 蛸島 45 13.3 1.7 
72 950303大中型まき網 蛸島 16 23.9 2.5 185.4 64.9 

73 950307 定置網 能都町 139 14.7 2.8 43.5 29.2 
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魚種名 プリ

No. 採集 漁業種類 水揚港 測 定 体 長(crn) 体重(g)

年月日 尾数 平均 S.D. 平均 S.D. 
940412 定置網 能都町 24 75.6 1.9 

2 940518 定置網 能都町 50 35.8 2.1 
3 940609 定置網 能都町 60 59.7 4.9 
4 940609 定置網 能都町 60 63.7 1.1 
5 940609 定置網 能都町 25 60.3 12.8 
6 940626 定置網 小松 89 12.4 1.5 
7 940628 定置網 能都町 93 12.4 1.8 
8 940705 定置網 能都町 29 16.2 0.6 
9 940711 定置網 能都町 47 12.5 1.2 
10 940711 定置網 能都町 42 15.4 0.9 
11 940711 定置網 能都町 47 13.2 1.6 
12 940714 定置網 能都町 51 12.8 1.1 
13 940714 定置網 能都町 52 15.8 1.5 
14 940719 定置網 能都町 55 14.9 2.7 
15 940719 定置網 能都町 46 14.3 0.7 
16 940719 定置網 能都町 55 14.9 2.7 
17 940721 定置網 佐々波 65 14.5 1.2 
18 940722 定置網 能都町 33 15.9 1.7 
19 940722 定置網 能都町 55 16.5 2.1 
20 940809 定置網 能都町 54 19.5 1.7 
21 940809 定置網 能都町 32 22.5 2.1 
22 940809 定置網 能都町 76 22.0 2.4 
23 940809 定置網 能都町 60 21.3 2.1 
24 940810 定置網 輪島 82 22.0 2.1 
25 940811 定置網 能都町 43 19.2 2.0 104.9 39.5 
26 940816 定置網 能都町 40 22.9 1.9 
27 940816 定置網 能都町 90 18.5 1.8 
28 940823 定置網 能都町 44 26.2 1.7 
29 940824 定置網 能都町 51 25.9 1.2 
30 940824 定置網 能都町 64 26.3 2.9 
31 940826 定置網 佐々波 53 27.4 2.0 
32 940830 定置網 能都町 47 24.1 1.8 
33 940830 定置網 能都町 71 26.5 3.0 
34 940906 定置網 能都町 38 28.0 2.0 
35 940906 定置網 能都町 70 30.7 1.9 
36 940920 定置網 能都町 61 30.8 1.7 
37 940920 定置網 能都町 58 30.0 1.4 
38 940921 定置網 能都町 70 30.3 1.4 411 55.9 
39 940921 定置網 能都町 98 30.4 1.4 
40 940922 定置網 能都町 67 29.9 1.3 
41 941004 定置網 能都町 34 36.6 1.2 
42 941006 定置網 能都町 45 33.1 1.7 
43 941007 定置網 佐々波 52 33.3 1.4 
44 941012 定置網 能都町 50 34.5 1.5 
45 941014 定置網 能都町 36 35.0 1.4 
46 941018 定置網 能都町 55 34.6 1.4 
47 941027 定置網 能都町 45 35.3 1.4 
48 941102 定置網 佐々波 63 36.6 2.2 
49 941109 定置網 能都町 48 36.3 1.4 
50 941115 定置網 能都町 50 39.2 1.5 
51 941121 定置網 能都町 32 37.3 1.1 
52 941125 定置網 能都町 59 37.2 1.4 
53 941202 定置網 佐々波 79 39.4 1.3 
54 950106 定置網 能都町 75 85.5 
55 950220 定置網 能都町 72 37.7 1.3 
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マサパ
採集 機業種類

年月日
940412 定置網
940427 定置網
940506 定置網
940506 定置網
9却518 定置網
940518 定置網
940524 定置網
9却527 定置網
940531 定置網
940621 定置網
940714 定置網
940720 定置網

940721 定置網
940824 定置網
940826 定置網
940921 定置網
940922 定置網

940926 定置網

941006 定置網

941007 定置網
941007 定置網
941012 定置網
941115 定置網
941117 定置網
941130 定置網
941209大中型まき網
941222大中型まき網
941222 定置網
941227 定置網

941228 定置網
950105 定置網
950127 定置網
950208 定置網
950215 刺網
950221 定置網

950221 定置網
950223 定置網
950303大中型まき網
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7. マイワシ資源等緊急調査

I 目的

マイワシは、まき網・定置網の漁獲対象種と

して本県では重要な位置を占め、資源の動向が

県下水産業に与える影響は大きい。本調査は平

成4年度から 3年計画で始まった国の委託事業

で、近年資源、の減少が懸念されているマイワシ

の今後の動向を評価するための基礎資料を収集

することを目的とする。

E 調査の方法

1.マイワシ卵・稚仔魚の採集

1994年4--6月に能登半島外浦海域でノル

パックネットの150m鉛直曳を行いマイワシ

卵・稚仔魚の採集・査定・計数を行った。

2.沖合分布生態調査

調査船白山丸で行ったスルメイカ釣獲試験

操業時にマイワシ魚群の目視調査を行った。

また、小木漁協所属の中型イカ釣漁船 2隻を

標本船とし、操業期間中にマイワシ魚群の目

視記録の記載を依頼した。

3.漁獲実態調査

内浦海域の定置網漁業と西海漁協所属の中

型まき網漁業を対象として、漁獲統計の整備・

漁獲物のサンプリング・生物測定・聞き取り

調査を行った。また、定置網漁船5ケ統を標

本船として操業記録の記載を依頼した。

直結果と考察

1.マイワシ卵・稚仔魚、の採集

本報告書内 1200カイリ水域内漁業資源総

合調査」の項参照。
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木本昭紀・柴田敏

波田樹雄・辻俊宏

2.沖合分布生態調査

マイワシ資源調査等緊急調査報告書(日水

研)参照

3.漁獲実態調査

(1) 本県マイワシ水揚量

マイワシの1904年以降の石川県総水揚量

(属地:石川農林水産統計年報より)の経

年変化を図 1に示した。近年のマイワシ

の水揚量は1970年後半より増加し、 1990年

には最高の119，000トンを記録した。その

後は減少に転じ、1992年は103，696トン、1田3

年は73，768トン、 1994年は33，508トンと急

激に減少しているO

120，000 
100，000 
80，000 
60，000 
(0，000 
20，000 。

噌司噌噌噌噌守司噌..Jf.

c> ・・・ e、. .。 ‘~ '" .・ e・ 00 o吻
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

回目 ー ー ー ー 四 回 目

図-1 石川県におけるマイワシ水揚量の経年
変化(石川農林水産統計年報)

(2) 定置網漁業(能登半島内浦海域)

能登半島沿岸に敷設されている定置網は

富山湾に面した東岸(珠洲市禄剛埼より富

山側、以下内浦海域とする)に集中してお

り、この海域では周年操業が可能である。

西岸(禄剛埼より西側、以下外浦海域とす

る)では冬季の季節風の影響を受け操業期

間は、 4月--11月の期間に限られるO 定置

網漁業件数は内浦海域で120ケ統、外浦海

域で10ケ統であり、その他に共同漁業権内



の小型定置網が400ケ統余り敷設されてい

るが正確な統数は不明である。

本センターの漁況収集地区のうち内浦海

域にある主要4港(蛸島・宝立町・能都町・

七尾〉の定置網漁業によるマイワシ水揚量

は、 1970年代より順調に増加し、 1992年に

は22，000トンを記録したが、以後1993年に

は、 21，000トン、 1994年には14，000トンと

減少傾向に転じた(図 2)。
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15，000 

10，000 
5，000 

1913 1918 1983 198B 1993 

図-2 能登半島内浦海域の定置網によるマイ
ワシ水揚量の経年変化(主要4港)

図-3に内浦海域の定置網漁業で1994年

4月--1995年3月に漁獲されたマイワシの

月別体長組成を示した。大中羽イワシの漁

獲状況を見ると、近年6月まで漁獲されて

いたが、 5月までとなり、 12月から漁獲さ

れていたものが、 11月からとなり 1ヶ月シ

フトするパターンが見られた。また 8--10

月の漁期を見ると、通常は、当歳魚のみの

単峰型を示す場合が多いが、本年において

は、それに1993年級と思われる群が混じり、

2峰型を示した。

(3) 中型まき網漁業

本県の中型まき網漁業は西海漁協及び輪

島市漁協に所属している 7ケ統により外浦

海域を中心として操業されている。 1989年

をピークに減少傾向にあるが、 1994年は前

年を上回った。

主な漁期は 4--7月で5月が盛漁期であ

る。他の月は狙う魚種が変わるためほとん
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図-3 能登半島内浦海域の定置網漁業で1994

年4月から1995年3月に漁獲されたマ
イワシの月別体長組成

46 



5.000 

4.000 

3.000 

2.000 

1，000 

ど漁獲されない。しかし、 1994年において

は 9..........11月にかけて564トンの漁獲があっ

た(図 4)。

1973 1978 1983 1988 1993 

図-4 中型まき網漁業によるマイワシ水揚量
の経年変化(2港)

附表-1 能登半島内浦海域の定置網で漁獲されたマイワシの月別体長組成

(1994.3~1995.3) 

体長階級(cm) 4月 5月 6月 8月 9月 10月 12月 1月 2月

7- 7.5 2.1 
7.5 - 8 4.2 
8- 8.5 12.6 2.4 

8.5 - g 12.6 0.6 
9- 9~5 11.6 17.9 2.4 

9.5 - 10 17.9 5.3 0.6 
10 - 10.5 16.8 17.9 7.1 

10.5 - 11 6.3 5.3 17.1 
11 - 11.5 4.2 2.1 14.1 

11.5 - 12 1.1 10.6 
12 - 12.5 4.1 0.0 8.8 

12.5 - 13 4.4 2.0 2.1 7.1 
13 - 13.5 6.6 19.4 10.5 1.1 2.4 0.6 

13.5 - 14 12.2 26.5 9.5 1.1 6.5 0.7 1.0 
14 - 14.5 0.4 11.0 25.5 17.9 3.2 4.1 0.2 3.7 

14.5 - 15 3.7 9.9 14.3 2.1 7.4 7.1 2.5 6.9 
15 - 15.5 2.6 7.2 8.2 11.6 1.8 0.4 1.4 10.4 

15.5 - 16 0.4 6.6 15.8 1.8 1.5 0.7 9.0 
16 - 16.5 0.4 1.7 4.2 0.0 0.8 0.5 2.9 

16.5 - 17 1.8 2.2 1.1 1.8 0.8 1.4 6.9 
17 - 17.5 10.0 5.0 1.2 2.6 1.8 11. 0 

17.5 - 18 22.1 7.2 6.8 2.5 12.9 
18 - 18.5 25.5 6.6 1.1 6.8 4.8 8.4 

18.5 - 19 19.6 5.5 10.6 5.3 10.8 
19 - 19.5 4.4 0.0 1.2 12.1 6.7 5.5 

19.5 - 20 2.2 1.7 0.6 11.3 9.6 5.7 
20 - 20.5 1.1 1.1 0.6 12.5 4.8 1.4 

20.5 - 21 1.8 2.2 5.3 7.8 0.6 
21 - 21.5 2.2 4.4 6.8 10.8 1.6 

21.5 - 22 1.5 2.8 0.6 7.5 10.8 0.6 
22 - 22.5 0.4 1.7 0.0 9.8 12.2 

22.5 - 23 4.2 6.7 
23 - 23.5 0.4 4.1 

23.5 - 24 3.4 
24 - 24.5 1.4 

24.5 - 25 
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8. スルメイカ漁業調査

I 目 的

本調査は本県沖合漁業の主力であるイカ釣漁

業の合理的操業確保のため、日本海及び黄海に

おいて漁獲試験を中心とした調査を実施し、操

業船に対して漁況の通報と指導を行う。

E 調査の方法

1.日本海及び黄海における漁場形成調査

1994年6月29日から11月17日まで、調査船

白山丸(総トン数189.52)において第 1--6 

次は日本海、第 7次は黄海の漁場調査を実施

した。

使用した漁具はダブルの自動イカ釣り機7

x2台、船首側にハロゲン灯 5kwx 16個及

び船尾側に白熱灯 5kwx26個(計42個)、テ

グスに針を約90cm間隔で、20本結び、操業は釣

具の水深を随時調整しながら行った。

2.標識放流調査

1994年7月4日から 9月3日まで7回にわ

たり、延べ9，000尾にアンカー型のタグを鰭

部に装着して標識放流を行った。

3.県内主要港における水揚量調査

県内主要港おいて、生鮮スルメイカと冷凍

スルメイカの水揚(隻数・水揚量)調査を行っ

た。また、本県所属の中型し、かつり船43隻の

漁獲成績報告書から、月別に緯経度 1度マス

目毎の 1日1隻あたりの漁獲箱数を算出し、

本年の操業状況を検討した。なお、 1箱重量

はスルメイカは約8.3kgで、アカイカは製品

重量で約10kgで、ある。

辻俊宏・白田光司・柴田敏

波田樹雄・木本昭紀

直結果及び考察

1.日本海及び黄海における漁場形成調査

30000 

20000 

10000 

1994年の日本海における第 1--6次の漁場

調査では、 54の操業点で117，216尾を漁獲し、

CPUE (釣機 1台 1時間当たりの漁獲尾数、

以下同じ)は、 26.8尾と前年の39.9尾は下回っ

たものの、過去5年平均の24.9尾を上回り高

い水準を維持している。(図 1・表 1 )。

40 

直里 30 

20 

10 

o 1 I 1.1 Ilr 卜I 111 111 卜I 1.1 1.1 ，.1川比_w_ームL_il。

81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 年

図-1 白山丸のCPUEの経年変化及び
県内主要港冷凍スルメイカ水揚量

また、黄海における第 7次の漁場調査では、

7の操業点で4，017尾を漁獲し、 CPUEは4.1

尾と昨年の2.1尾及び一昨年の4.7尾に続き低

調であった。

なお、この調査結果の概要については、各

次操業終了毎に「スルメイカ情報」として発

行し、県下の関係漁業協同組合及び関係機関

に送付した。結果の概要は次のとおりであるO

(図-2)

(1) 第 1次調査操業(6月29日--7月4日)

漁場一斉調査の結果、スルメイカは 6操

業点全てで漁獲され、広く分布がみられた。

なお、 CPUEが20尾以上を示す高密度域

は、北海道西方域から大和堆にかけての等

~48~ 



表-1 1994年に白山丸で行った試験操業結果

航海 操業期間 操業 天水温 漁獲 平均外蛮長 雄比率雄 雌
次数月日時間 時間 録業位置 気表面 50皿層 尾数 CPUH 範 囲 ト ド % 成艶率交益事

6 29 20:30・04:00 7.5 N38' 18.1 HI32'28.1 。19.3 5.64 3，811 36.30 14・29 21 50" 8" 20l幅
6 30 19:30・04:00 8.5 N39'12.3 HI33'44.2 。18.4 7.74 2，972 26.42 20・27 22 54" 26" 22耳

1次 7 1 19:30・04:30 9.0 N40・18.6HI35'45.0 B 16.6 2.44 1，213 9.63 15・27 22 49" 17耳 12" 
7 2 19:30・04:00 8.5 N39・31.1HI35'45.8 BC 18，9 9.43 3，116 26.18 19-26 21 44" 41" 36" 
7 3 19:30-04:00 8.5 N38'01.3 HI35'44.0 F 20.0 14.99 509 4.33 17・26 20 62" 55耳 閲覧

7 4 19:30・23:30 4.0 N36'30.2 HI35'46.6 。21.6 12.98 1，290 23.04 13・23 17 53覧 8" 9耳
7 11 22:30・04:00 5.5 N38'26.3 HI37'34.1 B 21.1 13.84 1.130 14.68 17・25 20 48" 79" 85% 
7 12 19:30・04:00 8.5 N39'29.4 HI36'30.1 BC 21.8 9.74 5，804 48.77 19・26 22 56" 25" 27% 
7 13 19:30・04:00 8.5 N39'45，5 HI35'53.6 c 21.5 5.09 3，624 30.45 20・27 23 40% 35描 10耳
7 14 19:30・21:30 2.0 N40'30.8 HI36'47.5 BC 20.0 2.83 59 2.11 17・28 24 

2次 715 00:00・04:00 4.0 N40'30.2 H137'12，1 c 20，6 4.75 2，053 36.66 16・28 22 42耳 43耳 17耳
7 15 19:30-04:00 8，5 N41'35.4 H137'35，7 BC 19.4 3，08 4，801 40.34 15・27 23 50" 28" 28覧
7 16 19:30・04:00 8，5 N41'33.5 H137'17.1 。20，5 4.21 3，819 32.09 17・28 23 
7 17 19:30・04:00 8，5 N42・04，9H131'50，O c 19，2 3.25 4，828 40.57 16・27 21 
7 18 19:30・04:00 8，5 N42'30，58137'48.1 BC 19.6 3.42 2，750 23.11 20・29 24 56" 18" 27百
7 19 19:30・04:00 8，5 N41・40，7H138'30.1 BC 21. 7 2，95 1，138 9，56 15・26 22 56覧 14" 14" 
8 3 21:15・04:30 7，3 N40'20.5 H137' 14.3 F 22，4 4，14 1.130 12.35 18・27 20 48覧 17" 15" 
8 4 19:30・04:00 8，5 N41'32，2 H137'15.1 BC 24，0 4，33 2，338 19.65 17-30 却

8 5 19:30・04:00 8，5 N43・05，6H138・00，6 BC 23，3 5.88 8，698 75，63 19・28 22 56" 18" 5百
3次 8 6 19:30・04:00 8.5 N43・04.5H138・06，6 BC 22.9 5.18 1，688 14，18 16・2823，24 

8 7 19:30・04:00 8.5 N43・46，6H138・49.0 BC 22.9 7.13 935 7.86 19・29 22 54" 4" 9耳
8 8 19:30・04:00 8.5 N41'59，9 HI38'26.6 c 24.3 4，47 7，248 60.91 15・28 22 50" 36覧 28耳
8 9 19:30・04:00 8.5 N42'11，7 H137'45.4 。24，0 3.88 5，977 50，22 17・28 22 
8 24 19:00・04:30 9.5 N39'45，4 BI35'29，8 B 26.7 3，28 1，990 14，96 21・30 23 38誕 58" 52" 
8 25 19:00・04:30 9，5 N40'27，8 B136'27，7 。25.6 2，37 3，540 26，62 19・29 22 38" 42覧 48" 
8 26 19:00・04:30 9.5 N41'33.9 B137・28.4 R 24.8 3.96 6，477 14，00 20・29 n 50" 制覧 48" 
8 27 19:00・04:30 9.5 N41'32.2 BI37'28.5 。24，8 4，09 2，930 22.54 19・29 23 54" 26誕 22" 
8 28 18:30・02:15 7.8 N42・制，2H137・41.3 c 24，3 4，48 5，455 50.51 19・31 23 倒見 27" 46" 

4次 829 18:30・04:3010.0 N43・12，2H138・00.4 。24，1 3，92 4，542 32.44 20・29 M 38" 52" 26" 
8 30 18:30・01:30 7，0 N43・59.4B138・40.7 。24，2 6.20 7，413 92.67 20・28 24 60" 23" 10覧
8 31 18:30・01:15 6.8 N44・59，0H139'36，3 c 23，0 4.71 8，342 145，08 17・30 24 制耳 36" 18誕
9 1 18:30・04:00 9，5 N45'28，1 B139'40，4 c 22，6 3，87 10，284 78.50 18・28 23 40" 15耳 13" 
9 2 18:30・03:15 8，8 N45'39.3 H140'17，1 BC 22.2 6，33 10，612 103.03 18・29 23 42% 95覧 7" 
9 3 18:30・04:00 9.5 N44・51.5 B140' 38，7 c 23.5 11.49 5，062 39，24 19・30 26 40% 10" 27百
9 4 18:15・23:00 4，8 N44'33，4 H139'14，1 R 22.8 7.52 2，567 38.60 18・28 23 68" 9" 6" 
9 19 19:45・23:45 4.0 N37'57.5 B137'21，5 R 26.3 20.67 46 0.82 14・2820，21 
9 20 18:00・05:3011.5 N39・02.9BI35'00.5 BC 25.3 14.24 1.913 11.88 16・30 22 70掘 97耳 87掘
9 21 18:30・05:3010.8 制0・13.3B136'04，4 BC 23.5 5.91 2，610 17，34 19・31 24 54覧 85覧 m: 

5次 922 18:00・05:0011.0 N40・09.9BI36'22.7 c 23.4 6，95 4，219 27.40 19・30 24 44耳 23" 21" 
9 23 18:15・05:0010.8 N41・46，3B137' 36.3 BC 21.5 4.45 5，483 36.43 20・31 24 36" 78覧 66" 
9 24 18:00-05:30 11.5 N41・47.9BI37'24.4 c 21.5 4.51 4，604 28.60 21・31 24 54覧 100" 91耳
9 25 18:00-05:00 1l.0 N42'30.8 B137・28.1 。20.5 3.49 2，759 17.92 20・31 24 54" 56" 65" 
9 26 18:00・05:0011.0 N41'22.3 B137・24.6 BC 21.6 3.10 2，908 18.88 20・31 24 S邸 68" 77" 
10 14 01:30・05:00 3.5 N37・53.4BI37'26.9 BC 22.4 20.74 218 4.45 20・28 23 16" 100" 100% 
10 14 21:00・05:30 7，5 N40'12.8 B137' 10.0 BC 18.4 7.57 1.169 11.13 19・31 24 30覧 87% 66" 
10 15 18:00・02:30 8.5 N41・59，7B137' 54.5 。13.9 4.05 2，496 20.97 20・28 24 60誕 67覧 29" 
10 16 17:30・05:0011.5 N41'02.0 8136'54.0 BC 14.5 2.47 740 6.61 21・3023，24 52耳 85耳 58覧
10 17 17:30・05:3012.0 N40' 10.8 8136'29.1 c 15.8 10.74 500 2.98 18・31 26 32耳 88" 74" 

6次 1018 17:30・21:00 3.5 N40'00.8 BI35'02.3 BC 15，5 3.38 421 9.25 19・30 M 60" 63" 45" 
10 18 22:00・05:30 7.5 N39'57.4 B135'12.5 BC 15，1 4.06 1，503 14.31 19・31 M 40耳 80" 53% 
10 19 17:30・05:3012.0 N39・25.2B134・06.1 R 16.0 8.01 1.406 8.37 22・29 24 閲覧 57耳 50" 
10 20 17:30・05:3012.0 N38・58.7H134・01.2 BC 19.3 18.41 2，273 13.53 21・32 25 34" 82" 67" 
10 21 17:30・05:3012.0 N39'09.4 BI35'01.5 。20.0 18.52 901 5.36 20・31 24 42" 86" 86" 
10 22 17:30・05:3012.0 N39・17.4BI34'57.6 BC 19.8 14.36 902 5.37 20-30 制 34覧 88覧 82覧
11 12 18: 00・07:0013.0 N37'05.4 B123'46.7 。15.3 8.79 549 4.22 14・30 22 制覧 50耳 32" 
11 13 18:00・07:0013.0 N36'56.8 B123'35.4 c 15.2 8.51 1，501 8.25 16・31 25 40" 60% 30% 
11 14 18:00・07:0013.0 N37・39.1BI23'49.1 c 13.9 10.30 238 1.31 14・31 25 57耳 71耳 52% 

7次 1115 18:00・20:00 2.0 N37・36.1BI23'18.1 。14.3 10.21 13 0，46 14・3023，25 85" 82" 50" 
11 15 23:00・07:00 8.0 N37・16，9H123'28，2 。14，6 8.69 321 2.87 18・33 25 58" 90" 57覧
11 16 18:00・07:0013.0 N36'46.9 B124' 10.6 c 15.8 8.71 561 3.08 13・31 22 54" 59" 9覧
11 17 18:00・06:0011.5 N36・33.2BI23'48.4 R 15，9 8，89 834 5.18 15・32 25 55" 56" 68" 

注) 水温単位:"C CPUE:釣り畿1台1時間当たりの漁獲尾数 外套長単位 :cm
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5次調査

126 

o 0 
・0-2・2-5 
.5-10 

.10-20 

.20-50 

.50-

7次調査

122 宅2.

132 

128 

6次調査

44 

42 

40 

36 

36 

34 

134 136 138 140 142 128 132 134 136 138 140 142 

3' 

3・

3‘ 

32 

図-2-2 CPUEと表面水温または50m深水温分布 (2)
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水温線(水深50m)が収束したところで見

られたが、本州沿岸域では低い数字となっ

た。

また、 7月の海洋観測では、能登半島沖

合から男鹿半島沖合まで広い暖水域に覆わ

れた。

(2) 第 2次調査操業(7月12日"'7月21日)

スルメイカは10操業点全てで漁獲され、

CPUEが20尾以上を示す高密度域は、大

和堆北西域~渡島半島西方沖合で見られた。

また、外套長は禄剛埼北方沖で、20cm主体で

あった他は23cmが主体で、あった。

なお、太平日堆周辺~渡島半島西方沖合に

おける成熟雄及び交接雌の割合は、 10"'40

%を示し、今後北上傾向が強まると考えら

れた。

(3) 第 3次調査操業 (8月3日"'8月10日)

スルメイカは 7操業点全てで漁獲され、

渡島半島西方沖合~積丹半島北西沖合でC

PUEが50以上の高い値が得られた。また、

外套長は、 22，23cmが主体であるが、男鹿

半島西方沖合では、 20cm主体の未成熟群と

24cm主体の成熟群が混在していた。

なお、小型の主群の成熟度は高く今後も

北上傾向が強まると考えられた。

(4) 第4次調査操業 (8月24日"'9月4日)

スルメイカは12操業点全てで漁獲され、

大和堆北東から礼文島西方沖合までの日ロ

中間ライン沿いにかけてCPUEが50尾以

上を示す高い値が得られた。また、外套長

は22"'24cmが主体で、あり、積丹半島西方沖

合では、平年並であったが、大和堆北東海

域では、 22"'23cm主体と平年より 2--3cm

小さかっ fこO

なお、成熟雄及び交接雌の割合は、過去

3年平均よりもやや低いものの大和堆北東

52 

海域では40%を超え、大型のものを中心に

南下が始まり大和堆北東海域から渡島半島

東方沖合の水温の収束帯を中心に漁場が形

成されると考えられた。

(5) 第5次調査操業(9月19日--9月26日)

スルメイカは 8操業点全てで漁獲され、

CPUEが50尾以上の値は得られなかった

が、大和堆北東海域、渡島半島西方沖合で

20尾を超す値が得られた。また、外套長は

24cmが主体で、ありほぼ前年並であったが、

大和堆周辺海域で、は22cmが主体と昨年より

やや小さめであった。

なお、大和堆北東海域の 1操業点を除け

ば、成熟雄の割合が56--100%、交接離の

割合は、 61寸 1%と成熟群の割合か高くなっ

ており、これらの成熟群を主体に南下傾向

も強まるものと考えられた。

(6) 第 6次調査操業 (10月14日--10月23日)

スルメイカは11操業点全てで漁獲された

が、渡島半島西方海域で、 CPUEが21尾

を示した他は 3--14の低い値であった。ま

た、外套長は24"""おcmが主体で前年並であっ

fこ。

なお、大和堆周辺海域の成熟雄及び交接

雌の割合は高く南下が続くと考えられた。

(7) 第 7次調査操業(11月12日--11月17日)

黄海におけるスルメイカは 7操業点全て

で漁獲されたものの、 CPUEは0.46--8.25

尾を示して、平均では3.6尾と過去 3年平

均の3.0尾同様低調であった。また、外套

長13--33cmと広範囲のものが漁獲され、 18

及び、25cmで=モードが見られる 2峰型を示し

fこO

2.標識放流調査

7月上旬--9月下旬にかけて延べ 7回

(9，000尾)に亘り、主にスルメイカ群の南下



移動状況を把握するために、本県橋立沖及び

渡島半島西方沖~積丹半島北西沖の日ロ中間

ライン沿いに標識放流を行った(表-2)。

7月4日に橋立沖に標識放流したスルメイ

カは再捕されなかった。これは、放流した群

が皮イカを中心とした小さな群であったため、

生育期間が短く漁獲の対象とならなかったた

めと考えられる。

8月29日から 9月3日にかけて標識放流さ

れた群を 1群としてとらえ、再捕結果から考

えると、 9月に日本海北海道西岸沖合に滞留

し、 10月に大和堆、 11月に若狭冷水域の張り

出しに沿って南下し、 12月に島根沖に達する

南下経路が推測された。(図 3)。

3.県内主要港における水揚量調査

(1) 1994年における釣りによる生鮮イカ(金

沢・南浦・輪島・蛸島・小木・宇出津)の

年間水揚量は5，510トンで、過去 5年平均

の82%であり近年のなかでは、やや不漁年

であった。これは、最盛期である 6月にお

いて北上が早く、本県沖合漁場が形成され

た期間が短く過去5年平均の34%しか漁獲

がなかったためであった。

500 

『ー-94年

・-0-9 3年

吐一過去5年平均
0
 

0
 

4
 

4
L
 300 

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

図-4 県内主要6港生鮮スルメイカ水揚量
(釣り)

(2) 1994年における冷凍イカ(小木港)の水

揚量は16，629トンで、昨年の71%、過去 5

年平均の80%と大きく減少した。これは、

日本海の資源量の減少によるものではなく、

太平洋がそれ以上に好漁だったため、小木

港の水揚げが減少したためと考えられる。

3.500 

3.000 

2.500 

2.000 

1.500 

1.0∞ 

..........94年
--0-93年

→一過去5年平均

500 

0 
6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

図-5 県内主要港冷凍スルメイ力水揚量

(3) 本県所属の中型いかつり漁船の操業状況

を見ると、 6月は青森県八戸沖に、 7月は

八戸沖から北海道浦河沖に、 8月は同海域

に加え道東劃"路、千島沖にスルメイカの好

漁場が形成された。 9月以降は大和堆を中

心として日本海に漁場が形成された。なお、

10月道東沖の北太平洋(北緯145度から150

度)にアカイカ(Ommastrephesbartrami) 

の操業が行われたのも、本年の特徴的な点

であった。

町要約

以上を要約すると以下のようになる。

1.日本海におけるスルメイカ資源は、高い水

準を維持していると推測された。

2.黄海におけるスルメイカ試験操業結果は、

前年に引き続き低調であった。

3.試験操業の結果、大和堆から武蔵堆にかけ

ての水温収束帯に沿って高い値が得られた。

4. 標識放流の再捕結果から10月から12月にか

けて、若狭冷水域の差し込みに沿った、南下



経路が推測された。

5.中型船によるイカ釣りは、一時太平洋に展

開したため、日本海における水揚量が減少し

た。

スルメイカの標識放流実施状況表-2

雌交接率

20% 

22% 

46% 

10% 

18% 

13% 

7% 

雄成熟率

8% 

26% 

27% 

23% 

36% 

15% 

10% 

雄比率

50% 

54% 

44% 

60% 

44% 

40% 

42% 

放流尾数

1.000 

500 

500 

2，000 

2，000 

1，000 

2，000 

放流位置

E135047' 

E137029' 

E137042' 

E138040' 

E139036' 

E139044' 

E140017' 

N36030' 

N36030' 

N36030' 

N36030' 

N36030' 

N36030' 

N36030' 

放流日

H 6. 7. 4 

H 6. 8.28 

H 6. 8.29 

H 6. 8.31 

H 6. 9. 1 

H 6. 9. 2 

H 6. 9. 3 

記号

A

B

C

D

E

F

G
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9月再捕 10月再捕

H d“ 

42 42 

40 40 

38 38 

38 38 

34 34 

128 官o 132 134 泊8 1主8 140 142 
7 
128 匂o 132 134 咽8 泊8 140 叫2

11月再捕 12月再捕

44 44 

42 

40 40 

38 38 

38 '38 

34 34 

128 1:担 134 136 138 140 142 128 132 134 138 138 140 '42 

図-3 標識スルメイカの再捕状況
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付表 標識放流再捕状況一覧表

放流日 放流位置 標識記号 再捕日 再捕位置 再室長 経過日教

6.8.29 N42045' E137042' 石P709 6.9.23 N39021 E135034 200 25 
6.8.31 N44001' E138040' 石W117 6. 10.03 N39051 E136026 33 

石X893 6.10.07 N38027 E133.25 165 37 
石Z596 6.9.3 N44025 E140031 230 2 
石Z428 6.9.3 N44025 E140031 230 2 
石Y119 6. 9. 3 N44028 E138044 260 2 
石Z028 6.9.7 N44025 E140031 260 6 
石Z010 6.9.14 N44033 E140037 200 13 
石Z481 6.9.21 N44030 E140019 260 20 
石Z363 6.9.26 N43053 E140004 230 25 
石Y662 6.9.27 N44017 E140041 26 
石Y415 6. 10.7 N39010 E134020 36 
石Z787 6.10.7 N39047 E134025 36 
石Y273 6. 10. 8 N39038 E134023 37 
石Z037 6. 10. 10 N39040 E135030 39 
石Y386 6. 10. 10 N39039 E135021 39 

6. 9. 1 N44" 58' E1390 36' 石Y758 6. 10. 10 N39030 E135002 39 
石YI08 6.10.11 N39040 E135.11 230 40 
石Z099 6. 10. 15 N39017 E134024 44 
石Z621 6.10.16 N38036 E132051 45 
石Z461 6. 10. 16 N45031 E140059 45 
石Z268 6. 10. 19 N39013 E134020 210 48 
石Z234 6.10.28 N39003 E135001 225 57 
石Y039 6. 10. 29 N37020 E133020 200 58 
石Z934 6. 11.中 N38・30E137・10(自由車) 225 61 
石Y709 6. 11. 4 N39009 E135042 240 64 
石Z968 6. 11. 6 N38051 E135022 66 
石Y282 6. 11. 8 N38057 E135030 681 
石Y481 6. 11. 10 十六島NW2'q1'Jlt 300 70 
石Z449 6. 11. 20-N39021 E134055 80 
石Z089 6.12.下 N35035 E133025 91 

N44058' E139036' 石Z212 6.9.16 N44012 E140041 14 
N45030' E139044' 石A789 6.9.21 N44030 E140019 260 19 
N44058・E139036'石Z343 6.9.21 N44012 E140040 19 

石A850 6.9.23 N44012 E140042 21 
石A319 6.9.27 N44017 E140041 25 
石A219 6.10.9 N38034 E134013 37 

N45030' E139044' 石A835 6.10.9 N39009 E134009 37 
石A755 6. 10. 16 N40000 E135045 44 

6.9.2 石A655 6. 10. 16 N38024 E132040 44 
石A436 6. 10. 29 N37020 E133020 200 571 

N45040' E140017' 石A719 6. 11. 1 N38016 E134055 60 
N45030' E139044' 石A470 6. 11. 3 N39019 E136018 62 
N45040・E140017'石A800 6.11. 27 N38000 E134050 86 
N45030' E139044' 石A458 6.12.1 N36015 E133055 220 90 

石A332 6.12.2 諸寄沖NNW36マイル 91 
N45040' E140017' 石A220 6.12.11 N37000 E133036 100 
N45030' E139044' 石A846 6. 12. 12 N33056 E130000 30 101 

石B756 6.9.8 不明 172 5 
6.9.3 N45040' E1400 17' 石C546 6.9.9 N45049 E141005 225 6 

石C915 6.9.13 N44032 E140031 240 10 

58 



付表 標識放流再捕状況一覧表

放流日 放流位置 標識記号 再捕日 再捕位置 時室長 経過日数

石C899 6.9.13 不明 208 10 
石C338 6.9. 13 不明 200 10 
石C891 6.9.13 N45045 E141"03 225 10 
石B703 6.9.13 N45032 E14r 19 131 101 
石B993 6.9.14 N45047 E140058 198 11 
石C278 6.9. 15 N45045 E141" 03 225 12 
石B158 6.9.18 N44012 E140042 15 
石B143 6.9.22 N44025 E140015 230 19 
石Bl11 6.9.23 N44012 E140042 20 
石C197 6.9.24 N44034 E140014 21 
石C197 6. 9. 25 N44040 E140011 22 
石C986 6.9.26 N44013 E139035 23 
石C857 6.9.26 N43036 E140005 280 23 
石B049 6.9.27 N45038 E141009 235 24 
石B258 6.9.27 N44017 E140041 24 
石B986 6.9.27 N44033 E140008 230 24 
石C603 6.9.27 N44010 E140041 24 

6.9.3 N45040・E140017'石C466 6.10.9 N38040 E134008 36 
石B916 6.10.10 N39054 E134'25 37 
石C080 6.10.16 N38047 E134031 43 
石C135 6.10.19 N39006 E134023 46 
石B515 6.10.20 N38056 E134025 47 
石B860 6.10.24 N39007 E134020 250 51 
石C874 6.10.25 N39023 E134042 52 
石B349 6.10.25 N39059 E136033 52 
石B349 6.10.25 N39059 E136033 210 52 
石C727 6.10.26 N38028 E134011 240 53 
石B913 6.10.29 N38054 E134049 56 
石B827 6. 11. 5 N38057 E135017 63 
石B538 6. 11. 9 N36002 E132026 67 
石C506 6.11.10 N39005 E135050 68 
石C794 6.11. 10 N34050 E129000 240 68 
石C475 6. 11. 24 N37040 E134033 260 82 
石B296 6.11. 24 N35022 E132034 300 82 
石B636 6. 11. 27 N38000 E134050 85 
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9. ズワイガニ移殖放流調査

I 目 的

石川県の底びき網漁業の重要資源であるズワ

イガニは、石川農林水産統計年報によると1962

年に史上最高の1，289トンを記録して以降減少

を続けており、 1994年は823トンと最盛期の64

%である。このためズワイガニ資源の増大を図

り、資源管理型漁業の基礎資料を収集すること

を目的に、大和堆からズワイガニの移殖放流と

その追跡調査を1984年から行っている。

E 調査方法

1.大和堆操業

調査船・白山丸(総トン数189.52)で1994

年5月10日""-'23日に大和堆への4航海の操業

を行った。操業方法は延縄式龍操業で、一連

を50龍、龍間隔を50mとした。使用した寵は、

最大径が130畑、網目が33mmで、ある。餌は、

平均体重250gの冷凍サパを 1寵当たり 6""-'

7尾使用した。

漁獲物については、ズワイガニは龍別・雌

雄別に計数後、焼ガニ(子嚢菌類の寄生によっ

て甲殻の一部が黒色を呈する)を放流し、残

りを船倉内のキャンパス水槽に収容した。そ

の際、一部について紺脚の前節高、第 6腹節

幅及び甲幅をノギスを用いて0.1阻まで測定

した。また混獲種は種類別の計数を行った。

操業時にはSTDを用いて水深別の水温・塩

分を調べた。

2.移殖放流

ズワイガ、ニは船倉内のキャンパス水槽に収

容後、 10..-.....-18時間かけて石川県沖に設定した

大橋洋一・貞方勉

宇野勝利・沢田浩二

保護区域(図-1 )へ輸送した。輸送中は、

船倉内を冷却して海水温を1.2""-'2. OoCに保ち、

分散器を用いて通気した。 1987年以降の放流

箇所・保護区域は、金沢・橋立・輪島・門前

沖の 4地区としている。放流するズワイガニ

は1航海で漁獲した分を l保護区に割り当て、

放流時には l保護区当たり雌雄各500尾を目

途に右側第 1歩脚の基部に標識(背骨型ディ

スク)を装着した。また、 STDを用いて放流

地点における水深別の水温・塩分を調べた。
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図-1 保護地区

3.標識放流調査

放流時に標識を装着した個体について、ズ
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ワイガニ漁解禁後に漁業者からの再捕報告を

受け、その結果を整理した。報告内容は、標

識番号・再捕年月日・再捕位置・再捕水深・

甲幅である。

4.金沢沖保護区における追跡調査

調査船・禄剛丸(総トン数43)で1田4年 5・

6・8月の各 1回、合計3回の操業を金沢沖

保護区で行った。操業方法は延縄式龍操業で、

1連を20龍、寵間隔を50mとした。使用した

寵は最大径が100cm、網目が33mmで、ある。餌

は、平均体重250gの冷凍サパを 1寵当たり

6-.， 7尾使用した。

漁獲物については、ズワイガニは龍別・雌

雄別に計数後、甲幅・紺脚の前節高(雄ガニ)・

第 6腹節幅(雌ガニ)を測定し、右側第 1歩

脚の基部に標識(背骨型ディスク)を装着し

て放流した。混獲種は種類別の計数を行った。

また操業時には、 CTDを用いて水深別の水

温・塩分を調べた。

E 結果及び考察

1.大和堆操業

操業位置を表-1・図-2に示した。主と

する漁場は北緯390 20' ・東経1350 0' 近傍

表-1 大和堆における寵操業

操業次数 投龍月日 投寵開始位置

1 5月11日 N39021.5' 

2 5月11日 N39022.5' 

3 5月12日 N39020.8' 

4 5月15日 N39022.4' 
5 5月19日 N390 19.3' 

図-2 操業位置(黒丸に添えた数字は

操業次数を示す。)

N135000.1' 
N1350 12.6' 

N135059.6' 

N1350 13.5' 

N135059.2' 

表-2

操業次数

4 

設置水深 浸水時間

305-313 27時間45分
325-310 90時間40分
307-298 164時間25分
329-289 167時間00分
318-306 94時間35分

ズワイガニの 1寵当たり漁獲尾数
(単位.尾)

雄 雌 言十 雌(%)

40.3 111.3 151.6 73 

19.0 149.0 167.9 89 

43.4 125.2 168.6 74 

33.9 131.7 165.5 80 

54.4 103.8 158.2 66 

図-3 ズワイガニ 1寵当たり漁獲尾数の水平分布
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の水深289--329mの海域である。

操業次数別でのズワイガニの 1龍当たり漁

獲尾数を表-2・図-3に示した。また、混

獲種を含めた操業結果を千寸表 1に示した。

操業次数別のズワイガニの雌の比率は、東

寄りの 2・4次操業で高い値となり、 2次操

業では89%であった。

操業次数別の甲幅組成を図-4に、その平

均甲幅を表-3に示した。雄ガニは甲幅19--

136mmの範囲で、その組成は多峰分布を示し

た。雌ガニは甲幅13--88mmの範囲でほぼ単峰

分布を示した。

表-3 操業次数別の雌雄別平均甲幅
単位:mm 

1次操業 2次操業 3次操業 4次操業 5次操業

雄ガニ 82.8 83.0 80.3 87.6 82.7 

雌ガニ 68.9 68.8 71.5 70.5 71.0 

1杭..

• 舗

'" 
岨 '11 ..， 

2政u

ま長 -圃. - 調 4' 聞 l回 '4' 

度 3吹..
fヘ
% • 圃・~・- ー‘ . 副 ‘。 崎 S圃 '2・ M・、、J

4政u

占J....・1• • 掴 4. 同 .. l個 '2' 14・
初

1・ 5肱u

• 
" 4・ .. 2師 '" '4' 

甲幅 (mm)

次に操業時に調べた水深別の水温・塩分を

表-4に示した。底層の水温・塩分は各操業

次数での大きな差はみられなかった。

2.移殖放流

4航海の移殖により雄6，324尾・雌24，243尾

の合計30，567尾を放流した。そのうち、雄1，鰯

尾・雌1，997尾の合計3，993尾に標識を装着し

た。また輸送中の死亡は雄2尾・雌3尾の合

計5尾で、放流時におけるズワイガニの活力

は良好であった。なお、 1984--1994年の移殖

放流尾数は、雄94，730尾・雌197，128尾の合計

291，858尾となった(表 5 )。

表-4 操業次数別の水深別水温・塩分

操業次数 2 3 4 5 

Om 9.50 11.50 10.50 11.30 10.40 

水 50m 3.58 4.96 3.37 5.20 3.70 

温 100m 2.11 2.50 2.09 2.41 2.05 

。'c 200m 1.04 1.29 1.04 1.16 1.04 

底層 0.62 0.68 0.60 0.64 0.68 

Om 34.11 34.23 34.01 34.10 33.99 

塩 50m 34.04 34.09 34.05 34.11 34.05 

100m 34.04 34.08 34.05 34.07 34.05 

分 200m 34.04 34.07 34.08 34.08 34.10 

底層 34.06 34.08 34.08 34.11 34.09 

l!I~.畢

。。 初 .. .. i回 12' "。
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図-4 ズワイガニの操業次数別・雌雄別甲幅組成
(左図:雄ガニ、右図:J雄ガニ)
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(単位:尾)

1989年

放流尾数標識尾数

1988年

放流尾数標識尾数

ズワイガニ移殖放流経過表-5

。
1，400 

96 

1，496 

500 

6，452 2，000 

7，077 2，500 

1，396 1，349 

978 945 

2，374 2，294 

1，289 1，250 

5，075 1，250 

6，364 2，500 

4.774 4.499 

12，606 4，291 

17，380 8，790 

6連 (295カゴ)

1，565 

625 

4，198 2，000 

4811 2.500 

1，621 1，600 

164 160 

1，785 1，760 

804 700 

7，208 1，800 

8，012 2，500 

4，105 3，800 
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10逮 (412カゴ)

698 
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649 649 

1922 1.899 
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9，733 4，970 
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10連 (497カゴ)

No. 1 
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1，388 

。
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1，464 

101 
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1，000 
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雄
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放流海域

福浦沖

No. 2 

橋立沖

No. 3 

輪島沖

No. 4 

門前沖

5

一日

操業連数

合計

放流尾数 標識尾数

10，967 2，646 

8，744 1，518 

19，711 4，164 

21，967 10，450 

40，055 9，486 

62，022 19，936 

27，472 8，974 

65，681 12，098 
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44，946 9，219 
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291，858 81，690 
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1994年
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1993年

放流尾数標識尾数

1992年
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放流尾数標識尾数
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放流尾数標識尾数
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放流海域の水深別水温・塩分を表-6に示

放流海域の水深別水温・塩分表-6した。放流海域の水深は橋立沖356m・門前

沖293m・金沢沖331m・輪島沖225mで、底

層の水温・塩分は輪島沖で高い値を示した。 輪島沖金沢沖門前沖橋立沖
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3.標識放流調査

1994年11月--1995年 3月のズワイガニ漁期

中に再捕され報告があったのは179尾で、再
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捕個体の放流年は1988年--1994年にわたった。

放流年別再捕経過を表 7に示した。再捕経

過は4月から翌年3月の年度別に整理した。 分

各年度とも放流後から再捕までの期間は初年

度が多く、年を経るに従って少なくなる傾向

がみられた。

1988年標識放流群の再捕経過表-7-1
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表-7 -3 1990年標識放流群の再捕経過
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表-7 -4 1991年標識放流群の再捕経過
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移動が大半を占め、橋立地区では東方向、金1994年度再捕個体で再捕位置の報告があっ

沢地区では北方向が主体であった。たものについて、放流位置と再捕位置との関

係を図 5に示した。同じ水深帯か浅所への
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4.金沢沖保護区における追跡調査

金沢沖保護区における調査月別のズワイガ

ニ漁獲尾数・標識個体再捕数を表 8に示し

た。 1994年5・6・8月に金沢沖保護区で漁

獲したズワイガニは、雄ガニ74尾・雌ガニ60

尾の計134尾であった。このうち標識をつけ

た個体の比率は雄ガニ13.5%・雌ガニ10.0%

で、標識個体再捕数は 6月が 1番多かった。

また雄ガニでは10尾全てが1994年放流群、雌

ガニでは 6尾のうち 1尾が1992年放流群、 5

尾が1994年放流群であったO 放流時の標識装

着率を考慮すると、金沢沖保護区内に占める

移殖放流個体の比率は雄ガニ37.7%・離ガニ

81.0%と推定される。

漁獲したズワイガニの甲幅組成を図-6に

示した。雄ガニは64--151mm、雄ガニは14--

94mmの範囲であった。有標識率が高かった 6

月では雌雄ともに小型個体が多く、雌では漁

獲個体数が多かった。

表-8 金沢沖保護区における調査月別のズワイガニ漁獲尾数と標識個体再捕数

5月 6月 8月 計

雄ガニ 雌ガニ 雄ガニ 雌ガニ 雄ガニ 雌ガニ 雄ガニ 雌ガニ

漁獲尾数 28 7 26 45 20 8 74 60 
標識再捕数 o 0 8 6 2 0 10 6 
有謀議準一e"%了“事'一一一広江……四百五…ー初五"… ïä'~3"-目"・・ ïõ'~'õ- ……百~Õ ・…-I3~-5 …印刀

*有標識率は、 (標識個体再捕数÷漁獲尾数x100)で算出した。
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図-6 金沢沖保護区で漁獲したズワイガニの甲幅組成

(左図:雄ガニ、右図:雌ガニ)
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表-9 金沢沖保護区の水深別水温・塩分

5月 6月 8月 操業時に調べた水深別の水温・塩分を表-

Om 15.70 20.47 27.60 9に示した。表層での水温は 5--8月にかけ

水 50m 14.51 13.05 16.90 
て上昇するが水深田m--図書で、は6月が低かっ

温 100m 13.00 8.62 16.05 
。C 200m 8.89 2.16 9.24 た。底層水温は0.43--1.320Cであった。表層

底層 1.32 0.43 1.13 
から水深50mまでの塩分は8月が低く、底層Om 34.66 34.42 33.62 

塩 50m 34.71 34.42 34.16 では34.05--34.08と変化が少なかった。
100m 34.70 34.19 34.60 

分 200m 34.32 34.07 34.34 
底層 34.08 34.05 34.06 

~67 

160 

160 
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次に金沢沖保護区におけるズワイガニの分

布密度について経年変化を検討した。調査月

別の 1龍当たり漁獲尾数を表 10・図 7に、

1龍当たり漁獲尾数の経年変化を図 8に示

した。調査月の 1龍当たり漁獲尾数は、年ご

と・雌雄別に異なる変化を示すが、雌雄とも

に8-10月が最低値となる年が多かった。

年別の 1龍当たり漁獲尾数は、 1985-1989

年にかけて増加し、 1990年に減少し、 1991年

に最大となったのち、 1994年にかけて減少し

た。漁獲物中に占める移殖放流個体の比率は、

放流時の標識装着率を加味すると雄ガニでO

-75.8%、雌ガニで 0-84.8%と推定された。

1985-1990年は雌雄ともに10%以下、 1991・

表-10 金沢沖保護区におけるズワイガニの 1寵当たり漁獲尾数

1985年 1986年 1987年 1988年 1989年 1990年 1991年 1992年 1993年 1994年
雄ガエ 5月 3.45 3.82 4.90 5.57 2.50 1.55 4.20 4.32 2.50 1.40 

6月 3.73 2.18 3.67 5.00 4.10 1. 75 17.00 2.80 2.40 1.37 
8月本 0.36 2.00 4.05 2.40 0.85 0.35 0.35 0.15 0.40 1.00 
平均 2.51 2.67 4.21 4.32 2.48 1.22 7.18 2.42 1.77 1.26 

雌ガニ 5月 0.36 1.09 1.81 0.95 11.30 0.50 7.20 7.53 15.00 0.35 
6月 0.64 0.82 3.05 3.19 4.10 1.60 52.30 21.85 17.40 2.37 
8月本 0.18 0.45 2.71 3.85 0.25 1.70 0.60 2.40 0.65 0.40 
平均 0.39 0.79 2.52 2.66 5.22 1.27 20.03 10.59 11.02 1.04 

計 5月 3.82 4.91 6.71 6.52 13.80 2.05 11.40 11.84 17.50 1.75 
6月 4.36 3.00 6.71 8.19 8.20 3.35 69.30 24.65 19.80 3.74 
8月* 0.55 2.45 6.76 6.25 1.10 2.05 0.95 2.55 1.05 1.40 
平均 2.91 3.45 6.73 6.99 7.70 2.48 27.22 13.01 12.78 2.30 

* 1990年は10月、 1991~1993年は9月に調査を実施
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図-7 調査月別の 1寵当たり漁獲尾数
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1992年は雄雌ともに68.5--84.8%、1993年は

雄38.0%、雌18.4%で、 1994年は雄37.7%、雌

81.0%であった。 1985--1990年と 1993年は地

先資源の変動の影響が大きく、 1991・1992年

は雄雌ともに、 1994年では雌について移殖放

流個体の存在が大きかったと推定される。

W 要 約

1.調査船白山丸で1994年 5月10--23日に大和

堆で延縄式龍操業を行い、 30，567尾のズワイ

ガニを石川県沖の4カ所に移殖放流した。放

流個体のうち3，993尾に標識を装着した。

2， 1994年11月--1995年3月に再捕報告があっ

たのは179尾で、再捕個体の放流年は1988--

1994年にわたった。

3，調査船禄剛丸で1994年 5・6・8月に金沢

沖保護区で龍操業を行った。保護区内に占め

る移殖放流個体の比率は放流時の装着率で補

正すると雄ガニが37.7%、唯ガニが81.0%と

推定された。

付表-1 大和堆海域寵操業結果

!投錨年月日 1994年5月 11日 1994年5月 11日 1994年5月 12日 1994年5月 15臼 1994年5月 19日
婦寵年月日 1994年5月 12日 1994年5月 15日 1994年5月 19日 1994年5月22日 1994年5月22日

Om 9.50 34.11 11.50 34.23 10.50 34.01 11.30 34.10 10.40 33.99 
50m 3.58 34.04 4.96 34.09 3.37 34.05 5.20 34.11 3.70 34.05 
100m 2.11 34.04 2.50 34.08 2.09 34.05 2.41 34.07 2.05 34.05 

建五 200m 1.04 34.08 1.29 34.07 1.04 34.08 1.16 34.08 1.04 34.10 
分 底層 0.62 34.06 0.68 34.08 0.60 34.08 0.64 34.11 0.68 34.09 
l位 |投飯開始 N 39 21. 5 N 39 22. 5 N 39' 20.8 N 39'22.4 N 39 19. 3 

E135・00. 1 -E135' 12. 6- E134' 59.6-E135・13.5 -E134' 59.2-
置 |投飯終了 N 39・20. 0 N 39 22. 4 N 39' 22. 4 N 39・24.0 N 39 21. 2 

E134'58.4-E135' 15.2- E135・01. 2-E135・15. 1 -E134' 59.1-

|設浸水置水時深間
305-313m 325-310m 301-298m 329-289m 318-306m 
21時間1~分 90時間40分 164時間25分 161時間00分 94墜堕35分

飽 数 50 50 49 47 50 
lズワイガニ t 2013 949 2128 1591 2720 
lズワイガニ♀ 5565 7448 6133 6189 5192 
ヒキガニ 47 49 85 74 39 
ホッコクアカエピ 2 2 
トゲザコエピ 1 
その他のエピ類 2 2 2 4 
フサカケギンポ 1 4 6 2 3 
タナカゲンゲ 4 
セッパリカジカ 4 1 
その他の魚類

エゾパイSPP. 71 141 890 469 36 
ウニ頬

ヤドカリ頬 5 2 
スナイトマキ 3 
その他のヒトデ類 l 1 
ナマコ穎 l 
カイメン類 2 1 1 
腔踊動物 2 
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10. サクラマス増殖調査

I 目 的

サクラマス幼魚の河川放流により、その資源、

量を増大・安定化させるためには、サクラマス

の海域での減耗や分布の状況を把握する必要が

あるO そこで、「サクラマス資源増殖振興事業」

の一環として、標識放流したサクラマスの沿岸

域での移動経路と成魚の回帰状況を調査した。

E 調査方法

1.漁獲量調査

辻俊宏・柴田敏

波田樹雄・木本昭紀

体重、生殖腺重量の測定を行った。

3.回帰親魚調査

加賀市漁協、輪島市漁協、蛸島漁協、珠洲

中央漁協、宝立町漁協、内浦漁協、能都町漁

協、七尾公設市場および氷見漁協に水揚げさ

れた回帰親魚数、並びにその体重と尾文長を

調査した。七尾公設市場を除く 8市場の調査

は、各漁協に協力を依頼した。なお、氷見市

場では、石川県漁業者の漁獲分のみを調査対

象とした。

水産総合センターの漁況収集地区である主 1370 10' 30' 

要6港(西海、輪島、蛸島、宝立、宇出津、

七尾)でのサクラマスの水揚量を調査した。

2.放流魚の沿岸域追跡調査

サクラマス幼魚の沿岸での移動や滞留の状

況を把握するために、能登半島の珠洲市鵜飼

川で標識幼魚(脂鰭カット)を放流し、沿岸

での再捕状況を下記の方法で調べた。なお、

放流幼魚は当センター内水面水産センターで

池産系親魚から採卵・飼育されたものであるO

(1) 定置網調査:能登内浦海域の10ケ統(大

型定置網 5ケ統・小型定置網 5ケ統)を標

本として抽出し(図 1)、幼魚の漁獲尾数

を調査した。

(2) 船曳網調査:能登半島珠洲地区のサヨリ

船曳網(珠洲北部、狼煙、寺家、珠洲中央、

宝立町および内浦漁協)を標本とし、標識

幼魚、の混獲尾数と混獲位置を調査した。

(3) 生物調査:定置網および船曳網に入網し

た幼魚の一部をホルマリン固定した後、標

識の有無と胃内容物の観察、並びに尾文長、

70 

N 
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図1 標本定置網の位置
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E 結果及び考察

1.漁獲量調査

1994年の主要 6港のサクラマス水揚量は

10.5tであり、前年の284%であるが、過去10

ヶ年の平均漁獲量 (95.6t)の11.0%であり、近

年極めて低い漁獲水準で推移している(表 1)。

漁港別および漁業種類別に漁獲量の推移を

みると(表 2，3)、1990年以降、輪島港の

水揚量とともに刺網による漁獲量が急減して

いることが特徴的である。従って、 1990年以

降の主要6港の漁獲量低下の一因としては、

従来漁獲の中心であった輪島市漁協所属の刺

網船が他魚種を漁獲対象とした結果、サクラ

マスに対する漁獲努力が低減したことが考え

られる。

2.放流魚の沿岸追跡調査

(1) 定置網標本調査

調査期間中、 A、B、C、D、G、Hお

よびJ定置網で標識幼魚が漁獲されたが、

AおよびB定置網の漁獲が全体の94%を占

めた。そこで、定置網による標識幼魚の漁

獲状況を、鵜飼川河口近くの定置網(8・C.
D)、放流河川の北方沿岸の定置網 (A)、

南方沿岸の定置網 (G• H)ごとに集計し、

図2に示した。なお、図2に示した標識幼

魚の漁獲尾数は、測定サンプルの標識率と

旬毎の総漁獲尾数から算出した値である。

河口近くのB・C.D定置網での標識幼

魚、の漁獲尾数は、 2月中旬から徐々に増加

して、 3月下旬にピーク (138尾)となっ

た後減少し、 5月上旬以降、標識幼魚は漁

獲されなかった。一方、放流河川の北方沿

岸に位置するA定置網では、 3月上旬から

標識魚が漁獲されたが、漁獲のピークは 4

月下旬であった。また、放流河川の南方沿

岸に位置するG・日定置網では、標識魚、は

漁

獲

尾

数

71 

ほとんど漁獲されず、 3月下旬の 7尾が最

も多かった。従って、放流されたサクラマ

スは 3月下旬を中心に降海し、約 1ヶ月か

けて沿岸を北上して能登半島突端の海域ま

で移動し、その後離岸したと考えられる。

また、サンプルとしたサクラマスの標識

率は、 3月には平均87.2%であり、 4月上

旬に88.2%、4月中旬に77.8%、4月下旬

に54.8%と4月以降徐々に低下している

(表4)。従って、放流魚の離岸は天然魚よ

りも早い可能性が考えられる。
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2 

2 

A定置網

3 4 5 6 

B，C，D定置網

3 4 5 6 

G，H定置網

3 4 5 6 

月

図2 定置網によるサクラマス標識幼魚

の漁獲尾数の推移

(2) 船曳網標本調査

サヨリ船曳網による標識幼魚、の混獲状況

を図3の海域毎にまとめた結果を図4に示

した。なお、データには、ロランC及びG

PS航法装置による緯経度が明確なものの

みを採用した。
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標識幼魚、の漁獲尾数(標識率)は、 A海

区では75尾、 B海区では44尾、 C海区では

24尾、 D海区では28尾、 E海区では21尾で

あり、 C海区を除けば、放流河川|から遠ざ

かるにしたがい標識幼魚激はB劇、した。従っ

て、放流魚は沿岸を北上しつつ徐々に離岸

すると考えられる。また、混獲された幼魚

の標識率は 3月上旬の95%から 4月下旬の

59%に低下したことから(表5)先の標本

定置網調査と同様、放流魚の離岸時期は天
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の漁獲尾数の推移
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た個体で、は16.3佃から19.4仰に、船曳網で

漁獲された個体で、は15.7側から18.5cmに増

加し、 cvも上昇する傾向にあった。従っ

然魚に比べて早いと思われる。

生物調査

定置網および船曳網で 3月と 4月に漁獲

された標識幼魚のホルマリン標本の尾文長

(3) 

て、 3月から 4月の2ヶ月間で平均尾文長

は約3cm、平均体重約409増加するが、魚

体サイズ、のばらつきが拡大することが分かつ

組成を図5に示した。いずれの漁法でも、

3月には体長組成は16佃にモードを持つ 1

蜂型であったが、 4月には16cmと18-19四l た。このような成長のばらつきの原因とし

ては、海洋域の餌環境と個体特性の違いがにモードを持つ 2峰型となった。なお、 19

考えられ、今後それら要因が成長に及ぼす93年度の調査では、尾叉蹴E成は漁法によっ

影響、並びに成長と減耗率の関係を調べるて異なるという結果が得られているが、

必要がある。1994年度の場合、両漁法による尾文長組成

3.回帰親魚調査

標本市場でのサクラマス親魚の水揚状況を

表7に示した。 10市場に水揚げされた親魚の

の違いはみられなかった。一方、表6に示

すように、 3月上旬から 4月下旬にかけて

標識魚の平均尾叉長は、定置網で漁獲され

船曳網で漁獲されたサクラマス幼魚の標本数と標識率

5月

表5

A海区 B海区 C海区 D海区 日海区 F海区 合計 標識率

天然 標識 天然 標識 天然 標識天然標識天然標識天然標識天然標識 (%) 

上旬 2 15 0 13 0 7 0 1 0 3 0 0 2 39 95 

中旬 1 21 0 1 2 8 2 18 3 9 2 28 10 85 89 

下旬 o 0 1 21 0 7 2 8 1 4 1 12 5 52 91 

上旬 o 15 1 2 0 0 0 0 2 0 0 3 3 20 87 

中旬 2 18 1 2 0 1 0 0 4 1 0 2 7 24 77 

下旬 5 5 3 3 0 0 1 1 0 4 0 0 9 13 59 

上旬 o 1 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 4 100 

中旬 00000000000000  

下旬 00000000000000  

1o 75 6 44 2 24 5 28 10 21 3 45 36 237 

: 100X標識魚数/標本数

旬

3月

4月

月
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総数は8，406尾で、このうち天然親魚は8，380

尾、標識親魚は26尾であった。また、標識魚

の占める割合は0.31%であり、前年の1，32%

を下回った。これは1993年の 3，..._.4月の放流

尾数が230，000尾と少なかったことが影響し

ていると考えられる。

能都町漁協市場に水揚げされた親魚の 5cm

毎の尾文長組成を図6に示した。 2月には36

，..._.50cmの個体が多く、 5月には51，..._.60cmの個

体が多かった。

W 要約

1. 1994年のサクラマス水揚量(10.5t)は前年

の284%であったが、過去10年平均の11.0%

であり、近年漁獲量は低迷している。これに

は、近年の暖冬による能登半島沿岸海域の高

水温が影響していると思われた。

2.定置網とサヨリ船曳網によるサクラマス標

識幼魚の漁獲状況から、標識魚は 3月を中心

に鵜飼川から降海し、約 1ヶ月かけて沿岸を

北上して能登半島突端の海域まで移動し、そ

の後離岸したと考えられた。

3.降海後のサクラマス標識幼魚は、 3月から

4月の 2ヶ月間で、約3cm (尾文長)成長す

るが、魚体サイズのばらつきは拡大するD

4.回帰親魚数は26尾であったと推定された。

相

泊

。

頻 :13」齢協ー

包:14L関関脇

401 5月

1防協協揚揚物一
31 36 41 46 51 56 61 66 

尾文長(岨)

図6 能都町市場に水揚げされた親魚の尾文長
組成の推移

表6 サクラマス標識幼魚の尾文長と体重の推移

定置網 船曳網

旬 尾叉長 体重 尾叉長 体重

平均 標準偏差 cv値 平均 標準偏差 cv値 平均 標準偏差 cv値 平均 標準偏差 cv値
3月上旬 16.3 1.02 6.26 46.6 9.24 19.8 15.7 0.89 5.63 40.0 6.74 16.9 

3月中旬 17.0 1.41 8.30 54.0 14.6 27.1 16.3 1.06 6.52 47.0 9.76 20.8 

3月下旬 17.1 1.54 8.98 58.1 17.1 29.5 17.1 1.32 7.71 56.3 16.1 26.8 

4月上旬 18.1 1.84 10.2 73.7 25.0 34.0 18.1 1.72 9.51 70.7 21.9 30.9 

4月中旬 19.1 2.22 11.6 84.4 32.6 38.6 17.8 1.85 10.4 68.4 23.5 34.4 

4月下旬 19.4 2.76 14.2 88.5 45.5 51.5 18.5 2.51 13.5 79.7 37.3 46.8 

c v (%) = 100X標準偏差/平均値

表7 標本市場のサクラマス親漁水揚状況

加賀 小松 輪島 蛸島 珠洲中央 宝立 内浦 能都 七尾公設 氷見 合計

天 然、 標識 天然標識天然標識天然標識天然標識天然標識天然標識天然標識天然標識天然標識天然標識

2月 5 。8 。31 o 182 2 18 。16 。14 。97 o 197 1 119 o 687 3 

3月 76 1 22 o 615 o 157 。64 。27 。36 o 564 7 775 o 636 1 2972 9 

4月 95 2 31 o 415 。56 。63 25 。。o 540 3 934 3 1601 5 3760 14 

5月 55 。15 。61 。。。5 。 。。o 124 o 194 o 360 o 815 。
6月 。。。。。。。。。。2 。。o 136 。8 。 146 。
合計 231 3 76 o 1122 o 395 2 150 1 71 。50 o 1461 10 2108 4 2716 6 8380 26 
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11. 水産海洋情報公開事業

I 目的

水揚量の低下、漁価の低迷等により漁家経営

がますます苦しい状況におかれている現在、情

報を正確に入手し、効率的な操業を行うことが

必要になってきている。そのため、本事業にお

いては、漁海況等の情報を迅速、正確に漁業者

に提供し、漁家経営の改善の一端を担うことを

目的とする。

E 事業の方法

1.漁獲統計データベース

県内の主要水揚港のうち加賀市、南浦、西

海、輪島市、蛸島、宝立町、内浦、能都町の

各漁協及び石川県漁業協同組合連合会販売部、

七尾公設市場の合計10港の水揚データをパソ

コン通信で、随時、本センター内のサーバに

送信し、データベースを構築した。このデー

タベースより県内漁獲量の旬報、月報を作成

し、漁業者等に提供した。

2.海洋観測データベース

漁海況予報事業、 200カイリ水域内漁業資

源総合調査、沿岸海洋調査、スルメイカ漁業

調査等で収集した海洋観測データを本センター

内のサーバにデータベースを構築し、データ

を漁業者等に提供するとともに、データの総

合的な利用により、海況予報の一役を担った。

3.衛星画像解析

人工衛星ノア、ひまわりから送信される、

日本海の画像を受信し、表面水温、プランク

トンの密度及び水汚染等の状況を解析した。

木本昭紀・柴田敏

波田樹雄・辻俊宏

E 結果
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1.漁獲統計データベース

1994年4月--1995年 3月までに、約 200万件

のデータを登録した。その結果、県内主要港

の年間合計水揚量(1994年4月--19部年3月〉

は、 61，985トンであった。

また、旬ごとの集計結果を石川県主要港の

漁況旬報として27回にわたって、 86の漁協等

関係機関に送付するとともに、ファックスサー

ビスにて漁業者等県民に情報提供した。

2.海洋観測データベース

1994年4月--1995年 3月までに、延べ 883

定点の観測データを登録した。また、観測結

果を29の関係機関に送付するとともに、ファッ

クスサービスにて漁業者等県民に情報提供し

fこ。

3.衛星画像解析

1994年4月--1995年 3月までに、 1日3--

4画像受信し、そのうち状態の良いものと、

別途別機関から合計約 100の画像データを入

手した。



12. 温排水影響調査

I 目 的

志賀原子力発電所地先海域の物理的及び生物

的環境を調査し、発電所の取放水に伴う海域環

境への影響を調査した。

温排水影響調査は、志賀原子力発電所の運転

に先駆けて、 1990年から石川県及び事業者(北

陸電力)で開始した。発電所は、 1992年11月2

日から試運転が、 1993年7月30日から営業運転

が開始されており、営業運転が開始されてから

2年目の調査となるO

E 調査の方法

志賀原子力発電所温排水調査基本計画に基づ

く調査項目は、水温，流況，水質，底質，潮間

帯生物，海藻草類，底生生物，卵・稚仔，プラ

ンクトンである。このうち、石川県の調査項目

宇野勝利・貞方勉

大橋洋一・沢田浩二

は、①海域環境調査(水温，水質，底質)②海

生生物調査(イワノリ，メガロベントス，プラ

ンクトン)で、県の 2機関(水産総合センター，

保健環境センター)が分担して行っている。そ

のうち水産総合センターは、水温，メガロベン

トス，イワノリ，プランクトンを担当した。

調査は、羽咋郡志賀町百浦から同郡富来町福

浦地先に至る概ね南北5km，沖合3kmの海域で、

1991年度以降春，夏，秋，冬の年4回行ってい

る。

E 結果の概要

1994年度の調査項目，担当機関及び調査実施

日を表-1に示した。春季調査の期間中、発電

所は定期点検中で運転を停止していた。

生物調査の結果は、発電所運転前の結果と比

表-1 調査項目、担当機関及び調査実施日

調査 項 目 調 査 実 施 日

(調査機関)
地点数

春 季 夏 季 秋 季 主主 季

1.水温調査(停船式) 19点 1994年5月25日 1994年7月26日 1994年10月18日 1995年3月24日

(水産総合センター)

2.水質調査 7点 1994年 5月25日 1994年7月26日 1994年10月18日 1995年3月24日

(保健環境センター)

3.底質調査 4点 1994年 5月25日 1994年7月26日 1994年10月18日 1995年3月24日

(保健環境センター)

4. イワノリ調査 3点 1994年11月16日

(水産総合センター) 12月20日

1994年 1月178

2月15日

5.底生生物(メガロベントス)調査 3測線 1994年5月26日 1994年 7月27日 1994年10月19日 1995年3月14日

(水産総合センター)

6. プランクトン調査

(1) 植物(水産総合センター) 5点 1994年5月25日 1994年7月26日 1994年10月18日 1995年3月24日

(2) 動物(水産総合センター) 5点 1994年5月25日 1994年7月26日 1994年10月18日 1995年3月24日
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較して大きな変化はみられなかった。水温調査

では、秋，冬季に放水地点に近い定点でやや高

い値がみられた。

〔報告誌名----志賀原子力発電所温排水影響調査

結果報告書平成6年度第 1報(春季)平成

6年 12月石川県，同報告書第2報(夏季)

平成7年3月石川県，同報告書第3報(秋

季)平成7年6月石川県，同報告書第 4

報(冬季) 平成7年 10月 石川県，同報告

書年報平成7年 10月石川県〕
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13. 沿岸海洋調査

一一内浦沿岸・富山湾・七尾湾海洋観測結果一一一

[内浦沿岸・富山湾海洋観測]

I 目 的

沿岸海域の水温等の環境調査を行い、海洋環

境と漁場形成の係わりを調査し、効率的な操業

や漁場形成機構解明の基礎資料とする。

E 調査方法

調査船禄剛丸(総トン数 43トン)で能登半

島東岸の富山湾内(内浦沿岸域)に設置した31

定点(図1.表 1)において、 1994年 4月から

11月は、原則として毎月上旬に、 12月から1995

年 2月は毎月中旬に、 1995年3月は上旬及び中

旬に、それぞれ水温、塩分、透明度を測定した。

観測機器はCTDを用いた。表面水温は棒状温

度計、表面塩分は採水し、センターに持ち帰り、

サリノメーターによる塩検を行った。

指定観測層は表面， 10m，20m， 30m， 50m， 75 

m， 100m， 150m， 200mとした。

調査船白山丸(総トン数 189.52トン)では1

994年12月から1995年 2月まで毎月上旬に富山

湾全域に設定した52定点(図 2，表 2)の水温、

塩分、透明度の観測を実施した。表面は棒状温

度計、それ以下は STDを使用した。

指定観測層は表面， 10m，20m， 30m， 50m， 75 

m， 100m，150m， 200m，300mとした。

E 結

柴田敏・波田樹雄・辻俊宏

木本昭紀・谷 保・白田光司

果

観測船調査結果は以下のとおりである。

。1994年4月上旬(図 3)

表面水温は110C台で、平年よりやや高めであった

が30m以深は“平年並からやや低め"で、近年の

春季の高温傾向はみられなかった。

水温分布は表面は灘浦で高温、飯田湾で低温、

30m以深は飯田湾で高温、能登島から灘浦で低温

であった。

o 5月上旬(図 4)

各層の水温は前月から 30Cと大きく昇温し、平

年に比べ“かなり高め"となった。

水温分布は飯田湾、能都町沿岸で高温、灘浦沖の

低温域が顕著となった。

o 6月上旬(図 5) 

水温は前月に号|き続き、全般に高めで推移し、

前月より 3，._， 5 oC昇温し、 “かなり高め"から

“はなはだ高め"となった。

水温分布は飯田湾、灘浦の沿岸域が高温高塩で、

沖合域は全般に低温高塩となった。また、能都町

から能登島沖には顕著な低温低塩域がみられた。

以上の観測結果はとりまとめの上、関係漁協 o 7月上旬(図 6)

へ情報提供した。 表面から50m深水温はこれまでの高め傾向から

平年並みとなった。 100m深は前月より降温した。

水温分布は長手崎~飯田湾、灘浦沖は高温域と

-79 



内浦海域定点

N 3ア 27.0 E 13ア 24.3

2 " E ，， 0 28.2 

3 N 37" 27.0 E 13ア 17.5

4 M E ，， 0 20.6 

5 " E ，， 0 24.3 

6 " E ，， 0 28.2 

7 N 37" 27.0 E 13ア 17.5

8 " E ，， 0 20.6 

9 " E ，， 0 24.3 

10 " E ，， 0 28.2 

11 N 37" 27.0 E 13ア 09.5

12 " E ，， 0 13.0 

13 " E ，， 0 16.8 

14 " E ，， 0 20.6 

15 N 37" 27.0 E 13ア 06.5

16 " E ，， 0 09.2 

17 " E ，， 0 13.0 

18 ノノ E ，， 0 16.8 

19 " E ，， 0 20.6 

20 N 37" 27.0 E 13ア 06.5

21 " E ，， 0 09.2 

22 " E ，， 0 13.0 

23 N 37" 27.0 E 137" 06.5 

24 " E ，， 0 09.2 

25 " E ，， 0 13.0 

26 N 37" 27.0 E 13ア 06.5

27 " E ，， 0 09.2 

28 " E ，， 0 13.0 

29 N 37" 27.0 E 13ア 06.5

30 " E ，， 0 09.2 

31 " E ，， 0 13.0 
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内浦海域定点

1 

5 

19 . 

20' 

4 

8 . 

可β

28 

31 

22 

25 

10' 

庵l

38"N 

定点位置 水深 定点位置 水深

11 N37" 15.0 E137" 09.0 88m 271 N370 07.0 E1370 33.0 995m 

21 " 10.0 " 08.0 104 281 " 12.5 " 34.0 1，244 

31 " 05.0 " 07.0 141 291 " 18.0 " 35.5 902 

41 " 00.0 " 06.5 296 301 " 24.0 " 36.0 292 

51 N360 55.0 " 0.5 530 311 " 31.0 " 37.5 690 

も" 55.0 " 12.0 846 321 " 37.5 " 39.0 1，460 

71 N370 00.0 " 12.5 1，020 331 N370 11.5 E1370 40.5 

81 " 05.0 " 13.5 1，083 341 " 17.5 グ 41.5

百 " 10.0 " 14.5 1，047 351 " 23.0 " 43.0 

101 " 15.0 " 15.0 518 361 " 30.0 " 44.0 

111 N360 53.5 E13ア18.0 894 371 " 37.0 " 45.5 

121 N370 28.5 " 19.0 949 381 N370 16.5 E1370 50.5 

131 " 03.5 " 19.5 391 " 22.0 " 51.5 

141 " 08.5 " 20.5 1，095 401 " 29.0 " 52.5 

151 " 13.5 " 21.5 1，177 411 " 36.0 グ 54.0

161 " 18.0 " 22.0 262 421 N370 45.0 E1370 33.5 465 

171 " 25.5 " 23.5 80 431 " 44.5 " 40.0 485 

181 " 32.5 " 25.0 270 441 " 44.0 " 46.5 

191 " 39.0 M 26.0 61 451 " 42.5 " 55.0 
201 N 370 03.0 E1370 26.0 1，023 a 1 N370 16.5 E1370 13.0 110 

211 'ノ 08.0 " 27.0 1，048 bl " 20.0 " 17.5 45 

221 " 13.0 " 28.0 1，230 C " 23.5 " 17.5 40 

231 " 19.0 " 29.0 d " 22.0 " 22.0 80 

241 " 24.5 " 30.0 166 C 1 11 35.0 " 15.0 97 

251 " 31.5 " 31.0 852 f " 40.0 " 15.0 101 

261 " 38.0 " 32.0 730 gl " 45.0 " 15.0 73 

h " 45.0 " 25.0 172 

富 山 湾 定 点表-2
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なり、低温域は小木から能登島沖にみられた。

長手崎から鵜川沖に高塩域がみられた。

。8月上旬(図 7)

高気温の影響もあり、表面水温は“はなはだ高

水温 (4月上旬)

水 深 水温範囲 平 均

表面 10.4--12.7 11.4 

30m 9.8--10.4 10.1 

50m 9.7--10.4 10.0 

100m 9.5--10.3 9.8 

*前回、前年は欠測であった。

水温 (5月上旬〉

水 深 水温範囲 平 均

表面 13.2--15.5 14.4 

30m 12.0--13.9 13.1 

50m 10.7--13.7 12.6 

100m 10.6--12.7 11.8 
*前回の観測日は4/5，6である。

水温 (6月上旬)

水 深 水温範囲 平 均

表面 17.9--20.7 19.3 

30m 14.8--17.5 16.5 

50m 13.6--16.4 15.6 

100m 11.1--14.9 13.2 

*岡田の観測日は5/0.9，11である。

水温 (7月上旬)

水 深 水温範囲 平 均

表面 20.3--21.9 21.1 

30m 17.5--19.3 18.6 

50m 15.5--18.5 17.1 

100m 11.0--14.0 12.1 
一*前回の観測日は5/31，6/10である。

水温 (8月上旬)

水 深 水温範囲 平 均

表面 27.2--28.8 28.1 

30m 20.7--23.6 22.1 

50m 18.3--21.3 19.9 

100m 14.9--17.2 16.0 
*前回の観測日は6/30，7/1に行った。
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め"となったが、 30m以深は“平年並"が続いた。

水温分布は宇出津から能登島沖の沿岸には低温

高塩域がみられたが、その沖合域は高温低塩域が

みられた。

単位℃

前年差 前回差 平均差

0.3 

-0.0 

-0.0 

0.0 

単位℃

前年差 前回差 平均差

1.1 3.3 0.9 

1.4 3.4 1.0 

1.3 3.0 1.1 

0.7 2.3 0.9 

単位。C

前年差 前回差 平均差

0.6 5.1 1.4 

0.9 3.7 2.0 

2.5 3.2 2.3 

2.0 2.5 1.6 

単位℃

前年差 前回差 平均差

0.9 1.8 -0.1 

0.9 2.1 -0.1 

0.5 1.5 -0.1 

-1.1 -1.1 -1.7 

単位℃

前年差 前回差 平均差

4.3 7.0 3.2 

1.0 3.5 0.1 

1.4 2.8 0.3 

0.1 3.9 0.2 



o 9月上旬(図 8) 温域の接岸がみられ、灘浦沖合には高温域がみら

表面水温は引き続き“はなはだ高め"であった れた。

が、 50m以深は“やや高め"から“平年並"が続 。11月上旬(図10)

いた。 前月同様、表面から50m深は引き続き高め、 100

水温分布は前月と逆転し、飯田湾から宇出津の m深は“平均並"を示した。 70---80m深に水温躍

沿岸寄りに高温低塩域、その沖合に低温高塩域が 層がみられた。

みられた。 水温分布は飯田湾から小木沿岸域に高温高塩域、

。10月上旬(図 9)

表面から50m深水温も“はなはだ高め"となっ

た。 100m深は“平年並"を維持した。

水温分布は七尾北湾大口沖及び長手崎沖合に低

水温 (9月上旬)

水 深 水温範囲 平 均

表面 28.0"""'29.5 28.8 

30m 26.0"""'27.5 27.0 

50m 21.6"""'25.4 22.8 

100m 15.4"""'17.1 16.3 

*前回の観測日は7/29，8/1，3である。

水温 (10月上旬)

水 深 水温範囲 平 均

表面 26.6"""'25.4 25.0 

30m 24.5""'" 25.2 24.9 

50m 23.7"""'25.1 24.4 

100m 15.2""'" 17.6 16.5 
」

*前回の観測日は8/29，30である。

水温 (11月上旬)

7.1< 深 水温範囲 平 均

表面 20.3"""'21.4 20.7 

30m 20.5"""'21.6 21.0 

50m 20.4""'" 21.5 20.9 

100m 15.3"""'18.4 17.2 

*前回の観測日は 10/3，4である。

水温 (11月中旬)

水 深 水温範囲 平 均

表面 18.9"""'19.9 19.4 

30m 19.4"""'20.2 19.8 

50m 19.2"""'20.4 19.7 

100m 14.3"""'18.3 16.8 

*前回の観測日は 11/1，11/7である。

飯田湾沖合から長手崎に差し込む低温低塩域がみ

られた。

。11月中旬(図11)

表面から50m深は前月同様、前年同期、平年よ

単位℃

前年差 前回差 平均差

4.3 0.7 3.2 

4.3 4.9 4.0 

2.7 2.9 2.2 

0.4 0.3 -0.1 

単位℃

前年差 前回差 平均差

0.8 3.8 2.9 

2.5 -2.1 3.3 

4.5 1.6 4.6 

0.5 0.2 1.1 

単位。C

前年差 前回差 平均差

1.2 1.5 1.5 

1.4 2.0 1.9 

1.3 1.9 1.8 

1.9 -1.6 -0.4 

単位℃

前年差 前回差 平均差

0.7 1.2 -1.9 

3.1 2.0 1.4 

3.0 1.9 1.4 

-1.1 1.2 0.4 
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り高めが続いた。 100m深は前年より 1.10C低く、

“平年並"であった。

水温分布は飯田湾沿岸から能登島沖にかけて低

温高塩域がみられ、灘浦沖合に高温低塩域がみら

れた。宇出津沖の75--100m深に水温収数帯がみ

られた。

。12月上旬[富山湾](図12)

50m以浅の水温は“近年の平均並"であるが、

高め基調で推移していた。 100m深は“近年の平

均並"、 200m深は“やや高め"であった。

能登半島・佐渡島聞の冷水の差し込みは佐渡島

寄りであるが、この先端が富山湾の湾口に達した。

富山湾口は冷水域となった。湾奥に暖水域が閉じ

こめられる型となった。

。12月中旬(図-13)

表面から100m深の水温はこれまでの高めから

富山湾水温 (12月上旬)

水 深 水温範囲 平 均

表面 15.1--17.6 16.77 

50m 15.15""""17.76 16.99 

100m 13.99""""17.94 16.73 

100m 3.04"""" 9.16 6.11 

水温 (12月中旬)

水 深 水温範囲 平 均

表面 15.0"""" 15.9 15.6 

30m 15.2""""16.0 15.8 

50m 15.1"""" 16.0 15.8 

100m 15.0""""16.5 15.9 

*前回の観測日は 12/5-9である。

富山湾(1月)

水 深 平均水温 水温範囲

Om 13.80 13.0 --14.7 

50m 13.94 12.60"""" 14 .80 

100m 13.53 12.20""""14.24 

200m 6.60 3.80"""" 11.84 

300m 1.61 1.00，......， 2.83 
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前年並に回復してきた。水温躍層は100m深に達

した。

水温分布は飯田湾沿岸から沖合にかけて低温高

塩域、能都町以南で高温低塩域となった。

。平成6年 1月上旬[富山湾](図-14)

表面水温は“やや高め"であるが、 50m以深は

“近年の平均並"となった。

100m以浅の水温分布は湾奥から能登半島の内

浦沿岸寄りに暖水域があり、佐渡島寄りから湾口

にかけて冷水域が引き続きみられた。 200m深は

糸魚川沖から禄剛埼にかけて高温域がみられた。

。1月中旬(図-15)

表面から100m深の水温はほぼ前年並であった。

水温躍層は125m深付近まで達し、 130C台の均一

水温となった。

水温分布は鵜川以南の沿岸域で高温域、飯田湾

単位。C

前年差 平均差

0.34 0.29 

0.25 0.28 

-0.11 0.58 

0.74 0.75 

単位℃

前年差 前回差

0.1 1.5 

-0.1 1.5 

-0.1 -1.5 

0.0 1.6 

単位。C

前年差 前月差 平年差

-0.1 3.0 0.4 

0.6 -3.0 1.2 

-0.7 -3.2 0.1 
-0.2 0.5 0.3 

-0.3 0.1 ← 0.0 



から能都町沿岸にかけて低温域となった。 低めとなった。

水温分布は全般に平坦であったが、小木沿岸か

。2月上旬[富山湾](図 16) ら灘浦沿岸にかけて帯状に高温域がみられ、飯田

表面から100m深は前月同様近年の平均並、 200 湾から松波沖にかけて低温域がみられた。低塩分

m深はやや高めであった。 域は河川水の影響から灘浦沖にみられた。

富山湾の水温分布は前月同様湾口の佐渡島寄り

に冷水の差し込みがみられ、湾央に高温域があっ o 3月下旬(図-18)

た。また、 200m深は糸魚川沖から飯田湾にかけ 表面から100m深水温は前年並で、あった。水温

て帯状の高温域がみられた。 分布は上旬に引き続き平坦であったが、 200m等

深線付近に帯状に高温高塩域がみられ、灘浦沖合

。3月上旬(図-17) には引き続き低塩域がみられた。

表面から100m深水温は近年の平均並からやや

水温(1月中旬) 単位℃

水 深 水温範囲 平 均 前年差 前回差

表面 11.2-13.2 12.5 -0.5 1.6 

30m 12.3-13.8 13.0 0.1 -1.1 

50m 12.8-13.7 13.0 .-0.1 一 0.9

100m 12.8-13.7 13.0 -0.1 -2.3 

富山湾水温 (2月上旬) 単位。C

水 深 水温範囲 平 均 前年差 平均差 前月差

表面 10.7 -12.2 11.66 -0.30 0.30 2.14 

50m 10.87-12.19 11.73 -0.51 0.21 -2.21 

100m 10.54-12.54 11.70 -0.61 0.31 -1.83 

200m 3.94-11.26 7.40 -0.08 0.46 0.8 

300m 0.78-2.43 1.27 -0.5 -0.5 -034 

水温(平成7年3月上旬) 単位。C

水 深 水温範囲 平 均 前年差 前回差 平均差

表面 10.2 -10.7 10.6 0.1 -1.3 -0.3 

30m 10.34-10.97 10.6 0.0 -1.4 -0.1 

50m 10.27-10.95 10.6 0.0 -0.7 -0.1 

100m 9.71-10.66 10.5 0.1 0.0 -0.2 

*前回の観測日は 2/1-3である。

水温(平成7年3月下旬) 単位。C

水 深 水温範囲 平 均 前年差 前回差

表面 10.2 -10.7 10.4 0.3 0.2 

30m 10.34-10.97 10.5 0.1 -0.1 

50m 10.27-10.95 10.6 -0.0 -0.1 

100m 9.71-10.66 10.6 0.3 0.2 

*前回の観測日は3/6-7である。

-84 



水温の年間の推移は、ほぼ“10ヶ年平均並"で

始まり、その後、昇温により、“かなり高め"と

なり、 7月に一時的に“平年並"になったものの、

8月以降、表層を主体に“かなり高め"から“は

なはだ高め"となり、高め傾向は12月上旬まで続

いた。その後は“平年並"から“やや低め"で推

移したO

水

深

川

100 

3 (月)

図-19 内浦海域水温の経月推移
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94年5月上旬
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表面水温
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[七尾湾観測]

I 目的

七尾湾周辺海域の海洋環境を把握し、増養殖

等の基礎資料とする。

H 調査場所及び期間

調査場所:図 1 、表~ 1に示した七尾湾及

びその周辺海域に設定した10定点。

調査期間: 1994年4月から1995年3月

ただし、都合により 1994年4月、 1995年 2月は

欠測した。

E 調査項目及び方法

調査船および調査機器

禄剛丸(総トン数43t)、CTDを使用。

調査項目:

水温、塩分、溶存酸素量を各点とも底層まで

測定した。

表面水温は棒状温度計、塩分はサリノメーター

によって測定した。

N 結果

調査結果は観測資料の表~2 に示した。

371、喧

ftJ'州一

5'. 

.. 
137-

図~1 七尾湾観測定点図

観測日は1993年度以前は月末を主体に実施さ

れていたが、本年度から毎月の上旬を基本とし

たため、観測月のまとめは月上旬に合わせた。

従って、図表の表示の過去平均等の算出は 1ヶ

月繰り下げて行った。

また、海域を整理する方法として、大口瀬戸

(st.41)、北湾 (st.42--46)、西湾 (st.47)、南湾

(st.48--50)と、従来の方法に従った。

5m深の水温、塩分、溶存酸素量の月別推移

をみると、水温は 1--3月は100C以下となり、

8--9月は28--300Cを示した。過去5ヶ年平均

差(平年値とした。)では 8--9月は20C以上高

く、特に西湾では50C高かった。また、 1月は 3

。C低めであった。その他の時期は 10C内外であっ

fこO

塩分は全般に 5--9月に高く、 10--3月が低

かった。海域別では水深のある大口瀬戸、北湾

では比較的安定しているが、西湾、南湾は10月

以降大きく低下した。

溶存酸素量は 5，3月が多く、 8-11月は減

少した。

表-1 七尾湾定点

定点 定点位置 水深(m) 海域区分

41 N 370 10. 4' ~ E 1370 04.6' 60 大口瀬戸

42 N 370 08.4' E 1370 00.3' 14 七尾北湾

43 N 370 10.4' E 1370 58.3' 27 同上

44 N 370 12.8' E 1360 56.3' 23 向上

45 N 370 10.4' E 1360 56.3' 30 向上

46 N 370 10.4' E 1360 54.3' 10 向上

47 N37" 06田町 E 1370 55.2' 9 七尾西湾

48 N 370 04.7' E 1360 58.4' 12 七尾南湾

49 N 370 05.9' E 1370 01. l' 27 同上

50 N 370 06.7' E 1370 03.6' 23 向上

日
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14. 観測資料

(1 ) 沿岸漁場観測結果

I 目 的

本県沿岸の 4地区に定点を設け、気象及び表

面水温を観測し、その結果を分析して漁況海況

予報の基礎資料とするO

E 調査方法

1994年4月 1日から1995年3月31日までの期

間、前年度同様、加賀地区の橋立漁港、輪島地

区の輪島埼地先、七尾地区の石崎漁港、能都町

の宇出津港を調査地点とした。宇出津港の観測

点は水産試験場から水産総合センターへの移転

に伴い同港内でも約600m港口寄りとなり、外

海の影響が強くなった。

原則として午前 9時に観測した。

観測は加賀、七尾地区は加賀市漁協、七尾漁

協に委託し、輪島地区は輪島測候所にそれぞれ

依頼した。能都地区は水産総合センター職員が

行った。

E 調査結果

1994年度の地区別水温(旬別)と過去10ヶ年

平均の水温図を図 1に示した。

本年度は前年の冷夏から一転して夏季は猛暑

となった。このため、夏季水温は1980年度以降

の最高を示した。

また、年平均水温も1988---89年度以降続いて

いる高め傾向が再びみられた。

しかし、冬季は能都町地先を除いてほぼ過去

10ヶ年平均並(以下110ヶ年平均」と称す)に推

移した。前年までの暖冬傾向は不明瞭となった。

F
円
U

n
U
 

柴田敏

(1) 加賀地区

年平均水温は18.30Cで、 1990年 (18.10C)

を上回る高めとなった。

年間の最高水温は8月31日に30.50C、最低

水温は 1月31日で8.80Cであった。

旬平均の最高値は、 8月下旬に29.80Cで、

10ヶ年平均より2.50C高く、旬平均の最低値

は1月下旬-2月下旬の9.80Cであり、出現

時期はほぼ10ヶ年平均と同時期であった。

旬別水温の変化を平均と比べると、前年度

末は“10ヶ年並"であったが、 4月当初から

“やや高め"から“はなはだ高め"を示し、

10月上旬まで続いた。 6月中旬に一時的に

“10ヶ年平均並"であった。

それ以後は11月上旬、 12月上旬の一時的に

“かなり低め"を示した他は“10ヶ年平均並"

となった。

(2) 輪島地区

年平均水温は18.00Cで、 10ヶ年平均より 2.5

℃高く、 1983年度以降の最高となった。

年間の最高水温は 8月17日に30.10C、最低

水温は 2月28日7.80Cで、 10ヶ年平均よりそ

れぞれ最高で3.10C高く、最低は1.20C低かっ

た。

旬平均の最高値は 9月上旬で29.10Cで、 10

ヶ年平均より2.50C高く、 10ヶ年平均より 2

旬遅れた。また、猛暑の影響から 8，9月は

2 ---3 oCの高めで推移した。旬平均の最低値

は3月上旬の7.80Cであり、 10ヶ年平均より



1旬遅れ、 O.4OCの低めであった。

旬別水温の変化を10ヶ年平均と比べると、

4月，.._，7月上旬まではほぼ“10ヶ年平均並"

であったが、 7月中旬から“かなり高め"か

ら“はなはだ高め"となり、 11月上旬からは

“やや高め"に回復し、 1995年 1月以降は

“10ヶ年平均並"となった。

(3) 七尾地区

年平均水温は17.80Cで、 10ヶ年平均より1.2

OC高く 1992年度 (17.4OC)を上回る。

年間の最高水温は8月13日に33.20C、最低

は1月30日に6.10Cで、それぞれ10ヶ年平均

より最高は5.10C高く、最低は1.40C低かった。

旬平均の最高値は8月中旬で32.30Cで、 10

ヶ年平均より4.10C高く、最低値は 1月下旬

の7.60Cでほぼ“10ヶ年平均並"の時期であっ

fこO

旬別水温の変化を“10ヶ年平均"と比べる

と、 4月は“やや高め"から“はなはだ高め"

であり、 5月は“10ヶ年平均並"となった。
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それ以後再び高め傾向で推移し、“かなり高

め"から“はなはだ高め"が10月下旬まで続い

た。 11月以降は“10ヶ年平均並"で推移した。

(4) 宇出津地区

年平均水温は18.30Cで、 10ヶ年平均より1.1

OC高く、 1990年度(18.10C)を上回る高温と

なった。

年間の最高水温は 8月15日に30.40C、最低

は2月28日で9.20Cであった。

旬平均の最高値は8月中旬に29.80Cを示し、

10ヶ年平均より2.70C高く、最低値は 2月下

旬の10.30Cで10ヶ年平均より1.20C高く、ほぼ

“10ヶ年平均並"の時期であった。

旬別水温の変化を10ヶ年平均と比べると、

前年度末から“10ヶ年平均並"で始まった。

5月上旬は“やや低め"となったが、それ以後

は高めに推移し、9月上旬までは“やや高め"、

さらに 2月中旬まで“かなり高め"から“は

なはだ高め"となった。その問、 6月下旬に

一時的に“かなり低め"を示す時期があった。
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付表-1 観測結果(橋立地区)

平成 6年 4月分 5月分 6月分 7月分

項目

水 風 風 天 7.K 風 風 天 7.k 風 風 天 水 風 風 天

日 温 向 力 侯 温 向 力 侯 温 向 力 侯 温 向 力 侯

11. 3 欠 調U BC 16.8 欠 調日 BC 21. 0 欠 調リ BC 25. 0 欠 調U C 
2 11. 9 /1 " BC 17.0 " " BC 21. 6 /1 " BC 25. 0 " 11 C 
3 11. 9 " " BC 17. 1 11 " K 21. 3 11 " BC 24. 9 11 JI C 

上 4 12. 4 IJ " BC 17.0 " M K 21. 2 H " BC 25. 1 " JI C 
5 13. 2 JI " BC 17. 3 " " C 21. 8 " " BC 26. 3 " " BC 
6 13. 8 " " BC 17.4 " IJ C 21. 6 " " C 26. 8 IJ " BC 
7 13.6 " " BC 17.5 " " BC 21. 8 " M C 26. 9 " " BC 
8 13.3 " " BC 17.5 " IJ BC 22.0 11 11 C 26. 9 IJ JI BC 

旬 9 13.4 " M C 17. 4 11 " BC 21. 8 11 /1 BC 26. 8 11 JI BC 
1 0 13.0 " " C 17.3 11 11 BC 21. 9 " 11 BC 27.6 11 11 BC 
合計 127.8 172. 3 111. 0 261. 3 
平 均 12.8 17.2 21. 6 26. 1 
1 1 12.9 欠 調リ C 17. 3 欠 調U R 19. 8 欠 調。 C 27. 5 欠 調U BC 
1 2 12.8 11 " C 17. 5 " " C 20. 1 11 11 C 27.4 " 11 BC 
1 3 13. 1 11 " C 17.7 " " BC 20. 2 " " C 27.8 " N BC 

中 1 4 13. 2 " 11 BC 17. 1 11 11 R 19.9 IJ H BC 27.5 " JI BC 
1 5 13.5 " " BC 17.2 " " R 19. 7 " " BC 27.6 " IJ BC 
1 6 13.8 " " BC 17. 4 IJ IJ K 20. 1 IJ " BC 27.3 " 

H BC 
1 7 13.7 IJ " BC 17.6 " IJ K 20. 1 11 IJ BC 27.6 11 JI BC 
1 8 14.0 11 H BC 18.0 11 11 BC 19. 9 11 11 BC 27.8 " JI BC 

旬 1 9 14. 2 /1 " BC 18. 3 /1 IJ BC 20. 0 IJ IJ BC 27. 8 11 M BC 
20 14.0 " 

/1 BC 18.3 " IJ BC 19.8 IJ " BC 27.8 IJ " BC 
合計 135.2 176.4 199.6 276. 1 
平均 13. 5 17.6 20. 0 27.6 

2 1 14. 1 欠 調U BC 18.8 欠 旗日 C 21. 8 欠 調。 C 28.8 欠 調t BC 
2 2 14. 4 " /1 BC 19.3 " 11 C 21. 9 IJ M C 28.9 IJ " BC 
2 3 14.5 " H BC 19.6 IJ IJ C 22. 9 " M C 29.0 " N BC 

下 24 15.0 H IJ BC 19.8 IJ H C 23. 0 " M C 28.9 " H BC 
2 5 15.0 " H BC 19.8 " H BC 23. 1 IJ 11 BC 29.2 11 JI BC 
2 6 15.8 IJ IJ BC 20. 4 11 " BC 23. 1 " IJ BC 29.0 11 JI BC 
2 7 16.3 11 11 BC 20. 6 11 IJ BC 24. 4 " " BC 28. 9 " 11 BC 
2 8 16. 2 " 11 BC 20. 4 H 11 BC 24. 5 N 11 C 29.0 " H BC 

旬 2 9 16.4 11 IJ BC 20. 8 11 " BC 24. 8 " M C 29. 1 " 11 BC 
30 16.5 11 11 BC 21. 0 11 11 BC 25. 0 H H C 29. 0 11 JI BC 
3 1 

園、ーートーー-・司・同・・園周・・同・・‘・ 21. 0 H 
ーー

11 BC r-ーートー- 28. 9 11 1/ BC 
合 計 154.2 221. 5 234. 5 318.7 

平 均 15.4 20. 1 23. 5 29.0 

合 計 417.2 570.2 545. 1 856. 1 

月 平 均 13.9 18. 4 18. 2 27.6 



付表ー 2 観測結果(橋立地区)

平成 6年 8月分 9月分 10月分 11 月分

項目

水 風 風 天 水 風 風 天 水 風 風 天 水 風 風 天

日 温 向 力 侯 温 向 力 侯 温 向 力 侯 温 向 力 侯

1 28. 6 欠 調U BC 30. 2 欠 調リ BC 24. 1 欠 調日 C 18.5 欠 調U C 
2 28. 9 11 11 BC 30. 2 11 11 BC 24. 5 " 11 C 18.2 " " C 
3 29.5 " 11 BC 29. 4 11 11 BC 24. 4 " 11 C 18. 2 11 11 C 

上 4 29. 4 " H BC 29.4 " H BC 24.3 " " C 18. 1 " 11 C 
5 29. 3 " " BC 28. 9 " 

11 C 24.5 " " C 18.0 11 11 C 
6 29. 3 " 11 BC 29.2 11 " R 24.3 " 11 C 17.6 11 11 BC 
7 29.4 " 11 BC 27.5 " " R 24. 1 JI 11 C 17. 2 JI 11 BC 
8 29.3 JI JI BC 27.4 JI M C 23. 3 " " BC 17. 2 " M C 

旬 9 29. 3 " 11 BC 27.8 11 11 C 23. 2 11 " BC 16. 6 11 11 C 
1 0 29.2 11 11 BC 27.0 11 11 C 23.0 " " BC 15.9 11 " C 
合計 292. 2 287.0 239. 7 175.5 
平均 29. 2 28. 7 24. 0 17.6 
1 1 29. 2 欠 調。 BC 27. 1 欠 調1 BC 21. 5 欠 調。 C 15. 3 欠 調『 C 
1 2 29.3 11 11 BC 27.0 " " C 21. 4 " " C 15. 1 11 " C 
1 3 29.4 " " BC 26. 8 11 11 C 20. 2 " 11 BC 15. 1 11 " C 

中 1 4 29.5 11 11 BC 27.0 " " C 19.8 " " BC 14.8 11 " C 
1 5 29.3 " " BC 26. 9 11 " C 19.6 11 11 BC 14. 8 11 " C 
1 6 29.3 11 11 BC 26. 5 11 11 C 19.6 11 11 14. 5 11 11 BC 
1 7 29. 3 11 11 BC 25. 8 11 11 C 19.7 " M 15.4 11 11 C 
1 8 29.2 N 11 BC 26. 2 11 " C 19. 4 11 " 15.6 11 11 C 

旬 1 9 29.3 11 11 BC 25. 5 11 11 C 19.3 11 " 16. 1 " N C 
20 29. 3 11 11 C 25. 4 H 11 R 19. 3 M N 16.4 " 11 C 
合計 293. 1 264. 2 199.8 153. 1 
平均 29. 3 26. 4 20. 0 15. 3 

2 1 29.5 欠 調。 C 25. 6 欠 調U C 18.9 欠 調U C 16.5 欠 期目 C 
2 2 29.5 11 11 BC 25. 2 11 11 C 18. 7 N " C 16.4 " 11 C 
2 3 29.6 11 11 BC 25. 0 JJ JJ C 19.0 N JI C 16. 1 11 11 C 

下 24 29. 4 11 11 BC 24. 8 11 H C 18.8 M " C 15.9 " 11 C 
25 29.7 11 M BC 25. 3 11 " C 18. 4 " JI C 15.6 " 11 C 
26 29. 7 11 M BC 24. 8 H " C 18.2 " M C 15.8 " 11 C 
2 7 30. 1 11 11 BC 24. 6 11 11 BC 18.5 11 11 C 15.7 11 11 C 
28 30. 2 11 11 BC 24. 1 11 11 C 18.8 N 11 C 15.6 11 " C 

旬 29 29.9 11 11 BC 24. 4 11 11 C 18.8 11 " C 15.6 JI " BC 
30 30. 1 " 11 BC 24. 3 JI 11 C 18.6 11 H C 15. 1 11 11 BC 
3 1 30. 5 11 11 BC -トーーー』ーーー 欠 損t ー~ーー卜~ートーートー『 トーー

合計 328. 2 248. 1 186.7 158.3 

平均 29.8 22. 6 18.7 15.8 

合計 913.5 799. 3 626. 2 486. 9 

月 平均 29.5 25. 8 20. 9 16. 2 
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付表ー 3 観測結果(橋立地区)

平成 6年 12月分 i月分 2月分 3月分

項目

水 風 風 天 水 風 風 天 水 風 風 天 水 風 風 天

日 温 向 力 侯 温 向 力 侯 温 向 力 侯 温 向 力 侯

1 15.8 欠 調U BC 欠 調。 9. 2 欠 調d C 9. 6 欠 調U C 
2 15. 8 11 11 BC 11 11 9.4 11 11 C 9. 4 11 11 C 
3 14. 9 11 11 C 11 11 9. 8 11 11 C 9. 4 1/ 11 C 

上 4 14.0 11 11 C 10.5 欠 調。 C 9. 7 11 11 C 9. 4 M 11 C 
5 13.5 11 11 C 10. 5 11 11 C 9.6 11 11 C 9. 5 11 11 C 
6 13.8 11 11 R 10.2 11 11 C 10.0 11 11 C 10. 1 11 11 BC 
7 13.6 11 11 C 10. 4 11 11 C 10.0 H 11 BC 10.3 11 11 BC 
8 13. 1 11 11 C 10.6 11 11 BC 10.2 11 11 BC 10. 4 11 11 BC 

旬 9 12.0 11 11 C 10.2 11 " C 10. 2 JJ M C 10.4 JJ M BC 
1 0 12.2 11 JJ C 10. 3 N " C 10.2 JJ " C 10. 4 JJ " BC 
合計 138.7 エラー 98. 3 98. 9 
平均 13.9 工ラー 9. 8 9. 9 
1 1 12. 1 欠 調。 C 10. 3 欠 調U C 10. 3 欠 調。 C 10.7 欠 調。 C 

1 2 11. 4 11 JJ C 10.2 " JJ C 10.2 11 " C 10. 5 JJ M C 

1 3 11. 5 11 11 C 10. 1 M H C 10. 4 " M C 10. 5 11 " C 
中 1 4 11. 3 11 11 C 9.9 11 11 S 10.3 11 " BC 10.6 " 

11 C 

1 5 11. 4 11 11 C 10.0 11 11 S 10.5 " M BC 10.6 11 11 C 

1 6 11. 2 " 11 S 9. 9 11 M S 10.3 JJ " BC 10.6 H " C 

1 7 11. 3 11 11 C 9. 8 11 " BC 10. 2 11 11 R 10.8 11 " C 

1 8 11. 3 " 11 C 10.0 11 " 10. 1 IJ " C 11. 0 " IJ C 

旬 1 9 11. 4 11 11 R 10.3 1; JJ 10.3 " IJ C 11. 1 " 11 C 

20 11. 4 11 " BC 10. 1 11 11 10. 2 11 11 C 11. 0 " 
11 C 

合計 114. 3 100.6 102.8 107.4 
平均 11. 4 10. 1 10.3 10.7 
2 1 11. 9 欠 調リ C 10. 1 欠 調U C 10.5 欠 調4 C 10.9 欠 調4 C 

22 12. 2 11 11 BC 10.2 11 11 C 10.5 11 M C 11. 3 " 11 C 

2 3 12.0 11 11 BC 10. 3 11 11 C 10. 4 11 11 BC 11. 5 11 11 C 

下 24 11. 8 11 11 C 10. 4 11 11 C 9. 9 11 11 BC 11. 4 " 1/ BC 

2 5 11. 8 11 11 C 10.2 11 11 C 9.2 11 11 BC 11. 7 11 11 C 

2 6 11. 4 " H C 10.0 " M C 9. 3 11 11 C 11. 8 " 11 C 

27 11. 5 11 " C 10.0 11 11 S 9.2 11 " C 12.0 11 " C 

28 11. 1 11 " C 9. 7 11 11 C 9. 4 IJ 11 C 11. 7 " 11 C 

旬 29 10.8 11 11 C 9. 2 11 JJ S ト¥ 11. 9 JJ H C 

30 11. 1 11 11 C 9. 0 11 " C ~ 12. 1 " " C 

3 1 11. 3 11 " R 8.8 " " C 
、、-

、¥、、、 欠 調1
合計 126.9 107.9 78.4 116.3 
平均 11. 5 9. 8 9.8 10.6 
合計 379. 9 エラー 279.5 322.6 

月 [空均 日2.3 工うー 10.0 10.4 



付表-4 観測結果(七尾地区)

平成 6年 4 月分 5 月分 6 月分 7 月分

項目

7]C 風 風 天 水 風 風 天 水 風 風 天 水 風 風 天

日 温 向 力 侯 温 向 力 侯 温 向 力 侯 温 向 力 侯

12.0 E 2 BC 14.0 E 2 D 20. 0 W 4 BC 22. 5 sw 3 D 

2 12.5 sw 3 C 14.3 E 3 C 20. 0 sw 3 BC 22. 0 sw 7 D 

3 12. 5 S唱 5 BC 14. 2 E 3 C 22. 0 W 4 BC 22.0 sw D 

上 4 13.0 E 3 BC 16.0 W 2 BC 19. 5 sw 5 K 21. 5 sw BC 

5 13.0 S明 3 BC 16.0 W 5 C 20. 0 E BC 22.0 sw BC 

6 14.0 S明 2 BC 16. 5 sw 6 BC 20. 0 E BC 22.0 sw 7 BC 

7 14.0 S唱 2 C 16.0 sw 7 BC 21. 0 E 5 K 22. 5 sw BC 

8 13.0 E 3 BC 17.0 sw 3 BC 21. 5 sw 4 BC 23.0 sw 2 BC 

旬 9 13.5 E 2 BC 17.0 E 3 BC 21. 5 sw 3 BC 23. 0 E BC 

1 0 13.5 E 3 BC 18.0 S唱 3 BC 21. 0 sw BC 23.5 sw 6 BC 

合計 131. 0 159.0 206.5 224.0 
平 均 13. 1 15.9 20. 7 22.4 

1 1 13.0 sw 3 BC 17.0 S 3 BC 22.0 E 4 BC 24.0 sw 6 BC 
1 2 14.0 S 6 BC 18.0 E 3 BC 22.5 E 3 BC 23. 5 E 5 BC 
1 3 13. 5 S 4 BC 19.0 E 3 BC 22.0 E 4 D 25. 0 E 5 BC 

中 1 4 14.0 sw 7 BC 19.0 E 3 BC 23. 5 E 4 BC 25.5 sw 4 BC 

1 5 14. 5 ssw 7 BC 17.0 sw 3 D 24. 0 E 6 BC 26.0 sw 5 BC 
1 6 13.0 sw 7 BC 16.0 sw 3 D 24. 5 E 7 BC 26. 5 sw 4 BC 
1 7 14.5 E 3 BC 17.0 E 3 BC 25.0 E 7 BC 27.0 E 5 BC 
1 8 16.0 E 4 BC 16.0 sw 7 BC 24.0 E 7 C 26.5 E 4 C 

旬 1 9 16. 5 E 3 BC 17.0 sw 5 BC 22. 0 E 8 R 26.6 sw 3 C 
20 16.0 E 3 BC 16.0 E 3 BC 22. 0 sw R 26.4 sw C 
合計 145. 0 172.0 231. 5 257.0 
平 均 14.5 17.2 23. 2 25.7 
2 1 15.0 E 3 BC 17.0 sw 4 BC 21. 0 S明 4 R 29.8 sw 2 BC I 
22 16.0 E 3 BC 17.5 sw BC 22. 0 E 5 BC 29.4 sw 2 BC 
23 17.0 E 2 C 18.0 sw 5 BC 22. 0 E C 29.8 sw 3 BC 

下 24 17. 0 sw 2 D 19. 5 E 6 BC 22. 0 sw 3 C 30. 0 sw 2 BC 

2 5 16.5 sw 2 BC 19.5 E 2 BC 21. 0 sw 3 BC 29.7 sw 2 BC 

26 17.0 E 5 BC 20.0 E 3 BC 21. 0 E 2 BC 29.9 sw 3 BC 
2 7 17.0 E 2 BC 19.5 sw 8 D 21. 0 W D 30.0 sw 2 BC 

28 17.0 E 3 BC 19. 0 sw BC 21. 0 欠 調。 BC 30. 1 sw BC 

旬 2 9 16.0 sw 7 BC 19.5 sw 2 BC 22.0 E 4 BC 30. 3 sw 2 BC 

3 0 16.0 E 3 C 20.0 sw 3 BC 23.0 sw 5 BC 30. 1 S官 3 BC 

3 1 ーーーーーー-トー一 18.5 S唱 BC 一一同町ーー-司・ 30. 2 sw 2 BC トー トーーートー

合 計 164.5 208. 0 195.0 329. 3 

平均 16. 5 18. 9 19.6 29.9 

合計 440.5 539. 0 633. 0 810.3 

月 平 均 14. 7 17.4 20. 4 26. 1 

q
L
 



付表-5 観測結果(七尾地区)

平成 6年 8 月分 9 月分 1 0月分 1 1月分

項目

7k 風 風 天 水 風 風 天 水 風 風 天 水 風 風 天
日 温 向 力 侯 温 向 力 侯 温 向 力 侯 温 向 力 侯

30. 8 S 3 BC 30.0 SW 3 R 24. 5 SW 2 BC 16. 5 NE 3 BC 
2 30.0 S 6 BC 29. 0 欠 調t C 24. 5 NE 4 BC 16. 4 NE 4 BC 
3 29.5 SW 5 BC 30.3 SW 2 BC 24. 0 NE 4 BC 16.0 W 5 C 

上 4 29.8 SW 6 BC 30. 5 SW 4 BC 24.5 SW 5 BC 17. 3 NE BC 
5 29.2 SW 4 BC 30. 5 SW 5 BC 24.0 SW 5 BC 17. 3 NE BC 
6 30. 2 SW BC 29.0 SW C 23. 5 SW 4 BC 17. 2 E C 
7 31. 0 SW 2 BC 28. 0 NNE 5 C 23. 5 W 6 BC 17. 2 NW 4 C 
8 31. 0 SW 2 BC 29.6 S 2 C 23. 5 NE 5 BC 16. 5 NE BC 

旬 9 31. 2 NE 4 BC 29. 0 E 2 BC 23. 5 NE 5 BC 16.5 欠 調。 BC 
1 0 32.0 NE 5 BC 29. 3 SSW 3 BC 23. 5 NE 5 BC 16.5 NE 2 BC 
合計 304. 7 295. 2 239.0 167. 4 
平均 30. 5 29.5 23. 9 16. 7 
1 1 31. 5 NE 。BC 28. 3 NW 11 C 23.3 NE 3 BC 17. 2 SW 5 BC 
1 2 32.5 ENE BC 26.5 NE 2 C 23.3 NE 4 BC 17. 5 欠 調『 C 
1 3 33.2 NE 7 BC 26. 5 NE 6 C 23. 5 W 3 BC 15.8 NE 5 C 

中 1 4 33. 1 W 4 BC 26.0 NE 5 C 23.5 S 4 BC 14.5 NE 6 BC 

1 5 33. 0 NE 3 BC 26. 5 NE 5 BC 23. 5 SW 3 BC 13. 5 NE 7 BC 

1 6 33.0 ENE 2 BC 26. 5 NE C 23. 0 SW 8 C 13. 5 NE BC 

1 7 32.2 SW 4 BC 26.0 E 3 R 22.0 SW 3 BC 14. 0 欠 調『 C 

1 8 32.5 SW 4 BC 26. 0 NE 3 BC 21. 5 欠 調。 BC 16.5 H " C 

旬 1 9 31. 0 欠 調。 C 26. 0 W 2 R 21. 0 SW C 16.5 M M C 

20 30. 5 ESE 4 BC 26. 5 SW 2 BC 21. 0 N 7 C 16.8 NNE 4 C 

合計 322. 5 264.8 225. 6 155.8 
平均 32.3 26. 5 22.6 15.6 

2 1 30. 0 欠 調。 BC 26. 0 NW BC 19.0 NE 7 R 15. 2 NE 4 C 
22 29.2 NE 6 BC 25. 5 N 2 C 18.5 SW 6 BC 14.4 NE 4 C 
2 3 30. 2 NE 2 BC 25. 0 W 3 R 19.3 NE 3 BC 13.0 NE C 

下 24 29.2 SW C 24. 5 E 4 BC 18. 0 E 4 BC 13.5 欠 調d BC 

2 5 30.0 ENE BC 24. 7 NE R 19.2 NE 4 BC 13.8 sw 5 C 

26 30.0 S曹 2 BC 24.5 E 4 R 19.8 E 2 BC 12. 5 欠 調1 R 

2 7 30.0 S唱 3 BC 24. 2 S R 19. 5 NE 6 BC 13.0 NW 4 C 

28 31. 0 S唱 3 BC 22. 5 NE 4 R 19. 5 NE 4 BC 12.5 欠 調1 C 
旬 2 9 30. 5 WSW 4 BC 25. 0 NE 5 BC 19. 5 NE 4 BC 12.0 " " BC 

30 31. 0 WSW 3 BC 25. 0 NE 4 BC 19.3 NE 2 BC 12.0 NE 3 BC 

3 1 31. 0 WNW 3 BC 』ーー-
ーーーー‘ーーーー『ーーー 18.7 NE 4 C ーーーーーー

トー~卜ー~ト~

合計 332. 1 220. 9 210.3 131. 9 

平均 30. 2 24. 7 19. 1 13.2 

合計 959. 3 780.9 674.9 455. 1 

月 平均 30.9 26.0 21. 8 15. 2 
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付表-6 観測結果(七尾地区)

平成 6年 1 2月分 1 月分 2 月分 3 月分

項目

7.k 風 風 天 7.k 風 風 天 7..k 風 風 天 水 風 風 天

日 温 向 力 侯 温 向 力 侯 温 向 力 侯 温 向 力 侯

12.3 欠 調。 BC 9. 5 NW 5 C 7.0 NW 2 S 7.8 SW 2 R 
2 14. 3 SW 6 BC 8. 5 SW 2 C 7.8 欠 調。 BC 9. 8 W 4 BC 
3 13. 2 NW 3 R 8. 5 SW 2 BC 8. 0 W 4 BC 10.3 E BC 

上 4 12. 0 NW R 10. 5 W 2 R 8. 2 欠 調。 BC 10. 0 W C 

5 12.0 NW 2 R 10.5 W 7 R 8. 2 11 11 C 9. 3 SW 4 BC 
6 12. 0 NW 3 BC 9. 0 NW 3 S 8. 2 W 5 C 9. 5 欠 調日 BC 

7 11. 5 SW 4 R 8. 5 SW 6 R 8. 9 S 2 BC 10. 7 WSW 3 BC 
8 11. 5 欠 調4 BC 8. 3 欠 調tBC 10.0 SW 3 R 9.8 S 5 BC 

旬 9 12. 8 NW 6 R 11. 0 SW 10 BC 8. 0 SW 2 R 11. 5 NW 6 BC 
1 0 12. 0 NW 3 BC 8. 5 NW 7 S 8. 5 N 3 C 10. 0 欠 調U R 

合計 123.6 92.8 82.8 98. 7 
平均 12. 4 9. 3 8. 3 9. 9 
1 1 11. 5 NE 6 BC 7.5 S 4 S 9. 0 欠 調U BC 10. 2 W R 
1 2 10. 5 欠 調。 C 9. 0 SW 3 S 8. 1 11 11 BC 10. 5 NW 4 C 
1 3 11. 0 NE 2 R 7.9 NW 5 S 8. 3 11 11 C 9. 5 E 4 R 

中 1 4 11. 0 NW 6 R 7.7 NW 7 S 8. 4 E BC 9. 5 E 3 R 
1 5 10.7 W 7 R 7.5 NW 6 S 8.0 NE 2 R 9. 0 NE 6 
1 6 9.7 NW 5 S 7.5 NW 4 S 10.0 W 3 BC 9. 0 NE 3 C 

1 7 9.5 NW 4 S 8. 5 NW 2 BC 10.0 欠 調tBC 8. 5 N 5 R 
1 8 9.0 NW 4 S 9.0 SW 4 BC 8. 4 11 11 C 8. 2 N 6 C 

旬 1 9 9. 0 NW 5 S 8.8 NW 3 S 9. 0 W 2 BC 11. 0 N 4 BC 
20 10.0 NW C 7.8 欠 調。 BC 9.5 W C 11. 5 SW 8 BC 
合計 101.9 81. 2 88. 7 96. 9 
平均 10.2 8. 1 8. 9 9. 7 
2 1 9. 3 SW 3 BC 7.8 欠 調U BC 9.5 NW 3 C 12. 0 W 7 BC 
22 9. 3 SW BC 7.8 11 11 R 10.2 N C 11. 3 E 6 BC 
2 3 11. 0 S官 3 BC 8. 2 11 11 R 9.2 欠 調U BC 11. 3 E 6 BC 

下 24 11. 8 SW 5 BC 8. 4 N 3 BC 9. 5 NW 3 C 9.0 NE 7 C 
2 5 11. 5 NW 5 C 8. 0 欠 調U BC 10. 5 W 4 C 8. 5 NE 9 C 
26 10.0 E 9 C 8. 0 S 5 S 8. 0 NE 3 C 9. 1 NE BC 
2 7 10.3 NW 4 R 8. 2 欠 調U C 10. 5 NW 4 C 10.0 SSW C 

2 8 11. 0 NW 3 R 8.0 11 H BC 7.8 E 6 C 11. 0 NNW 4 BC 
旬 29 10.5 NW 6 BC 6. 2 NW 5 S ~ 11. 5 ENE 3 BC 

30 9.5 SW 3 R 6. 1 NW 6 S ~ 
企三

11. 1 E 2 R 
3 1 10. 3 欠 調U R 7.0 NW 6 S 

、¥

ト¥ 11. 1 W 3 C 
合計 105.2 83. 7 75.2 115.9 
平均 10.4 7.6 9. 4 10. 5 
合計 330. 7 257.7 246. 7 311. 5 

月 平均 10.7 8. 3 8. 8 10. 0 
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付表-7 観測結果(輪島地区)

平成 6年 4 月分 5 月分 6 月分 7 月分

項目

水 風 風 天 水 風 風 天 水 風 風 天 7}( 風 風 天

日 温 向 力 侯 温 向 力 侯 温 向 力 侯 温 向 力 侯

10.2 sw 3 B 13. 5 ssw C 19. 5 NE K 21. 5 S 5 R 
2 1l. 0 ssw 2 R 12. 7 sw C 19. 8 NNE 2 B 21. 5 sw 5 R 
3 9.7 NW 2 BC 13.4 SW 3 K 20. 2 SW 3 BC 21. 3 ss明 3 C 

上 4 10.6 NE 2 K 15.7 S 4 C 19.8 SSW 3 C 22. 8 SW 4 BC 

5 10.8 SSW B 15. 7 SSW 2 C 20. 0 NE 4 K 23. 4 SW C 

6 11. 6 NE 2 B 14. 3 SW C 20. 3 NE 3 C 23. 3 SW C 

7 13. 2 SSW 4 B 15.2 SW 5 B 20. 0 NE 2 K 22. 8 S 2 C 

8 10.7 NNE 4 C 16. 3 SW 6 BC 19.7 NNE 2 C 23. 0 NW 2 FR 
旬 9 8. 8 NNE 2 C 16.0 S 2 B 20. 7 N 3 C 23. 1 ENE 2 C 

1 0 9.5 NE 2 K 16.3 SSW C 20. 4 ISSW 3 C 23. 9 NNW 3 BC 

合 計 106. 1 149. 1 200. 4 226. 6 

平均 10.6 14.9 20.0 22. 7 

1 1 9. 9 SSW 3 K 16. 6 SS唱 4 R 20. 8 NE 2 BC 24. 9 SSW 4 BC 

1 2 11. 8 S C 16.2 NNE 3 C 21. 8 NE 2 BC 24. 7 NE 2 C 

1 3 11. 3 NNE BC 16.9 NE 3 BC 21. 6 NNE 2 R 25. 1 NE 2 BC 
中 1 4 10.2 SW 4 BC 18. 4 NE 2 B 21. 2 N 2 C 25. 2 SSW 4 K 

1 5 11. 7 SSW 5 BC 18. 2 S 3 R 21. 2 NE 2 BC 26. 6 SSW 4 BC 

1 6 12.8 S唱 3 B 16.7 SSW R 22.0 NE 3 BC 26.8 NW 3 BC 

1 7 13.5 SW B 16. 2 NE 2 K 21. 8 NNE 2 B 26. 4 NNE 2 BC 

1 8 13. 0 S 2 K 17. 1 SW 5 BC 21. 2 NE 3 C 26. 5 NE C 

旬 1 9 13.5 NE 3 BC 15.3 WSI 4 BC 18. 4 NE 4 R 25. 4 N 2 C 

20 14. 2 NE 2 K 16.0 N 3 BC 17.8 S 3 R 26. 5 NE 2 B 

合計 121. 9 167. 6 207.8 258. 1 
平 均 12. 2 16. 8 20. 8 25.8 
2 1 14. 2 NE 3 B 17. 4 S K 19.0 W 2 R 26.4 N 2 B 

2 2 13.8 NE 2 BC 18.8 SSW BC 19. 4 NE 2 C 26.6 NE 2 B 

23 14. 0 SW 2 R 19.5 N K 20. 9 ENE 2 K 26. 9 NNE K 

下 24 14. 2 NE 2 C 19. 9 NE 3 BC 20. 2 SSW 2 C 26. 8 NE 3 B 

2 5 15.2 SW 3 B 19.8 N 2 K 19. 4 WSW 2 C 27.8 NE 2 B 

2 6 14.7 NE 3 B 19. 4 NE C 19.9 E R 28.0 NE 2 BC 

2 7 13.9 NNE 2 K 19. 3 SW 3 R 20. 6 SSW 4 FR 26. 9 NNE 2 BC 

28 13.8 SS唱 4 R 18. 3 SW 2 B 20.5 NE 3 FR 27.9 NE 3 B 

旬 2 9 14.6 SSW 4 BC 18.2 SSW 3 K 20. 3 NE 2 C 25. 7 NNE 3 C 

3 0 14. 1 NE 3 C 19.3 WNW 3 K 21. 0 S 2 K 25.5 ESE C 

3 1 -ー-
ト~ーーーーー句、ー 19.9 SSW B 『ーーーt-ーー 27. 0 SW 4 K トーー ー-・h 1---

合計 142.5 209. 8 201.2 295.5 

平 均 14.3 19. 1 20. 1 26. 9 

合 計 370. 5 526. 5 609. 4 780. 2 

月 平均 12. 4 17. 0 20.3 25. 2 
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付表-8 観測結果(輪島地区)

平成 6年 8月分 9月分 10月分 11 月分

項目

水 風 風 天 水 風 風 天 水 風 風 天 水 風 風 天

日 温 向 力 侯 温 向 力 侯 温 向 力 侯 温 向 力 侯

1 27.7 SSW 4 C 28. 2 。C 24. 3 WSW 2 BC 18. 8 NE 3 BC 

2 28.4 SSW BC 28. 5 N 2 C 24. 2 NE BC 18. 2 SW C 

3 27.0 SW 4 BC 28. 7 WNW 2 BC 24. 3 ENE 3 BC 17. 9 SW 2 C 

上 4 28. 1 SSW 5 BC 28. 5 SE BC 24. 5 S 2 BC 18. 8 NW 3 BC 

5 28. 2 SW 2 BC 28. 4 SSW 3 BC 23. 3 SS唱 2 C 18. 2 S K 

6 29.0 N 2 BC 27.6 SSW 5 R 23. 2 WSW 2 BC 18.6 SSW 2 R 

7 29.2 S官 3 BC 27.8 WSW BC 23. 2 SE B 18. 2 NNW 3 C 

8 29. 2 SSW 2 BC 27.3 NE C 22. 6 SS唱 K 18. 0 E 3 B 

旬 9 29. 4 ENE 2 BC 26. 5 N 3 B 23.2 ENE 3 BC 17. 7 SSE B 

1 0 29. 2 NE 2 B 27. 0 SW 2 BC 22.7 ENE 3 K 17.8 NNW 2 C 

合計 285. 4 278. 5 235. 5 182. 2 
平均 28. 5 27.9 23.6 18. 2 
1 1 29.6 NNE 3 K 27. 7 SW 5 C 23. 2 S C 18.8 S 3 B 

1 2 29. 4 N 2 BC 26. 8 NNE C 23. 3 SSW 2 K 19.0 SSW C 
1 3 29.9 NNE 2 B 26. 6 NE 4 C 23.8 SW 3 R 18.2 NNE R 

中 1 4 30. 0 SSW 2 BC 25. 8 SW 2 R 22. 9 SSW 3 B 16.6 ENE 3 K 

1 5 29.8 SSW 4 B 26. 4 ENE 3 K 22. 2 ESE BC 15.6 NE 4 C 
1 6 29. 8 WNW 3 B 26. 3 ENE 3 C 22. 8 S唱 3 R 14. 3 ENE 2 B 
1 7 30. 1 SSW 3 B 26. 1 SSW 3 R 21. 8 NW 3 C 14.0 SW 2 C 
1 8 29.8 SW 3 BC 26. 5 SW 2 C 21. 6 NW BC 15.8 SSW C 

旬 1 9 29. 3 SW 2 C 26. 5 NE 2 B 21. 5 S C 16. 9 WNW C 
2 0 28. 9 SSW 2 C 25. 6 WSW 4 BC 20. 3 NNE 4 R 17. 6 NNE 3 C 
合計 296. 6 264. 3 223. 4 166.8 
平均 29.7 26. 4 22. 3 16.7 
2 1 27.7 NNW 3 R 25. 8 SSW 2 C 19. 4 ENE 3 R 16. 2 N 2 C 
22 27. 1 NE 4 C 25. 5 SSW 2 C 20. 7 SSW 4 BC 16. 1 NE 4 R 

23 27.0 NNE 3 BC 24. 9 NW 2 BC 19. 3 NNE 3 BC 15. 3 N 4 C 
下 24 26. 5 N 3 C 24. 7 SW C 19.2 NE 3 BC 14.0 S 2 BC 

25 27.4 NE 2 BC 24. 9 SW C 18.2 SS明 BC 14.3 SW 4 R 

2 6 28. 2 ss唱 4 BC 25. 1 ENE 3 B 18. 5 S B 16. 1 SSW 3 BC 
2 7 27.7 sw 5 K 24.6 S 2 C 19.4 NE 4 C 15.0 NW 3 C 

28 28. 4 S 2 BC 23.9 NE 4 R 19.6 S K 15.3 SSE 2 K 
l 旬 29 28. 8 S官 3 BC 23. 2 NE 3 K 19. 5 NNE 4 C 15.3 S BC 

30 29. 1 ENE 2 B 25. 0 SW 5 C 19.9 NE 3 BC 14.7 SSW 2 BC 
3 1 28. 9 SW 2 BC ーーーーーーーーーーーー』-ーーー』 19. 1 NNE 5 C ーーーーーートーー卜一一トー- 一合計 306.8 247.6 212.8 152. 3 
平均 27.9 24. 8 19.3 15.2 

合計 888. 8 790.4 671. 7 501.3 

月 平均 28.7 26. 3 21. 7 16.7 
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付表-9 観測結果(輪島地区)

平成 6年 1 2月分 1 月分 2 月分 3 月分

項目

7.K 風 風 天 水 風 風 天 7.K 風 風 天 7.K 風 風 天

日 温 向 力 侯 温 向 力 侯 温 向 力 侯 温 向 力 侯

13. 0 SSW 2 BC 10.3 WNW 3 C 10.0 NW 4 C 8. 5 SW 3 R 

2 14. 1 SSW BC 12. 1 SW 2 S 10.4 NNW 3 C 8. 6 NW 2 C 
3 15.6 W 3 C 10.8 SW 3 C 9.2 NNE 2 C 7.8 。BC 

上 4 15. 6 W 3 C 11. 4 SW R 7. 4 SSW 3 K 8. 2 NNE 5 C 

5 14. 8 WNW 3 C 11. 4 WSW 4 C 7.6 SW 3 S 7.3 SW 2 C 
6 15. 0 NW 3 C 11. 0 N 4 S 8. 5 WNW 2 S 7.0 W 2 BC 
7 15. 6 SSW 5 BC 11. 8 WSW 5 R 8. 4 NNW 2 C 7.1 SW 3 K 

8 15. 1 SSW 2 B 11. 2 SSW 2 B 8. 3 S 2 C 7.4 NW 3 C 
旬 9 15. 1 SSW 4 R 10.6 S 4 BC 8. 9 SSW 2 C 7.9 N BC 

1 0 15. 0 NW 3 BC 10.9 NW 4 C 9. 0 N 4 S 8. 6 E R 

合計 136. 9 111. 5 87.7 78.4 
平均 13. 7 11. 2 8. 8 7.8 

1 1 14. 4 ENE 3 K 10. 3 NW 2 S 8. 1 SSW 2 BC 9.8 SW 2 R 

1 2 14.8 SSW 2 C 9. 1 NW 3 S 6. 6 S 2 B 9.6 SSW 3 R 

1 3 14.9 ENE 4 R 9. 3 WNW 3 C 8. 3 NNE 3 R 10.0 SSE 2 C 

中 1 4 13.9 WSW 3 C 9.4 NNW 4 S 8. 1 NNW 3 BC 8. 6 NNE 3 C 

1 5 13.8 WSW 3 R 10.3 WNW 4 S 7.9 NNW 3 BC 8.8 NE 2 BC 

1 6 13. 7 NW 5 S 9.8 NNW 4 C 8. 2 NNW 4 H 8. 6 NNE C 

1 7 13.7 S C 9.3 S 2 BC 7.5 NW 3 S 10.0 WSW 3 R 

1 8 13.6 NNE 4 R 8. 7 S 2 C 8. 1 WNW 3 C 9. 1 ENE 3 C 
旬 1 9 11. 5 NW 4 S 9. 8 NW 3 S 8. 3 SE S 7.9 S 3 C 

2 0 12.2 SSW 2 C 10.2 SSW 2 C 7.8 WSW 2 S 8. 1 SSW 4 BC 

合計 136.5 96.2 78.9 90. 5 
平均 13.7 9.6 7.9 9. 1 
2 1 12. 1 N 3 C 9. 4 S 2 BC 8. 7 W 2 C 9. 7 ss官 4 B 

2 2 11. 5 SSW 3 B 9. 2 SS事 2 R 9. 3 SSW 2 H 10.2 NE 4 BC 
2 3 12. 3 SSW 3 BC 9. 4 S 2 R 8.8 SSE B 9. 1 NE 2 C 

下 24 13. 4 SSW 3 R 9. 7 NE 4 R 8. 4 NNW 3 BC 10.0 ENE 2 C 

2 5 12.8 NNW 3 C 8. 8 NW 2 C 7.9 SSW K 8. 4 NNE 6 R 

2 6 12.8 NE 3 BC 8. 0 SSW 2 C 7.6 3 C 7. 1 NE 2 S 

2 7 13.0 SSW 2 BC 9. 0 NW 3 C 9.2 N 3 C 6. 9 SSW 4 C 

2 8 11. 9 N 5 R 9. 0 ssw 2 C 8. 6 NE 3 B 8. 7 WNW 2 BC 

旬 2 9 11. 2 NW 3 S 9. 4 W S ~ 8. 8 ー 。K 

3 0 11. 6 S C 9. 0 NNW 4 S -.............. 
h、、 9.2 SSW 2 R 

3 1 10.5 E 2 R 9. 1 NW 4 C 
、、、

r--..... 10. 0 NW 2 R 

合計 133. 1 100.0 68. 5 98. 1 

平均 12. 1 9. 1 8. 6 8. 9 

合計 406. 5 307. 7 235. 1 267. 0 

月 平均 13. 1 9. 9 8. 4 8. 6 
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付表-10 観測結果(宇出津地区)

平成 6 年 4 月分記録

項目 波 ウ

気温 水 温 比 重 ;;r-、 風 壁"'"雪t 天 備考

日 測比 測温 換比 t良 方向 力 形 量 侯

11. 9 1 0.7 26. 2 11. 3 25.57 。。 。B 

2 欠 調。

3 欠 調リ

上 4 9.9 10. 0 25. 4 10. 4 24. 65 欠 調リ WSW Ci， Ci-St 7 BC 

5 14.4 11. 4 26.4 12.0 25. 87 。。S 。B 

6 12. 9 11. 4 26. 4 12. 3 25. 92 。。E ー 。B 

7 18.6 12. 4 26.2 13.3 25. 89 。。SE 。B 

8 8.8 11. 2 26. 4 11. 4 25. 78 。N Ci-St，A-Cu 5 BC 

旬 9 欠 調t

1 0 欠 調。

合 計 76. 5 67. 1 157.0 70. 7 153.68 
平均 12. 8 11. 2 26.2 11. 8 25.61 
1 1 11. 1 11. 2 26. 2 11. 6 25. 61 。。NW 6 Ci-St 8 BC 
1 2 16.5 11. 7 26. 0 12.6 25. 57 。S 7 A-St 10 C 

1 3 11. 5 11. 2 26.2 11. 5 25. 60 。。ESE 7 Ci-St 8 C 

中 1 4 12. 2 10.6 26.2 11. 7 25. 63 SE 11 Ci-St 5 BC 
1 5 14.6 10.6 26. 4 12.2 25. 90 。E 10 Ci 3 BC 
1 6 13.2 欠 調t SE 6 
1 7 17.0 欠 調1 ESE 11 
1 8 14.7 11. 0 26.5 11. 6 25. 91 S明 7 Ci 9 BC 

句 1 9 14. 3 11. 5 26.4 13.0 26. 04 SW 7 Ci-St 8 BC 
20 12.8 12.0 26.8 12.5 26. 36 。。A-ST 7 SW 10 K 

合 計 137.9 89.8 210.7 96. 7 206. 62 
平均 13.8 11. 2 26. 3 12. 1 25. 83 
2 1 15.9 12.2 25.2 13.5 24. 93 2 2 WNW 8 。B 

22 15.6 12.8 25. 2 13.6 24.95 。SSW 6 Ci 2 BC 
23 14.5 欠 調U SSW 6 

下 24 14. 7 欠 調。 NNW 6 
2 5 16. 1 14.0 25. 1 15. 1 25. 12 。。SE 8 Ci 5 BC 

26 16.2 14.2 25.0 15.0 25. 00 2 W 8 Ci 2 BC 
2 7 14.5 欠 調。 SW 8 
28 15.5 14.0 25.0 14.5 24.91 。。ENE 8 St-Cu 10 D 

旬 2 9 16. 2 欠 調。 SSW 9 
30 13.5 欠 調日 W 7 
3 1 

合計 152. 7 67.2 125.5 71. 7 124.91 
平均 15. 3 13. 4 25. 1 14.3 24. 98 
合計 367. 1 224. 1 493.2 239. 1 485. 21 

月 平均 13.6 11. 2 24. 7 12.0 24. 26 
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付表-11 観測結果(宇出津地区)

平成 6 年 5月分記録

項目 波 ウ

気温 水温 比 重 ネ 風 登-=雪Z 天 備考

日 測比 測温 換比 浪 方向 力 形 量 侯

11. 0 欠 調4 WSW 7 
2 11. 1 12. 7 26.0 13.0 25. 64 2 WSW 7 Nb 10 C 

3 12.7 欠 調U W 8 
上 4 21. 8 欠 調『 SSW 7 

5 12. 9 欠 調。 SE 7 
6 14. 0 12. 6 26.2 13. 5 25. 93 2 ESE 10 Nb 10 D 
7 19. 8 欠 調U SE 14 B 

8 20. 8 欠 調リ ESE 14 B 

旬 9 17.0 14. 2 27.0 15.2 27.04 。SS官 7 。B 

1 0 18.5 14.5 26.0 15.2 26. 04 。 S唱 6 A-St 10 C 

合計 159. 6 54.0 105.2 56.9 104.65 
平均 16.0 13. 5 26.3 14.2 26. 16 
1 1 19.0 15. 2 25.0 15.5 25. 11 。ESE 11 A-St 10 R 

1 2 18.7 15.0 26.0 16.2 26. 25 NW 8 Ci-St 6 BC 
1 3 16.7 16.0 26.0 16.6 26. 33 。。SSW 7 Ci-St 9 K 

中 1 4 19.7 欠 調。 W 8 
1 5 17.8 欠 調d ENE 6 
1 6 15.0 16. 4 26.0 16.6 26. 33 3 SE 10 Nb 10 R 

1 7 17.0 16.0 25.0 17.0 25. 41 。 SW 7 A-Cu 3 BC 
1 8 17.5 16. 0 26.0 17.2 26. 45 。ESE 9 A-Cu 2 BC 

旬 1 9 17. 7 15. 4 26. 0 15.8 26. 17 。。ESE 8 A-Cu 3 BC 
20 16. 2 15.5 27.0 15.7 27. 15 。。S 7 A-Cu 3 BC 
合計 137. 8 125. 5 397.0 279. 6 209. 20 
平均 17. 2 15.7 49.6 35.0 26. 15 
2 1 18. 2 欠 調。 SW 6 
22 20. 3 欠 調H SSE 9 
23 20.9 17. 7 26.0 18.2 26. 68 。。SW 6 Ci 3 BC 

下 24 21. 7 18. 4 26. 0 18. 8 26. 82 。。SS唱 6 Ci 3 BC 
2 5 21. 0 18. 2 25.0 18. 7 25. 69 。。SSE 6 Ci 6 BC 
26 23. 5 18. 2 25.5 19.0 26. 37 。。WSW 6 A-St 10 K 

27 18.9 18. 4 24. 5 19.0 25. 36 。。SE 6 Nb 10 R 

28 19. 3 欠 調。 SW 6 
句 2 9 20.2 欠 調。 W 7 

30 23. 1 19. 7 24.5 20.3 25.66 。。S 7 Ci 8 BC 
3 1 21. 1 19.0 24. 5 19.8 25. 54 。S 8 Ci B 

合 計 150. 2 129. 6 176.0 133.8 182.12 
平均 21. 5 18.5 25. 1 19. 1 26.02 
合計 447.6 309. 1 678.2 470.3 495. 97 

月 平均 17.9 16.3 35. 7 24.8 26. 10 
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付表-12 観測結果(宇出津地区)

平成 6 年 6 月分記録

項目 波 ウ

気温 水温 比 重 ネ 風 雪=雪Z 天 気圧

日 測比 測温 換比 浪 方向 力 形 量 侯

22. 0 19.3 25. 0 19.9 26. 07 。。S唱 7 Ci 5 BC 
2 21. 0 19.6 25.0 21. 2 26. 39 。SW 7 Cu 3 BC 

3 21. 8 19.5 24.5 21. 1 25.86 。S 7 Ci-Cu 4 BC 

上 4 22. 6 欠 調リ ESE 7 

5 22. 7 欠 調日 NNW 9 

6 20. 2 19. 5 24. 5 20. 2 25.61 3 2 NW 7 Cu 3 BC 

7 21. 4 19.8 25. 0 20. 4 26. 19 。 SW 7 A-St 10 C 

8 23. 1 20. 2 25.0 20. 8 26. 29 。。SS明 7 Ci-St 7 BC 

旬 9 22. 9 20. 7 25.0 21. 1 26.37 。。SS唱 7 Ci-St 10 C 

1 0 20. 7 20. 2 25.0 20.6 26. 24 。SSE 7 A-St 10 C 

合計 218.4 158.8 199.0 165. 3 209.02 
平均 21. 8 15. 9 24.9 16.5 26. 13 

1 1 21. 0 欠 調。 S唱 7 

1 2 25.2 欠 調。 WSW 7 

1 3 20.3 21. 2 24. 5 21. 6 25.88 NNW 5 Nb 10 D 1005 
中 1 4 22. 1 21. 4 24. 5 21. 9 26. 06 。ESE 6 Ci-St 9 C 999 

1 5 22.6 21. 6 24.0 22. 1 25.61 。S明 7 Cu BC 1006 
1 6 24. 5 22. 4 24. 0 22. 7 25. 76 NW 7 Ci 2 BC 1007 
1 7 24. 4 22. 8 23.5 23.2 25. 36 。ESE 7 Ci 2 BC 1007 

1 8 22. 9 欠 摘。 W 8 
旬 1 9 18.8 欠 調H NW 10 

20 20.2 21. 5 23. 5 21. 7 25. 00 SE 9 Nb 10 R 1002 
合計 222.0 130.9 144. 0 133. 2 153.67 
平均 22.2 13. 1 24.0 13.3 25.61 
2 1 17.2 17.6 25.5 18. 2 26. 18 ESE 8 Nb 10 R 1006 
22 19.5 18.5 24.5 19. 1 25. 38 2 。SW 8 A-St 9 C 1011 

2 3 21. 8 19.2 25. 3 20. 0 26. 39 WNW 8 Ci 7 BC 1008 

下 24 19.5 19.6 24. 5 20. 0 25. 59 。。SW 7 Nb 10 R 1003 

2 5 18.5 欠 調『 SE 7 

26 19.8 欠 調U WSW 7 

2 7 22. 4 20. 0 24.0 20. 6 25.22 ESE 9 Nb 10 C 1006 

28 21. 4 20. 0 25.2 20. 5 26. 42 。。ESE 6 Nb 10 C 1009 

旬 29 20.4 20. 0 25. 5 20. 4 26. 42 。。N 6 St 10 C 1009 

30 24. 1 21. 4 24.5 21. 8 26. 04 。。SW 7 Ci申 St 8 K 1007 

3 1 

合計 204.6 156.3 199.0 160.6 207.64 
平均 20.5 14. 2 24. 9 14.6 25. 96 

ト月
合計 645. 0 446. 0 542.0 459. 1 570. 33 
平均 21. 5 14. 4 24.6 14.8 25.92 
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付表一13 観測結果(宇出津地区)

平成 6年 7月分記録

項目 波 ウ

気温 水温 比 重 ネ 風 雲 天 気圧

日 測比 測温 換比 浪 方向 力 形 量 侯

21. 5 21. 2 21. 3 21. 7 22. 77 。 SW 7 Nb 10 R 1006 

2 23. 0 欠 調。 ESE 8 

3 22. 9 欠 調U SE 8 

上 4 26. 2 20. 7 24. 8 21. 6 26. 29 。SE 8 Ci 4 BC 1008 

5 26. 4 21. 0 24. 5 21. 8 26. 04 ESE St-Cu 10 C 1006 

6 24. 6 22. 0 24. 0 22. 8 25. 79 。S A-Cu，St-Cu 10 C 1007 

7 22.7 22. 0 24. 5 22. 9 26. 32 SSE 6 A-St 10 C 

8 23. 7 22. 2 25. 0 22.7 26. 78 。ESE 7 A-St 10 C 1008 

旬 9 22.7 欠 調。 NNW 7 

1 0 23. 1 欠 調d SSW 6 

合計 236.8 129. 1 144. 1 133. 5 153.99 
平均 23.7 12.9 20. 6 13.4 25. 67 

1 1 28. 1 22. 0 24. 5 22. 5 26. 22 。SE 12 Cu 5 BC 1006 
1 2 24. 1 22. 1 23. 3 22. 5 25. 00 。WSW 7 Ci 7 C 1009 

1 3 25.6 22.8 23. 2 23.0 25.02 SW 7 Ci B 1010 
中 1 4 26. 9 23. 6 23. 2 23. 6 25. 18 。。SSE Ci-St 8 C 1008 

1 5 28. 9 24. 5 23. 2 24. 6 25. 35 。SSE 8 Ci 2 B 1008 
1 6 27.6 欠 調t SW 7 
1 7 26.2 欠 調。 SW 7 

1 8 25.8 25. 2 23. 3 25. 7 25. 87 WSW 7 A-St 10 C 1010 

旬 1 9 25.6 25.4 24. 1 25.3 26. 56 2 S 6 St-Cu 10 C 1008 

2 0 28. 3 26.7 23.2 26. 3 25. 93 。 SW 7 Ci BC 1007 

合計 267. 1 192. 3 188.0 193. 5 205.13 

平均 26.7 19.2 23. 5 19.4 25.64 
2 1 31. 1 27.5 23. 2 27.4 26.25 。。SSW 7 ー B 1006 

22 31. 2 27.9 23. 2 27.9 26. 29 。。WSW 8 B 1005 

2 3 29. 6 欠 摘。 SSE 7 

下 24 29. 4 欠 調日 SW 7 

2 5 29. 5 28. 3 22. 2 28. 1 25. 43 。。SSE 6 Ci-St 6 BC 1003 

26 32. 0 28. 9 22. 1 28. 7 25. 52 。。WSW 7 Ci-St 5 BC 1004 

2 7 30. 3 29.2 22.0 29. 0 25.52 2 SW 7 Ci-Cu 4 BC 1004 
28 28.6 28.7 22.5 28.2 25. 74 2 WSW 7 A-Su 7 C 1002 

旬 2 9 28. 8 28. 3 22. 7 28. 1 25. 91 2 NW 8 Cu 7 BC 1002 

30 28.4 欠 調『 SSW 7 

3 1 31. 7 欠 調。 SSE 8 
合計 330.6 198.8 157.9 197.4 180.66 
平均 30. 1 18. 1 19.7 17.9 25.81 

合計 834.5 520. 2 490.0 524.4 539.78 

月 平均 26. 9 16. 8 21. 3 16.9 25. 70 
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付表-14 観測結果〈宇出津地区)

平成 6 年8 月分記録

項目 波 ウ

気温 水温 比 重 ネ 風 雲 天 気圧

日 測比 測温 換比 浪 方向 力 形 量 侯

31. 5 28.0 23.0 28. 1 26. 25 SE 7 Ci-Cu 8 C 1009 
2 32. 2 28.6 22. 8 28.4 26. 15 。ESE 10 Ci 5 BC 1008 
3 31. 1 26. 7 23. 3 26.8 26. 18 。E 8 Cu 7 B 1009 

上 4 29. 4 26.2 23. 3 26.4 26.07 ESE 9 A-St 8 C 1009 
5 28. 4 27.5 23. 0 27.4 26. 05 。 S 6 Cu-Nb 6 C 1011 
6 30.6 欠 期目 SSW 7 
7 30. 2 欠 調。 SSW 6 
8 30.6 28.9 22. 5 28.9 26.01 。。S 7 Cu BC 1011 

旬 9 30. 2 29.3 22. 5 29.0 26.04 2 W 7 A-Cu 6 BC 1011 
1 0 31. 5 29.5 22.5 29. 3 26. 13 。。SW 7 Ci 3 BC 1010 
合計 305.7 224. 7 182.9 224. 3 208. 88 
平均 30.6 28. 1 22. 9 28. 0 26.11 
1 1 31. 8 29. 7 22. 6 29.3 26.23 。。ESE 7 Ci 7 BC 1008 
1 2 31. 8 29. 7 22. 1 29. 5 25.78 。。SSW 7 Ci 5 BC 1009 
1 3 32.0 欠 測 WSW 7 

中 1 4 33. 7 欠 測 W 6 
1 5 33.6 30.4 23.0 30.2 26.93 SW 7 Ci BC 1012 
1 6 32. 5 30. 3 22. 0 30.1 25.87 。。SW 7 Cu 4 BC 1014 
1 7 32.5 29.6 22. 2 29.6 25.92 。。SE 9 Ci B 1014 
1 8 30.9 29.9 22.5 29. 5 26.20 。。ESE 6 Ci-Cu 5 BC 1012 

旬 1 9 27.0 29.0 22. 1 28.8 25. 56 WSW 7 A-St 8 C 1013 
20 29.9 欠 調U SSW 7 
合計 315.7 208. 6 156.5 207.0 182.49 
平均 31. 6 23.2 17. 4 23. 0 22.81 
2 1 23.0 欠 調『 SE 7 
22 27. 1 27.4 21. 7 27. 1 24.62 3 2 SSW 8 A-St 8 D 1009 

23 26. 7 28.6 22. 1 28. 2 25.36 。WNW 7 Cu 7 BC 1009 
下 24 27.9 28. 6 22.4 28. 1 25.64 2 SSE St 8 D 1010 

2 5 29. 9 29. 0 22. 2 28. 6 25.60 SSW 7 Ci 7 BC 1010 

26 30. 1 29. 1 22.0 28. 7 25.42 。ESE 9 Ci-St 6 BC 1011 

27 31. 2 欠 測 ESE 8 
28 31. 1 欠 測 SSE 8 

旬 29 31. 0 28.9 22.0 28. 8 25.46 。。S 8 Ci 6 BC 1016 

30 30.5 29.0 22. 2 29.0 25. 73 S 8 Ci-St 3 BC 1016 

3 1 30.0 29. 1 22. 2 28. 9 25. 70 。ESE 6 Ci-St 3 BC 1015 

合計 318.5 229. 7 176.8 227.4 203. 53 
平均 29.0 28. 7 22. 1 28.4 25. 44 
合計 939. 9 663. 0 516. 2 658. 7 594. 90 

月 平均 30.3 28.8 22. 4 28.6 25.87 



付表-15 観測結果(字出津地区)

平成 6年 9月分記録

項目 波 ウ

気温 水温 比 重 ネ 風 空"'"雪r 天 気圧

日 測比 測温 換比 t良 方向 力 形 量 侯

26.0 28. 6 22. 0 28.3 25. 50 。2 NE 6 Nb 10 R 1013 
2 28. 1 28. 6 22. 2 28. 2 25. 47 。 S 7 Ci 9 BC 1010 
3 28. 5 欠 調リ SW 7 

上 4 29. 0 欠 調U SSW 7 

5 28. 4 28.7 22. 0 28. 5 25.36 S 7 Ci 8 BC 1008 
6 29.0 28.3 22. 0 27.9 25. 17 SE 11 St 10 C 1007 
7 27.0 26.7 19. 1 26. 5 21. 78 NW 6 Ci 7 BC 1014 
8 27. 0 28. 1 22.0 27.7 24. 11 。ESE 6 A-Cu 7 BC 1010 

旬 9 26.0 27.6 22. 0 27.2 24. 96 ENE 7 Ci 3 BC 1011 
1 0 26. 0 欠 調。 SW 7 

合計 275.0 196.6 151. 3 194.3 172.35 

平均 27.5 28. 1 21. 6 27.8 24. 62 

1 1 29. 2 欠 調。 SE 8 

1 2 24.8 27. 1 22.5 26.6 25. 30 。SSW 6 A-St 9 C 1010 

1 3 22. 1 26.5 22. 8 26.0 25. 43 2 2 NNW 7 A-St 10 C 1014 

中 1 4 22.7 26.3 22. 9 25.7 25.46 3 N 7 St 8 C 1014 

1 5 25. 3 欠 調U NW 7 

1 6 25. 5 26. 5 22. 5 26. 1 25. 16 3 2 WNW 7 A-St 10 C 1005 
1 6 23. 7 欠 調U N 6 

1 8 25. 5 欠 調。 W 9 

旬 1 9 26. 0 26.4 22. 5 26.2 25. 19 2 SSW 7 Ci-Cu 4 BC 1011 
20 24. 1 26.0 22. 9 25. 6 25. 43 2 SE 8 A-Cu 8 C 1007 I 

合計 248. 9 158. 8 136. 1 156.2 151. 97 
平均 24. 9 26. 5 22. 7 26.0 25. 33 
2 1 24.3 26.3 22. 5 25.8 25. 07 S 7 St 10 C 1011 

22 23. 5 25. 9 22. 5 25.6 25.02 ENE 6 St 10 C 1011 

23 24.3 欠 調U NNW 6 

下 24 21. 3 欠 調。 N 

2 5 20. 1 欠 調。 S 7 

26 23.0 25. 4 22. 0 24.9 24.31 3 2 NNW 8 Cu 3 BC 1013 

2 7 22. 2 25.2 21. 8 24. 7 24. 06 2 2 SSW 8 Nb 10 D 1013 

28 20. 3 25. 0 23. 2 24. 5 25. 35 2 3 WNW 6 Nb 10 C 1013 

旬 29 25. 4 23. 9 20. 4 24.0 22.44 4 3 NNW 8 A-Cu 6 BC 1007 

3 0 24.8 25. 2 22.0 25. 1 24. 37 3 ESE 14 St-Cu 9 C 998 

3 1 
合計 229. 2 176. 9 154.4 174.6 170.62 
平均 22. 9 25. 3 22. 1 24. 9 24.37 
lロL雪画t 753. 1 532. 3 441. 8 525. 1 494.94 

月 平均 25. 1 26.6 22. 1 26.3 24. 75 
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付表ー16 観測結果(宇出津地区)

平成 6年 10月分記録

項目 波 ウ

気温 水温 比 重 ネ 風 雲 天 気圧

日 測比 測温 換比 浪 方向 力 形 量 侯

1 23.5 欠 調1 SE 7 

2 20.2 欠 調。 NNW 6 

3 22.0 24.2 23. 2 24. 1 25. 32 3 NW 7 Ci 5 BC 1018 

上 4 22.6 24. 4 23. 4 24. 5 25.54 2 SSE 6 Ci 4 BC 1014 

5 19.8 24. 3 22. 0 24. 1 22.10 ENE 6 A-St 8 C 1014 

6 20. 7 23.9 23. 2 23.6 25. 29 2 ESE 8 A-Cu 6 BC 1017 
7 20.6 24.0 23. 2 23. 9 25. 26 2 S 6 Cu BC 1023 
8 20. 9 欠 測 SSW 6 

旬 9 22. 2 欠 調U NW 8 
1 0 21. 9 欠 調t WNW 7 

合計 214. 4 120.8 115.0 120.2 123.51 
平均 21. 4 24. 2 23. 0 24.0 24. 70 
1 1 21. 2 23. 9 23.3 23. 7 25.32 2 N 7 A-St 10 C 1018 
1 2 23.9 24. 1 23. 3 24. 3 25. 48 2 WSW 7 Ci 4 BC 1008 
1 3 21. 1 24. 1 23.2 24. 1 25. 32 SSE 6 Nb 10 R 1010 

中 1 4 20. 5 23. 9 23. 2 23.8 25. 24 SE 8 Ci 2 BC 1016 
1 5 19.5 欠 調。 N 7 
1 6 22.4 欠 調。 ESE 11 
1 7 17.4 21. 0 21. 8 21. 5 23. 23 。 E 8 Ci 4 BC 1017 
1 8 17.4 22. 6 23. 4 22. 7 25.05 N 8 Ci 2 B 1022 

旬 1 9 18.0 22.5 23. 7 22.2 25. 32 N 6 A-St 8 C 1019 
20 14.9 22. 0 23.8 21. 7 25.30 N 6 Nb 10 R 
合計 196.3 184. 1 185. 7 184.0 200. 26 
平均 19.6 23.0 23. 2 23.0 25.03 
2 1 13.6 21. 3 24.0 20. 6 25.22 3 3 NW 7 Nb 10 R 1019 
22 17.8 欠 調目 ESE 10 
23 16.9 欠 担。 NNW 6 

下 24 13.9 21. 2 24. 1 20. 9 25. 40 2 N 6 Ci 3 BC 1027 

2 5 15. 1 20.9 24. 1 20.4 25. 27 NNW 6 Ci 5 BC 1025 

26 16.8 21. 4 24.6 21. 1 25.96 。ESE 7 Ci 3 BC 1022 

2 7 17.7 21. 8 24. 1 21. 5 25.55 2 NNW 7 Cu 5 BC 1021 

28 19.2 21. 7 23.8 21. 5 25. 25 WNW 6 Ci 4 BC 1015 

旬 29 17. 1 欠 調1 N 6 

30 17.3 欠 調。 NW 8 
3 1 13.5 21. 2 23. 4 20.8 24.66 N 6 A-St 10 C 1020 
合計 178.9 149.5 168. 1 146.8 177.31 
平均 16.3 21. 4 24. 0 21. 0 25.33 
合計 589.6 454.4 468.8 451. 0 501. 08 

月 平均 19.0 22. 7 23.4 22.6 25.05 
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付表-17 観測結果(宇出津地区)

平成 6年 11月分記録

項目 波 ウ

気温 水温 比 重 ネ 風 ヨ=雪Z 天 気圧

日 測比 測温 換比 浪 方向 力 形 量 侯

13. 4 20.6 23.9 20.0 24. 98 3 WNW 7 Ci-Cu 4 BC 1027 
2 15. 1 20.8 23.7 20. 2 24. 83 ENE 7 A-Cu 8 C 1025 
3 17.6 欠 調。 ESE 9 

上 4 12. 5 19.8 23. 8 19.7 24. 81 NE 7 A-Cu 7 BC 1029 
5 15. 1 欠 調U WSW 7 

6 16. 4 欠 調t ESE 7 

7 15. 6 20.0 25. 3 19.6 26. 30 NNE 7 Ci-St 7 C 1019 
8 12. 5 19.3 24. 3 19.0 25. 15 3 WNW 8 Ci-Cu 2 BC 1028 

旬 9 12.9 19.7 24. 5 19. 4 25. 45 SE 6 。B 1027 
1 0 16. 4 19. 8 24. 5 19.6 25.50 ESE 6 St 6 BC 1019 
合計 147. 5 140.0 170.0 137.5 177.02 

平均 14.8 20. 0 24.3 19.6 25. 29 

1 1 15.0 19.5 24. 6 19.2 25.51 SSE 6 A-Cu 3 BC 1020 
1 2 15. 5 欠 調U N 6 

1 3 10.5 欠 調U N 10 
中 1 4 8. 6 18.6 24. 6 18.0 25. 22 2 N 8 Ci-St 6 C 1034 

1 5 7.4 18.5 25. 1 17.8 25.68 2 NNE 8 Cu 3 BC 1038 

1 6 9.3 18.3 25.2 17. 7 25. 76 2 SSW 7 A-Cu 2 BC 1037 

1 7 12.5 18.3 25.3 17. 6 25.84 NNW 6 A-St 10 C 1030 

1 8 16. 2 18.8 25. 1 18.4 25. 72 N 6 A申 Cu 5 BC 1020 

旬 1 9 15.7 欠 調t WSW 6 

20 13.9 欠 調。 NNE 7 

合計 124.6 112.0 149.9 108.7 153.73 

平均 12. 5 18.7 25.0 18. 1 25.62 

2 1 10.8 18.5 25.0 18. 1 25.64 NNE 6 Ci 4 BC 1026 

2 2 10.8 17.8 24.8 17. 0 25.21 N 7 A-St 8 C 1021 

23 8. 1 欠 調U NNE 8 

下 24 7.2 17. 6 25. 3 16.8 25.67 NNE 6 St 7 C 1027 

25 12.7 17. 4 25.0 17. 1 25.43 5 3 SSE 11 Nb 10 R 1014 

26 8. 3 欠 調。 E 7 

27 5.9 欠 調U E 6 

28 8.9 16.0 25. 1 16.2 25.35 E 6 Ci-St 9 C 1020 

旬 29 9. 1 16.9 25. 1 17.0 25.51 明S官 6 Cu 2 BC 1019 

30 10.8 17.3 25. 1 17.3 25.47 3 ENE 7 Cu BC 1025 

3 1 

合計 92. 6 121. 5 175. 4 119. 5 178.28 

平均 9.3 17. 4 25. 1 17. 1 25.47 

合計 364.7 373. 5 495.3 365. 7 509.03 

月 平均 12.2 18.7 24.8 18. 3 25. 45 
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付表-18 観測結果(宇出津地区)

平成 6 年 12 月分記録

項目 波 ウ

気温 水温 比 重 ネ 風 雲 天 気圧 備考

日 測比 測温 換比 浪 方向 力 形 量 侯

10.2 17. 2 25.0 17. 4 25.49 NE 6 Ci 2 BC 1022 

2 13.9 17. 4 25. 1 17. 4 25.59 WNW 9 St 8 C 1014 

3 7.0 欠 調。 NNE 6 

上 4 4.9 欠 調リ E 6 

5 6.2 16. 5 24. 0 16.2 24.24 E 7 A-Cu 7 BC 1012 

6 6.2 16.2 25. 1 15. 9 25.29 E 7 A-St D 1021 
7 12.2 16. 1 25. 1 16. 0 25. 31 4 2 SE 11 St 5 C 1012 

8 7.9 15. 6 25.5 15. 7 25.65 ESE 6 。B 1024 

旬 9 12. 0 16. 5 26.0 16. 5 26. 31 3 2 SSE 8 Nb 10 R 1007 

1 0 6. 8 欠 調リ NE 7 

合計 87.3 115. 5 175.8 115. 1 177.88 

平均 8. 7 16.5 25.1 16.4 25. 41 

1 1 9.0 欠 調U W 10 

1 2 9.4 15.9 26.0 15.7 26. 15 N 7 St 10 C 1013 

1 3 8.0 14. 8 24.0 14.9 23. 98 3 2 NNW 7 Nb 10 R 1013 
中 1 4 5.8 15.4 25.2 15.2 25. 24 2 SE 11 Nb 10 R 1016 

1 5 3.2 15.4 23. 9 15.0 23. 90 ENE 8 Nb 10 H 1017 
1 6 -2. 0 14. 9 25.7 14.3 25.57 ENE 9 St 10 H 1026 積雪3cm
1 7 O. 1 欠 調。 N 6 
1 8 1.9 欠 調U NNW 6 

旬 1 9 0.0 14. 1 25.4 13.4 25. 11 E 6 Ci四 St 7 C 1036 残雪4.5cIl 

20 1.4 13. 2 25.9 12. 7 25.49 ENE 6 St 10 C 1035 残雪4.5cIl 

合計 36.8 103.7 176. 1 101. 2 175.44 
平均 3.7 14.8 25.2 14.5 25. 06 
2 1 5.6 14. 2 25.0 14.0 24. 81 。。N 6 A-St 7 BC 1027 
22 3.2 14.5 25.8 14.4 25.69 。NE 6 。B 1028 
23 8. 7 欠 調4 ESE 8 

下 24 9.5 欠 調。 E 7 
2 5 7.8 欠 調』 N 6 
26 6. 7 14. 3 26. 0 14. 2 25.85 4 2 W 10 Ci 5 BC 1028 

2 7 8. 8 14. 1 25. 9 14. 1 25. 73 。 N 6 Ci 4 BC 1019 
28 8. 2 14. 7 25. 2 14.6 25.02 WNW 6 A-St 9 C 1021 

旬 29 3.7 欠 調。 N 8 

30 3. 3 欠 調d NE 6 

3 1 3. 3 欠 視U NNE 6 

合計 68. 8 71. 8 127.9 71. 3 127.10 
平均 6. 3 14. 4 25.6 14. 3 25. 42 

合計 192.9 291. 0 479.8 287.6 480.42 
月 平均 6. 2 15.3 25.3 15. 1 25.29 
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付表-19 観測結果(宇出津地区)

平成 7 年 1 月分記録

項目 波 ウ

気温 水温 比 重 ネ 風 雲 天 気圧 備考

日 測比 測温 換比 浪 方向 力 形 量 侯

2. 5 欠 調U ESE 10 
2 1.8 欠 調。 NNE 6 
3 5.8 欠 測 SSE 7 

上 4 7.7 12.6 25.0 12.3 24. 53 。 N 6 Nb 10 R 1008 
5 5. 7 13.6 26. 2 13.3 25.69 E 8 A-St 6 C 1004 
6 O. 1 10.9 24. 7 10.8 24.00 。 N 6 Nb 10 S 1010 積雪8咽

7 5.6 欠 調t SE 12 
8 4.0 欠 調t ESE 6 

旬 9 8.2 12.6 25.2 12.5 24. 77 2 ESE 6 Ci 2 BC 1011 
1 0 O. 3 12. 4 26.2 12.2 26. 70 。E 7 St 10 S 1014 
合計 41. 7 62. 1 127.3 61. 1 125.69 
平均 4.2 12.4 25.5 12.2 25.14 
1 1 1.5 12.6 26. 1 12.2 25.67 。ENE 6 St 10 S 1016 積雪2cm
1 2 0.8 12.4 25.5 12. 1 25.00 。NNE 8 St 5 S 1014 積雪2cm
1 3 1.7 12.7 26.2 12.6 25. 77 。NNE 6 A-St 9 C 1009 積雪4叩

中 1 4 ーO.7 欠 調。 NE 6 
1 5 0.0 欠 調。 INW 6 

1 6 -0. 1 欠 調。 ENE 6 
1 7 ー1.1 11. 1 26. 1 11. 0 26. 44 。 E 6 Ci-St 4 BC 1023 積雪16cm
1 8 3. 2 11. 0 26. 0 11. 0 25. 32 SSE 8 A-Cu 4 BC 1020 積雪13cm

旬 1 9 -0. 3 11. 2 26.6 10.8 25. 88 。ESE 7 A-St 10 S 1023 積雪l1cm
20 2. 7 12.0 26.5 11. 7 25.93 E 6 Ci 5 BC 1019 積雪6cm
合計 7.7 83.0 183.0 81. 4 180.01 
平均 0.8 11. 9 26. 1 11. 6 25. 72 
2 1 5.6 欠 視『 N 6 
22 5.3 欠 調。 N 6 

23 6.3 11. 0 24.0 11. 1 23.36 NE 6 Nb 10 R 1011 積雪O叩

下 24 2. 6 11. 5 23.8 11. 6 23. 23 。 N 9 Nb 10 D 1011 
25 2.3 10.6 25.1 10.8 24.40 。 NE 6 A-St 9 C 1025 
26 1.7 12.3 26. 1 12.2 25.60 。ESE 7 Nb 10 H 1020 
27 1.0 10.8 26. 2 10.7 25. 48 。 N 6 A-St 9 S 1024 
28 1.9 欠 測 SSW 6 

旬 29 1.9 欠 測 NE 6 

30 -1. 8 10.9 27.0 10.6 26. 25 。 NE 8 Nb 10 s 1019 積雪22叩

3 1 ー0.8 10. 7 26. 8 10.2 25.99 NE 8 A-St 10 s 1020 積雪27叩

合計 26.0 77.8 179.0 77.2 174.31 
平均 2. 4 11. 1 25.6 11. 0 24. 90 

合計 75. 4 222. 9 489.3 219. 7 480.01 
月 平均 2. 4 11. 7 25.8 11. 6 25.26 



付表ー20 観測結果(宇出津地区)

平成 7年 2月分記録

項目 波 ウ

気温 水温 比 重 ネ 風 雲 天 気圧 備考

日 測比 測温 換比 浪 方向 力 形 量 侯

O. 7 10. 4 26.4 10. 3 25.62 ESE 7 St-Cu 9 C 積雪26cm

2 1.4 10. 4 26.0 10. 5 25.25 。NNE 6 A-St 6 BC 1028 積雪21cm 

3 3.3 10. 3 25. 5 10. 5 24. 76 。。ESE 7 A-St 8 C 1028 積雪17cm

上 4 0.4 欠 調リ N 6 
5 2.9 欠 調U N 6 
6 1.5 11. 1 26.2 10. 9 25. 51 W 6 Ci-St 10 S 1017 積雪9cm
7 1.9 10. 4 25. 8 10. 4 25.03 。ENE 6 Ci-Cu 7 BC 1018 積雪llcm
8 6. 1 11. 2 25. 5 11. 3 25. 88 2 ESE 7 A-St C 1018 積雪5cm

旬 9 3. 4 10. 7 26.0 10.9 25.31 。NNE 7 Nb 10 R 1016 積雪Ocm

1 0 1.4 9.7 25.0 10. 1 24. 20 。。SE 7 Nb 10 S 1025 積雪2.5cm
合計 23.0 84. 2 206.4 84.9 201.56 
平均 2. 3 10. 5 25.8 10.6 25. 20 
1 1 O. 4 欠 調U ENE 6 
1 2 3.8 欠 測 NW 6 
1 3 4.6 10.7 26. 1 10.9 25. 41 。 E 6 A-St 10 R 1013 

中 1 4 3. 1 9.9 25. 3 10.2 24.51 。 N 6 Ci-Cu 3 BC 1015 
1 5 3. 5 10.8 26.2 11. 0 25.52 。 E 6 A-St 10 C 1015 
1 6 2. 2 10.7 26.3 10.9 25.51 E 7 St 10 H 1015 
1 7 2.6 10. 2 26.6 10.6 25. 85 。ENE 7 Ci-Cu 5 BC 1021 
1 8 2. 2 欠 調4 ENE 6 

旬 1 9 2.6 欠 調U NNW 6 
20 3.5 10. 7 26.8 10.7 26.07 。 E 7 St 9 C 1019 
合計 28.5 63. 0 157.3 64.3 152.87 
平均 2. 9 10. 5 26.2 10.7 25.48 
2 1 2. 1 11. 1 26. 6 11. 7 25.93 SSE 8 A-Cu 4 BC 1016 
22 3. 0 10. 5 26.6 10.7 25.87 ENE 6 A-St 9 C 1024 
23 3. 2 9. 7 26.5 10. 1 25.69 SS" 7 『 。B 1024 

下 24 4.6 10. 5 26. 5 10.8 25. 79 NNE 7 Ci 2 BC 1022 
25 4.5 欠 調t N 8 
26 7.9 欠 調U W 7 
27 5.4 10.5 26.4 10.8 25.69 ENE 6 A-St 9 D 1013 
28 4.5 9.2 26. 2 9.6 25.32 3 W 8 Ci-Cu 3 BC 1015 

|旬 29 

30 

3 1 一ト ー

合計 35. 2 61. 5 158.8 63. 7 154.29 
平均 4.4 10.3 26.5 10.6 25.72 
合計 86. 7 208. 7 522. 5 212.9 508. 72 

月 平均 3. 1 10.4 26. 1 10. 6 25.44 
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付表-21 観測結果(宇出津地区)

平成 7年 3月分記録

項目 波 ウ

気温 水温 比 重 ネ 風 雲 天 気圧 備考

日 測比 測温 換比 浪 方向 力 形 量 侯

5.6 10. 2 25.8 10.6 25.06 NE 7 A-St 10 C 1009 
2 2. 8 10. 5 26.9 10.8 26.08 。 E 7 国-St.St-Cu10 C 1021 
3 4.3 欠 調U WNW 7 

上 4 4. 2 欠 摘。 N 8 
5 2.5 欠 調リ SSE 6 

6 3. 3 10. 6 26.6 11. 4 25.97 。 E 6 Ci-Cu 3 BC 1020 積雪O.6co 
7 6.8 10.5 26. 6 11. 0 25.91 。 S唱 6 Ci 5 BC 1020 
8 7.3 10. 7 26. 1 10.9 25.41 ESE 8 A-St 8 C 1019 

旬 9 7. 1 10. 6 26. 7 11. 2 25.55 。SSE 6 Ci 3 BC 1024 
1 0 6. 5 10. 4 26. 5 11. 0 25.82 NW 6 Nb 10 R 1010 
合計 50.4 73.5 185.2 76.9 179.80 
平均 5.0 10. 5 26.5 11. 0 25.69 
1 1 5.2 欠 調U ESE 7 
1 2 7.2 欠 調1 ESE 8 
1 3 6. 7 10.9 26. 5 11. 3 25. 87 。 SE 6 A-St 9 D 1014 

中 1 4 5.9 10. 1 26. 1 10.6 25. 36 。 N 6 A-St 9 C 1028 
1 5 8. 6 10.3 26.3 11. 0 25.62 2 W 7 Ci-Cu 4 BC 1030 

1 6 11. 6 9.9 26. 3 10. 6 25.46 3 W 10 St 10 C 1022 
1 7 15. 7 11. 2 26. 1 12. 2 25.60 ESE 10 A-Cu 7 C 1012 
1 8 2. 5 欠 調t NNW 8 

旬 1 9 8.6 欠 調t ESE 8 
20 8.5 10. 7 26. 9 11. 2 25. 24 SE 10 Ci-Cu BC 1024 
合計 80.5 63. 1 158.2 66.9 153. 15 
平均 8. 1 10.5 26.4 11. 2 25. 53 
2 1 12.0 欠 調t WSW 7 
22 6.9 10. 7 26.5 11. 0 25. 82 NNE 7 A-St 10 C 1022 
23 7.5 10.0 26. 2 10.7 25.48 4 N 6 St 8 C 1023 

下 24 8. 4 10. 1 25.5 10.8 24.80 2 2 NNW 6 St 10 C 1018 
25 2.6 欠 調。 N 10 
26 5.6 欠 調1 WNW 7 
27 8. 1 10.3 26.6 10. 6 25. 85 ESE 10 Nb 10 R 1014 
28 6.4 10.3 26.6 11. 0 25.81 。。N 7 St-Cu 5 BC 1021 

旬 29 8. 7 9.6 26.6 10.3 25. 71 4 3 WNW 8 St 7 BC 1022 
30 10. 8 10.6 25.6 11. 8 24. 86 。NNW 6 Nb 10 D 1017 
3 1 9.9 10. 7 26.2 11. 6 25. 48 。。ENE 6 Nb 10 C 1008 
合計 86.9 82. 3 209.8 87.8 203.81 
平均 7.9 10.3 26.2 11. 0 25. 48 
合計 217.8 218.9 553.2 231. 6 536. 76 

月 平均 7.0 10.4 26.3 11. 0 25.56 
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41 16.11 
42 
43 
44 
45 
46 
47 
48 
49 
50 

i[:::?z2Zjj:t:;j:¥¥jj11;;1|l7J;|ll:Jll[¥「;;¥「;;;:!:;;;+71!;:;277L??で今1:??:;::::;:;::::;:;;:::::j:::;;;;;;;?;::f2;J:!j;:!:;:h:j!
117.90: 17， 

西 湾 118.72:17.60 
南湾 118.03~ 17.10 16.32i 

i目目ドド「[llr「「:?f?:???!!?一j!?「「?j!「???;!::L!よよLトh一J|[llfllllf;JJf;;;J;;;;J;;;l::;:2:¥¥f?;:;;:;;:;;:::円:::[:;;¥¥;i:;1J;J;:;;;J;:;:;!:;::::lhj77ii;:;;::::J;;¥¥¥¥¥:JJ!!¥¥-ア:jj::55j-;:l;ll;;¥¥JJJJ!一o己o1 1.38 ~ 1.20 
西湾 10.96: 1.91 
南湾 1 1.31: 1.06 1.27' 

*平均値・偏差値は5ヶ年平均(1989-93)

塩分

S T I九九 5: 10 : 20 30 

34.38~ 34.3t 34.38: 34.53: 34.55: 
34.00~ 33.99: 34.43: 
33.94: 33.97~ 34 .1 2~ 34.31: 
33.96: 34.34~ 34 .4 2~ 34.28: 
33.96~ 33.97~ 34.04: 34.30~ 34.32: 
34.08: 34.10: 34.43: 
34.07: 33.74: 
33.69: 33.80: 34.35: 

;欠測 j

:欠測:

平均 134.01! 34.03: 34.31! 34.35: 34.44: 
標準偏差 10.18: 0.2C 0.15: 0.10: 0.11 
山|大口瀬戸 134.38:34.37: 34.38: 34.53: 34.55: 
場|北湾 133ω:34.0t 34.28: 34.29: 34.32i 
平|西湾1'34':07'['33':731'
-~J I 南湾 133.69:33.80: 34.34: 

41 

40 : 50 

: 34.51 
42 
43 
44 
45 
46 
47 
48 
49 
50 

i [ j!!:「jj「f?土;¥jii!:¥::L;J|7;[i([j:j;:j;;jj:;;j:;:;;Jf::;;:: j::!j :::¥J:;J:;¥: jJ:j;j!¥ ;:;J¥;:jfア33.で三プ3.9:ア.9:イ92133. 
西 湾 132.98:33.57 
南湾 133.22:33.46 33.79: 

;[:!?|;;!?Jj(!?JjJjj1 
1 0.19: O. 

西 湾 10.42: 0.35 
南湾 0.28:0.26 0.37! 

D 0 

ST !水深:; 5 i10i20:30 40 50 

41 未測: 5.3t 5.42: 5.42: 5.35 
42 未測:5.87: 6.22: 
43 未測:5.6li 5.92i 5.7( 
44 未測 5.68:5.59~ 5.68~ 

45 未測 6.7(5.99~ 5.92: 
46 未測:5.82: 5.63: 
47 未測:5.59: 
48 未測 5.62i5.79: 
49 未測 j欠測;

50 未測:欠測;

平 均 5.66~ 5.79: 5.69~ 5，35 5.33 
標準偏差 0.15: 0.25: 0.18: 

海
大口瀬戸 5.37 5.42 5.42 5.35 5.33 

域 北湾

平 西湾
均

南湾



観測日平成 6年 7月4日

水温

ST 水深|ー 5 ~ 10 : 20 : 30 : 40 : 50 ~ 60 

41 121.1:20.39:20.09:20.10:19.7419.54:19.53:19.39 

42 1 2 1.6 ~2 1.18:20.4L 

43 1 2 1. 0~20.70~20.2218.6T 

44 1 22.3~ 19.99: 19.51 ~ 18.90 

45 I 21.UO.61j20.25: 18.61~ 17.89: 
46 1 20.3~ 19.75: 19.25~ 

47 1 22.6:20.95~ 

48 1 22.1'21.64: 19.00: 

49 I 22.t 2 1. 83~ 20部:18.66~ 

5o 1 22.0~ 20.65~ 20.05: 19.94: 

平均 12 1.6~20.n 19.97~ 19.18~ 18.82~ 19.54~ 19.53: 19.39 
標準偏差 10.7: 0.63~ 0.58~ 0.60: 0.92: 

v-I大口瀬戸 12 1. UO.39~20.09: 20 .1 0~ 19.74! 19.54: 19.53: 19.39 

扇|北湾 121.3:20.45: 19.93[ 18.72i 17.89: 

子|西湾 122.6~ 20.95: 
"南湾 122.U1.37:20.0t: 19.40: 

i|l::士口::一::土;?2:七j::七::f;;[;l[入lj!fA:;;A;:1j;;:!!?:::!!f:!!!!!j:!???プj:1?7?:;fjJ;?j?jf??:ニ一::f1土.;¥?i:¥!!!!!j:[12 1. 50~ 21. 

西湾 122.18:20.90:

南湾 121.57:21.02:却.19: 

i「lf「一jf???!jjトト一一[lll口は;J;;;;;;;::;:ijj;¥::と?ト!!i:;;;:JfJJ!!T:!:!T!!J:::
|い1.日95 O. 

西湾 10.70~ 0.89~ 

南湾 10.96: 0.89: 0.82: 

*平均値・偏差値は5ヶ年平均 (1989-93)
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塩分

ST I九段 5hojojo;40;5oj60

41 133.95~ 34.09~ 34.19: 34.20~ 34.26 34.30~ 34.30~ 34.33 

42 133.96~33.97 34.13: 

43 133.92~33.95~34.09: 34.43: 

44 132.88~34.28:34 .40~34.42 

45 133.90: 33.95: 34.06: 34.42: 34.43: 

4 6 134.30~ 34.33~ 34.39: 

47 132.06 ~ 33.20 ~ 

48 133.02:33.09:34.40: 

49 133.03: 33.23: 33.52: 34.42: 

5o 133.38 33.93:34.22:34.23~ 

平均 133.53:33.80~34.15:34.35~34.34~34.29~34.30~34.32

標準偏差 10.66: 0.44i 0.28: 0.10: 0.09: 

v- I 大口瀬戸 133.95:34.09:34.18:34.19:34.26~34.29~34.30:34.32

域|北湾 133叫34.09:34.21: 34.42[ 34必(
平|古湾-ljib8i3319; :.7 
-， ，南湾 133.14~ 33.41 ~ 34.04: 34.32: 

i』ド山llPrd直::2ご2:!:zJ!:?ff十一一午三午[[l!::;!:j:宇J:イ;�?.j?1i??!!T!¥:!¥:;!?:j:jj?-¥fj!??と¥fjji?¥jj:fJ:1f.:J;j7土;

t r~ 133.43 ~ 33.6 

西湾 132.98~33.57: 

南湾 132.80~ 33.44: 33.82 ~ 

ir「|l「「「片:f??一!!?十:j「十?「「十十「ff;;トL?-;;;:Jf;llll1lllll:;:?J;::2?;:::f?;¥¥¥i;;!j!;;::!!J::ブ!!:j::(1::::;;¥t r~ 1 0.68: 0.31 

西湾 I0.83 ~ 0.23: 

南 湾 11.14i 0.65: 0.34! 

D 0 

|水深:
S T I/JoVl' [ 5 : 10 : 20 : 30 : 40 : 50 : 60 

41 I未測:4.5C 4.53: 4.54i 4.57i 4.59 4.58: 4.58 

42 未測~ 4.06 ~ 5.18: 

43 1未測 4部 5.0(4.94i 
44 未測 4.89:4.93~ 4.82~ 

45 未測~ 4.88: 4.91 ~ 4.94i 4.57~ 

46 1未測:5.06 ~ 5.03: 

47 未測:5.22: 

48 1未測:4.97i 4.56 ~ 

49 未測:5.20 5.25: 4.74i 
5o 未測: 5.05~ 4.87: 4.86: 

平均:4.98~ 4.91' 4.81' 4.57' 4.59 

標準偏差.0.19: 0.22: 0.1( 0.00 

山|大口瀬戸~ 4.51 ~ 4.53 ~ 4.54~ 4.5T 4.59 

域|北湾 I ~ 4.98 5.00: 4.90 4.57: 
子 l 西湾~ 5.22 

-~.J I 南湾~ 5.07: 4.80 4.80 



観 測日平成 6年 7月29日

水温

ST 20 : 30 : 40 : 50 : 60 
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28.7' 28.4: 28.44: 24.05: 21.32: 19.91: 19.91: 17.67 
0.4: 0.48: 0.38: 0.46: 0.10: 

_~J- I大口瀬戸 128.0:27.剖 127.71f 24.39: 21.191 19.91 1 19.91 117.67 

域|北湾 I28.8i28.82i28.60123.97i21.38i 

子|西湾 |29ji25.d i- 7 
--..1 I 南 湾 128.7' 28.64: 28.41: 24.02: 

i[::!!::?;;:JJ¥;|[¥l[l[:;:;;;:!j;;j:j;!j!!!J!¥!jj!一ア:!?
~ 126.18:25. 

西湾 126.剖:24.841

南 湾 126.33:25.28124.071 

i「[[l「d戸J:f2一:?土一!:ナj「i;;¥J;;|;llll;:j;:::!?;;;¥¥jf:¥:!!:;¥¥!7::!1可1-:J;:(:;:;;;J; 

~ 1 1.64: 1. . 
西湾 11.50: 2.01: 

南 湾 11.761 1.761 1.771 

*平均値・偏差値は5ヶ年平均 (1989-93)

塩分

ST 水深!
05  : 10 : 20 : 30 : 40 : 50 : 60 
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33.回133.55133.51f 34.07! 34.201 34.301 34.391 34.49 

33.7t:33.68: 33.66: 

33.67: 33.63: 33.62: 34.13: 34.18: 

33.59: 33.55: 33.59: 34.10: 

33.65: 33.63: 33.67: 34.08: 34.17: 
33.67: 33.65: 33.67: 34.09: 

33.98: 33.93: 

33.79: 33.74: 33.75: 

33.80: 33.76: 33.60: 34.00: 

33.57:33.53:33.53:34.07: 

平均 133.70:33.66: 33.63: 34.07: 34.17' 34.29: 34.38: 34.48 

標準偏差 10.121 0.11! 0.06: O.舵 0.021

'__ 1大口瀬戸 133.58133.55133.56134.07134.19:34.29134泊 :34紛

議|北湾 l~~ß_5_L3_3:・~2j 坦:日 34.1医科.1 6i
子|西湾 133.97133.971 : 

-~.J I 南 湾 133.71:33.67: 33.65: 34.03: 

i[lJ::!!¥j「j「7::一¥j::j[:l!:!:j;:.:¥fj?;!f!¥!!!j¥t ~ 133.25: 33. 
西湾 132.61!33.53: 
南 湾 132.99133.52133.831

i目[l;:叩:f?2:!!ZzE;?55?十十;1i[[:J:!:f!f;:J:f!:!:!!:J:j!?;;:!:!!!j!!f!:¥:!1T?¥j1!1:;:J((JJ:一

t ~ 1 1.27: G. 

西湾 11.821 1.061 

南湾 11.20: 1.001 0.631 

D 0 

ST I九段 5;10;2oj3oj401oj60 
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4.03: 4.04: 4.66: 4.43: 

3.95: 3.89: 

3.83: 3.85: 4.54: 3.85: 
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観 測日 平成 6年 8月29日

水温

ST 水深t:'o u 
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n
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U

平均 129.8~ 29. 75 ~ 29.13: 27 .83i 26.83 i 25.03 ~ 22.32 i 20.47 

標準偏差 10.5 ~ 0.47! O.時 0.34!0.10: 

山!大口瀬戸 128.5: 28.50: 27.98: 27.33: 26.73: 25.03: 22.32! 20.47 

議|北湾 I29正29.73i 29.56 ~ 28佐 26.93:

子|西湾 I30.i 30.29: 
._..J I 南 湾 130.0~30.03~28.80i27 .49i 

ill;::::j:f|j!jjj;¥1:;.1j???-j:???ii????:::ff:j!f2j!?jjj:f;J:¥.:¥;jj 

t ~ 127.34!26.94 

西湾 127.68:27.20: 

南湾 127.47:27 .09 ~ 26.34: 

iEl[J :?!!z:?十十??十??「lll7lJ;J7;J::J!J一!JJ::l¥:1i?::j¥;;;j:j!1jj!¥i;j!!!:!;;::i::¥;

|川1. 63~ 1.4 4 

西湾|川1.3出3お5:川1.6除3民: 
南湾 I1.50: 1.47! 1.45: 

*平均値・偏差値は 5ヶ年平均(1989-93)
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観測日平成6年10月6日

水温 塩分

ST 1ザ 510: 20 : 30 : 40 : 50 . 60 I 1ST 九段 5;1oj20;30(40;5010
' ・ I I ー

41 1 24.8124.83124.倒:24.84:24.倒124.86124.38:22.881 1 41 133.22133.19133.19: 33.191 33.2li33.271 33.371 33.71 
42 1 24.7:24.72 24.72: : I 1 42 133.31'33.29:33.29: 
43 1 24.9:25.08:25.07:25.08:25.08: I 1 43 133.36:33.34:33.33:33.34:33.341 

4・ ・・ e・ :・
44 1 24.925.03125.似125.01:: I I 44 133.30133.27:33.27:33.30: 
45 1 24.9:25.04125.05:25.05:25.似 I I 45 133.38:33.35:33.35:33.35:33.35: &・・・ I I ・:・，・:
46 1 24.9:24.98:24.98: I I 46 133.35:33.32:33.32: 

:咽 4咽 ・ I I
守

-・

47 123.9:23.81: I 1 47 132.臼132.58:
4 ・ 6 ・ I I 寸

48 1 23.6123.60124.821 I I 48 133.34132.30:33.041 
4
晶 I I ・ ・

49 I 24.0124.02124.02124.601 1 I I 49 132.臼132.62132.621 33.051 
I I ・ ・

50 124.3:24.36:24.40124.661 I I 50 132.90132朗132.94133.15: 
4 寸町・ ー全・ E ・

平均 24.5:24.55124.75124.87:24.99:24.86124.38:22周 平均 33.14'33.01: 33.15: 33.23: 33.29: 33.26: 33.37133.70 ' 寸 ・b ・・ 4・ ・・
標準偏差 0正0.53:O.34! 0.191 0.101 標準偏差 0.281 0.37: 0.231 O.1li 0.06: 

.20: 海一大口一瀬一戸一ー 24・.8:24.83γ:24.剖一12一4ー，ー8加4了。24.一84十
:24.8ー6:い

24ー3-81i一22.回一 海一大一口一瀬戸ー一一33二223iー
3…1…8i:-3…3守.1一8一十:3一3….19:・33.34i 3326・

域北湾 .}~:.9l.2~ß7.:.2.4.:~!].?5.:一九月比一 域 ~t 湾 .l~3:均一l.3~:.~I.:.3.3:.~~.].~~:~~l~~.: ム
平 西湾 23.9:23.81! : 平西湾 32.臼:32.日!
均一一一一一一一一一一一:一一一一一一γ

南湾 24.0:23.99: 24.35: 24.63: 南湾 32.96:32.60: 32.86: 33.10 

iltl::!??riffJlf!?jjl;;:; 
123. ・

西 湾 122.54! 22.96 
南 湾 122.63:22.92: 22加 i

i目ff点口ll「「必直:?一2土!?zE!????十:ii1一r一:ill!!llli!J;i!?了:11jj?:::::?;:Jj¥j?!¥¥?j!一3j:13j:1?-;;ll;1 1.18: 1.1 

西湾 11.19: 1.341 
南 湾 1 1.02: 1.11: 1.28: 

*平均値・偏差値は5ヶ年平均(1989""""93)

土土j:土2立!T±ナナ十一!:;引引:;;1::;l[ll[l;::!;;:¥1f¥;:;:-j?33?j?
一

j¥jj¥j;¥.
~ 132.84:33. 

西湾 131.82132.38: 
南湾 132.11132.59:33.04 1 

i [[l「円dJ:T一土:T?土!!:Jjj; ll;:::;::::j!?jj!;!! 
t t~ 1 u.80: O. 

西湾 1 1.58: O.n: 
南湾 11.25: 0.71! 0.62: 

DO 

ST l九深)5:10i20j30;40:50j60
41 未測:4.24! 4.251 4.231 4.18: 4.181 4.12: 4.19 
42 未測

43 未測

44 未測

45 未測

46 未測

47 未加j

48 未測

49 未測

50 未測



観測 日平 成 6年10月31日

水温

|水深:
S T I'Jo17l'i 5 10: 20ι30 : 40 : 50 : 60 

41 1 21.5: 21.96: 21.96: 21.96: 21.97: 20.00: 21.94: 21.46 

42 1 21.0:21.17:21.17' 

43 1 21.1:21.35:21.35:21.36: 

44 1 21.L21.35:21.35: 21.35: 

45 1 21. 1:21.29: 21.30: 21.31:21.31ι 

46 1 21.1'21.19:zt.20: 
47 1 18.9:18.97: 

48 1 19.1'19.40:19.41' 

49 1 19.8:20.08:20.12:20.65: 

5o 1 21.3:21.59:21.56: 21.45: 

平均 120.6:20.83:21.05:21.35:21.此22.00:21.94: 21.46 

標準偏差 10.9: 0.94: 0.74i 0.381 0.33: 

.....1大口瀬戸 121.5: 21.96: 21.96 121.96: 21.971 22.001 

議|北湾 I21.1 [21.27[21.2t 21.34[21.31: 
子|西湾 I18.9:18.97: 
--.1 1 南 湾 120.t:20.36: 20.36: 21.05: 

出1?zz引j???:!!:l(::!;:!;;J¥!J:::!!!j;:.ア¥::!!j¥!!-!!!!:t ~ 120.06: 20.0 
西湾 119.18119.121

南湾 119.1t 19.431 19.54: 

i ((¥::1:?:T?:出j!?zz司!?「??子ど「????「-JJ7;|ll[[l;;;

| 

西湾 11.36: 1.43: 

南湾 1 1.23: 1.1t 1.24: 

*平均値・偏差値は5ヶ年平均 (1989-93)

塩分

ST Iザ 5i10;20(30)40;50:60

41 133.321 33.25: 33.25: 33.25: 33.28: 33.28: 33.36 33.68 

42 133.29 33.27: 33.27: 

43 133.25: 33.23: 33.23: 33.23: 

44 133.20:33.19:33.19: 33.18: 

45 133.~:~.25:33.25:~.~:~.~: 

46 133.18:33.17'33.17' 

47 132.14:32.10 

48 132.25:32.23:32.24: 

49 132.57: 32.57: 32.58: 32.79: 

5o 1 33.2t:33.22: 33.22: 33.18: 

平均 1~.96:32.94:33.M:33.M:33.25:~.27:~.~:33.~

標準偏差 10.44: 0.44 0.351 0.161 0.00: 

山|大口瀬戸 133.31133.25133.25133.25:33.25133.271 

議|北湾 133.23.33.~133.22.33.221~.25[
平|西湾 132.14:32.091 

--.1 I 南 湾 132.67:32.67132.67132.981

i l ::: j:口出「「一?l[:;;:;!¥!::;J¥!!j1;J!ffr[!:::;::¥!?:J;:!:;1;;!:::
133.05: 33.川

西湾 132.45132.581

南湾 132.48132.65:32.86: 

illflitJJ1!?JJγJj-jjij 
l 

西湾 11.11: 1.15: 
南湾 11.181 1.07: 0.98: 

D 0 

ST |ザ 5

一
41 未測:4.18: 4.15: 4.18: 4.15! 4.13: 4.04: 3.93 

42 未調IJ

43 未演IJ

44 未測

45 未測

46 未測

47 未測

48 未測

49 未測

50 未測
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観測 日平 成 6年12月 1日

水温

ST 50 . 60 

18.05 

水深 co u 

41 
42 
43 
44 
45 
46 1 16.3!16.16! 
47 I 13.4!12.89! 
48 
49 
50 

平均

標準偏差

17.0'16.96' 
16.1' 15K 16.3! 16.8! 17.1! 18.0! 1O.0! 
1.2' 1.4' 1.0， 0.6， 0.8' 

、.，，"""I大口瀬戸 118.0: 17部 !17加 :17加!17.95: 17.9t 18加 i

域|北湾 116.5: 16.37: 16.39: 16品:16.33! 
子|西湾 113ぶ12.89:
吋 i 南湾 115.6: 15.2i 15.57! 16.83: 

il:!?ljf-11!??JjjlJjf!? 
115.37' 15. 

西湾 112.72)3.26: 
南湾 113.73! 14.5t 14.70: 

i[:!::;jjf;;:¥;;:ll:ll一hlllJ1プ:J1プ:!!?.::一!:!!アj¥!!;j::j;
11; 1 

西湾 10.75! 0.7t: 
南湾 11.34! 0.99' 1.04! 

*平均値・偏差値は5ヶ年平均 (1989-93)
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32.98! 33.10! 
47 131.85! 31.94! 
48 1 32.19! 32.27i32.35' 
49 133.21'32.51'32.79' 33.04! 
5o 133.08!33.26'33.32! 33.49! 

平均 132.83!32.94! 33.11' 33.28' 33.37! 33.63! 33.76! 
標準偏差 10.5t 0.50: 0.35: 0.20: 0.20: 
山|大口瀬戸 133.51!33.58: 33.58! 33.58! 33.581 33.631 33.76! 
場|北湾 133.09:33.10: 33.20: 33.191 33.17: 
子|西湾 131.84131.941
--.1 I 南 湾 132.49! 32.68! 32.82! 33.26! 

i ll; : !!z一!??j?「f::1 :!;;j:: j?:j!::?:;¥¥¥j!;;:;: :j¥!;:!:?:ff?jアア;;fff:(!Tj!jjj!:f?プ竺:f!?プ:!!?[f!j!:| 

西湾 131.70131.93'
南 湾 132.28!32.η132.891

i目ffιlll「「直::f一:;T?t:叩!?zz主Ef「「「「?十:J;J;|lJl[lJ::J!;;j!!j1
1 0.76! O. 

西 湾 10.901 0.90! 
南 湾 10.921 0.721 0.711 
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平成 7年 2月観測日
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1. 漁場環 境保全調査

I 目 的

内水面の一般地域として、手靭I[・大聖寺川、

特定地域として柴山潟、海面では、一般地域と

して九里尻川、特定地域として七尾西湾を対象

として生物モニタリング調査を行い、特定水産

生物の現存量、生息密度、生物類型相を指標と

して、水域の富栄養化等による長期的な漁場環

境の変化を監視する。

なお、本事業は水産庁漁業公害対策費補助金

によって実施された。

E 調査方法

1.底生生物調査

図-1 !こ示した七尾西湾の 5定点で春季及

び秋季の2回調査を実施した。調査方法はエッ

クマンパージ型採泥器により鹿生生物を採集

し、 1mmのふるいにより生きている生物を選

戒回典久・町田洋一

び出し、ホルマリン固定標本とした後、類型

区分に従って個体数の計数と湿重量の測定を

行った。また富栄養化の指標となる指定種類

の計数も行った。

2.藻場調査

図-2に示した七尾西湾のアマモ場の分布

状況を春季と秋季に調査した。分布面積は、

海図・山だめ及びレットによる水深の測定等

により求めた。さらにアマモ分布海域で任意

の10箇所を選定し、水中カメラにより育成密

度の調査を実施し、 5段階で評価した。

E 調査結果

表 -1， 2に海域マクロベントス調査原票、

図-3， 4にマクロベントス分布図、表-3， 

4に海域藻場調査原票を示した。
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都道府県名 石 川 県

能繊級噸鮒量減七尾西椅

調査年月日 半成6年;月l:日

都道府県名 石川県

縦繊級び継封駄堀 七尾西吟

調査年月日平成6年5Jj26日

/ 

塩津
h¥回
一
間 i主

.25 
、刊II.~

回樋浜町
田鶴浜町

3防n 。 31m 

図-2 藻場調査法 図-3 マクロベントス分布図

都道府県名 石 川 県

綻搬船M諮級車場七尾西湾

調査年月日平成6年9月19日

中島町

塩法

回笛浜町

3km 

図-4 マクロベントス分布図
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表-1 海域マクロベントス調査原票

特定海域名.七尾西湾 調査年月日:1994.5.26 調査時刻:10:00-12:00 使用した採泥器名と規格:

エクマンパージ採泥器 (20cmX20cm)

天気:曇り 風 1 気温:25.0oC 

関連事項

項 目 定点 1 定点2 定点3 定点4 定点5

採泥回数 2 2 2 2 2 

水深 (m) 4.0 4.0 3.8 5.2 9.0 

表面水温 (OC) 21.9 21.4 21.3 22.3 19.5 

泥温 (OC) 18.7 18.4 17.3 17.0 15.3 

底質:粒度 泥 泥 泥 泥 泥

臭い 硫化水素臭 硫化水素臭 硫化水素臭 硫化水素臭

色 黒 黒 黒 黒 黒

マクロベントス

類型区 分
定点 1 定点2 定点3 定点4 定点5 合計 平均

個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

19以上 11 0.013 11 0.013 0.2 0.003 
ヱビ類

Ig未満

甲
19以上

カニ類
Ig未満

殻
端脚類

Ig以上 71 0.454 71 0.454 1.4 0.091 

Ig未満 21 0.013 21 0.013 0.4 0.003 

類 その他
Ig以上

Ig未満

言十 21 0.013 81 0.467 10 0.480 2.0 0.096 

Ig以上 11 1.229 11 1.077 11 2.216 31 4.522 0.6 0.904 

貝
二枚貝

19未満 13 0.478 91 2.030 61 0.291 11 0.034 51 0.249 34 3.082 6.8 0.616 

巻 貝
19以上

類 19未満 11 0.046 21 0.075 11 0.019 11 0.213 51 0.353 1.0 0.071 

言十 15 1.753 12 3.182 81 2.526 21 0.247 51 0.249 42 7.957 8.4 1.591 

多毛類小 計 旬u 以上

19未満 31 0.116 15 0.933 71 0.125 81 0.131 31 0.103 36 1.408 7.2 0.282 

そ
ク モ 19以上

ヒトデ類 Ig未満

の Ig以上 11 1.166 11 1.166 0.2 0.233 
その他

19未満
他

11 0.263 11 0.263 0.2 0.053 

計 11 1.166 11 0.263 21 1.429 0.4 0.286 

t主3h 言十 18 1.869 30 5.294 15 2.651 19 1.108 81 0.352 90 11.274 18.0 2.255 

1rrl当たり現存量(g) 225 23 375 66 188 33 238 14 100 41 1.125 141 225 28 

指
シス、クカ会イ 11 0.439 31 0.078 61 0.291 11 0.034 51 0.249 26 1.091 5.2 0.218 

標 チヨノハナガイ 31 1.268 51 2.637 11 2.216 91 6.121 1.8 1.224 

種 ヨツノミネスピオ 31 0.077 11 0.023 21 0.095 61 0.195 1.2 0.039 

備 考

担当者名 |所属石川県水産総合センター 氏名. 戒 田 典 久 ・ 町 田 洋 一
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表-2 海域マクロベントス調査原票

特定海域名:七尾西湾 調査年月日:1994.9.19 調査時刻:9:00-10・40 使用した採泥器名と規格:

エクマンパージ採泥器 (20cmX20cm) 

天気:精れ 風:1 気温:30.60C 

関連事項

項 目 定点 1 定点2 定点3 定点4 定点5

採泥回数 2 2 2 2 2 

水深 (m) 3.8 6.5 5.2 4.5 5.0 

表面水温 (OC) 26.5 26.2 25.9 26.3 26.4 

泥温("C) 26.5 26.5 25.8 26.1 26.3 

底質:粒度 泥 泥 泥 泥 泥

臭い 硫化水素 硫化水素 硫化水素 硫化水素 硫化水素

色 黒 黒 黒 黒 黒

マクロベントス

類型区分
定点 1 定点2 定点3 定点4 定点5 合計 平均

個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

エビ類
19以上

19未満

甲
19以上

カニ類
19未満

殻
端脚類

19以上

19未満

類 その他
19以上

19未満

計

19以上 21 2.100 21 2.100 0.4 0.420 

貝
二枚貝

19未満 25 0.434 34 4.538 120 7.倒9 213 13.697 42.6 2.739 1.076 34 

巻員
19以上

類 19未満 14 0.054 19 0.378 11 0.015 61 0.072 40 0.519 8.0 0.104 

計 41 3.230 53 0.812 35 4.553 120 7.649 61 0.072 255 16.316 51.0 3.2631 

多毛類小計 1匹U 以上

19未満 22 0.282 41 0.470 16 0.064 42 0.816 8.4 0.163 

ク モ 19以上
そ

ヒトデ類 19未満

の 19以上
その他

19未満
他

計

a 計 63 3.152 571 1.282 351 4.553 120 7.649 22 0.136 297 17.132 59.4 3.426 

1rrl当たり現存量(g) 788 44 713 16 438 57 1500 96 275 2 3713 214 743 43 

指 シズクガイ

標 チヨノハナガイ 101 2.413 21 0.012 21 0.394 21 0.030 161 2.剖9 3.2 0.570 

種 ヨツノぜネスピオ

二枚貝の大多

備 考 数はホトトギ

スガイ出ある。

担当者名 |所属石川県水産総合センター 氏 名 : 戒 田 典 久 ・ 町 田 洋 一
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表-3 海域藻場調査原票

1.藻場の名称、 七尾西湾地先アマモ場

2.調査年月日 平成6年6月7日

3.調査時刻 10時 10分 -11時30分
環境庁委託

高潮: 時 分， cm 
126 

12時 5分， 149 cm 
127 4.七尾港潮汐

低潮: 時 分， cm 

20時 5分， 124 cm 

5.藻場面積 (長さ) mX (幅) m= 7，599，800 nf= 759.98 ha 

6.生育密度 目視点 密度 目視点 密度

6 5 

2 7 5 

3 5 8 5 

4 4 9 5 

5 5 10 5 

平均値 4.1 

7.生育水深 最陸側縁:実測値 1.9 m 最沖側縁:実測値 4.6 m 

潮位 0.2 m 潮位 0.2 m 

潮汐補正値 1.7m 潮汐補正値 4.4 m 

8.関連事項 9.備考

藻場面積は、海図上でデジタイザーにより測定

天気:曇り

風:1 

気温(器差補正値) 19.60C 

表面水温( 11 22.30C 

表面塩分( 11 30.32 

塩分測定機材名:

鶴見精機欄サリノメーター

10.調査担当者 所属:石川県水産総合センター 氏名:戒田典久・町田洋一



表-4 海域藻場調査原票

1.藻場の名称 七尾西湾地先アマモ場

2.調査年月日 平成6年 9月 19日

3.調査時刻 9時30分-10時30分
環境庁委託

高潮: 2時 20分， 188 cm 
126 

4.七尾港潮汐
12時 5分， 196 cm 

127 
低潮: 7 時 55分， 179 cm 

20時 45分， 177 cm 

5.藻場面積 (長さ) mX (幅) m= 7，599，800 nf= 759.98 ha 

6.生育密度 目視点 密度 目視点 密度

6 

2 7 

3 8 

4 9 2 

5 1 10 2 

平均値 1.2 

7.生育水深 最陸側縁:実測値 2.3 m 最仲側縁:実測値 5.1 m 

潮位 0.57 m 潮位 0.57 m 

潮汐補正値 1.73 m 潮汐補正値 4.53 m 

8.関連事項 9.備考

藻場面積は、海図上でデジタイザーにより測定

天気:晴れ

風:1 

気温(器差補正値) 30.60C 

表面水温( 11 26.20C 

表面塩分( 11 32.48 

塩分測定機材名:

鶴見精機欄サリノメーター

10.調査担当者 所属:石川県水産総合センター 氏名:戒田典久・町田洋一
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「水産資源保護型海洋整備モデル事業」事前調査2. 

田島迫生

が確認されてきた。海岸構造物が海面生物の生

態系に与える影響については、土木・水産研究

目 的

海岸線の整備は国土保全上必要不可欠な事業

I 

者による調査・研究が端緒についたところであ

り、水産石川においても、国土保全と水産資源

の両立を考えた海岸整備を進めることが検討さ

れた。

であり、これまでは、主として防御重視の観点

から海岸線の整備が実施されてきた。その結果、

汀線付近では藻場の喪失、磯根資源の減少等海

辺の自然が失われ、水産資源に影響があること
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調査海域図
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それにより平成8年度からの第 6次海岸整備

で水産資源保護型の海岸整備事業を実施するこ

とを目的に、能登島町八ケ崎地内において新し

い型の海岸護岸のモデル事業が計画された。

現状の護岸の形状を従来型として、図 2に

示す。

図-2 従来型

従来型は、一般に前面に消波ブロック(主に、

テトラブロック、ここでは玉石)が設置される。

波浪が小さい海域ではこのブロックが無い場合

も多い。

護岸部はコンクリートで塀垣状に造成され、

上部が海方向に曲がり、海水が陸上に入らない

ように配慮されている。この場合、所々に排水

口が窄孔されているが、陸上の養分はコンクリー

トで阻害され、海面に排出することが少ない。

"自然にやさしい護岸"を想定し、その側面

図を図 3に、立面図を図-4に示す。

合員.tJ'J~ 

且・

1. w イ』・ ~I

図-3 保護型護岸検討イメージ

“ ... 

" .. 

図-4 試 験 構 想
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護岸の前面は玉石が斜面を形成するように石

積みし、海藻が付着しやすく動物が生息しやす

いことを考慮に入れているO 波浪は徐々に消波

されることを想定しているo護岸上部は落葉樹

を植栽する。

鉄は原子のままでは海水にほとんど溶解せず、

海藻に吸収されないが、フルボ酸第 1鉄は速や

かに溶解、吸収される。落葉が腐葉土となり、

無機鉄をフルボ酸第 1鉄に合成する。このフル

ボ酸第 1鉄が雨水に溶解し、石積み聞を通過し、

海に流出するO また陸上で散布されるアンモニ

ア、硝酸、無機塩類等栄養塩についても同様に、

海に流出する。流出した栄養成分を藻類が吸収

し、繁茂することを仮想している。

E 調査方法

海域:事業実施海域を図-1に示す。

海域は能登島町の富山湾側に面する祖母ケ浦

の八ケ崎地先であり、夏季には海水浴場となる。

地質は砂質であるO

海に向かい左方には防波堤があり、漁港とな

り、前面には潜堤が設置されており、波静かな

海域を呈している。

年度計画:事前調査、事業実施を含め、平成

6、7年度計画となっている。

平成6年度水産総合センターの調査計画:本

年度は護岸工事以前の状態についての調査を行っ

fこ。

(1) 整備場所の状態

7月、 8月及び10月に護岸整備海域の状態

を観察、さらに各地点の水深を測定した。

(2) 7月--10月までの各月 1回、ガラモ場での

生物分布状態を目視観測した。

(3) 7月に以下の水質・底質等調査を実施した。

①写真撮影(陸域、海域とも)、目視によ

り、海藻群落、海底地形等観測した。

② 各定点で海藻・動物の50佃平方枠で、の枠

取り調査を実施し、枠内の生物の種および

数量を調査した。

③ 定点 1--9での海水中クロロフィルa含

量海水500ccをミリポアフィルターで漉

過、メタノールで色素を抽出し、エーテノレ

に転用した。

このエーテル溶液中の色素の7自)nm、邸O

m、642.5nmの吸光値を測定し、 Comer

and Zschellの算定式で、クロロフィルa

およびbを算出した。

④ 定点1--9での海水田Lをミューラーガー

ゼで櫨過し、海水中の動物プランクトンの

種と数量を調査した。

⑤定点 1--9で25cm枠中の泥をタネモミ

袋で漉過し、底生生物の種と数量を調査し

た。

⑥ 定点 1--9での海水の表面水温を棒状寒

暖計で、表面塩分量をサリノメーターで、

pHをpHメーターで測定した。

⑦ 定点 1..........9での海水中の栄養塩類のうち、

アンモニア態窒素(インド・フェノール法)、

硝酸態窒素と亜硝酸態窒素(亜鉛還元法)、

燐酸態燐 CMurphy-Riley、法)を分析した。

⑧ 海水中のssを水質汚濁調査指針に記載

されている方法で分析した。

⑨ 定点 1..........9での泥の粒度組成、強熱減量

を水質汚濁調査指針に記載されている方法

で分析した。

E 結果及び考察

1.調査海域の状態および定点の設定

平成6年 7月18日に調査海域の状態を調査

するとともに、定点を設定した。

その結果を図ー 5および図-6に示す。

護岸部定点は海水浴場側から0.5m地点、を



A、中央部にある排水口付近をBとし、反対

側地点をCとした。潜堤部は同じ方向より、

D、E、Fとした。以上は玉石場であり、ガ

ラモ場となっている。

底質が砂地の地点では、 AD、BE、CF

を結ぶ線上の護岸から 5m地点、中央部、潜

堤から 5m地点に定点を設定した。

水深は護岸部近辺では40--140側、潜堤部

砂浜

60 

9 0 

石積低

6 0 

で100cm内外、中央部で、は40--60cmで、あった。

この時点での砂地には海草の生育はみられ

なかった。

図-7に護岸部の海藻群落の目視観察結果

を示す。

海藻の被度は、 5--100%で、各地点によ

りその差が大きい。種類はホンダワラ類が主

体である。

コンクロートi!Ii礎、上石積

砂浜

10 

図-5 調査海域状態および定点

5 ~60c. 

図-6 水深および距離

単位mは距離、単位cmは水深。砂地域には、海藻の生育はみられない。
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その他には緑藻ではアナアオサ、アオノリ

類、紅藻ではイバラノ 1)、コメノリ、エゴノ

リ等が、褐藻ではコナウミウチワがみられた。

サンゴモ類は少なかった。

動物ではガンガラ類、カサガイ類の付着が

多くみられた。

潜堤側の生育状況を図-8に示す。

被度(%)80 90---100 100 5 90---100 50 

種類植物行7オザ イソモク トゲモク 7ナ7オザ 7シスγモク 7ナ7オザ

ウミトラノオウミトラノオ γョロモク ミリン コナウミウチワ イ".ラ)1)

ヒラアオノリ マメタワラ マメタワラ イ1¥"ラ)1) イ')¥+ラノリ ホンゲワラ

7シスγモク ウミトラノオ ウミトラノオ 7カモク 7シスγモク

ノコVリモク 7シスγEク イソtク マメタ?う コナウミウチワ

1".ラ)1) コメノリ γョロ砂(ザン:(tみられず)

1J" )リ 7ナ7オザ

動物 γンYラ類 γンγラ類 γンYラ類 rンγラ類 Yンrラ類 rンγぅ類

カザγィ類 制γ4類 制rィ類 制γ4類 制γィ類

こちら側、工事により濁って見にくい

図-7 護岸側生物群集

(ジョロモク、ヤツマタモ夕、マメタワラについては根部のみで見分けがつかない)

被度(%) 100 
植物 ウミトラノオ

またはtn$'Hの根部)

90-100 
トゲそク、 ヨ日夕、 7シスγモク、 マメタワラ、 γョロtク

/コキ'リモク、 イソモク、 マクザ、 コナウミウチワ

ガロノリ、 7ミγゲザ類、 7ナ7材、イlドラノリ、 ミ I~

')，;->類、無節約J"t類、有節約プそ類

動物抑Yイ類 別γィ類、 Yンγぅ類、ヒザ'ぅrィ類、イfニシ類

γンYう類

1;と異なZ|:の区域の海藻群落は 各種藻類が群生点在し ほとんど差はふ

群落構成は、日本海特有を示し、はなはだ立派なものである。

潜提 • .E • ¥9D 

図-8 潜堤の生物群集
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この群落構成は被度は90--100%を示し、定点F地点では、ウミトラノオの群落がみ

日本海側特有であり、はなはだ立派なものとられる。その{也の士也点ではトゲモ夕、ヨレモ

いえる。夕、フシスジモク、マメタワラ、ジョロモク

等ホンダワラ類の群落が構成される。その他

2.総括調査の褐藻ではフクロノリ、アミジグサ類、緑藻

8月25日に実施した調査項目を表-1に示ミ/レ、紅藻ではマクサ、ではアナアオサ、

す。ル、ソゾ類がみられた。サンゴモ類は護岸側

分析結果を表-2に示す。に比べ、やや多い傾向がみられた。

水産資源保護型海岸整備モデル事業調査項目(平成6年8月25日)
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表-1

定

点
-
A
B
C
D
E
F
1
2
3
4
5
6
7
8
9

考備
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P03-P 

(ppm) 

分析 結果

強熱減量 NH4-N N03. N02-N 

(ppm) (誕) (μ-atm/ ， )(μ-atm/ l ) 

76 0.8145 0.9793 

ss 塩分量

表-2

NO.水温

(0 c) 

O. 05 33.3719 29. 2 A 

1. 205 2.006 O. 04 1. 4393 0.2851 70 33.3579 29.4 B 

1. 593 1. 680 O. 06 3. 2795 0.0734 74 33. 3571 29. 6 C 

3. 681 3. 882 0.06 1. 4393 O. 1793 73 33.3661 29. 3 D 

3.021 3. 299 O. 04 5.1197 O. 0734 75 33. 354 29. 2 E 

1. 905 2. 112 O. 04 0.5192 O. 9203 77 33. 3532 29. 6 F 

2. 187 2. 404 O. 04 。2.7201 5.5795 72 33. 4783 29. 2 

1. 189 1. 389 0.04 。1. 3438 5. 9473 72 33.3649 29.4 2 

2. 194 2. 198 0.03 O. 0592 O. 7086 4.5012 74 33. 3583 29. 6 3 

2.249 2.372 O. 08 0.5192 O. 6027 7.1200 72 33.3801 29.3 4 

3. 190 3. 468 O. 06 O. 5192 0.6027 5.7371 76 33. 3548 29.3 5 

2.948 3. 400 O. 08 O. 0592 1. 0262 3. 3055 78 33. 3431 29. 6 

2. 998 3. 408 O. 08 0.5192 0.9203 3. 2839 79 33. 3528 29.3 7 

2. 863 3.639 0.04 O. 0592 

2. 249 

168 

2. 372 O. 06 2. 3594 

0.3910 

O. 6027 

3. 0379 

4.3106 

77 

77 

33. 3528 

33. 354 

29.3 

29.6 

8 

9 



水温は29.2--29.60C、塩分量33.35--33.38、

ssは70--79ppmで各定点で、の差は小さかっ

た。

強熱減量は3.03--7.12%、NH.-Nは0.07--

2.72μ-atm/ t、N02-N及びN03-NはO

--5.12μ atm/ tであり、定点により相違

が比較的大きかった。

P03-PはO.03--0. 08ppm、chl.aは1.389--

3. 882mg/トン、 chl.bでは1.205--3.681の間に

あり、石川県沿岸での過去に得られた数値と

略同様の結果であった。

すべての測定項目において、定点による多

少の高低はみられたが、これは沖合と磯、ガ

表-3 坪刈結果 (50cm平方、単位g)

種類 A B C 

7ナ7ォ， 11. 9 

γョロtク

イソモク

ヨレモク

ノ ::l~" リモク 158. 9 

トゲモク 318.6 3.2 

ウミトラノオ 48.4 350.3 

マメ~'}ラ 71. 0 

7シスγモク 19. 7 

ミリン 5.9 

イ，，"ラノリ 2.9 2.9 

トザカノリ 12.9 

マクザ 7.1 O. 6 

ヒトツマツ O. 9 O. 1 

トゲイ:\'..~ 3.2 

2ナ 9.6 

シマグγ7

無節ザンfモ

合計 33.6 604. 9 389.6 

ラモ場と砂地等場所による相違とは関係のみ

られないものであった。

50佃平方枠による海藻の坪刈り結果を表一

3に示す。

生育していた種類は緑藻 1種、褐藻8種、

紅藻9種、合計18種であった。

優先的に分布している種類は、磯側のごく

浅い定点A、Bでは、紅藻およびホンダワラ

類のウミトラノオであった。

沖側の潜堤では、ホンダワラ類のジョロモ

夕、イソモク、ヨレモ夕、トゲモク等が優占

種となる。

坪刈り量は、磯側では33.6--604.9g、潜堤

D E F 

731. 6 431. 4 

432. 7 

180.5 558.5 37.6 

40.2 253.0 131. 5 

9. 4 2. 9 

38. 7 35. 7 

O. 1 

39. 9 

1.001.6 850.3 1. 071. 8 



密度差が著しい。被度の低いところでは、紅側では邸0.3-1，071.8'iJであり、沖側の潜堤

藻類が優先し、高いところではホンダワラ類部で多い。

が優先する。表 -41こ、スキューパ潜水による目視観察

沖側の潜堤部での被度は80-100%であり、

高い。優占種はホンダワラ類である。

表-5に砂泥地における粒度組成分析結果

での生物相結果を示す。

観察された生物は、植物では緑藻4種、褐

藻11種、紅藻12種の合計27種、動物では員類

を示す。3種であった。

海藻による被度は護岸側では 5-90%で、

観察結果
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表-5 粒度組成

刈~.l"定点 2 3 4 

0.063mm以下 2.9383 4.395 3.69 4.721 

0.063--0. 125mm 14.884 4.834 14 5.855 

O. 125--0. 250mm 74.952 41. 85 78. 2 68.27 

O. 250--O. 500mm 5.2987 31. 1 2.7 14.54 

0.500--1. OOOmm 0.6744 17.63 0.85 5.43 

1. 000--2. OOOmm 1. 2042 0.098 0.33 0.944 

2. 000--4. OOOmm 0.0482 0.049 0.19 0.236 

4.000mm 。 O. 049 。 。
中央粒径値 O. 183 0.259 0.17 O. 171 

平均粒径値 0.1768 0.33 0.17 0.25 

淘汰値 0.425 0.85 0.33 0.55 

粒径区分において、磯側の護岸付近(定点

1、2、3)では粒径0.125--0.250mmの砂泥質

の占める割合は41.85--78.2%で最も多い。中

央部の定点4.5.6においても同様粒径値で

68.27--85.075%で最も多い。一方、沖側の潜

堤付近(定点7.8.9)では粒径0.063叶.1お

mの砂泥質が57.05--80.45%を占め最も多く、

沖側と磯および中央部の底質に相違が認めら

れた。

中央粒径値は磯側では0.17--0.259、中央部

は0.171--0.1768、沖側で0.0825--0.154であり、

沖側で泥質傾向が強い傾向が示唆された。

平均粒径値においても、磯側で0.17--0.33、

中央部で0.1臼9--0.25、沖側で0.1015--0.144

であり、沖側で泥質傾向が強かった。

表-6にプランクトンの査定結果を示す。

未同定のノウプリウス幼生が圧倒的な密度

を示した口その他にはOithona類、 Oncaea

類、Microsetera類、 Harpactiocoida類が比

較的多かった。

ベントスの査定結果を表-7に示す。

5 6 7 8 9 

2.8095 2.0092 2. 15 2. 15 1. 85 

9.043 18.041 80.45 80. 45 57.05 

85.075 79.238 15.95 15.95 37.8 

2.8534 0.5023 O. 9 0.9 2.7 

O. 1317 0.1256 O. 3 O. 3 O. 45 

0.0878 0.0837 O. 1 O. 1 0.15 。 。 0.15 0.15 。
。 。 O. 009 O. 0085 。
0.1768 O. 1768 0.154 O. 0825 O. 113 

0.1737 0.1649 0.144 0.1015 O. 121 

O. 35 O. 45 0.625 O. 475 0.6 

環形動物ではツルヒゲゴカイ、腹足類では

ハナチグサガイ、シマハマツボ、ベニパイ、

へソカドガイ、二枚貝ではツキガイ科、ニッ

コウガイ科、節足動物では端脚類が比較的多

かった。

潮汐による干満の差を加味し、検討する必

要が生ずるため、 11月9--11日に護岸につい

ての測量を実施したo 同時に、生物群落の観

察を行った。

11月9日16時頃の水位の状況を図-9に示

す。

海水浴場側の護岸の端から護岸が海水に浸

るところまでの距離は、 20.5mあり、反対側

では12.6mが測量された。

翌10日に測量した結果を図-10に示す。海

水浴場からの距離は 6m、反対側では5.3m

で前日に比べ、距離が短くなっており、海面

が上昇していた。

9日と10日の陸上部での露出度からみて、

水位変化は3ト 40cmであり、この数値は石川

県でのほぼ最大級の干満差といえる。
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表-6 プランクトンの査定結果

定点A B c D E F 2 3 4 5 6 7 8 9 

環形動物幼生 4 3 2 5 5 10 9 89 9 2.6 12. 19 

尾虫類 3 z 2 2 2 4 

tラチ::1-1 5 4 11 13 6 

二枚貝幼生 6 3 

巻貝幼生 11 3 2 2 z 
Jウ，.I) ，，~ 15 158 2，ω3 176543 259 2.2.91，1332，3768211，6492，131 831 7443，941 
ウミ事夕陽 5 

r:目
クマ目
Evadne tergestina 
Evadne sp. 2 

Paracalanus parvus 2 2 

Paraca 1 anus sp. 
Calocalanus pavo 3 

Centroparges yamadai 2 3 

Cen troparges sp. 4 2 10 3 

Temora discaudata 2 

Temora stylifera 3 7 5 2 3 6 5 3 8 

Temora sp. 3 11 

Acartia omori i 
Acartia sp. 3 

Calanoida 2 9 12 18 2 4 6 11 6 14 10 37 8 

Copepoide 4 

Oithona davisae 18 4 36 58 3 5 3 19 141 30 55 110 2.1 

Oi thona fallax 
Oi thona sp. 5 17 34 4 2 9 21 4 15 19 

Oncaea media 2 6 40 2.9 9 6 11 13 2 8 23 3 5 51 

Oncaea sp. 
Sapphirina sp. 
Corycaeus flaccus 2 2 2 2 2 

Corycaeus sp. Z 

Microsetera norvegina 3 24 27 67 6 4 9 11 40 21 21 19 10 

Euterpina acutifrons 2 

Harpacticoida 205 37 45 24 62 25 12. 23 14 17 30 43 

Other Copepoda 4 2 2 

Acanthomysis nakazatoi? 
AIPh i poda sP. 
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表-7 (1) ベントスの査定結果(その 1一環形動物・軟体動物)

定点A B C D E F 2 3 4 5 6 7 8 9 
環形動物
多毛類 ツ ~H+ コ'カイ 4 2 5 2 

J+jJイ科

イソメ科 2 
事ヨサキJ'jJイ

軟体動物
腹足綱 7オYィ 2 

キ11'へ.ンケィrイ 7 2 
クルマチゲ ~jJ' イ
キサコー

ハナチゲ哲γイ 3 137 98 32 91 
ヘソマキク*.jJ'イ 2 3 2 
イシグタミ物'イ
コシゲカjJ~ ンY ラ

へ.ニ，，'イ 2 14 6 15 13 
クピキVjJ+イ
ヘソカト・γィ 3 29 5 22 4 2 
オオヘピγィ 3 
シマハマツホ' 2 46 26 70 34 
シマモツV
~H+ '1:'*' 
オニノヴ)jJ+ィ科

7夕刊1科 6 7 8 2 2 
ムキ.カイ 4 
コゥrカツムシγイ 2 
オリイレヨウ1ドイ科
ムシロjJ'イ
ヒメムシロjJ+イ 2 
ムシ*'~1~ jJ' ィ 3 
クチキレγィ
トウγ州.イ科

スイ7jJ'ィ科

7メ7うシ科
二枚貝綱 ホトトドスγイ

ウグイAjJ+イ科

ツキrィ科 2 3 7 
ヒメ力)J'"リ 2 3 
nリ 3 2 
11 +ヵγィ 6 2 
ナミ)'1jJ'イ

ニザヨウYイ科 4 2 7 
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ベントスの査定結果(その 2一節足動物)表 -7 (2) 
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図-11に護岸下部の、図 12に潜提での分

布生物の観察結果を示す。

に比べ、著しく高くなっていた。動物、植物

とも種類には変化はみられなかった。優占種

はホンダワラ類であった。海藻類の密度、葉長は前回 (8月)調査時

被度(%) 40 
植物 。γョロモク

ウミトラノオ

ホンゲワラ

マクザ
701)類

動物 γンカ'ラ類
抑 γィ類

被度(%) 70 
植物。γョロモク

。ヨレ切
。ト，.'t?
7シスシーをク
ウミトラノオ

ヤツマタモク
マクlJ
イハ守うノリ

動物 γンYラ類
カザγィ類

lJ lJ'工

90-100 100 
。γョロtク 。γョロり
。封切 。ヨレモク

トゲモク スドモク
7シスγtク マメタワラ

スドモク トゲtク
J:1:f .リモク ノコドリt?

7シイトモク コメノリ

マクザ マクザ
力，，') 1) 

γンγぅ類 γンγラ類

抑Yイ類 抑 γィ類

50 
。γョロモク

。ヨレ切
ウミトラノオ

7シイトEク
7シスγモク

ヤツマタモク
コメノリ

ユカリ

γンγラ類

制γ4類

砂浜

30 
@7シスγv
7ナ7オザ

γンカサ類

別γィ!類

図-11 護岸側の生物分布状況(平成6年11月10日)

90-100 100 100 100 
。γョロモク 。γョロモク 。γョロモク 。γョロモク

。ヨレモク @イソモク 。ヨレモク 。ヨレモク
。ト0・w 。ヨレモク 。ト，.'{? 。ト，.'tク
7シスγt? トゲt? ノコドりそク イnク

マメタワラ 7シスヒモク マメPワラ 7シスγそク

マクサ マクザ 7シスγEク f"Jマタtク(少々)

ソソ'類 f "J~H? ( 1本)シオゲザ(干出上)

マクザ 7オノリ類(干出上)
イ1ドラノリ

YンYう類 γンγラ類 rンγぅ類 Yンγぅ類

カザγィ類 1JlJt(ィ類 カザγィ類 カザγィ類
問。ラYイ類 ヒザ'ラγィ類 日.ラγィ類 け事ラYイ類

イホーニシ類 イVニシ類 ィrニシ類

潜t是 • .E • ~D 

図-12 潜堤の生物群集(平成6年11月10日調査)
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海底が砂地である海域での植物群落観察し、

その結果を図-13に示す。

価値を左右する要因の一つになる可能性があ

る。

平成6年12月12日砂地部での定点2、5、8のライン上付近で

はウミヒルモの少量の群落が観察された。 全体的に海藻量の増大傾向が見られる。

この植物は海藻類ではなく、海草類である。 図-14に砂地における海草類の分布を示す。

陸上の植物と同様、花が咲き、受精し、実を

つける。日本においては能登半島は生息最北

端といわれており、希少種となっている。

前回に比べ、ウミヒルモ群落がかなり拡大し

ており、さらに定点4付近にはコアマモ群落

が構成されていた。

護岸の変更により、この種の増減が護岸の

砂浜 I r. 
，._-....-しず一一一弘ム 一一…一一一何回目3-
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図-13 砂場の植物群落(平成6年11月10日)
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N 要約

1.能登島町八ケ崎地先において、「水産資源

保護型海洋整備モデル事業」の事前調査を実

施した。

2.護岸部下部の海藻群落の8月での被度は 5

--100%であり、優占種はホンダワラ類であっ

fこ。

潜堤部では、 90--100%で、優占種はホン

ダワラ類であった。

10月、 12月の観察では被度および葉長の増

大が認められた。

3. 8月調査時の水温は29.2--29.60C、塩分量

は33.35--33.47であった。

4. S S は70--79ppm、アンモニア態窒素0.073

4--2.7201、亜硝酸および硝酸態窒素0--5.11

97μg/ l、燐酸態燐0.03--0.08ppm、クロロ

フィルaは1.389--3.882mg/トンであった。

5.強熱減量は3.0379--7.1200%であった。

6.岩場で、の50cm平方坪刈で、の海藻量は33.6--

1，071.8 gであった。

7 .粒度組成での中央粒径値は、 0.0825--0.259

mであった。

8.プランクトンは未同定のノウプリウス幼生

が圧倒的に多く、その他Olthona類、 Onceae

類等が比較的多かった。

9. ベントスはツノレヒゲゴカイ、ハナチグサガ

イ、シマハマツボ、ベニパイ等が比較的多かっ

た。

10. 11月の調査では、潮汐で干満差に30--40cm

が確認された。

11.砂地の植物では、 10月に少量のウミヒルモ

が出現し、 11月ではこの種の繁茂と、コアマ

モの分布が認められた。

(追記)

調査、分析に関しては、水産総合センターの

大慶主任技師、宇野技師、戒田技師、高本技師、

谷辺技師の手を煩わした。



3. アワビ放流技術開発調査

放流追跡調査

I 目 的

1990年から輪島市舶倉島において継続してき

た放流種苗の追跡調査では、多数の種苗が放流

後短期間の内に主としてマダコによると推定さ

れる食害によって死亡することが判明し、放流

効果発現のためには積極的な食害対策が必要で

あることが認識された 1，2、3)。一方、アワビ種

苗を地先海域に放流している珠洲市、志賀町等

の地区で1993年に行った聞き取り調査では、食

害対策を実施していないにもかかわらず、放流

箇所で相当数の放流アワビが成育し、漁獲され

ていることが確認された。そこで本年は、志賀

町大島地区を調査対象として、放流種苗の生存

状況と既放流種苗の生育状況を調査し、得られ

た結果を舶倉島における既存の調査結果1、2、3)

と比較検討することを試みた。

E 調査方法

1.放流種苗追跡調査

5m 

Al jj 
ライン該湿dE縫

100m 

図-1 調査海域
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大慶則之・町田洋一・戒田典久

図 1に示す大島地区は両側を砂浜に固まれ

た小規模な岬の先端に位置し、地先には岸側

と沖側を砂底域に挟まれた小規模な岩礁域

(250m x 150m水深 1--5 m)が存在する。

1994年 6月8日にプラスチック紙の番号標

識を殻表に接着した平均殻長44.0mm(33.8-

53.6mm)のエゾアワビ種苗177個体を図 1に示

す岩礁域に設置した20m四方の調査区画中央

に集中放流した。これらの種苗は前年に県増

殖試験場から配付され、羽咋志賀水産振興会

の種苗育成施設で約 1年間中間育成された個

体である。追跡調査は調査区囲内を潜水して、

種苗の発見位置、生死、番号を記録する方法

で放流7日後から125日後までの間に 6回実

施した。死亡個体は全て回収し、マダコによ

る穿孔痕の有無を調査した。

2.既放流種苗の生育・分布調査

大島地区地先の岩礁域には、表 lに示すと

おり 1985年から毎年2，000--13，000個体(平均

殻長29.7-58.6mm)のエゾアワビ種苗が放流さ

表-1 大島地区種苗放流実績

年 放流数 平均殻長皿

1985 3，600 36.0 
1986 2，000 36.8 
1987 3，000 29.7 
1988 3，000 36.0 
1989 3，800 37.0 
1990 3，350 37.0 
1991 500 58.6 

3.800 31.7 
8，770 31.0 

1992 8，000 31.2 
2.500 40.0 
500 57.0 

1993 5，000 31.0 
1994 4，000 37.7 

1，1 00 43.0 
合計 52，920 



することができる。このように補正して得ら

れた、各追跡調査時における放流種苗生存個

体数を表2に、生存率の推移を図2に示した。

れている。本調査では岩礁域内に設置した 6

本の調査定線(長さ90m)を潜水して、両側 1

mに分布する放流アワビの計数・計測、担，IJ深、

目視による底質の類別(岩盤、転石、岩、砂 放流種苗の生存率は41日後で74.0%、76日後

で50.2%、125日後で23.1%と算定され、生存底)を行った。これらの調査は 9月8日、 10

数は直線的な減少傾向を示した。紬倉島では

生存数が指数関数的に減少し、優良事例にお

いても生存率は29日後で19.6%、90日後で2.7

%に減少する結果が得られている。これに対

し、大島地区では舶倉島と比較して放流種苗

月11日、 11月17日の 3回に分けて実施した。

結果及び考察

1.放流種苗追跡調査

E
 

放流種苗は番号により個偏哉別可能であり、

が極めて高い生存率を示すことが明らかとなっある調査回で発見されず、後の調査回で発見

fこ。された個体は、前回の調査団の生存数に加算

標識放流種苗追跡調査結果表-2

死殻累計

q
d

弓

t

且
U

p

h

d

A

T

マ
t

4
-
9
u
q
d
n
d
 

死殻数

。3
4
4
4
B
A
n
i
Q
u
q
u

t
A
 

生存数
A+B 

169 

152 

131 

119 

89 

41 

見落とし
B 

79 

68 

66 

33 

15 

生存確認
A 

90 

84 

65 

86 

74 

41 

放流後
経過日数

7 

15 

41 

51 

76 
125 

調査回

'
i

ヮ“

q
d
a
a
τ
R
U
R
U

月日

6.15 

6.23 

7.19 

7.29 

8.23 

10.11 

放流数 : 177個体

見落とし:その後の調査回で生存ないし死亡が確認された個体

雌島(糊)1992年蹴a‘ 
100 

& 

• 10 高浜1994年麗競A 血

... 

& • 。
。50 

生

存

率

%

• 。
企• 

。。。 100 50 
放流後経過日数

放流種苗の生存率の推移

G
d
 

円

t

図-2



放流後経過日数と種苗の存在状態の関係を

図3に示した。死亡確認個体の占める割合は

41日後で10.2%、76日後で19.2%、125日後で

20.9%が得られた。これらの値は紬倉島で同

時期に得られた値の概ね 1/2に相当し、大

島地区は紬倉島と比較して食害の程度が低い

と推察された。回収された死亡個体の殻の状

態を図4に示した。マダコの食害を示す穿孔

痕は15.7%に認められ、穿孔個体の割合も紬

倉島の 1/3--1/2に相当する低い値を示

した。調査区画を2.5mの小区画に区分して

1992年紬倉島 (n=600)
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図-4 死亡個体の殻の状態
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各小区画で確認された放流種苗の個体数を集

計した結果を図 5に示した。放流種苗は調査

期間内に大きな移動を示さず、大半の個体は

放流点を中心とする10m四方の区画内で発見

された。舶倉島における放流後3ヶ月間の調

査では生存個体の大半が放流点から 5m以内

に分布し、放流種苗は大きな移動を示さない

ことが判明している。これらの結果から、少

なくとも放流時期の 6月から10月前後までの

水温の高い期間は、放流種苗は大きな移動を

しないと推察される。
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図-5 調査区画内における種苗の分布



えられる。一方、マダコによる穿孔痕のある以上に述べたとおり、大島地区では舶倉島

死殻が死亡回収個体の15.7%を占めたことは、

後述するマダコのアワビ種苗に対する穿孔頻

度からみて、死亡回収個体の大半がマダコの

と比較して放流種苗の生存率が高く、死亡確

認個体数およびこのなかに占める穿孔個体の

割合が少ないことが判明した。しかし、生存

捕食を受けた可能性を示唆している。これら

のことから、大島地区では舶倉島と比較して

量的には少ないものの、紬倉島と同様に主に

マダコによる食害によって放流種苗が死亡し

ているものと推察される。

率は放流76日後で50.2%に低下しており、放

流種苗が漁獲サイズに達するまでに少なくと

も2年間を要することを考えると、得られた

生存率は未だ低い水準にあると判断される。

種苗の調査区画外への移動がほとんど無視で

2.既放流種苗の生育・分布調査きることを考慮すると、生存率の低下要因は

各定線の調査結果を図6に、確認された計食害による死亡であり、生死不明個体の多く

66個体の放流アワビの殻長組成を図7に示し
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た。図-6では底質区分ごとに分布個体の殻 N 要 約

長組成をまとめて表示した。確認された放流

アワビ、の殻長は31.5--103.6酬の範囲にあり、

1991--1994年の放流群と推察された。このう

ち当年の放流群とみられる殻長50mm未満の個

体は全数の 1/3に相当する22個体であるの

に対し、漁獲対象サイズに相当する1991年放

流群とみられる殻長100mm以上の個体は2個体

が確認されるにとどまった。この結果を放流

実績と対比してみると、漁獲対象サイズに達

するまでの種苗の生残率はかなり低い水準に

あることが推察された。分布個体数は定線3、

1、5で多く、これら 3線の分布総数は全数

の92%を占めた。一方、底質区分と分布個体

数の関係をみると、「岩盤」では35個体、「岩」

では30個体が確認されたが、「転石」では 1

個体が確認されたのみであった。底質区分の

「岩盤」は箇所により起伏の程度が一様で、は

ないが、放流アワビの分布は起伏の少ない平

面的な岩盤域に少なく、起伏の多い岩盤域に

多く認められた。観察結果を総合すると、放

流アワビは潮通しがよく、浮泥や付着生物が

少なく、かっ自身の付着面積が十分確保でき

る平坦な面を有する堅固で安定した箇所に多

く分布する傾向がうかがわれた。

20 

個

体10
数

。
20 40 60 80 100 

殻長皿

図-7 定線調査で確認された放流アワビ
の殻長組成
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1.志賀町大島地区で放流種苗の生存状況と既

放流種苗の生育状況を調査し、得られた結果

を紬倉島における既存の調査結果と比較検討

した。

2.平均殻長44.0mmC33.8--53.6mm)のエゾアワ

ピ種苗177個体の追跡調査を放流 7日後から

125日後までの聞に 6回実施した。

3.放流種苗の生存率は76日後で50.2%と算定

され、紬倉島と比較して極めて高い値を示し

た。一方、死亡確認個体の占める割合は紬倉

島の概ね 1/2、穿孔個体の割合は紬倉島の

1/3--1/2と低い値を示した。

4.放流種苗は調査期間内に大きな移動を示さ

ず、大半の個体は放流点を中心とする10m四

方の区画内で発見された。少なくとも 6月か

ら10月前後までの水温の高い期間は、放流種

苗は大きな移動をしないと推察された。

5.放流種苗が漁獲サイズに達するまでに少な

くとも 2年間を要することを考えると、生存

率は未だ低い水準にあると判断された。大島

地区では紬倉島と比較して量的には少ないも

のの、同様に主にマダコによる食害によって

放流種苗が死亡しているものと推察された。

6.大島地先の種苗放流海域に 6本の調査定線

(長さ90m)を設け、両側 1mに分布する放流

アワビの計数・計測、測深、目視による底質

類別を行った。

7. 1991--1994年の放流群と推察される、殻長

31.5--103.6mmの放流アワビ66個体が確認され

た。漁獲対象サイズに相当する1991年放流群

とみられる殻長100mm以上の個体は 2個体が

確認されるにとどまり、漁獲対象サイズに達

するまでの種苗の生残率はかなり低い水準に

あると推察された。

8.放流アワビは潮通しがよく、浮泥や付着生



物が少なく、かっ自身の付着面積が十分確保

できる平坦な面を有する堅固で安定した箇所

に多く分布する傾向がうかがわれた。

マダコによるアワビ種苗捕食試験

I 自的

マダコは口内にある歯舌によって貝殻に穿孔

し、員殻内に麻庫性の分泌液を注入して貝を捕

食することが知られている 4)。これまでに実施

した放流種苗の追跡調査では、回収した死殻の

20--30%に円錐状の微小な穿孔痕が認められた。

その特徴的な痕跡からこれらはマダコによる食

害を受けたものと推定された。しかし、マ夕、、コ

のアワビ種苗に対する捕食行動や捕食量につい

ては十分な知見が得られておらず、食害生物と

してのマダコの位置づけは不明確な状態にあるO

このため、水槽実験によりマダコのアワビ種苗

に対する捕食行動と穿孔頻度並びに水温と種苗

捕食数の関係を調査し、放流種苗の減耗とマダ

コの食害の関連について検討した。

H 調査方法

1.マダコのアワビ種苗に対する捕食行動

容積150.eの角型アクリル水槽内の様々な

付着位置にアワビ種苗を付着させた後、マダ

コ1個体を収容して捕食行動を観察した。種

苗の付着位置は、水槽底面、大型天然石(径

約30cm)下面、積み上げた小型天然石(径約

10cm)下面の 3通りとし、さらに種苗をアク

リル板に針金で、固定して剥離不能とした場合

についても観察を行った。実験は1994年11月

にそれぞれの付着状態について、 3--6個体

の種苗を用いて 2--4回実施した。実験に用

いた種苗は輪島市漁業協同組合のアワビ種苗
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中間育成施設で約 1年半中間育成された平均

殻長56.6mm(46.1--63.4mm)のエゾアワビであ

る。マダコは輪島市漁業協同組合から購入し

た730--780gの3個体から、実験毎に 1尾を

選んで用いた。これらは10月27日の搬入時か

ら実験時まで種苗は無給餌、マダコは適当量

のコタマガイを投与して畜養した。実験時の

水温は20.4--20.90Cの範囲にあった。

2.マダコのアワビ種苗捕食数と水温の関係

1Q--250Cまでの 5段階の設定水温下で、容

積1，000リットルの円形水槽内にアワビ種苗

28--31個体とマダコ 1個体を収容し種苗の減

少経過を調査した。捕食種苗数は午前、午後

に各 1回づっ確認し、捕食された死亡個体は

回収して殻への穿孔の有無を確認した。実験

に用いた種苗は先の実験に使用した種苗と同

様に育成された平均殻長56.1mm(45.0--71.4mm) 

のエゾアワビであるO マダコは輪島市漁業協

同組合から購入した700--820gの8個体を用

いた。種苗は実験に用いた円形水槽内で、マ

ダコは容積2，000Rの別水槽で、各々約 2週

間かけて常温(20.90C)から100C、120C、150C、

180C、250Cまでの 5段階の水温に馴致させた。

馴致期間中、種苗には冷凍ワカメをマダコに

は冷凍イワシを適当量投与した。実験は1994

年11--12月に120C、150C、180Cで 1例、 100C、

180C、250Cで2例実施した。

直結果及び考察

1.マダコのアワビ種苗に対する捕食行動

一連の観察を通して以下の定型的な捕食行

動が確認された。種苗が露出している場合、

マダコは種苗の背面に覆いかぶさり、腕基部

の大きな吸盤で、殻を吸いつけたうえで腕先を

八方に開いて踏ん張り、瞬時に種苗を剥離し

た。次に種苗が大型天然石の裏側に付着して



いる場合、マダコは腕先を石の裏側に挿入し

て、種苗の存在位置を確認するような動作を

繰り返した後、 1本の腕を殻に巻き付けるか

2本の腕で殻を挟み込んで、引っ張り種苗を剥

離した。種苗が積み上げた小型天然石の下面

に付着している場合、マダコは腕を石の隙間

から挿入して種苗の付着した石を引き出し、

種苗を露出させて前述の方法により暴l蹴した。

マダコはアワビ 1個体を剥離しても、周囲

に容易に剥離できる種苗を発見すると、腕の

基部に剥離したアワビを保持しながら、次々

と周囲の種苗を剥離し、最高4個のアワビを

同時に保持しながら、これを次々に捕食した

例が観察された。マダコは種苗をま慨すると、

種苗の肉質部を口部に向けて深く送り込み、

腕を束ねて腕基部の膜を巾着袋状にして立ち

上がる姿勢をとり、捕食が完了すると種苗の

殻だけを放棄した。種苗 1個体を剥離してか

ら捕食完了までに要する時間は 1時間前後で

あり、放棄された殻には損傷が認められなかっ

。
た

一方、アワビを針金でアクリル板に固定し

た場合、マダコはまず前述の剥離行動を反復

し、その後腕を広げて口部をアワビ殻に密着

させる姿勢を約 1時間保持した。この直後に

回収した種苗の殻には穿孔が確認され、この

行動が穿孔行動であることが確認された。穿

孔された種苗は透明なゼリー状の液体が注入

され、死亡していた。

今回の実験では計20例以上の剥離場面を観

察したが、種苗はいずれも容易に剥離され、

針金で固定した種苗以外に穿孔を受けた種苗

は認められなかった。

実験に用いた種苦は、実験設定のため人為

的な剥離を数回繰り返しており、このことが

種苗の付着力を低下させ、剥離を容易にした

184 

原因であると考えられるO

以上の観察を通して、マダコはまず腕力に

よる種苗の剥離を試みるが、付着力が強く剥

離困難な場合に穿孔を行うこと、マダコのア

ワビ種苗に対する晴好性は非常に強く、種苗

を剥離・捕食する能力も非常に高いことが判

明した。

2.マダコのアワビ、種苗捕食数と水温の関係

各水温区における種苗生残数の経時変化を

図8に、各水温区における日あたり捕食個体

数と穿孔頻度を図 9に示した。 15--250Cでは

高水温側で活発な捕食行動が認められ、急速

な生残数の減少がみられた。これに対して、

100C、120Cでは捕食行動が非常に緩慢で生残

個体数の減少が極めて僅かであった。マダコ

1個体の日あたりアワビ種苗捕食数は250Cで

は4.3個体、 180Cでは3.1個体、 150Cでは1.5個

体、 100C、120Cでは0.1--0.3個体と算定され

た。本県では概ね 6--11月の半年間は地先水

温が180Cを上まわる時期が続くため、マダコ

の分布量の多い海域では放流種苗が大きな被

害を受ける可能性が非常に高いと推察される。

捕食個体数の多い15--250Cの実験区におけ

る穿孔頻度は150Cで72.0%と高い値を示した

が、 180C、250Cでは10.3--30.0%の範囲にあっ

た。先に述べた捕食行動試験では、アクリル

板に針金で固定した種苗のみが穿孔され、付

着状態にある種苗は全て穿孔を受けることな

く腕力で剥離された。今回の実験に用いた種

苗が穿孔を受けたのは、種苗を実験水槽中に

2週間以上静置したことによって種苗の付着

力が強まった結果であると推察される。一方、

18--250C区における穿孔頻度は放流現場で回

収した死殻の穿孔頻度とほぼ一致した値を示

した。放流追跡調査を実施した 6--11月は前

述のとおり地先水温が概ね180Cを上まわる時
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図-8
各水温区における目あたり捕食個体教と穿孔頻度

180Cでは3.1個体、 150Cでは1.5個体、 100C、12

℃ではな1--0.3個体と算定された。

5.捕食個体数の多い15--250Cの実験区におけ

る穿孔頻度は150Cで72.0%と高い値を示した

が、 180C、250Cでは10.3--30.0%の範囲にあっ

図-9

た。

6. 18--250C区における穿孔頻度は放流現場で

回収した死殻の穿孔頻度とほぼ一致した値を

示し、回収した死殻の大半がマダコの食害を

受けていた可能性は非常に高いと考えられる。

7.アワビ放流種苗の最大の減耗要因はマダコ

の食害であると判断される。種苗放流海域で

は、マダコ駆除等の種苗保護対策を講じるこ

とが不可欠であり、一方では種苗の放流時期

を現状の春から初冬に変更することを検討す
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期に該当する。したがって、回収した死殻の

大半がマダコの食害を受けていた可能性は非

常に高いと考えられる。

以上の結果を総合すると、アワビ放流種苗

の最大の減耗要因はマダコの食害であると判

断される。種苗放流海域では、マダコ駆除等

の種苗保護対策を講じることが不可欠であり、

一方では種苗の放流時期を現状の春から初冬

に変更することを検討する必要があると考え
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1.水槽内の様々な付着位置にアワビ種苗を付

着させた後、マダコ 1個体を収容して剥離方

法と捕食行動を観察した。

マダコは腕を巧妙に用いてまず腕力による

種苗の剥離を試みるが、剥離困難な場合には

穿孔行動を行った。マダコのアワビ種苗に対

する晴好性は非常に強く、種苗を剥離・捕食

する能力も非常に高いことが判明した。

3. 1O--250Cの5段階の設定水温下で、水槽内

られる。
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4. 15--250Cでは高水温側でより活発な捕食行

動が認められたが、 100C、120Cでは捕食行動

が非常に緩慢であった。マダコ 1個体の日あ

たりアワビ種苗捕食数は250Cでは4.3個体、
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4. ヒラメ放流技術開発調査

I 目的

ヒラメ放流事業の効果を高めるためには、中

間育成過程での生残率を高めることとあわせて、

資源添加効率の高い健全な放流種苗を育成・放

流することが必要である。本調査では、ヒラメ

種苗を未然、海域に設置した仕切網内で一定の期

間育成し、野生化を促進してから放流する方法

(短期馴致放流)を試み、これと生賓網で通常

に中間育成された放流種苗の追蹴周査を通じて、

短期馴致放流が資源添加効率の向上に及ぼす影

響を検討する。

H 調査方法

5m ー

100m 

図-1 調査海域

大慶則之・町田洋一

ALC標識2日後)を 2万尾づっ収容した。う

ち1統の種苗は平均全長が50mmを越えた17

日間後に、小割生賓の近傍に設置した仕切網

(4mX4mX2m底網無し)に移送し、 7

日間の馴致飼育に供した(以下馴致飼育群)。

残る 1統の種苗は24日間小割生責内で中間育

成を継続した(以下生筆網飼育群)。育成期

間中は、日あたり魚体重の 4--15%のヒヲメ

稚魚用配合飼料を午前と午後の 2回に分けて

投与した。このうち生筆網飼育群には、 ALC

2重標識を装着するため、 1kgあたり 1gの

ALCを吸着させた配合飼料を収容 5日後か

ら5日間連続投与した。

種苗放流は同日に実施した。生賓網飼育群

は全数を取り上げて計数の後小割生責直下に

放流した。思iI致飼育群は囲い網の撤去をもっ

て放流とし、尾数確認は行わなかった。

2.餌料生物調査・放流種苗追跡調査

馴致飼育期間内における仕切網内外の餌料生

物環境を調査するため、ソリネット(間口60cm)

による餌料生物調査を 3回実施した。曳網は仕

切網内と仕切網近傍の底質の異なる数カ所で原

則として20m実施した。放流種苗追跡調査は新

崎湾内の任意の 3線(約500m)をビーム・ト

ロール(ビーム長4.5m)で曳網する方法によ

り、放流日から放流後42日までの間に 5回実施

した。再捕したヒラメは、耳石のALC標識の確

認と胃内容物調査に供した。

1.種苗育成・放流

図 1に示す穴水町新崎地先の海面小割生責 皿 結果及び考察

(4mX4mX2m 底網布張り無し) 2統 1.種苗育成・放流

にALC標識した種苗4万尾(平均全長32mm 結果を表 1に示した。育成種苗の歩留まり

。。



表-1 種苗育成・放流結果

育成開始 馴致開始 放流

月日 尾数 TL五五月日 尾数 TL函百月日 尾数 TL面五 歩留まり%

馴致飼育群 7. 1 20，000 32.0 7.18 8.800 52.0 7.25 (8.800) 58.8 (44.0) 

生責網飼育群 7. 1 20，000 32.0 7.25 1，800 69.6 9.0 

は非常に低く、放流尾数は両群を合わせて

10，600尾となった。歩留まりの低下は、育成

開始から約 1週間にわたって波浪の高い日が

続き、網擦れや共食いの傷に起因する感染症

(滑走細菌症等)が発生したことが原因であ

る。これに対し、ニフルスチレン酸ナトリウ

ムの経口投与を 1週間継続したが、へい死魚

数を迅速に減少させることはできなかった。

今回は底網に布張りのない生責網を使用した

ことが網擦れの一因とみられることから、穴

水湾をはじめとする平穏な内浦海域において

も、生賞網を用いた中間育成にはキャンパス

生地等による底網の布張りが不可欠と考えら

れる。

生責網飼育群にはALCを吸着させた配合

飼料を投与したが、種苗は通常の配合飼料を

よく摂餌したものの、 ALC吸着飼料に対し

ては積極的な摂餌行動を示さず、一度摂餌し

た飼料を吐き出す動作を示す個体もみられた。

このため、放流時にサンプリングした50尾の

生賛網飼育群の耳石観察では、 ALC2重標

識が形成された個体は観察されず、思11致飼育

群との識別ができない結果となった。

放流時の平均全長は、生筆網飼育群が馴

致飼育群を10.8mrn上まわり、車"致飼育群では

成長の停滞がうかがわれた。配合飼料の給餌

を継続したにもかかわらず馴致飼育群の成長

が停滞したのは、収容施設の拡大によって収

-187-

( ):仕切網収容時

容魚の配合飼料に対する捕食機会が減少した

ことと、後述する馴致施設内の餌料生物の減

少が原因であると考えられる。

2.餌料生物調査・放流種苗追跡調査

仕切網内外における餌料生物分布量の推移

を図2に示した。アマモ場では各調査時とも

数量ともにアミ類が多数を占め、 68.8-193.7

個体(0.109吋 .192g)/を示しt:o これに対

し、仕切網内のアミ類分布数量はいずれもア

マモ場の値を下まわった。事11致開始7日後の

7月25日には、仕切網内のアミ類分布個体数

が21.5個体(0.035g)/に低下し、アマモ場の

約1/10の低い値を示した。一方、アマモ場

に隣接する砂泥底ではアミ類の分布が極めて

少ない結果が得られた。ヨコエピ類の分布数

量は概ねアマモ場より仕切網内で高い値が得

られ、仕切網内での分布数量の減少は認めら

れなかった。砂泥底では 7月22日の調査時に

小型のヨコエピ類が多数入網したため、 3幻3

個体/と非常に高い分布個体数が得られたo

モエピ類の分布数は最高でも3.57個体/と全

般に低い値を示した。しかし、分布重量はア

マモ場では全餌料生物分布量の8.5-32.2%を

占めていた。仕切網内では馴致開始2日後の

7月20日に全餌料生物分布量の80%に相当す

るO.38g/のモエピ類が分布したが、以降の

調査ではアマモ場の分布量以下の0.01-0.03g

/に急減した。馴致種苗の胃内容物調査は実



施していないが、平成5年に今回と同一箇所

で実施した馴致期間中の餌料生物調査および

馴致種苗の胃内容物調査の結果では、国11致種

苗は専らアミ類とモエピ類を捕食し、思11致施

設内の分布個体数は施設外と比較してアミ類

が1/3、モエピ類が 1/5に減少する結果

が得られているo したがって、今回の調査に

みられた馴致施設内のアミ類、モエピ類の減

少も、思11致種苗の捕食活動に起因する可能性

が高いと考えられる。
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図-2 調査海域の餌料生物分布
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図-3 放流魚および再捕魚と全長組成と
再捕魚の摂餌率

放流魚および再捕魚の全長組成と再捕魚の

摂餌率(摂餌個体の割合)の推移を図3に示

した。放流日から42日後までに計5回のビー

ムトロールによる追跡調査を実施し、最終回

の9月5日を除く 4回の調査回で計18尾を再

捕した。これらの耳石を検鏡した結果、 ALC

標識された個体が13個体確認されたが、前述

のとおり ALC標識の不備から馴致飼育群と

生筆網飼育群を分離することはできなかったD

ALC標識が確認された個体は放流直後から

ハゼ類、ネズッポ類を専ら捕食しており、ア

ミ類、モエピ類の捕食は観察されなかった。

魚類の捕食が確認された個体の全長範囲は臼.

8--80.4mmであり、餌生物がアミから魚類に

移行する成長段階に相当する。ビーム・トロー

ルの曳網は新崎湾中央部の砂泥域で実施した

が、砂泥域では前述のとおり、アミ類、モエ

ビ類の分布が極めて少ない。したがって、砂

泥域に移動した放流魚はその餌料環境から魚

食性が促進された可能性が考えられる。 AL

C標識が確認されなかった個体は無限側の体

色異常が非常に軽微であり、全個体がハゼ類
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稚魚を捕食していた。穴水湾周辺では平成元

年から種苗放流が継続された結果、熟卵を有

した成魚の漁獲が認められている。したがっ

て、これらが再生産稚魚である可能性は否定

できず、無標識放流種苗と再生産稚魚、の識別

方法についても今後検討が必要である。また、

今回用いたビーム・トロールは砂底仕様のも

のであるが、内湾の砂泥域ではすぐに泥で網

目が塞がり、効率的な採集ができなかった。

今後の調査では、ビーム・トロールの仕様を

砂泥底仕様に変更して採集効率を上げること

と併せて、 ALC標識種苗の放流尾数を増加

し追跡調査の充実をはかりたい。

W 要約

1.穴水町新崎地先で、ALC標識を装着したヒ

ラメ種苗40，000尾を生賛網2ヶ統で中間育成

した。この内 1ヶ統の種苗は仕切網を用いた

短期馴致飼育に供した。育成中に発生した疾

病のため、放流尾数は生筆網飼育群が1，800

尾(TL=69.6mm)、馴致飼育群が8，800尾(TLニ

58.8mm)に減少した。

2. ALCを配合飼料1Kgあたり 1g添加して経

口投与し耳石への 2重標識を試みたが、種苗

はALCi添加飼料を積極的に摂餌せず、耳石

への 2重標識を確認することはできなかったD

3.馴致用仕切網内外の餌料生物分布量を調査

した結果、馴致日数の経過にともなって仕切

網内ではアミ類とモエピ類が顕著に減少した。

アミ類とモエビ、類の分布数量はアマモ場で多

いが、アマモ場に隣接する砂泥底では極めて

少なかった。

4. ビーム・トロール調査で得た計18尾のヒラ

メ稚魚、の内、 ALC標識個体は13尾であった。

これらの個体はハゼ類、ネズッポ類稚魚、を専

ら捕食し、魚食性を示した。
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5. ビーム・トロール調査で得た 5尾の無標識

魚は放流魚の再生産稚魚、である可能性があり、

無標識放流種苗と再生産稚魚の識別方法の検

討が必要である。
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5. オニオコゼ品種改良試験E

一第 2極体放出阻止型雌性発生 2倍体の誘起条件について 2-

目的

オニオコゼは養殖新魚種として、大きく期待

戒田典久・大慶則之

に8，9， 10， 11， 12， 13， 14， 20， 30， 40， 

50， 60， 70，田，叩1，1勝子聞の低温処理を行っ

できる魚であるが、コマーシャルサイズに達す た。

るまでの期間が長く、養殖効率が良いとは言え

ない。そこで、雄よりも雌の方が成長が良い点 E 結果及び考察

に着目し、第 2極体放出阻止による雌性発生の 1.低温処理開始時間の検討

誘起条件を検討した。 低温処理開始時間と伍体形成率、正常ふ化

率、誘起率との関係を図-1、図-2、図-

H 材料及び方法 3に示した。

試験にはオニオコゼの卵及び精液あるいはイ

シダイの精液を用いた。オニオコゼについては、

昨年に購入し養成した天然親魚(TL16.3--32.4 

g， BVV 115--695cm) 59尾のうち数尾を用いた。

またイシダイ(恒.J26.3--30.1cm， BVV 332--593 

g)についても天然魚を養成した 6尾を用いた。

媒精に用いたイシダイ精液は、マダイ人工精

紫で10倍に希釈し、その精液 1miをシャーレに

1mm以内の層となるように塗り広げ、紫外線に

よって遺伝的に不活性化した。オニオコゼの卵

は、卵質の低下を防ぐためにマダイ人工卵柴を

添加して媒精時まで保持した。各試験区1.ト2.5

gのオニオコゼ卵に媒精し、 230C(::t0.20C) 

の譜過海水10miを添加した。その後に洗卵を行

い、処理開始まで230C(士0.20C)のウォーター

パスで保温管理した。

1.低温処理開始時間の検討

水温ooC (士0.20C)の海水で媒精 3，4， 

5， 6， 7分後に20分間の低温処理を行った。

2.低温処理時間の検討

水温ooC (士0.20C)の海水で媒精4分後
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匪体形成率は、実験 1において媒精3、4

分後で30.1、 31.6%の高率となりその後悪く

なった。実験3では、 5分後で最高の14.7%

となった。実験2で、は、卵質が悪かったため

腔体形成まで至る卵はなかった。

正常ふ化率は、実験1の6、7分後で35.0、

38.9%を示した。両区は匪体を形成した卵数

が少なく、ふ化率を求めるのに供した卵数は

20粒程度であり、この為に高い正常ふ化率に

なったと考えられる。実験 3では 3、4分後

で高くなり21.2、21.0%となった。

従って誘起率は、実験 1において 3、4分

後で10.7、9.7%と良い結果が得られた。また

実験3では4、5分後の2.0、1.6%であった。

以上のことより、適正な低温処理開始時間

は昨年度の結果と同様、媒精後3--5分後で

あると思われた。

実験は媒精後の卵を水温230Cで管理して低

温処理を施したにも関わらず、実験の結果は

媒精3--5分後と 2分間の間隔が開いた。こ

の現象を誘起率から考察すると、昨年度の試



2.低温処理時間の検討験結果でも同じ傾向が見られるが、処理区の

低温処理時間と腔体形成率、正常ふ化率、誘起率が低いと適正低温処理開始時間が遅れ

誘起率の関係を図-4、図-5、図-6に示る傾向にある。誘起率が低いことは、卵質が

した。余りよくないことである。従って、卵質があ

今回の実験における匪体形成率は、実験にまり良くない場合は、低温処理開始の時間を

よりばらつきが見られ、処理10分間、 20--40媒精5分後に近づける方がよく、逆に卵質が

分間そして40--70分間に高い値を示した。3分後に近づける方がょいと良い場合には、

正常ふ化率では、処理20--70分間の間で良思われる。

い結果が得られ、特に実験10の処理30、40分

間では15%前後であった。実験10における処
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理100分間の100%は、ふ化率を求めるのに供

した卵数が2粒であったため信頼性は薄い。

誘起率では、Jffi体形成率、正常ふ化率の不

安定な状態が影響し、処理10分間、 20--40分

間、 50--60分間の 3峰で他に比べ良い結果が

得られた。

昨年度は処理20、60分間で良い結果が得ら

れており、今年度においても同じ傾向が見ら

れた。これらを加味すると、適正な低温処理

時間は処理20、60分間のいずれかであると思

われるが、 10分後でも比較的良い結果が得ら

れているので、更に実験を繰り返しデータの

精度を上げる必要があると思われる。

W 要約

1.媒精後の卵を水温230Cで管理し、。 OCの海

水で低・温処理をする場合の適正な低温処理開

始時間は、昨年度の結果と同じで媒精 3--5

分後であった。

2.卵質が悪いと低温処理開始時間を 5分後に

近づけ、良い場合は 3分後に近づけるのが良

いと推察された。

3.媒精後の卵を水温230Cで管理し、 4分後に

低温処理を施した場合の適正な処理時間は、

昨年度と同じ傾向で20、60分間で他より良い

結果が得られた。しかし、 10分間でも比較的

良い結果が得られたので、今後更に検討する

必要が示唆された。
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オニオコゼ精液凍結保存試験6. 

戒回典久・大慶則之

で2%ずつ濃度が増すように調製した溶液で4的目I 

倍に希釈し，更にそれぞれについて平衡時聞をオニオコゼの雄 1尾から採取できる精液の量

(希釈後すぐに凍結)， 0.5， 1， 5， 10分間と。は、他の魚種に比べて微量である。従って人工

変えた。これをドライアイス上に0.05mPずつ滴

下し凍結した後に液体窒素中に保存した。凍結

120時間後に海水O.1mPで融解し精子の運動につ

いて観察した。今年度の運動精子の評価方法は、

受精に用いる際には、数十尾から採取しなけれ

ばならず時間的な制約を受ける。そこで凍結保

存をした精液を実験に用いることが出来ると時

間的に余裕が持てる。また遺伝子の保存の観点

前年度に用いた活力指数の表現を生存指数と変からも重要な方法であるので、その方法につい

え、この値に海水添加20秒後の精子運動速度を

乗じ100で除した値を活力指数とした。精子運

動速度は、ビデオ撮影を行い海水添加約20秒後

の1秒間に運動した距離を測定した。測定個体

て検討を行った。

材料及び方法E 

BW オニオコゼ雄魚20尾 (TL14.5--19.8cm， 

数は、一定視野内の全精子を対象としたo これ59--161g)の精巣を摘出し、その重量の 2倍

ら一連の実験を 1試験区につき 3回ずつ行いそ量の生理食塩水中でミンスし、精子懸濁液を得

の平均値をその試験区の値とした口た。この懸濁液をDMSO最終濃度が2--20% 
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従って今回の実験では 8%-0分区が有効と言結果及び考察亜

える。 10%-0分区、 12%-0分区、 14%-0 図-11こ海水添加20秒後、 120秒後、 240秒後

分区は、海水添加20秒まで活発に前進運動をし

ているがその後極端に運動が鈍る現象が観察さ

のDMSO濃度と平衡時間が精子生存へ与える

影響について示した。精子生存指数は海水添加

20秒後の対照区 (DMSO濃度 0% 平衡時間 れた。魚類における受精は、複数の精子が卵に

接すると 1秒以内で受精を完了する。従って海0分区)で49.9であったのに対し、凍結保存区

水添加20秒まで盛んに前進運動をしていた前述はDMSO濃度8%一平衡時間0分間区で最高

の一連の試験区でも有効である可能性が考えらの14.0と低かった。また対照区の精子生存指数

れる。今後の精子の運動性を観察する場合は、は海水添加120秒後、 24秒後でも殆ど減じなかっ

海水添加直後からの観察が必要であり、更に今たが、凍結保存区では徐々に減じ 8%-0分区

回は良卵が得られずに行えなかった卵への媒精の120秒後で約半数値の7.4、 240秒後でち.9となっ

試験も行う必要がある。

要約

1.凍結保存区では、 DMSO濃度8%一平衡

W 

。
た

図 2にDMSO濃度と平衡時間が精子運動

速度へ与える影響について示した。これは海水

添加20秒後の運動速度を示している。凍結保存

時間 0分区の活力指数が11.0で最も高かった

が、対照区の約 2割であった。

区で最も速かったのは 8%-0分区の77μm/

秒で、対照区の約7割の速さであった。

2. 10%-0分区、 12%-0分区、 14%-0分図-3に精子活力指数について示した。凍結

区は、海水添加20秒後まで盛んに直進運動を保存区で最も高かったのは 8%-0分区の11.0

しているが、その後その運動性は著しく減退であった。対照区の59.6に比べると低かったも

する。のの、活発な前進運動をする精子が多数存在し

たことより受精には影響がないものと思われる。
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チョウセンハマグリ種苗生産試験7. 

大慶員Ij之

結果及び考察

飼育結果を表 1に示した。計11の飼育区で浮

直的目

近年漁獲量が低迷を続けているチョウセンハ

上幼生の飼育を試みたが、各区とも飼育開始 1マグリの栽培漁業化をはかるため、放流用チョ

，...，.， 2日後には大半の幼生が沈下し、大量へい死ウセンハマグリ種苗の生産技術を開発する。

がみられた。この結果、 7飼育区で飼育初期に

浮遊幼生が全滅し、残り 4飼育区でも幼生数が

激減した。浮遊幼生が僅かに生存する 4飼育区

は8"""'9日間飼育を継続し、表2に示す殻長の

沈着稚貝を確認した。しかし、沈着稚員数は各

調査方法

1994年7月5日から18日の間に、茨城県産の

平均殻長77.3mm(59.4--97.5mm)の親貝を用いて

温度刺激により 4回の採卵を試みた。親貝は茨

E 

区とも数十個体と推定され、この段階で試験を

中止した。今回の試験では、温度刺激に対する

城県から到着後、採卵に供するまでの8"""'22日

間、 13.60Cの冷却水をかけ流し無給餌で管理し

反応率は各回とも80--90%と高い値を示したが、fこ。温度刺激は毎回10--12個体を使用し、 13.6

産出卵には死卵や卵径のばらつきが大きい卵が。Cから 3時間かけて約100C昇温する方法で実施

多数認められた。また、浮上幼生にはトロコフォした。得られた産出卵は、受精後100R水槽に

ア幼生からD型幼生に変態できない幼生や、正収容して、 250Cの恒温室内で一晩静置し、翌日

常に遊泳できない奇形幼生、 D型幼生に変態し

ても150μm前後で成長が停滞し死亡する幼生

浮上したふ化幼生を採取した。採取したふ化幼

生は0.5--10.8個体/mPの密度で、 250Cの恒温室

内の100R水槽または200R水槽に収容した。餌

料はパフ守口パを5，000細胞/mPとなるように投

がいずれも多く認められた。したがって、卵質

が優れず、良質な幼生が得られなかったことが、

表-1 チョウセンハマグリ幼生飼育結果

産卵誘発 浮上幼生数

反応♂反応♀供試数 個体

6 2 10 600.000 
5 5 12 1.532.000 

飼育初期の大量減耗の一因として考えられる。与した。
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飼育区

1，080，000 

560，000 

10 

10 

5 

5 

4 

3 

月日

7. 5 
7. 6 

7.18 

7.11 

沈着稚貝の殻長表-2

平均殻長(範囲)μm

203 (198-208) 

169 (137-208) 

231 (213-244) 

226 (203-244) 

飼育日数

9

8

8

8

 

2001-2 

2001-5 

2001-6 

2001-7 

飼育区
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8. 地域特産種量産放流技術開発事業

町田洋一・大慶則之・戒田典久

I 目的 水によって行った。

石川県におけるナマコ種苗生産技術開発は、

1980年から着手し産卵誘発技術の開発及び稚ナ

マコまでの種苗生産技術の開発を実施してきた。

その結果1990年では、合計6rdの生産水槽を使

用して平均体長1.08mmから2.03mmの稚ナマコ653

千個体の生産に成功し、目標としていた生産密

度100千個体/rdの水準に達した。しかし稚ナ

マコ以降の餌料や飼育条件が未開発の状態であっ

た。そのため1994年から本事業で放流サイズで

ある20mm以上の稚ナマコ生産と放流技術開発に

取り組むことになり、近年漁獲量の減少傾向が

認められるナマコ資源の維持培養を目的として

実施することになった。

皿結果の要約

H 調査方法

1.種苗生産技術開発

・採卵は、能登島町箱名ノ入江で採集したア

オナマコを親ナマコとして使用した。また

産卵誘は加温刺激によって行った。

・種苗生産試験は、後期幼生収容密度試験・

餌料試験・大量生産試験を行った。なお浮

遊期間の給餌は、キートセロスグラシリス

及びパプロパルッテリを使用した。餌料試

験区は濃縮クロレラ及びキートセロスグラ

シリス単独の餌料効果について検討した。

2.放流技術開発

・カキ殻を詰めた角型のプラスチック篭を並

べた放流実験礁とさらにカキ殻の上に活き

たカキを散布した実験礁の 2区画を設定し、

各実験礁に 4万個体の稚ナマコを放流した0

・放流後の種苗の生残、移動状況の調査を潜

-196-

し種苗生産技術開発

• 5月17日から27日の間に 6回の産卵誘発を

行い、 3，114万粒を採卵した。また産卵誘

発に使用する親ナマコは、 5月中旬に採集

し、冷却海水による 2日から 7日程度の産

卵抑制及び馴致期間をおいて誘発を行う方

法が妥当である。

-後期幼生の収容密度説験では、 1rdポリカー

ボネイト水槽に波板200枚を収容した生産

水槽の場合、収容個体数は16万個体付近が

最も生産効率が高く、 5mmの稚ナマコ 1万

尾が生産可能となる。

• 5 rdFRP水槽における大量生産試験では、

浮遊幼生から 5mmの稚ナマコまでの生残率

は10.31%から15.79%であった。また各生

産水槽の生産個体数は、 154.6千個体及び

236.8千個体であった。

• 5 rdFRP水槽の大量生産試験では、 4mm

以上の大型群の生産率は5.5%から3.9%で

あり、生残率の高い生産水槽では大型群の

生産率が低い値を示した。

• 1 rdポリカーボネイト水槽の後期幼生収容

密度試験及び 5rdFRP水槽の大量生産試

験によって、平均4.6mmの稚ナマコを136千

個体生産した。

2.放流技術開発

・放流4日後と28日後に追跡調査を実施した

が、実験礁内の残存個体は 2回の調査次と

もカキ殻十活カキ区がカキ殻区を大幅に上





9. モズクの配偶体に与えるホルモンの影響

I 目 的

モズク養殖の問題点は、幼葉時成長が遅く、

珪藻やその他雑草にまかれることにあるO そこ

で、ホルモン投与によるモズクの成長促進の実

験を開始した。本年度は配偶体の成長を検討し

fこO

E 試験方法

配偶体の培養

平成 6年 5月に穴水町および能登島町でモズ

ク母藻を採集した。母藻より複子嚢を採取し、

培養に供した。培養容器は500cc平底フラスコ

を用し¥栄養塩にはアトニック・スーパー Lコ

ンコを 1滴添加した。

平成6年 7月28日にモズクのホルモン処理試

験を開始した。

1.ゼアチン、ジベレリン、インドール酢酸はエ

チルアルコール少量で溶解後、蒸留水で溶解

し、コルヒチンは蒸留水で、溶解した。その後、

培養海水にそれぞれに見合う量を添加した。

表-1 8月 2日観察結果

田島辿生

栄養塩は、アトニックスーパー Lコンコを

1滴加えた。

2.培養容器は、 300cc三角フラスコを用いた。

3.濃度は、 lμg/l、2.5μg/l、5μg/

tとしfこ0

4.植え付け:500cc平底フラスコで培養した

モズクをジューサーで 2分間粉砕した後、 30

ccづ、つ各試験区に添加した。

添加濃度量は、検鏡で計数し、 2，357個体

/2 ccであった。

E 結 果

8月 2日に第 1回目の観察行った。

表 lに肉眼観察により、ブランクを Oとし

た場合の結果を示す。

ジベレリンおよびゼアチンの 1μg/l、2.5

μg/ l、コ/レヒチンの 1μg/lに増加傾向

がみられ、その他では減少傾向がみられた。コ

ルヒチンの 1μg/lでは塊状での増大がみら

れたが、他のものは底部に偏りのない分布での

ブランク 1μg/ l 2.5μg/ l 5μg/ l 

ジベレリン 。 3 

ゼアチ ン 。 3 

インドール 。
コノレヒチン 。 * a 3 

本 a 底に遊離し、やや大きい塊が生じている。

notIce 

o ブランクと同じ

1 やや多い

2 多い

3 かなり多い

1 やや少ない

-2 少ない

-3 ほとんどない
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表-2 8月24日観察結果

ブランク 1μg/ l 2.5μg/ l 5μg/ l 

ジベレリン 。 。 。
ゼアチ ン 。 。 -3 

インドール 。 -3 

コノレヒチン 。 -2 

notIce 

o :ブランクと同じ

1 やや多い

-1 :やや少ない

-2 :少ない

2 :多い 一 3:ほとんどない

3 :かなり多い

増加であった。

8月24日に第 2回目の観察を行った。その結

果を表-2に示す。

ジベレリン全試験区、ゼアチン、インドール

酢酸、コルヒチンの 1、2.5μg/tとも増殖量

が多く、多少の比較が困難な状況にあった。ゼ

アチン、インドール酢酸、コルヒチンの 5μg

/tについては、ブランクに比べ、増殖量は少

なかった。

ゼアチンの 5μg/tは直立同化糸となって

おり、インドール酢酸の 5μg/tは生育不全

であった。

表 -3 10月5日観察結果

植え継ぎによる第 2回次の実験を行った。

実験中の培養底より、 5ccピペットで先だけ

が付くようにし、その部分のみを、別途培養水

(普通滅菌海水)に入れた。このようにとれな

いものはできるだけこの量に類似するような量

を、ピペットでとり、培養水に入れた。

10月5日に観察による各培養の成長比較を行

い、表-3に示す。

ジベレリンの 1μg/t、 5μg/t、ゼア

チンの 1μg/tでの培養では、ブランクより

繁殖が速かった。ゼアチンの 5μg/t、コル

ヒチンの 1μg/tではプランクよりやや速かっ

ブランク lμg/ l 5μg/ l 

ジベレリン

ゼアチ ン

インドール

コルヒチン l

notice 

o :ブランクと同じ

l やや多い

2 多い

3 かなり多い

。
。
。
。

十 2

十 3

。
+ 1 

-1 やや少ない

2 :少ない

-3:ほとんどない
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たが、インドール酢酸の 5μg/tでは繁殖度 (付図)各試験区での配偶体の繁殖傾向

がやや低い傾向がみられた。 (第 2次:10月5日観察)

W 要 約

1.モズクの配偶体を各種ホルモンで培養した口

2. ジベレリン、ゼアチンの 1μg/t、2.5μ

g/ tおよびコルヒチンの 1μg/tではプ
対照 1μg/ t 5μg/ t 

ランクより繁殖度が高く、ジベレリンの 5μ ジベレリン

g/ t、コルヒチンの2.5μg/tではやや高

く、ゼアチン、インドール酢酸の 5μg/t 

では低い傾向がみられた。

3. ホルモンの種類や濃度により、フラスコ底

部に偏り無く繁殖する場合と塊状のまま増大

する場合がみられた。
対照 1μg/ t 5μg/ t 

4.ホルモンの種類や濃度により、配偶体のま ゼアチン

まで繁殖する場合と早期に直立同化糸を形成

する場合がみられた。

(追記)

10月13日にモズク採苗開始(旭化成製造網

3反) :マルチハイデンス水槽にいれ、止水

(2/3水量)にし、培養したモズク配偶体を
対照 1μg/ l 5μg/ l 

インドール酢酸
ミキサーで粉砕し投入し、アトニック Lコンコ

を1カップ(キャップ)入れ、通気する。

養殖:約 1ヶ月の採苗後、のとじま臨海公園

水族館前の魚類養殖筏に垂下し、養殖試験を行っ

た。 1ヶ月後多量のシオミドロが養殖網に付着

し、失敗した。適正養殖場を探索する必要があ

る。 対照 1μg/ l 5μg/ l 

コlレヒチン

200-



10. カキ養殖業振興調査事業

I 目的

七尾湾におけるカキ抑制種苗の効果的でかつ

効率的な生産方法を確立することを目的として、

1993年は1.干出による抑制方法 2.河口域

における抑制方法 3.海底に沈下させる抑制

方法 を検討した。しかしいずれの方法におい

ても成長抑制効果が見られず、逆に干出の場合

は死亡や脱落率の増加となることや干出に係る

作業の増大等の問題が提起されることになった。

1994年度のカキ抑制調査は、これらの問題を

踏まえ抑制方法では密殖による抑制効果を検討

したO またカキの初期成長と餌料量の関係を懸

濁態有機炭素 (POC)を指標として調査し、カ

キの抑制基準となる餌料量について検討した。

H 種カキ抑制調査

1.調査方法

七尾西湾の 2地区(奥原、瀬嵐地区)で密

殖による種カキ抑制試験を実施したO 試験は

8月26日から開始し、奥原地区は簡易垂下式

養殖筏上に間当たり 10本の竹を渡し100連の

採苗連を垂下する方法で、瀬嵐地区は10連・

20連・ 30連を固めて垂下する方法で行った。

(図 1) 

奥原地区

1. a.x 3. 6.に100連吊り下げる

I ..灯油Vン7・

.m-水道用ホース

採水方法

操苗連10連-30連をまとめる

図-1 地区別抑制試験施設

201 

町田洋一

また試験連の管理は奥原地区は杉原昭夫氏

に、瀬嵐地区は木村功氏に依頼した。

抑制状況の調査は、抑制開始から約20日間

隔で各試験連の中央部及び外側の試験連の殻

長測定と採水及び水温の測定を行うと同時に、

奥原地区では抑制筏の外側と中央部、瀬嵐地

区では抑制試験連周辺の流速を小型流速計

G欄東邦電探CM-10S壇)によって測定した。

なお採水した資料はワットマンGFC漉紙で

吸引漉過した後、高感度窒素炭素測定装置

(SUMIGRAPH NC-90A 住化分析センター

側)によってPOCを測定した。

2.結果及び考察

奥原地区の平均殻長の推移を図2に示した。

試験開始時の平均殻長5.15mmが、試験終了

時の10月19日 (25日後)には内側で平均殻長

10.52mm、外側で15.63mmとなり、 5.11mmの成長

差となった。

瀬嵐地区の平均殻長の推移を図3に示した。

試験開始時の平均殻長4.77mmが、試験終了時

の10月19日には、外側で平均殻長17.96mm、10

連中央13.86mm、20連中央12.97mm、30連中央

11.53mmとなり、いずれの試験においても外

側より中央部のカキの成育が遅れ、密殖によ

る抑制効果が認められた。しかし密殖すると

波浪の影響で各採苗連が動揺し、原板の外側

の比較的大きく成育したカキが互いに擦れ脱

落剥離する現象が見られたことから、密殖す

ると抑制の効果は認められるが、カキ付着数

の減少となることが明らかとなった。

また殻長測定と同時に行ったPOCの測定

結果は、表 l、図4に示した。測定時の抑制
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瀬嵐地区試験連の平均殻長の推移図-3奥原地区試験連の平均殻長の推移図-2

ることによって、個体当たりの餌料量を少な説験筏周囲の海水に含まれるPOC量は、 0.5

くし成長を抑制させることが可能と考えられカキ連の内部ほどPOC-1.0mg/1!であり、

しかし今回の試験では、内部ほど平均殻

長が小さく抑制の効果が認められるものの、

波浪による大型個体の脱落を考慮すると、そ

る。量が減少する傾向を示したが、採集場所によっ

ては逆に内部ほどPOC量が多い観測値も得

これは採水できるように設置した水

の抑制効果は測定結果よりさらに下回るもの

また餌料量の指標となるPO

られた。

道ホース内部に浮泥が堆積したためと考えら

れ、試験設定に問題があったものと考えられ と考えられる。

C量も瀬嵐地区の30連の場合48%-55%程度

の餌料量の減少となっても25日間の抑制試験

で平均殻長が11.53mmとなり、

るo

密殖は、海水中に含まれるカキの餌料量を

カキの付着密度を高くすることや表2に示し 目標としてい

る殻長10mm以内よりも上回る結果となった。たように物理的に密殖内部の流速を減少させ

! /ト""'i
ーーー__1_ー-1-_ー」ーーー・ー

ー、〆?
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51.m 
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量

Eom 

一一一十一ーゾ
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2.α氾

1.反)J
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c 
量1.00]

ミ
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POCの測定結果

採集位置 8/25 9/2 9/20 10/19 

外側 0.725 0.584 0.749 1.301 

奥原地区(杉原) 中側 0.629 0.413 1.085 1.081 

中央 0.601 0.333 0.957 1.524 

30連 0.484 0.455 0.825 0.551 

20逮 0.861 0.516 0.711 0.758 
瀬嵐地区(木村)

10逮 0.707 0.391 0.730 1.265 

外側 1.008 0.827 1.045 0.990 

一一

表-1

1

・
a
a
-

-
マ
旬
!
?

POC測定結果

中央

図-4

O.α氾
外側
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流速の観測値と水温
(流迷 a/s，水制OC)

項 u 8/25 9/2 9/20 10-19 

中央部流速 0.0185 0.0040 0.0247 0.0205 

拠Ii，i地区 外 mlj流速 0.0288 0.0123 0.0205 0.0205 

水 il.l 29.4 30.0 25.8 22.8 

f占d1m流 iき 0.0267 0.0123 0.0267 0.0143 
瀬hi:i.地い〈

lド l，lld 29.6 30.2 25.7 22.2 

表-2



皿 餌料条件と成長の関係

1.試験}j法

試験に用いた種ガキは、広島産の親カキを

使用して産卵誘発・人工飼育したもので、付

着器としてスライドグラスに付着させた。

試験は、 301:ポリカーボネイト水槽に超精

密漉過装置(三井造船(槻製MEMCOR超精密

500 

盟国

置

照
度
品

%
v

0.25 

4αlJ 

百
劃
闘

0.25 

aぉ

1・"，，，図日2~1，倒箇η渇.，1mロホ∞i

漉過装置4MSLX-MJB 漉過精度0.2μm)で

処理した海水量を301:入れ、その中央部にカ

キの付着したスライドグラスを 1枚吊るした。

海水は、毎日 1回入れ替えると同時に規定

濃度(500・1000.2000.4000・8000・16似)cell/mi)

になるようにChαetocerosgnαcilis (以下グ

ラシリス)を添加した。またポリカーボネイ
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1回目

図-5 餌料条件別種カキの殻長組成
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ト水槽にグラシリス添加時のPOC濃度を前

述の方法で高感度窒素炭素測定装置によって

測定した。

カキの成長は、 2日毎に30個体を無作為に

測定した。なお試験は、 7月18日から10日間

(開始時平均殻長0.695mm)と8月2日から10

日間(開始時平均殻長1.571 mm--l. 968mm)の

2回実施した。

2.結果及び考察

1回目と 2回目の殻長組成を図5に示した。

また平均殻長の推移を図6に、グラシリスを

添加した海水の積算POC量を図 7に示した。

試験期間中の成長量は、 l回目の500ce11/

dで0.224mm、1000cell/me 0.146mm、2000ce1

1/ me O.272mm，4000ce11/ me 1.∞8mm、8000c

e11/ me 1.215mm、16000ce11/me 1.719mmで
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あり， 2回目では、 0.033mm、0.435mm、0.879

m、1.331mm、2.338mm、2.222mmとなった。

殻長組成の変化は、餌料となるグラシリ

スの添加量が多いほどモードの移行と分散の

傾向が見られ、この傾向は 1回目よりも 2回

目の試験において顕著に見られる。これらの

ことから種カキは、成長の速い個体と成長の

遅い個体が混在するため、カキ全体が一様な

成長をするのではない成長様式をとること、

成長や餌料量が多くなるに従ってこの傾向が

さらに顕著になることが明らかとなった。

また同じ餌濃度でも殻長が大きいほど成長

が良いこと、 3カ月の抑制期間で、殻長10mm以

下とした場合に日間成長量はO.lmm以下とな

ることから、 O.1mm/dayを成長抑制の基準と

すれば，グラシリスの基準濃度が2000ce11/
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図-6 餌料条件別平均殻長の推移
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図-8 1日当たりの平均POCと成長量の関係

mi以下の餌料濃度が抑制には適当であること

も明らかになった。

1日当たりの平均POC濃度と成長の関係

を図8に示した。給餌したグラシリスのPO

C量と基準密度との相関が見られず、培養毎

にその含有率が異なることから、ここでは積

算POC量を指標として取り扱った。

1回目の試験では、

日間成長量(mm)=0.335* POC(mg)-O.Ol1で
2回目の試験では、

日間成長量(mm)ニ 0.712* POC(mg)-0.155 
の関係式が導かれた。いずれの試験でも成育

限界のPOC濃度は、 0.2--0.3mg/Rの範囲で

あり、抑制の基準となる日間成長量がO.lmm

/day以下となるPOC濃度は、殻長0.695mmで

開始した l回目の試験で、 O.5--0.6mg/R、

殻長1.571--1.925mmで、開始した 2回目の試験

では， O.3--0.4mg/ Rとなり、かきの成育に

伴いO.2mg/Rの差があるものの、おおむねO.

3--0.5mg/ Rが成長抑制に効果のある餌料量

の基準と考えられる。

IV 総合考察

密殖による抑制効果は、波浪による原盤周辺

に付着した大型個体の剥離脱落の問題はあるが、

内部のカキほど成長が遅く、抑制の効果を認め

ることができた。しかし密殖筏の中央部等の海

水に含まれるPOC濃度は、筏の周囲の海水に

含まれるPOC濃度よりも低い傾向を示してい

るが、いずれも0.5昭 /R以上である。また周

囲の海水に含まれるPOCの密殖効果による減

少も時化等による流速の増大や周囲のPOC濃

度が高くなるとさらに効果が小さくなることに

なる。今回の試験では、最もカキの抑制効果が

認められた瀬嵐地区の30連でも平均殻長が10mm

以上となり、抑制効果が充分でないこと、七尾

湾の1991年の 9月におけるPO命賦l貼果t)では、

静穏時にもO.7168--2.0147mg/Rで、カキの餌

料となる餌料条件が優れた海域であること等か

ら、七尾西湾における密殖の効果はあまり期待

できないことになる。したがって密殖による抑

制方法では、さらに大規模な抑制筏の設置ある

いはPOC濃度が0.3--0.4mg/R以下の海域で、

しかも流速の遅い海域を選定することが必要と

考えられる。

V 引用文献

1 ) t扮日本水産資源保護協会(1991):平成元

年度養殖漁場管理定量化開発調査報告書.PP
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11. 水産加工新原料開発事業

I 目 的

石川県においてスルメイカは、平成4年度で

3万6千トン漁獲され、マイワシに次いで第 2

位の生産量を誇っている。近年は魚価も低価格

で安定しているため、県内でも生鮮以外に水産

加工品の原料として広範囲に使用され、塩辛を

始めとして、スルメイカの一夜干し、くんせい

品等が製造されている。

また、平成5年水産加工生産量によると、か

まぼこ類は全国で59万トンで 1万5千トン前年

に比べて減少した。これは、スケトウダラを原

料とした冷凍すり身の価格急騰に伴う製品値上

げ以降、ねり製品需要の低迷が続いていること

等によるものである。そこで、スケトウダラに

代わるすり身原料の模索、及び加工法の開発が

以前から望まれているO

スルメイカはスケトウダラにかわる原料とし

て、すり身の製造法が検討されてきたが現行法

では肉質の相違のためか弾力性が得られない。

そこで、当センターではすり身の原料として用

いられるスルメイカの肉質の特性を把握するた

め、スルメイカの漁場別・大きさ別・雌雄別・

成熟度別の一般成分、アミノ酸分析を行った。

E 方法

1.供試試料

供試試料は、 6月29日から11月16日に亘る

約4ヶ月余に日本海及び黄海で白山丸(石川

県調査指導船)により漁獲されたスルメイカ

を用いた口第 l次操業~第 7次操業 (F1 --

F 7 )の漁獲場所は、例えば 1-1 (第 1次

po 
ハU

円
〆
旬

高本修作・浜田幸栄

谷辺礼子・田島迫生

操業の漁獲場所 1)などと記載した。なお、

図1に未記載の第 7次操業の漁獲場所は黄海

である。

第 1次提業~第4次操業 (F1--F4)で

漁獲されたスルメイカを大きさ別に大型、中

型、小型と分けた。全試料の外套長の大きさ

を考慮にいれると、大型は23cm以上、中型は

21"""'23cm、小型は21cm以下とするのが妥当で

あると思われたことから、このようにし、同

じ漁獲場所で同じ大きさのタイプの試料があっ

た場合は、小 1、小2などとした。大きさ別

に分けた試料の中から 3個体選定し、外套膜

をすりつぶし、それらをおおよそ一定割合に

なるように混合したものを実験に供した。

第3次操業~第 7次操業 (F3.......F7)で

漁獲されたスルメイカを成熟度別及び雌雄別

に分けた。成熟度に関しては、日本海区の水

産試験場で主として採用されている判定基準

により、未熟、半熟、成熟と 3タイプに分け

た。雌雄別、成熟度別に分けた試料の中から

2個体選定し、外套膜をすりつぶし、それら

をおおよそ一定割合になるように混合したも

のを実験に供した。

2.実験方法

(1) 魚体測定・一般成分

魚体測定は、供した 2.......3個体の試料を

測定し、平均した。

一般成分は、常法に従って分析した。

(2) アミノ酸分析

島津高速液体クロマトグラフ iLC-10

A高速アミノ酸分析システム」を用いて定



量した。すなわち、検出用試薬としてオル

トフタルアルデヒド (OPA)を用いるポ

ストカラム誘導体化法蛍光検出法を導入

したため、オクトピンも検出されたことか

ら、これも定量した。

直結果及び考察

1.大きさ別による外套膜成分差の相違

第 1次操業~第4次操業の漁獲場所を図 1

に示した。第 1次操業では、日本海の南側で

操業を行っているが、それ以降はできるだけ

同じ系群を追うように操業場所を北に移行し

ている。

(1) 魚体測定・一般成分

各操業毎の漁獲場所、漁獲時期、大きさ

のタイプ、体重、外套長、肝臓重量、一般

成分を表 1に示した。漁獲時期は、 6月29

日から 9月 1日までの約2ヶ月間である。

大きさのタイフ。は、第 1次操業で時期が早

いため小型のものが目立つたが、時期を経

るにつれ大型のものに移行してきた。また、

外套長の長いものは、体重、肝臓重量も大

きい傾向がみられた。

一般成分について、回遊魚が水分と脂肪

分との聞に負の相関があることが知られて

いるが、スルメイカに関してそのような傾

向はみられなかった。

(2) アミノ酸分析

アミノ酸の分析結果を大きさ別に図 2か

ら図4に示した。縦軸はエキス窒素に対す

る各成分(遊離アミノ酸・オクトピン)の

窒素量の割合、いわゆる窒素回収率を表し、

横軸に南から北へと漁獲場所をプロットし

fこ。

遊離アミノ酸とオクトピンの窒素量合計

(絶対量)が各試料において一定ならば、
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エキス窒素と窒素回収率は負の相関がある

といえるが、中型にその傾向があった(図

3)。これに対し、大型はエキス窒素がぱ

らついている割には窒素回収率が一定して

いた(図 2)。窒素回収率あるいはエキス

窒素量は、漁獲場所によってあまり大きな

相違は認められなかった。

図2から図4で比較的多かったタウリン、

フ。ロリン、グリシン、アラニン、ヒスチジ

ンの窒素量と、漁獲場所との関係を図5に

示した。タウリンは、大型より小型に多く

含まれていた。逆にフ。ロリンは小型に少な

い傾向がみられた。グリシン、アラニン、

ヒスチジンは大きさ、漁獲場所による違い

はみられなかった。

50C貯蔵あるいは疲労状態で、アルギニ

ンはオクトピンに代謝される1)，のことから、

これらの窒素量と漁獲場所との関係を図6

に示した。アルギニンとオクトピンは、す

べての大きさのタイプにおいて負の相闘が

あるようであるが、その合計値は、漁獲場

所や大きさによってあまり差がなかった。

2.雌雄別・成熟度別による外套膜成分差の相

違

第3次操業~第 6次操業の漁獲場所を図7

に示した。第4次操業では、日本海の北側で

操業を行っているが、それ以降はできるだけ

同じ系群を追うように操業場所が南下してい

る。

(1)生物測定・一般成分

各操業毎の漁獲場所、漁獲時期、体重、

外套長、一般成分を表 2に示した。漁獲時

期は、 8月3日から11月16日までの約 3ヶ

月半で、雌雄別・成熟度別に測定したが、

傾向は認められず、成分の組成に変動は少

なく、比較的安定していた。



表-1 魚体測定・一般成分(大きさ別)

F-1 

漁獲場所 1 4 
漁獲時期 6/29 7/2 
大 き さ 大 小1 小2 大

体 重 (g) 295.0 172.0 98.5 275.1 185.9 
外套長(個) 23.7 20.3 17.2 23.4 20.9 
肝臓重量 (g) 34.4 15.6 8.2 24.0 15.2 
一般 成分

水 分(%) 75.9 76.1 76.2 75.7 76.3 
粗脂肪(%) 1.4 1.2 1.1 1.4 1.1 

粗蛋白質(%) 20.6 20.3 20.1 20.3 20.6 
灰 分(%) 1.7 1.7 1.7 1.7 1.7 

エ キス -N 825.9 813.4 817.6 816.9 785.1 
(N皿g/100g)

F-2 

漁獲場所 2 4 
漁獲時期 7/1 2 7/1 5 
大 き さ 大 中 大 中

体 重 (g) 297.1 211.9 176.2 281.3 215.2 
外套長(個) 24.2 21.7 20.4 23.6 22.0 
肝臓重量 (g) 34.1 25.2 14.8 31.5 13.4 
一般成分

水 分(%) 78.0 75.9 76.6 75.9 74.6 
粗脂肪(%) 1.4 1.0 1.0 1.5 1.5 
粗蛋白質(%) 20.0 19.9 20.0 20.5 20.4 
灰 分(%) 1.6 1.6 1.6 1.6 1.8 

エ キス -N 816.6 738.7 713.2 596.7 716.3 
(N圃g/100g)

F-3 
漁獲場所 1 3 
漁獲時期 8/3 8/5 
大 き さ 大 中 大 1 大2
体 重 (g) 292.0 204.0 142.0 327.0 258.0 
外套長(叩) 23.7 21.6 20.4 24.7 23.2 
肝臓重量(g) 34.1 14.3 14.1 22.7 22.2 
一般 成分

水 分(%) 73.9 75.9 75.8 76.6 75.6 
粗脂肪(%) 1.3 1.2 1.1 1.3 1.4 
粗蛋白質(%) 20.4 19.1 17.8 17.0 19.4 
灰 分(%) 1.7 1.7 1.7 1.7 1.7 

エ キス -N 673.2 601.7 658.1 704.4 577.3 
(Nmg/l00g) 

F-4 
漁獲場所 9 
漁獲時期 8/24 9/1 
大 き さ 大 1 大2 中 大 中1
体 重 (g) 356.0 278.0 210.1 329.4 257.1 
外 套長 (ω) 25.2 23.6 21.9 24.8 22.9 
肝臓重量(g) 29.8 27.7 21.6 38.9 24.4 
一般成分

水 分(%) 76.4 75.9 74.8 75.9 74.9 
粗脂肪(%) 1.4 1.5 1.3 1.3 1.4 
粗蛋白質(%) 20.1 20.6 21.4 21.0 21.5 
灰 分(%) 1.7 1.7 1.8 1.7 1.8 

エキス -N 653.0 698.0 676.7 755.2 712.9 
(N略/100g) 
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5 6 

7/3 7/4 
中 小1 小2 I 

209.7 139.4 137.1 103.3 I 
21.7 19.6 19.1 17.4 
19.7 11.2 8.3 5.7 I 

76.7 75.9 75.8 75.9 
1.1 0.9 1.2 

19.7 20.3 20.6 21.0 

1.6 1.7 1.7 1.7 I 

547.3 658.7 721.6 686.9 

5 8 

7/1 5 7/1 8 
大 中 大 中

121.2 349.1 255.4 136.9 310.1 266.1 
19.0 27.6 23.0 19.4 24.2 22.9 
9.8 61.8 25.4 7.9 33.8 23.4 

75.8 75.0 76.2 76.1 74.4 75.4 
1.5 1.0 1.5 1.2 1.4 1.1 

19.8 20.8 19.8 20.5 19.7 20.6 
1.7 1.6 1.6 1.7 1.7 1.6 

677.9 665.0 612.1 710.1 671.7 583.8 

6 

8/8 
中 中

198.0 257.0 160.8 
21.4 22.8 20.1 

11.2 19.7 13.3 

76.7 75.2 75.7 
1.3 1.5 1.5 

17.8 19.3 18.8 

1.6 1.7 1.7 

634.5 663.0 693.0 

中2

196.5 I 
21.1 

16.1 

76.1 
1.3 

20.8 
1.8 

627.9 
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表-2 魚体測定・一般成分(雌雄別・成熟度別)

水 分(%) 75.3 75.4 75.1 

組脂肪(%) 1.3 1.4 1.5 

組蛋白質(%) 20.3 19.9 20.5 

灰分(%) 1.7 1.8 1.7 

エキス-N 686.0 689.3 696.0 
(Nmg/100g) 

'28 

74.4 

1.4 

21.0 

1.8 

770.1 

操業回数

& 

'32 

75.0 

1.4 

21.0 

1.8 

691.2 

75.6 

1.3 

20.2 

1.7 

625.8 

'34 136 

75.2 73.8 74.5 

1.4 1.5 1.4 

20.3 20.4 21.2 

1.8 1.7 1.7 

771.5 732.8 693.9 

46 

44 

42 

40 

38 

36 

34 

'38 '4口 '42 

図-7 操業回数と漁獲場所(雌雄別・成熟度別)
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75.8 76.8 76.1 

1.5 1.4 1.5 

20.6 19.9 20.2 

1.7 1.7 1.7 

716.3 694.3 611.4 
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図-9 遊離アミノ酸の変化

雌(成熟度別)

(2) アミノ酸分析

タウリン、プロリン、オクトピン、アル

ギニンについて測定し、漁獲場所との関係

を図8、図 9に示した。タウリンとプロリ

ンの関係は、雌で若干、負の相関があるよ
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うに思われるが明確ではなかった。オクト

ピンとアルギニンの関係は、雌雄共に負の

相関が強かったが、合計値に傾向はみられ

なかった。また、各成分で、雌雄別・成熟

度別、漁獲場所別による差はみられなかっ

fこO

3.考察

スルメイカをはじめとする無脊椎動物の遊

離アミノ酸分析は以前から行われている 3)0

スルメイカの外套膜の成分量は季節により著

しく変動することが知られ、諸条件を考慮し

幅広く検討することが示唆されている。また、

オクトピンはイカ・タコ類に特に多く含まれ

る物質で生命維持に不可欠であるが、この量

も無視することはできないとされている。従っ

て、本実験では、漁獲時期、漁獲場所、大き

さ、雌雄、成熟度などを考慮に入れ、遊離ア

ミノ酸及びオクトピンを定量した。

図10下のように、イカの一種は疲労状態に

なると、アルギニン減少とともに、オクトピ

ンが増加し、プロリンの減少量も多くなる 2)

ことが知られている。また、貝の一種は嫌気

条件下でタウリンが徐々に増加する 4)という

報告もあるO 従って、図10上のように、小型

が大型よりもタウリンが多く、プロリンが少

ないのではなく、何らかの原因で、小型だけ

が疲労していた可能性もある。しかし、疲労

状態でア lレギニンからオクトピンに代謝する

ので、タウリン増加とともにオクトピンも増

加し、プロリン減少とともにアルギニンも減

少すると考えられるが、そのような結果は本

実験で認められなかった。従って、成分差の

違いが疲労の相違とは考えにくい。

また、今回の実験では、漁獲の早い時期に

は小型が多く、遅い時期には大型が多いこと

から、成分差の相違は時期による環境水中の



塩分濃度の違いである可能性もある。しかし、

塩分濃度の違いが原因ならば、漁獲場所によ

る傾向がみられると考えられるが、実験結果

からは見受けられなかったので、これも考え

にくい。

従って、本実験結果から、大きさによって

成分差が異なるという結論が得られた。

大きさとタウリン・プロリンとの相関係数

を以下に示した。[タウリン 外套長]の相

関係数は-0.76であり、強い負の相関がみら

れたが、[プロリン一外套長]の相関係数はO.

53で、相関は弱かった。[タウリンープロリ

ン]の相関係数は -0.58、[タウリンー肝臓重

量]の相関係数は-0.61、[プロリン 肝臓重

量]の相関係数は0.58で何れも相関は弱かっ

たO 以上の結果から、タウリン・プロリンと

外套長との相関関係を図11に示した。

ほ乳類に関して現在までに明らかにされて

いるタウリンの生合成は何れもシステインを

経由するものである 5)O しかし、スルメイカ

におけるシステイン量は微量のため、[シス

テイン→タウリン]の経路は考えにくい。一

方、甲殻類では、グルコース、グルタミン、

セリンからタウリンが合成されることが知ら

れている 5)O 従って、解糖系等と関与があり、

スルメイカの大きさによって異なる他の経路

がある可能性が示唆される。

プロリンは[グルタミン→グ、ルタミン酸→

プロリン]の生合成経路が知られている 6)O

また、あるイカ類では、グ、/レタミン酸、アラ

ニン、クエン酸回路の諸成分に代謝している

といわれている。本実験では、プロリンは変

動しやすく、スルメイカの主成分で、外套長

及びタウリンと関係がみられたが、今後は生

合成・代謝経路を解明していくことが課題で

あると考えられる。

本実験で、オクトピンとアルギニンは負の

相関関係にあったが、これらの含有量が漁獲

時期及び漁獲場所によってかなり異なってい

ることから、各サンプルの鮮度が違っている

可能性が高い。また、大きさ男IJによって成分

差がみられるようであるが、漁獲時期、漁獲

場所、雌雄、及び成熟度による顕著な差は認

められなかった。従って、大きさ、鮮度を十

分考慮にいれ、すり身を作っていくことが重

要であると考えられる。

負の相関

11~ スルメイカ ⑭ ⑥ 
〉 ^ 

大型スルメイカ ⑥ ⑥ 
負の相関

疲労 ーーーー" ⑭増¥⑮減「
関連なし

疲労 ーー一ー~ Oct増Ars 減-J

図-10 無脊椎動物の遊離アミノ酸の変化
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W 要 約

1.スルメイカのすり身製造法の開発のため、

原料特性を把握することとし、大きさ別、雌

雄別、成熟度別に外套膜の一般成分及び遊離

アミノ酸を分析した。

2.供試試料は、 6月29日から11月16日に日本

海及び黄海において 漁獲されたスルメイカ

を用いた。

3.大きさ別、雌雄別、成熟度別に一般成分を

測定したが傾向は認められず、成分の組成に

変動は少なく、比較的安定した。

4.大きさ別に遊離アミノ酸を測定したところ、

タウリンは大型や中型より小型に多く含まれ、

逆に、プロリンは小型より大型や中型に多く

含まれていた。また、オクトピンとアルギニ

ンとの聞に負の相関がみられたが、これは鮮

度が違っていることによる可能性が高い。雌

雄別、成熟度別に測定したが傾向はみられな

かった。

5.今後は鮮度条件の違いによる原料特性の把

握と、スルメイカ肉の加工条件の検討を行い

fこし1。
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12. 多獲性魚類有効利用技術開発試験

(1 ) 地域特産品の改良試験

I 目的

本県に海面養殖されているサクラマスは魚体

重 1kgサイズ以下のものは、鮮魚としての単価

も安く利用頻度が低いことから、養殖小型サク

ラマスの用途拡大を図るために、これを用いた

ソフト薫製製品の試作試験を行った。

E 試験方法

1.原料 養殖サクラマス

2.製法

原料の頭部・内蔵を除去し、三枚卸にした

後に立て塩にて 1日塩蔵(低温で)にする。

その後、調味液で 1日(低温で)漬け込みし、

乾燥を半日とあん蒸を半日繰り返し、適度な

硬さに成るまで行い、薫煙は、藤木式薫製乾

浜田幸栄・高木修作・谷辺礼子

量に漁獲され、小鯛鮪等に利用されているが、

価格は低迷している。近年、本県能登地域にて

生産されている魚醤油「いしり」が自然発酵調

味料として風味も高く、旨いと脚光を浴びてい

ることから、この魚醤油を使った「いしり」味

一夜干し試作試験を行った。

H 試験方法

1.原料 マダイ

2.製 法

原料の小型マダイを腹聞きにし、偲・内蔵

を除去・洗浄したものを調味液(イワシやイ

カを原料にした 2種類の魚醤油を主に使用)

に半日漬け込み、風味付けしたものを、冷風

乾燥機で 1日乾燥し製品とした。

燥機CH-Olを使用し、爆材は桜チップで E 結 果

冷爆で 1目掛けた後、魚肉の表面に油が渉み いしり風味のマダイは、魚醤独特の灰かな香

でた物は拭き取りし、真空包装で仕上げた。 りと旨昧が増し、外観ともおおむね良好な製品

となった。

E 結果

養殖サクラマスは皮下脂肪が多いことから、

煤煙の掛かり具合の悪さや乾燥、爆煙時に油が (3) 水産物加工技術開発試験

渉み出てくる等の難点があったが、煤煙の湿度 I 目 的

調整や油の拭き取りにより解消でき、真空包装 本県に漁獲されるシロザケの用途拡大を図る

することで衛生的・見栄えの良い製品となり、 ために、その魚肉を利用した自然、醸造食品とし

普及指導を行った。 てシロザケ魚肉味噌の醸造試作試験を昨年に引

き続き行った。

(2) 多獲性低(未)利用資源の利用促進試験 H 試験方法

I 目 的 1.原料魚

本県沿岸では、春先にマダイ等の小型魚、が大 手取川で漁獲されたシロザケ (B、Cブナ)



を用いた。

2.原料処理

シロザケ(ドレス凍結原料)→解凍(一夜)

→筒切り→レトルト蒸煮 (30分)→皮、骨除

去→チョッパー→仕込み原料

3.仕込み方法

仕込み原料をほぐしたものに食塩、米麹を

表1の割合で混ぜて、常温状態で 1週間毎に

切り返しをしながら熟成するまで行った。

4.分析方法

エキス N:一般常法。

水溶性 N:一般常法。

遊離アミノ酸:田島の総説に示された方法

表-1 魚肉味噌の仕込み割合

試料 混合割合(%)

No. 1 仕込み原料に対して、食塩25、米麹100

No. 2 11 30、 100 

No. 3 /1 35、 100 

によって抽出した後、島津アミノ酸分析シス

テム (LC-l0A型)を用いて定量。

E 結 果

魚肉味噌の塩分仕込み割合別によるエキス-

N量の変化を図 1に示した。

エキス-Nは塩切歩合に関係なく 4ヶ月まで
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図-1 魚肉味噌塩分仕込み割合のエキス-N経年変化
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図-3 塩分25%添加区エキス・水溶性-N及び遊離アミノ酸量の経年変化
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図-4 塩分30%添加区エキス・水溶性一N及び遊離アミノ酸量の経年変化
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図-5 塩分35%添加区エキス・水溶性-N及び遊離アミノ酸量の経年変化
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魚肉味噌の遊離アミノ酸量は先にも述べたよ増加し、その後増減を繰り返しながら 7ヶ月目

うに塩分添加量の少ないもの程多く、含有組成で最高値に達し、減少する傾向が見られ、その

で見るとアスパラギン酸、グルタミン酸及びアピーク値は25%区で1079.3Nmg/100g、30%区

ラニンの頗で多く、また、遊離アミノ酸含量ので1063.6N mg/100g、35%区で941.1N mg/100g 

増加に特に関与しているのはアスパラギン酸、

グ、ルタミン酸及びタウリンであり、旨味の増加

であり、塩分の割合が高いもの程少なかった。

魚肉味噌の塩分仕込み割合別による水溶性-

N量の変化を図2に示した。 に相伴っている。

水溶性 Nはエキス-Nとほぼ同様の傾向を

察考W 示し、 7ヶ月目のピーク値は25%区で1073.0N

以上の結果と前固までの水産物の利用に関すmg/100g、30%区で1037.4Nmg/100g、35%区

る共同研究報告のとおり塩切歩合が2以下ではで、929.9Nmg/100gであった口また、図 3から

敗しやすく、塩切歩合が高くなるにつれて酸図5に示すとおり塩分添加割合毎のエキス -N

固形物の溶解が遅くなり熟成期間が長くなる事量と水溶性 N量はほぼ同じで、遊離アミノ酸

から、塩切歩合は 3までが良い結果が得られた。量(単位:mg/10g)では25、30%区ではあま

また、この魚肉味噌にはヒスタミンの生成は見り差は見られず、 35%区が低い値を示した。

られなかった。魚肉昧噌の塩分仕込み割合毎の遊離アミノ酸
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13. 平成 6年度特定海域養殖業推進調査

I 目 的

北部日本海域は冬期の波浪や低水温等の理由

より、海水魚養殖があまり普及していない。そ

こで本事業は、これらの問題を克服し海水魚養

殖の振興を図る目的で、 1990年度より国の委託

を受け実施している。本県では、 1990年度、

1991年度にサクラマス、オニオコゼを、それ以

降はオニオコゼを供試している。今年度は海面

小割網生責で飼育する際の適正飼育密度、施設

の形状について調査した。

E 調査方法

1.養殖適地調査

冬期でも比較的静穏で、養殖に適している

と思われる能登島町通り地区と田尻地区の海

域を1994年9月21日、翌年2月14日に調査し

た。調査項目は、水質についてNH.-N、N02-

N、N03-N、PO.-P、COD、DOを、底質に

ついて全硫化物、 COD、強熱減量、粒度組

成を調べた。

2.養殖試験

(1) 飼育密度試験

全長170mm、体重103gの1990年群の個体

を飼育密度10kg/rrf、15kg/rrfとなるよう

に、また全長111mm、体重27gの1992年群の

個体を飼育密度10kg/rrfとなるように生筆

網に収容し、対照として陸上 1kRポリエチ

レン水槽に10kg/rrfとなるように収容した。

試験期間は1944年2月9日から周年6月24

日までの133日間とし、ドライベレットを

給餌した。

(2) 施設形状試験
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戒田典久・大慶則之

全長144mm、体重65gの1992年群の個体を

3.8m x 3.8m x 2.0mの生筆網に収容した。

ドライペレットの給餌により 1994年6月24

日から同年10月27日までの120日間飼育し、

施設の大型化による養殖効果について検討

した。

直結果

1.養殖適地調査

水質については、 2月の能登島町通り地区

のPO.-P0.57μg-at/ R_、底質では、 2月の

能登島町通り地区の全硫化物 0.334mg/g、C

OD 21.8mg/g、田尻地区の全硫化物 0.273mg

/gが水産用水基準より高かった。その他の

項目については、基準より低かったO

2.養殖試験

(1) 飼育密度試験

1990年群の試験終了時の全長及び体重は、

10、15kg/rrf区でそれぞれ181mm、120g、

対照区でそれぞれ175mm、102gとなり、今

回は密度の違いによる差は見られなかった。

しかし、対照区と比較すると海面区の方が

増重した。生残率は、 10kg/rrf区で、97.3%、

20kg/ rrf区で97.8%、対照区で82.8%であっ

た。

(2) 施設形状試験

試験終了時には全長162mm、体重85g、生

残率は85.5%となり、これまでの小型生賓

網(1.7mx 1.7m x 1.5m)や陸上水槽での

飼育結果と違いが見られなかった。従って、

生筆網の大型化が図られることが示唆され

fこO



[報告誌名 1994年度特定海域養殖業推進調査報

告書 1鈎5年 3月 北海道・青森県・秋田県・

石川県]
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種苗生産・配付・放流概要

能登島事業所分

1.マダイ(石中健一) 6 9 0千尾

-放流用配付(3円/尾、全長 30 mm) 

加賀市漁協 (7/28) 4 0千尾海面生責網中間育成

-放流橋立地先 (8/12) 尾数不詳 (全長70--80mm)

金沢港漁協 (7/26) 2 0千尾海面生責網中間育成

-放流金沢港地先 (8/17) 2 0千尾 (全長40--50mm)

羽咋漁協 (7/29) 3 0千尾海面生賓網中間育成

-放流滝港地先 (8/8) 5千尾 (全長57mm)

内浦漁協 (7/28) 150千尾直接放流 松波地先

珠洲市 (8/6 ) 100千尾海面生筆網中間育成

-放流飯田地先 (9/8) 6 3千尾 (尾文長77mm)

日本釣振興会石川県支部 (7/26) 6 0千尾直接放流 蛸島地先

-試験放流(全長 30 mm) 

水産総合センタ (7/2 8) 125千尾七尾北湾

水産総合センター (7/28) 5 0千尾西海地先

-養殖用配付 (2 4円/尾、全長40 mm) 6業者 115千尾

2. クロダイ(石中健一) 7 6 5千尾

-放流用配付(6円/尾、全長 30 mm) 

加賀市漁協 (7/28) 1 0千尾直接放流 橋立地先

小松市漁協 (8/3) 1 0千尾直接放流 安宅地先

美川漁協 (8/5) 1 0千尾直接合流 美川地先

金沢市漁協 (8/1 ) 1 0千尾直接放流 金石地先

内灘町漁協 (8/6 ) 3 0千尾直接放流 内灘地先

富来町水産振興協議会 (8/3) 3 5千尾直接放流 福浦地先

富来町水産振興協議会 (8/3 ) 3 5千尾直接放流 西浦地先

富来町水産振興協議会 (8/4) 7 0千尾直接放流 西海地先

羽咋漁協 (7/2 9) 8 0千尾海面生筆網中間育成

-放流滝港地先 (8/8) 3 3千尾 (全長46mm)

内浦漁協 (7/28) 3 0千尾直接放流 松波地先
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能都町漁協 (8/3 ) 200千尾海面生筆網中間育成

-放流田ノ浦地先 (10/2) (尾文長92mm)

穴水湾漁協 (8/1) 3 5千尾直接放流 穴水湾地先

中島町 (8/4) 3 0千尾直接放流 七尾西湾

七尾市漁協 (8/3 ) 2 0千尾直接放流 七尾南湾

七尾鹿島漁協 (8/2 ) 5千尾直接放流 七尾北湾

日本釣振興会石川県支部 (8/8 ) 6 0千尾直接放流 金沢港、安宅地先

-試験放流(全長3Omm) 

水産総合センター (8/7 ) 4 0千尾高浜地先

水産総合センタ (8/3 0) 2 5千尾七尾北湾

-養殖用配付 (2 6円/尾、全長40 mm) 2業者 3 0千尾

3.クルマエピ(橋本達夫)早期 3，800千尾、従来 1，3 0 0千尾

・放流用配付(早期 O.9円/尾、従来O.6円/尾、 3Omg換算値)

(早期)

南浦漁協 (7/20) 4 0 0千尾直接放流

-放流七塚地先

羽咋志賀水産振興会 (7/12) 1， 5 0 0千尾海面囲い網中間育成

-放流柴垣地先 (7/26) 尾数・サイズ不詳

安部屋地先 (7/26) // 

輪島市漁協 (7/8 ) 300千尾海面固い網中間育成

-放流光浦地先 (7/20) 9 7千尾 (28mm) 

内浦漁協 (7/8 ) 1 ， 000千尾海面囲い網中間育成

-放流空林地先 (7/21) 4 1 1千尾 (28mm) 

能登島町 (7/8 ) 600千尾海面囲い網中間育成

-放流野崎地先 (7/22) 163千尾 (29mm) 

-放流向田地先 (7/22) 7 2千尾 (29mm) 

(従来)

加賀市漁協 (8/2 ) 150千尾陸上水槽中間育成

-放流橋立地先 (8/19) 5千尾 (45mm) 

塩屋地先 (8/25) 1 3千尾 (50mm) 

小松市漁協 (8/3) 5 0千尾陸上水槽中間育成

-放流安宅地先 (8/29) 尾数・サイズ不詳
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金沢市漁協 (8/1) 200千尾陸上水槽中間育成

-放流金石地先 (8/13) 5 1千尾 (49mm) 

内灘町漁協 (8/6 ) 200千尾直接放流

-放流内灘地先

穴水湾漁協 (8/1 ) 200千尾直接放流

-放流中居地先

七尾漁協 (8/6 ) 500千尾海面囲い網中間育成

-放流新保地先 (8/27) 9 6千尾 (55mm) 

4. ヨシエピ(橋本達夫) 2，000千尾

-放流用配付(O. 6円/尾、 30昭換算値)

穴水湾漁協 (9/14) 500千尾直接放流

-放流中居地先

中島町 (9/8 ) 600千尾直接放流

-放流塩津地先

能登島町 (9/3 ) 300千尾海面囲い網中間育成

-放流通地先 (9/2 1) 3 4千尾 (42mm) 

七尾漁協 (9/13) 500千尾直接放流

-放流石崎地先

須曽漁業生産組合 (9/19) 100千尾直接放流

-放流須曽地先

5. アワビ(橋本達夫) 215千個

-放流用配付 (20円/個、殻長 16 --2 0 mm) 

輪島市漁協 (5/27) 150千個陸上水槽中間育成

光浦育成場

珠洲市 (10/27) 3千個陸上水槽中間育成

-養殖用配付 (30円/個、殻長 16 --2 0 mm) 2業者 6 2千個

6. アカガイ(西尾康史) 1， 2 4 0千個

-放流用配付(1円/個、殻長 2mm) 

七尾湾漁業振興協議会 (9/1 ) 600千個海面垂下中間育成

-養殖用配付(1円/個、殻長 2mm) 

七尾漁協 (9/5 ) 6 4 0千個
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志賀事業所分

7. ヒラメ(四登淳) 8 1 2千尾

-放流用配付 (4円/尾、全長30 mm) 

加賀市漁協 (7/ 6) 4 5. 0千尾陸上水槽中間育成

-放流橋立地先 (7/2 3) 1 5. 9千尾 (57mm) 

塩屋地先 (7/3 0) 1 7. 4千尾 (63mm) 

小松市漁協 (7/ 6) 31.0千尾陸上水槽中間育成

-放流安宅地先 (7/2 2) 2 4. 0千尾 (50mm) 

美川漁協 (7/18) 3 6. 0千尾仕切網中間育成

-放流美川地先 (7/28) 3 6. 0千尾 (60mm) 

金沢市漁協 (7/11) 2 9.0千尾陸上水槽中間育成

-放流金石地先 (7/2 3) 1 5. 5千尾 (回mm)

押水漁協 (7/2 3) 2 2. 0千尾直接放流

-放流押水地先

羽咋漁協 (6/28) 5 8. 0千尾生責網中間育成

-放流滝地先 (7/2 0) 1 9. 2千尾 (70mm) 

福浦漁協 (7/2 2) 5. 0千尾直接放流

-放流福浦地先

西海漁協 (7/2 1) 5 8. 0千尾陸上水槽中間育成

-放流西海地先 (8/ 4 5. 6千尾 (48mm) 

西浦漁協 (7/11) 2 2.0千尾陸上水槽中間育成

-放流西浦地先 (7/24) 尾数不詳 (7伽un)

羽咋志賀水産振興会 (7/20) 7. 0千尾陸上水槽中間育成

-放流柴垣地先 (7/13) 5.7千尾 (230mm) 

門前町漁協 (7/18) 8.0千尾陸上水槽中間育成

-放流門前地先 (7/24) 7. 7千尾 (50mm) 

輪島市漁協 (7/12) 8 1. 0千尾陸上水槽中間育成

-放流輪島地先 (7/25，26) 77. 0千尾 (78mm) 

寺家漁協 (7/21) 1 4. 0千尾陸上水槽中間育成

-放流寺家地先 (3/1 5) 5. 0千尾 (192mm) 

内浦漁協 (7/ 8) 6 2.0千尾陸上水槽中間育成

-放流 。千尾

能都町漁協 (7/12) 3 6. 0千尾仕切網中間育成

-放流田ノ浦湾 (8/ 2) 尾数不詳 (59mm) 

穴水北部漁協 (7/18) 9.0千尾生責網中間育成
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-放流前波地先 (8/ 1 ) 6. 3千尾 (65mm) 

穴水町沖波漁協 (7/13) 2 7.0千尾生筆網中間育成

-放流沖波地先 (7/24) 尾数・サイズ不詳

甲漁協 (7/ 1 4. 0千尾陸上水槽中間育成

-放流甲地先 (7/15) 1 O. 8千尾 (54mm) 

穴水湾漁協 (6/2 9) 2 O. 0千尾生賓網中間育成

-放流新崎地先 (7/18) 8.8千尾 (58mm) 

(6/2 9) 2 O. 0千尾生責網中間育成

-放流新崎地先 (7/25) 1.8千尾 (80mm) 

(7/ 2 ) 2 O. 0千尾生責網中間育成

-放流中居地先 (7/19) 1 2. 3千尾 (60mm) 

七尾漁協 (7/16) 3 6. 0千尾生筆網中間育成

-放流七尾南湾 (8/ 2) 8. 7千尾 (59mm) 

七尾鹿島漁協 (7/ 1 ) 2 6. 0千尾仕切網中間育成

-放流鵜の浦地先 (7/15) 1 7. 8千尾 (58mm) 

佐々波漁協 (7/ 7) 1 9. 0千尾生筆網中間育成

-放流佐々波地先 (7/22) 6. 5千尾 (66mm) 

能登島町漁協 (7/ 4) 7. 0千尾生筆網中間育成

-放流向田地先 (7/25) 4. 6千尾 (84mm) 

野崎漁協 (7/19) 1 8. 0千尾生賓網中間育成

-放流 日出ケ島地先 (8/1) 1 O. 9千尾 (57mm) 

緩目漁協 (7/13) 37. 0千尾生責網中間育成

-放流緩白地先 (7/25) 2 4. 2千尾 (56mm) 

-養殖用配付 (40円/尾、全長40 mm) 4 5. 0千尾 6業者

8. ガザミ(四登淳) 2 0千尾

-放流用配付(1円/尾、甲幅 5mm) 

松任市漁協 (7/22) 2 0千尾直接放流松任市地先

9. アワビ(吉田敏泰) 120千個

-放流用配付 (20円/個、殻長 16 --2 0 mm) 

高浜漁協 (5/26) 2 0千個直接放流大島地先

羽咋志賀振興会 (5/2 5) 2 0千個中間育成赤住種苗育成場

富来町水産振興協議会 (5/24) 6 0千個直接放流福浦、富来湾

千ノ浦、鹿頭地先
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門前町漁協 (5/24) 3千個直接放流深見地先

珠洲市 (10/27) 1 7千個中間育成小泊育成場

1 O.サザエ(吉田敏泰) 610千個

-放流用配付 (3円/個、殻長5mm) 

加賀市漁協 (8/ 5) 1 0千個直接放流橋立~片野地先

高浜漁協 (11/22) 2 0千個直接放流大島地先

羽咋志賀振興会 (6/3 0) 1 0千個中間育成

(11/24) 110千個直接放流羽咋~赤住地先

富来町水産振興協議会 (8/ 1 ) 2 0千個中間育成

5千個直接放流福浦港地先

(11/24) 7 5千個直接放流赤碕~富来湾地先

門前町漁協 (8/ 9) 1 5千個直接放流剣地、赤神

黒島地先

輪島市漁協 (11/25) 200千個直接放流輪島、紬倉島地先

珠洲北部漁協 (11/24) 4 0千個直接放流長橋、片岩地先

寺家漁協 (11/25) 2 0千個直接放流寺家地先

七尾鹿島漁協 (11/25) 2 5千個直接放流鵜の浦地先

緩目漁協 (11/25) 5 0千個直接放流緩目地先

佐々波漁協 (8/10) 1 0千個直接放流佐々波地先

n
h
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1. マダイ種苗生産事業

I 種苗生産

1.採卵

5月12日に海面筏の生け賞網 (4X4X4

m5節)で管理飼育した親魚199尾(雌雄不

明)を船で当事業所へ運搬し、採卵池 (130

nf角形コンクリート水槽)へ収容した。地先

水温は14.40Cであった。

5月24日より採卵を開始し、 6月10日まで

に13回の採卵で35，470千粒 の卵を得た。飼

育水槽 (50nf角形コンクリート水槽)へは

24日の浮上卵2，150千粒と、25日の浮上卵2，900

千粒、計5，050千粒より4，000千粒 (1，000千粒

/槽)を4槽に収容した。

親魚池水温を図 l、採卵数を図2、年別採

卵数を図3に示した。

2.陸上飼育

卵収容後2-3日を要して得られた瞬化仔

魚3，580千尾(瞬化率89.5%)を、飼育水槽

(実容積40nf)で37-40日間飼育し、平均全

長16.32mrnの稚魚950千尾生産した。解化仔魚

からの平均生残率は26.5%となった。

餌料系列は、開口が見られた瞬化後3日目

よりワムシ 1-8億個体/日/槽、 17日目よ

りア lレテミア4ケ斗剃g/日/槽(卵乾燥重量)、

27日目より配合飼料50-400g日/槽を沖だし

迄与えた。給餌は、ワムシ 1-3回/日、ア

ルテミア 1-3回/目、配合飼料3-4回/

日投与し、配合、ア/レテミアは早朝(5 : 30) 

を自動給餌とした。 1槽当たりの総給餌量は、

ワムシ155億個体、アルテミア8.92kg(卵重量)、

配合飼料1.97kg投与した。
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注水は瞬化後 3日目より 0.2回転 (8nf/ 

日)の微流水で飼育し、飼育日数とともに徐々

に水量も増し、 35日目には 6.0回転 (240nf/

日)に増量した。又、飼育水へは、 2日目よ

舗



り沖出し迄濃縮生クロレラ0.5.-..，.，3.0L /日/

槽を添加をした。

底掃除は瞬化後7.-..，.， 8日目までに 1回行い、

20日目迄は 1回/2日、配合投与時の27日目

表-1 種苗生産結果

生産池 No. 1 

採卵月日 5/24 

収容卵数(千粒) 1，000 

瞬化率 88.1 

癖化仔魚(千尾) 881 

成長及び 月日 千尾

生残率 mm % 

第 1回 5/27 881 

計数 2.69 

第 2回 (10日目) 6/6 855 

計数 4.02 97.0 

第 3回 (20日目) 6/16 555 

計数 6.25 62.9 

沖だし月日 7/6 

沖だし迄の日数 40臼

沖だし時全長(阻) 16.65 

沖だし尾数(千尾) 200 

沖だし迄の生残率(%) 22.7 

表-2 飼育事例 (No.3水槽)

ワムシ(億個体〉

アルテミア (g) 

〈卵乾燥重量)

配合 (g)

1-3 

2 

5/24 

1，000 

86.5 

865 

月日 千尾

mm % 

5/27 865 

6/6 821 

4.46 79.4 

6/16 436 

6.14 50.4 

7/5 

39日

16.53 

250 

28.9 

2-8 

以降は、毎日行うようにした。

種苗生産結果を表 l、飼育事例を表2、給

餌量を表 3、全長と生残数を図4、5にそれ

ぞれ示した。

3 4 計

5/25 5/25 5/24，25 

1，000 1，000 4，000 

92.3 91.1 89.5 

923 911 3，580 

月日 千尾 月日 千尾 月日 千尾

mm % mm % mm % 

5/28 923 5/28 911 5/27.28 3，580 

2.69 

6/10 ⑬ 733 6/10 ⑬ 827 6/6.10 3，236 

4.09 79・.4 4.28 90.7 4.21 

6/16 ⑮ 592 6/16 ⑮ 594 6/16 2，177 

6.40 64.1 6.73 65.2 6.38 78.6 

7/4 7/4 7/4-7/6 

37日 37日 37日-40日

14.72 17.4 0 16.32 

350 150 950 

37.9 16.4 26.5 
しー

Oの数字は僻化後日数

沖 出

8-5 5-4 計 15 5億個体

75-300 300-900 8. 92 kg 

50 -60 -150 -250 -400ー 1. 97kg 
蜘 a -布・I '/1 .. Eノー

注水量(回転)止水一-0.2一一0.35一一一0.5一一一一1.0一一1.5-2.0一一一-3.0-3.3-3.5-3.7-5. 0-6. 0-

浪縮生クロレラ 01-) 1.0 O. 1.0一一一一1.5寸.81.5-2.0-一一-2.5 3.0 62. 8tt 

水温("C)← 16.9- 18.6 ---- 18. 9 - 21. 6 ーー・'‘帽・b 20.9 - 21.8 →-21.0 - 21. 9→ 16.9 - 21. 9 

全長 (mm)2.69 4.09 5.33一一-6.4 8.80-一一11.70一一12.80一 14. 72mm 

フ化後日数 5 1 0 1 5 20 25 30 35 37日目
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表-3 給餌量(陸上飼育) 表-4 中間育成結果

餌の種類 日 数 給餌率/日/槽

ワム シ(億) 3-39日 1-8 

アルテミア(卵乾i燥重量g) 11-39日 45-900 

配 合(g) 21-39日 50-400 

水槽換水率/日/槽 0.2-6.0回転

水 温 (OC) 16.9-21.90C 

表-5 中間育成給餌量

開始時期 7月 4日

収容生貸，数 4X4X3m 180径 21統

開始の魚体 16.32 mm 

収容密度 (nD 133尾

餌の種類と給餌量
配合3・7生餌(7ミエピ，サパ)複合ビタミン外割5%
ビタミンE剤外割O目5% 30-200kg/日

取上げ尾数，時期 516千尾 7月 20日

取上げ魚体の大きさ 30皿皿

中間育成の生残率/通算 60.6 % / 16.0 % 

kg 

日 付 配 lEL 3 生餌料(アミエビ) 複合ビタミン剤 ビタミンE剤 計

7/4-7/13 603.00 1，395.00 94.50 9.45 2，101.95 

7/14-7/23 606.00 1，530.00 102.00 10.20 2，248.20 

7/24-8/2 680.00 1，635.00 107.00 10.70 2，432.70 

8/ 3-8/12 345.00 750.00 44.00 2.90 1，141.90 

計 2，234.00 5，310.00 347.50 33.25 7，924.75 

3.中間育成

陸上水槽で生産した 950千尾(平均全長

16.32mm)の稚魚を、 7月4日---6日にかけ

てカナラインホース(径50mm)50m x 4本を

つなぎ、当所試験船に載せた 1rrfパンライト

へサイホン輸送し、海面中間育成施設まで運

搬した。 180径ナイロンモジ網 (4X4X3

m) 27統に収容して、中間育成を開始した。

モジ網は稚魚の成長や網の汚れにともない、

120径、 80径と順次交換し、 16日間飼育した

結果平均全長30mmの稚魚576千尾生産した。

中間育成での生残率は60.6%で瞬化仔魚から

の生残率は16.0%となった。

餌料はマダイ用配合飼料28.2%、冷凍三陸

アミ 67.0%に複合ビタミン剤外割の4.4%、ビ

タミンE剤外割0.4%をチョッパーで混餌し

て与えた。給餌は沖出しから10日目まで10---

15回/日 (6時---19時30分)与え、 11日目か

らは 6---10回/日 (9時---16時30分)投与し

fこO
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ビタミンEliIJ(0.4%) 
複合ビタミン剤 (4.4%)

生餌料(アミエピ)(67.0%) 

図-6 中間育成給餌率

給餌量は、魚体重の20<Y-150%を目安に沖

出し後10日目まで与え、 20日目迄は 150--50

%、 20日目以降は5か】20%を与えた。

中間育成結果を表4、中間育成給餌量を表

5、給餌率を図6、沖だし後の成長を図 7に

示した。

E 結果の概要

1.養成親魚199尾より、 4，000千粒の浮上卵を

得、 50nf水槽(飼育水40nf) 4面に収容し

た。

2. 3，580千尾(瞬化率89.5%)の仔魚を37--40

日間飼育し、平均全長 16.32mmの稚魚950千

尾生産した。

3. 7月4日--6日にかけて中間育成施設の生

け責網 (180径)27統に収容した。

4.中間育成施設で網替えや給餌を行い、 16日

間飼育した結果、平均全長30mm稚魚576千尾

生産した。

E 問題点と今後の課題

1.シオミズツボワムシ適正量の把握

飼育初期よりワムシを投与するが、残餌と

関
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して多く飼育水に残り、栄養価の少ない餌と

なっているようだ。

2.網替え、選別等の作業力の確保
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2. クロダイ種苗生産事業

I 種苗生産

1.採卵

海面生け筆網で飼育した親魚 345尾を、 5

月19日に船で当事業所へ運搬し、採卵池 (130

d角形コンクリート水槽)へ収容した。

5月24日より採卵を開始し、 6月10日まで

に13回の採卵で81，620千粒の卵を得た。飼育

水槽 (50rrf角形コンクリート水槽)へは24日

の浮上卵4，500千粒、 25日の浮上卵8，150千粒

6月7日の浮上卵6，095千粒、計18，740千粒よ

り11，000千粒 (1，000千粒/槽)を11槽に収容

しfこO

親魚、池水温を図 1、採卵数を図 2、年別採

卵数を図 3に示した。

2.陸上飼育

飼育水槽へ収容した卵11，000千粒より、 2

--3日を要して得られた瞬化仔魚10，104千尾

(瞬化率91.8%)を37--39日間飼育し、平均全

長13.82rnmの稚魚1，430千尾生産した。瞬化仔

魚、からの平均生残率は14.1%となった。

餌料は、開口が見られた瞬化後3日目より

ワムシ 1--5億個体/日/槽、 18日目よりア

ルテミア25--300g(卵乾燥重量)/日/槽、

27日目より配合飼料50--150g /日/槽を、

沖だし迄与えた。給餌は 9時--17時の間にワ

ムシ 1--3回/日、アルテミア 1--3回/日、

配合飼料 3回/日を手撒きで投与し、早朝

(5 : 30)はワムシ、アノレテミアを自動給餌

とした。 1槽当たりの総投餌量は、ワムシ

100.5億個体、アルテミア2.42(卵乾燥重量)、

配合飼料840gとなった。
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飼育水槽は、例年同様廻りを遮光し直射日

光が入らないようにした。卵字化後7日目迄上

部の遮光幕も二重で覆い飼育していたが、飼

育水槽が照度25ルクス以下の仔魚は、摂餌が



少なく、光への反応も弱いため l部を 1重に

し少し明るくした。

又、飼育水へは瞬化後3日目より濃縮生ク

ロレラ 1--4L/日/槽を沖だし迄添加した。

注水量、底掃除についてはマダイ同様に行っ

。
た

種苗生産結果を表 l、飼育事例を表2、給

餌量を表3、全長と生残数を図4--7にそれ

ぞれ示した。

3.中間育成

陸上水槽で生産した平均全長13.82mmの稚

魚、1，430千尾を、 7月4日--6日にかけて船

表-1 種苗生産結果表

生産池No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 計

採卵月日 5/25 5/26 5/26 5/26 5/27 5/27 5/24 5/24 5/25 5/25 5/24-6/7 

収容卵数(千世) 1，000 1，000 1，000 1，000 1，000 1.000 1，000 1，000 1，000 1，000 11，000 

現存化率附 97.5 94.1 80.2 93.8 96.4 99.2 84.3 99.6 87.4 89.7 91.8 

解it好魚(干尾) 975 941 802 938 964 992 843 996 874 897 10，104 

成長及び 月日 千尾 月日 千尾 月日 千尾 月日 千尾 月日 千尾 月日 千尾 月日 千尾 月日 千尾 月日 千尾 月日 千尾 月日 千尾

生残数 阻E % 皿皿 % E血 % mm % mm % mm % 皿m % 血m % 血皿 % 血m % 皿m % 

第 1回 5/28 978 5/29 941 5/29 802 5/29 938 5/30 964 5/30 992 5/27 843 5/幻 996 5/28 874 5/28 897 5/27-6/9 10，104 

計数 2.60 

事2困(10日目) 6/6⑨制 6/10⑫fIJl 6/10⑫657 6/10⑫859 6/10⑬738 6/10⑪629 6/6 491 6/6 393 6/10⑬釘36/10⑬676 6/6目10 6，587 

計数 4.ω@88.3 3.99 64.5 4.04 81.9 3.96 91.5 3.88 76.5 3.96 63.4 3.59 58.2 3.57 39.4 3.92 77.0 3.78 75.3 3.87 65.1 

第3困(20日目) 6/16⑩刷 6/21 361 6/21 257 6/21 必46/21 465 6/21 488 6/16 408 6/7No.7移槽 6/16⑩454 6/16⑩415 6/16.21 3，962 

計数 7.41 67.4 6.00 38.3 7.06 32.0 7.10 48.4 6.93 48.2 6.14 49.1 5.90 48.3 6.28 51.9 5.99 49.2 6.69 39.2 

沖出し月日 7/4 7/5 7/6 7/5 7/6 7/6 7/5 7/5 7/5 7/4-7/6 

神出しit;の日数 37日 37日 38日 31日 37日 37日 39日 38日 38日 37日-39日

神出し時全長(・) 14.06 12.78 15.87 14.02 13.85 12.84 13.65 13.57 13.76 13.82 

制し時閣(千尾) 250 200 90 250 280 10 80 200 70 1，430 

神出し卸生残率制 25.5 21.2 11.2 26.6 29.0 1.0 9.4 22.8 7 .8 14.1 

0数字は瞬化後日数

表-2 飼育事例 (No.1水槽)

ワムシ(億個体)

沖 出

1-2 2-3 3.5-5 T 5-3 計 100. 5億個体

50-120 100-300 2.42kg 

50一一一-6080 150一一 840g 
臨B. .胸BI Z/3 .， 1ノZ

0.35一一←0.5一一一-1.0-一一-2.0一一一2.5守 3一一3.3-3.7-5-6一一

ー 0-1-2 3-2-3一一3.5一一一4 3 87. 5 ~l-

18.8 19.1 - 21.9 司』 20.9 - 21. 5 --20. 9 - 21. 9→ 11.0 - 21. 9 

50 20 - 170 --90-1.600 ... 照度計故障の為欠測

遮光幕一部1重

4.03 5.53 7.41-8.65 12. 26一一 14.06mm 

5 1 0 1 5 20 25 30 35 37日目

アルテミア (g) 

〈卵乾燥重量)
配合 (g)

注水量(回転〕止水一→.2一

iJI総生クロレラ Ol.) 2-1-

水温('C)← 17.0-

照度 (Lu x) ← 30 -

全長 (mm)2.60 

フ化後回数
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図-6 生残数

で海面中間育成施設まで運搬し、沼m径カナ

ラインホース(長さ10m)を使ってモジ網240

径 (4x 4 x 3 m) 36統に収容した。稚魚の

成長や網の汚れに伴いモジ網は180径、 120径、

80径と順次交換し、給餌についてはマダイと

同様に与えた。

万

尾

1園

泊予
銅

7il 

6日

関

4il 

謁

2日

1日

目

ロ

+ 

企

陸上

。
Aロ

。
"ロ

5 10 15 2日お 30 35 4il 

フ化後日数

百 No7水槽 +No8水槽 。No9水槽 ~ NolO水僧

図-7 生残数

中間育成で23日間飼育した結果、平均全長

30mmの稚魚784千尾を生産した。中間育成の

生残率は54.8%で、癖化仔魚からの通算生残

率は7.75%となった。

中間育成結果を表4、沖だし後の成長を図

8に示した。

表-3 給餌量(陸上飼育) 表-4 中間育成結果

餌の種類 日 数 給餌率/日/槽 開始時期 1 J1 4日

ワム シ(億) 3-38日 1-5 収容生策，数 4X4X3m 240径 36統

アルテミア(卵乾燥重量) 18-38日 25-300 開 始 の 魚 体 13.82 mm 

配 合 (g) 21-38日 50-150 収容密度 (nf) 821尾

水槽換水率/日/槽 0.2-6.0回転
餌の種類と給釘量

配合3:7生餌 (7~エピ，サパ)複合ビタミン外割5%
ビタミンE剤外寄1]0.5% 20-150kg/日

水 温 (OC) 11.0-21.90C 
取上げ尾数，時期 184千尾 7月21日

取上げ魚体の大きさ 30 mm 

中間育成の生残率/通算 54.8 % / 1.15 % 
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H 結果の概要 E 問題点と今後の課題

1.初期減耗要因の把握1.養成親魚345尾より、 11，000千粒の浮上卵を

得、 50rrf水槽(飼育水40rrf)11面に収容した。

2. 10，104千尾(瞬化率91.8%)の仔魚を37--

39日間飼育し、平均全長13.82mmの稚魚1，430

千尾生産した。

直射日光を遮るため、水槽の周囲を遮光幕

で覆い飼育しているが、照度が50ルクス以下

の飼育水の仔魚は、摂餌が少なく、活力も良

くなかった。

3. 7月4日--6日にかけて中間育成施設の生

け筆網 (240径)36統に収容した。

2.濃縮クロレラ添加期間、量の把握。

4.中間育成施設で網替えや給餌を行い、 23日

間飼育した結果、平均全長30mmの稚魚784千

尾生産した。

皿田

沖だし後の成長

切

40-1・・・，..

30 1...~…………ー…十………ージ才~~~._...…一一十一 I 3 

a t..t....二二二宇~............:

1日-f-..:…一一一一一…~.....……ー……・ E ・-…..二:.:.."l._寸…I1 

._......~.--1・M・
自国 I _________・......J...一一...._.-_.

1日調 30

沖だし後日数

ロ平均全長mm +平均体重g

図-8 沖だし後の成長
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3. クルマエビ種苗生産事業

tt- 1 方 法

1.親エピ

種苗生産に用いた親エピは、 1994年 5月10

日及び11日に185尾と155尾をいずれも愛知県

一色町より購入し、購入総尾数は担O尾であっ

た。

2.飼育水槽

飼育には、屋外コンクリート水槽のうち加

温装置付きのもので、 200トン 3面の計600ト

ンを用いた。

3.餌料系列

餌料は、屋内水槽 (32トン)と屋外水槽

(100トン水槽を水量20トンで使用)で培養し

た珪藻 (Chaetocerosgracilis)をZ1期~

P初期に、シオミズツボワムシ(濃縮クロレ

ラで培養し、投与前にテトラセルミスで2次

浸漬した)をZ3--P1に、アルテミア幼生

(北米ソルトレイク産)をM3-P5に、冷

凍アミエピをP1--P nに、配合飼料(側

ヒガシマル製クルマエピ配合飼料)をP1--

pnに、ビタミン強化餌料(側ヒガシマル

製ピタプローン)をP1--pnに投与した。

表一 1-1 クルマエビ種苗生産結果

使用水槽

生産 容積 使用 収容 完全 一部 未 発死 産卵

水量 収容月日 尾数 産卵 産卵 産卵 率

回次 トン トン 尾 尾 尾 尾 尾 % 

1.A-2 200 200 5/10 185 45 41 80 19 39.4 

1.A-4 200 200 

1.A-3 200 200 5/11 229 37 62 108 22 43.9 

合計 600 600 5/10.11 414 82 103 188 41 35.7 

4.換水量

橋本達夫・古沢優・石中健一

西尾康史・上根一洋

換水は、 1日1槽当たりM1--P1まで30

トン、 P2--P5まで40トン、 P6--P 10ま

で50トン、 P11--P 15まで10トン、 P16-P

20まで100トン、 P21--P25まで150トン、 P

25-P30まで200トン、 P30以降は350トンを

目安として適宜増減して行った。

E 結 果

種苗生産結果を表-1ーし 2に飼育事例を

表-2-1--3及び図-1， 2に示した。

N 

1500 

1100 

種苗生産を1994年 5月10日--8月6日に行い、

P49-P13、平均体重11.1--288.3mgの稚エピ

223.1万尾を生産したo

0生産池A-2では産卵率39.4%、 1尾当たり

の癖化N数は30.2万尾であった。 N期に生産

池A-4に分槽し、幼生の状態をみながらZ、

M期に密度調整を行った。

0生産池A-3では産卵率43.9%、 1尾当たり

の瞬化N数は18.1万尾であった。幼生の状態

をみながらN及びM期に密度調整を行い飼育

した。

幼生数(万尾) 歩留り(%)

N Z M N P N 

Z M P 1 pn ー→・ ー.. ・ ー+ 一一歩 一-+ 一一歩

Z M P1 P1 pn pn 

1400 900 850 62.5 93.3 倒 .2 94.4 56.6 7.3 4.1 

740 700 640 136.6 67.2 94.5 91.4 58.1 21.3 12.4 

1800 1000 860 740 24.0 55.5 86.0 86.0 41.1 3.2 1.3 

4400 3140 2460 2230 223.1 71.3 78.3 90.6 50.6 10.0 5.0 
_L_.___ 」一一」ー 」一一
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0生産池A-4では、 Z期に密度調整を行い幼

生の状態やPH値に注意して珪藻が不足しな

いように投与した結果、多量舞死は見られず

順調に経過した。

期:3ケ/cc、M2期:4ケ/cc、M3期:

5ケ/cc)より 1ケ減らした量を投与したが、

飼育は順調に経過した。

0いづれの生産池でもz-P初期まで幼生の状

態やPH値に注意して珪藻が不足しないよう

に投与した結果、多量の舞死は見られず順調

に経過した。

E 問題点

0ワムシは、いづれの生産池においても規定量

(Z 2期:1ケ/cc、Z3期:2ケ/cc、Ml

表-1-2 クルマエピ種苗生産結果

取り上げ 生産重量

尾数体重総 / 
生産回次 月日 ステージ 体重 飼育水量

万尾昭 kg kg/トン

1. A-2 7/12 P49 47.0 84.7 39.86 0.50 

" 7/20 P57 15.5 206.0 32.10 

1. A-4 7/8 P45 16.1 71.7 11.ω 0.57 

" 7/8 P45 36.8 71.7 26.ω 

" 7/8 P45 70.8 71.7 切.80

" 7/12 P49 12.9 202.4 26.29 

1.A・3 8/1 P回 4.3 22Q.4 9.ω 0.31 

" 8/1 P68 3.3 22Q.4 8.30 

" 8/2 P69 2.9 22Q.4 6.47 

" 8/3 Pマ0 0.9 249.7 2.30 

" 8/6 P73 3.0 288.3 8.ω 

" 8/6 P73 9.6 2渇8.327.ω 

合計 7/8-8/6 P45-73 223.1 250.32 0.41 

表-2-1 生残尾数と水温(クルマエピ)

日 数 。 3 

水 温 23.0 

ステージ N 

生残数 1，100万

生残率 100% 

備 考 A-2より分槽 密度調整行う

表-2ー 2 成長の推移(クルマエビ)

ステージ

平均体長 (mm)

平均体重(略〕

生産尾数

/ 
飼育水量
万尾/トン

0.38 

o.ω 

0.12 

0.37 

6 

23.0 

Z 

740万

67.2% 

O珪藻の投与量について

Z期に餌料不足にならないよう、幼生数に

対する飼育水中で、の適正珪藻量を把握する必

要があると考えられる。

投餌量
配合投与量

施 肥 珪 藻 ワ ム シ ア ル 配 合 ア ミ CAR / 
テミ エピ 生産重量

トY分 ki 億アkgl kgl kgl kg 

128.5 43.5 7.84 181.54 1ω.5 2.52 7/19M・8へ|

79.5 31.5 6.80 135.91 189.0 1.18 

177.0 40.3 6.84 鈎7.66178.0 4.70 

385.0 115.3 21必 615.11 557.5 2.45 

11 15 59-63 

23.0 23.2 23.0 

M P 1 出荷

700万 640万 136.6万

63.6% 58.1% 12.4% 

-236-



表-2-3 飼育事例(クルマエピA-4 200rrf水槽)

珪 藻 (rn' ) 
3.0 7.0 12.5 13.0 4.0 
7.0 15.0 15.0 5.0 5.0 

1.3 5.7 5.4 
5.4 5.3 8.4 (Z 3-P 1) 

0.380.280.28.0剖
1.121.120.980.480.48 
0.410.42 

也旦I 78.0 46.5 26.5 

ワムシ(億個体)

アルイミア (kg) 

アミエビ (kg)

配 合 (kg) 0.99 17.85 32.39 
つ写→ ←寸専一 ←寸写ー

7.92 22.72 
2号 4号

換水量(rn') I 30 I 50 70 I 100 I 150 200 

日.04
6号

200-300 

換水ネットの目合 60 十一一一 40 30一一一一一

水 温 ("C) ←23.0-23.2→←23.0-23.3→←23.0-23.5→←23.0-23.5→←23.3-23.5→← 21.3- 23.5→ 

体 重(昭) 0.6 1.5 2.6 4.4 9.3 17.0 23.3 27.0 52.8 71.7 202.4 

ステージ N Z M P1 PlO P20 P30 P40 

日 数 (日)

10 20 30 40 50 60 

(万尾)

500 

1，000 

。
10 20 30 40 50 60 (日)

図-1 飼育期間中の生残尾数の変化(クルマエビ)

(昭)

体重 州 70
(皿)

30， 体長一一一一一
/ I f-60 

， ， 
， ノト50
， 

20斗 / 
_ _../. 

ト40

30 

e/二~
10 -l ---圃圃・-圃'且_'匝.- -・-・・回'

_ ・副・---・_--
E圃.---ー-・圃・

。
10 20 30 40 50 60 (日)

図-2 飼育期間中の成長状況(クルマエピ)
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4. ヨシエビ種苗生産事業

I 方 法

親エピの入手は、能登島町須曽より 7月10日

に12尾、 7月17日に14尾、 7月24日に13尾の合

計39尾を購入した。飼育には、加温装置付き屋

外コンクリート水槽で200トン 2面、 100トン l

面の計500トンを使用した。

餌料系列は、屋内外の水槽で培養した珪藻

(Chaetoceros gracilis)をZ1期-P初期に、

冷凍アミエピを P1-P32に、配合飼料(側

ヒガシマJレ製クルマエピ配合飼料)をP1-P 

nに、ビタミン強化飼料(鮒ヒガシマル製ビ

タプローン)をP1-pnに投与した。

珪藻の維持管理については、昨年の経過から

多量に培養珪藻を投与し続けることが結果とし

て舞死発生の誘因になると思われたことから、

換水を行いながら培養珪藻を投与し、同時に施

肥も行い天然珪藻の発生につとめた。天然珪藻

が発生してからは、餌料不足と思われるとき以

外は培養珪藻を投与せずまたワムシについても

投与せず飼育を行った。

表-1-1 ヨシエピ種苗生産結果

使用水槽

生産 容積 使用 収容 完全 一部 未 舞死 産卵

橋本達夫・古沢優・石中健一

西尾康史・上根一洋

E 結 果

種苗生産結果を表ー 1-1， 2、飼育事例を

表-2-1-3及び図-1， 2に示した。

ヨシエピの種苗生産を1994年7月10日から 9

月14日まで 3回次行い、生産尾数121.1万尾、

生産重量96.6kgを生産し、その時のステージは

P42-43、平均体重60.6-139.1mgで、あった。

1.第 1回次種首生産飼育経過

親エピを 7月10日に12尾購入し、ただちに

水槽に搬入し加温飼育を行った(設定水温28

-300C)。産卵率は、 54.1%で収容親エビ l

尾当たりの平均瞬化N数は5.8万尾であった口

珪藻はZ期より施肥を行ったが天然珪藻の

発生が少なかったので、換水量に注意しなが

ら培養珪藻を投与した。ワムシについては、

最初から投与せず飼育を続けたが、舞死はあ

まり見られず順調に経過した。

2.第2回次種苗生産飼育経過

親エピを 7月17日に14尾購入し、ただちに

水槽に搬入し加温飼育を行った(設定水温28

-300C)。産卵率は、 64.2%、収容親エピ l尾

当たりの平均瞬化N数は23.5万尾であった。

幼生数(万尾) 歩留り(%)

N Z M N P N 

水量 収容月日 尾数 産卵 産卵 産卵 率 N Z M P 1 pn 一一歩 ー+ -+ 一一歩 _，砂 ー→，

回次 トン トン 尾 尾 尾 尾 尾 % Z M P1 P1 pn pn 

1.A-1 1∞ 100 7/10 12 4 5 3 。54.1 70 70 70 70 7.9 100 1∞ 100 100 11.2 11.2 

1.A-3 200 200 7/17 14 7 4 2 1 64.2 330 330 330 320 33.9 100 100 96.6 96.6 10.5 10.2 

l.A-4 2ω 2∞ 7/24 13 6 4 3 。61.5 400 400 400 380 79.3 100 100 95.0 95.0 20.2 19.8 

合計 500 5∞ 7/10-24 39 17 13 8 1 61.8 800 800 800 770 121.1 100 100 96.2 96.2 15.7 15.1 
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珪藻は、前回と同様に天然珪藻がうまく発

生せず、換水量に注意しながら培養珪藻を投

与した。

ワムシについては前回と同様、投与しなかっ

fこO

3.第 3回次種苗生産飼育経過

親エビを 7月24日に13尾購入し、ただちに

水槽に搬入し加温飼育を行った(設定水温28

--300C)。産卵率は61.5%、収容親エビ 1尾

当たりの平均瞬化N数は30.7万尾であった。

珪藻、ワムシについては、第九 2回次と

同じ方法で飼育を行ったが、特に舞死は見ら

れず順調に経過した。

表-1-2 ヨシエビ種苗生産結果

取 り上げ 生産重量 生産尾数

尾数体重総 / / 

生産回次 月日 ステージ 体重 館育水量 飼育水量

万尾 mg I kg kg/トン 万尾/トン

1. A-1 9/3 P43 7.9 139.1 11.10 0.11 0.07 

2. A-3 9/8 P43 33.9 ω6 20.60 0.10 0.16 

3. A-4 9/13 P42 46.4 81.3 37.80 0.32 0.39 

11 9/14 P43 32.9 82.3 27.10 

合計 9/3-14 P42，43 121.1 ωι139 96.6 0.19 0.24 

表-2-1 生残尾数と水温

臼 数 。 2 3 

水 温 29.7 30.7 30.3 

ステ ージ 親 取りあげ N 

完全産卵 6 
生残数 一部産卵 4 400万

未産卵 3

生残率 100% 

表-2-2 成長の推移

ステージ

E 問題点

1.飼育水中における珪藻について

今回は、天然珪藻の発生が少なく培養珪藻

を投与して飼育を行った。今後、培養珪藻の

投与量と換水量について検討する必要がある。

2. P 初期の発死について

昨年度みられたP初期で、の舞死について今

年度は水温300Cで飼育を行ったところ、着底

以後の飼育経過が順調であまり舞死がみられ

なかった。

投餌量
配合投与量

施自巴珪藻ワムシアル配合アミ CAR / 儀考
トン テミ エビ 生産重量
分kP億アkgl kgl kgl kg 

57.0 23.3 50.0 2ω 

540 61.5 105.3 45.0 5.18 

170 99.0 145.0 ω.5 2.23 

710 217.5 273.6 155.5 2.83 

4 7 10 52-53 

30.0 30.0 30.3 30.3 

Z M P 1 出荷

400万 400万 380万 79.3万

100% 100% 95% 19.8% 
上一一一一一
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表-2-3 飼育事例(ヨシエピA-4 2∞d水槽〉

珪 藻 (rrf)

アミエビ (kg)

配 合(同)

換水量(m')

換水ネットの目合

水

体

温 CC)

重(昭)

3.0 15.5 20.0 13.0 
6.0 17.0 21.0 3.5 

~ 11.0 15.0 17.0 10.5 

3O.剖
5号

13.81 
3耳

31.23 
4号

65.14 
I写

10 20 nu 
c
U
 

A
U
 

n毛
U 1∞ 150 200 

1∞一一一一一- 60 40一一一一→ー一一一 30一一一

30.0-30.1→←30.0-30.1→←30.0-30.2→←29.8-30.0→←29.7-29.8一一一一一一

0.07 2.0 5.0 10.1 81.3 82.3 
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図-1 飼育期間中の生残尾数の変化(ヨシエビ)
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5. アカガイ種苗生産事業

I 方法

1.親貝

1994年6月10日香川県粟島漁協より養殖ア

カガイ200個(殻長63.4mm--112.5mm)を宅配便

で搬入した。

2.産卵誘発

親貝を精密漉過海水で洗浄した後 180Lア

クリル水槽に30個体収容し、誘発は 2段階に

水温を上昇させる温度刺激法によって行った。

水温上昇は、 21.80Cの開始時水温から30分

で250Cまで昇温し、 3時間その水温を維持し

た後、再び加温して30分で上限水温の280Cを

維持し観察を続けた。

誘発に用いた海水は、すべて精密漉過海水

を使用し、昇温には、サーモスタット付き 1

kwチタンヒーターを使用した。

3.採 卵

温度刺激中に誘発に応じた個体は、直ちに

取り出し、あらかじめ精密漉過海水を貯めて

ある30Lポリエチレン水槽に雌は 1個体づ、つ、

雄は数個体収容し、放精、放卵を行わせ、終

了後親貝を取り上げ、精子懸濁液を少量づ、つ

卵が収容されている水槽に注入し、軽く撹拝

して受精させた。

受精卵は沈下卵のため、受精させた水槽の

上澄みを流し、新しい漉過海水を足し余分な

精子などを取り除く洗卵を 2--3回繰り返し、

常温でトロコフォア幼生になるまで静置管理

しfこO

4.飼育

受精後約24時間で浮遊している幼生をサイ

フォンで抜き取り回収し、 FRP製2t水槽
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(実水量1.5t)を8槽、 5t水槽(実水量4.6t)

1槽を使用し、水槽内に 2個のエアーストー

ンを用いて軽い滞流が起こる程度の通気を行っ

fこ。

l槽当たりの幼生の収容数は、1.5個体/

meを目安に収容し、飼育を開始した。

飼育水は、精密櫨過海水を使用し、飼育開

始からコレクター投入後浮遊幼生が見られな

くなるまでの聞は、 3日に 1回 1/2量の換

水を行い、以後は 1日6時間の掛け流し換水

を行った。

換水時に使用したネットは、幼生の成長に

応じて40--100μmのミューラーガーゼを使

用した。

5.餌料培養と給餌量

餌料は、ノfフ9ロパルテリ、ナンノクロロプ

シス、キートセラスグラシリス、テトラセル

ミスの4種類の餌料を表 1の給餌基準表に準

じて混合し、摂餌を観察しながら適宜増減し

給餌した。これらの餌料は純粋培養によって

得られた元種を拡大培養する方法で生産した。

6. コレクター

幼生を付着させるコレクターは、ポリカー

ボネイト製波板(15x20cm)を用い、中央に

穴をあけ糸を通して、間隔をあけるためにエ

アーホースの切ったものを聞に挟んで25枚を

1連として 1水槽当たり50連を垂下した。

E 結果

1994年6月10日に搬入した親員を用いて 6月

13日・ 17日に産卵誘発を行い13日の誘発では、

雄20個体、雌3個体に反応があり、産卵を確認



した。誘発率76%、総採卵数27，580千粒で、浮

上幼生は23，400千個体、浮上率は84.8%であっ

た。

17日の誘発では、雄8個体、雌5個体に反応

があり、誘発率43%、総採卵数40，540千粒、浮

上幼生39，810千個体で、浮上率98.3%であった。

飼育18日目よりコレクターを垂下し、飼育25

日目前後から幼生の付着が確認され、 30日目に

は殆と、の稚貝がコレクターに付着した。

表-1 給餌基準表

ノfフ。ロノイ ナンクロ

飼育日数 (cell/ cc) (cell/ cc) 

2--5 0.05万 0.4万

6--8 0.1万 0.8万

9--11 0.2 万 1 .6万

12 --15 0.35万 2.8万

16 --18 0.5 万 4.0万

19 --25 0.7 万 5.6万

26 --30 1.0万 8.0万

31--35 1.2万 9.6万

36 --40 1.4 万 16.0万

41 --45 1.6万 20.0万

46 --50 1.8万 40.0万

51 -- 2.0 万 40.0万

表-2 産卵誘発結果

飼育13日目頃からチグリオパスの発生が確認

され、駆除としてデイップテレックス 1ppmを

添加し、 1晩放置後掛け流しによる換水を行っ

fこ。

8月29日から 9月5日にかけて殻長2.30mm--

5.45mmの稚員を卵ノfックに3，000個づっ再付着さ

せ、目合40自のニップ強力網製の袋に入れて側

千個を七尾湾漁業振興協議会へ、 640千個を七

尾漁業協同組合へ配布した。

キートセロス テトラ

(cell/ cc) (cell/cc) 

0.2万 0.2万

0.5万 0.5万

11 11 

11 11 

11 11 

誘発日 使用母貝 放精個体数 放卵個体数 誘発率 放卵数 浮上幼生数 浮上率

6/13 30個体 20個体 3個体 76% 2，758万粒 2，340万個体 84.8% 

6/17 30個体 8個体 5個体 43% 4，054万粒 3，981万個体 98.3% 
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表-3 生産結果

水槽No. 収容個数 生産個数 最終歩留

No. 1 2，250千個 200，000個 8.9% 

No. 2 2，250千個 240，000個 10.7% 

No. 3 2，250千個 65，000個 2.9% 

No. 4 2，250千個 102，000個 4.5% 

No. 5 2，250千個 45日目廃棄

No. 6 2，250千個 147，000個 6.5% 

No. 7 2，250千個 200，000個 8.9% 

No. 8 2，250千個 66，000個 2.9% 

No. 9 6，900千個 260，000個 3.7% 

合計 22，650千個 1，240，000個 5.4% 

243 



6. アワビ種苗生産事業

I 方法

1.母貝

産卵用母員は、 1994、1995年に山形県より

入手したエゾアワビ40個(雄9雌31個)を使

用した。

2.採卵

採卵誘発は、紫外線照射海水による刺激と

自然海水より 3--5 oC昇温(最大250C)させ

る温度刺激を併用した。産卵した卵はただち

に受精させ、ネット(目合63ミクロン)で洗

卵し、 25Lプラスチック溶器に約150--200千

粒/槽収容後、 2トンFRP水槽でウォーター

パス方式による幼生飼育を行った。瞬化から

採苗までの4--5日間、流水飼育による幼生

管理を行った。

3.採苗器

採苗器の波板(塩ビ、製30X40cm、ポリカー

ボネイト製30X40cm)は、採卵約 1ヶ月前か

ら肥料(クレワット320.5kg/75 L、硝酸カ

リウム7.8kg/75L、リン酸ニナトリウム1.8

kg/75L、珪酸ナトリウム2.0kg/75L) 0.25 

--1.0L/槽/日を添加した海水で浸漬し、

珪藻を付着させ、殻長20mm前後の稚員に摂餌

させた後、再度珪藻を培養させた 2次珪藻波

板を使用した。

4.稚員飼育

飼育水槽は2トンFRP水槽を使用し、採

苗器10枠/槽 (20枚/枠)、幼生200千個を目

安に収容した。幼生の収容は、幼生の発育状

況の中で、頭部触覚、平衡器、葡旬個体の出

現を収容の目安とした。幼生収容時は採苗器
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を横置で弱い通気飼育(止水)を行い、付着

確認後流水飼育とした。採苗後 1週間は遮光

幕により、珪藻の増殖を抑制し、以降は光量

の調整や肥料の添加と波板の反転により珪藻

の増殖を促進させた。波板の透明化を見はか

らって、波板の差し替えを行い、餌料不足を

おぎなった。

12月下旬に飼育水温が100C位になったので

4月上旬まで水温11--120CIこなるように、加

温海水を給水した。

殻長 3mm以上の稚員は、波板から麻酔剤

(濃度50PPM.Pーアミノ安息香酸エチル l

gにたいして10mRのエチルアルコールで溶解)

で剥離し、網寵(モジ縮製90X40X23cm、及

び側面モジ網、底部トリカルネット製90X60

X23cm)に収容して飼育を行った。

飼料は、配合飼料を投与し、飼育水温240C

以上の高水温時には、高水温でも使用できる

配合飼料を単独で、残餌を見ながら 3--5日

間隔で給餌した。

E 結果

種苗生産結果を表-1に示した。 3回の産卵

誘発で採卵数18，970千粒が得られ、そのうち7，おO

千個の幼生をポリカーボネイト製波板を使用し

て採苗を行った。

昨年同様、チグリオパス発生の対策として次

亜鉛素酸ナトリウム溶液で滅菌した漉過砂を使

用した他に、①海水注水口に200目ネットを取

り付け、②末端漉過槽の漉過砂を 1週間毎に洗

浄、 1日1回ドレン弁より排水を行いながら飼



育を行ったところ、チグリオパスの発生はみら

れず順調に経過した。

12月下旬--1月上旬に波板の透明化がみられ

たので、波板の差し替えを行い餌料不足を補っ

fこO

殻長 3mm以上の稚員が多くなる 2月上旬より

波板からの剥離を行い、 5月下旬までに450，000

個体を剥離した。 3mm以下の個体は波板に再付

表-1 アワビ種苗生産結果

採苗 使用 産卵 収用 採苗時使 使用波板数

A B B/A 

月日 母貝数 母貝数 卵数 用幼生数 使用水槽数

個 個 万粒 万個 % 枚

H6 槽

10. 25 8 5 570 220 38.5 2，0∞(10) 

10. 31 8 4 370 170 45.9 1，400 ( 7) 

11. 7 8 4 257 140 54.4 1，200 ( 6) 

11. 14 16 6 7∞ 196 28.0 1，400 ( 7) 

合計 40 19 1，897 726 38.2 6，0∞ (30) 

前年 40 14 1，760 1，190 67.6 4，8∞ (20) 
」
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着を行い飼育した。夏季の日射による影響を避

けるため屋外水槽では 7月中旬より95%の遮光

幕により遮光した。

配付は春期分 (5月末)として1993年度産稚

貝回千個を、秋期分 (11月末)として1994年度

産稚貝139千個を配付した。残存稚貝約100千個

を現在網篭飼育中である。

採苗後60日目稚貝数 総剥離稚員数 ~ 
C稚貝数 生残率 殻長 D稚貝数 生残率 殻長 備 考

個 C/B 血皿 個 D/B 皿田

1，130，000 15.5 1-2 450，000 6.2 3-5 

380，000 3.1 1-2 210，∞o 1.1 3-5 



7. 餌料大量培養

(濃縮淡水クロレラによる大量培養の試み)

当所におけるワムシ大量生産は、従来よりナン

ノクロロプシス(以下ナンクロ)を摂食させその

後、パン酵母を与え培養する瀬戸内海培養法で行っ

てきた。 1983年(昭58年)に従来より継続培養し

てきたナンクロの種を失い、他場より移送したナ

ンクロで培養を試みた結果、ナンクロ生産および

ワムシ増殖の不調が頻発した。 1錦4年(昭59年、

特定研、古沢他)ナンクロ生産の不調原因(ナン

クロ細胞数の減少)は、ナンクロ培養海水中に鞭

毛虫パラフィソモナス (1989年、日水誌、兼松、

前回他)が混入し、ナンクロを摂食し急激に増殖

する結果であることを発見した。その後、パラフィ

ソモナス(以下パラ)の混入原因と駆除方法につ

いて追求し、パラの増殖は水温の上昇と海水の淡

水化によって急激に促されること (1992年、平成

2年度石川増試事報)また、駆除方法としては、

次亜塩素酸ナトリウム20PPM量の散布後、チオ

硫酸ナトリュウムで中和する方法 (1988--1蛸年、

昭和63--平成2年度石川増試事報)、塩分濃度を

増加させ抗生物質テラマイシンを加える、あるい

は、ポンプを使った落水強制循環などの方法

(1989年、日水誌、兼松、前田他)が報告されて

いるが、いずれも一長一短があり有効な手段を得

るに至っていない。また、ワムシ増殖の不調原因

は、ワムシがナンクロ海水中に混入するパラを摂

食した結果、活力不足となりへい死するものと推

察された (1994年、平成4年度石川増試事報)。

以上のように1983年より 10年間大量生産の場でナ

ンクロとワムシ大量安定生産について追求してき

たが、依然としてパラによるワムシ増殖への驚異
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は大きく、当所におけるナンクロ主体によるワム

シ培養は不安定で労力がかかり将来への連続培養

への道は遠いものと考えられる。そのため、ナン

クロに頼らない生産性のある餌料を模索してきた

結果、淡水クロレラ濃縮液が有効と考えられ、ク

ロレラ主体によるワムシ培養試験を春に実施し、

さらに、大量培養生産の場で応用したところ良好

な結果を得たので以下に概略を報告する。

I 生産方法

1.ワムシの生産

ワムシは、 S型ワムシ (183--200μ、平均

185μ、携卵個体のみ測定)を用いた。

18nf水槽 (8.1x3.3 x 0.7m) 2面を使用し

て(1面は海水加温用)、 4--2日培養(主

に2日培養で 2日に 1回の収穫)とし、水槽

内にはワムシの排せっ物を除去するため、ろ

過マットを浸漬した。水温はボイラーにより

加温し、 23--300Cとした。

濃縮クロレラは、水中ポンプをタイマーで

つなぎ、 1日8回に分けて投与した。なお、

収穫日には、全てのワムシを径50mmの水中ポ

ンプで回収し、種および餌料用に使用した。

2.ナンノクロロプシス(以下ナンクロ)の生

産

屋外50nf水槽(5 m x 7 m X 1.5m実容積

44nf) 22面を用い、接種密度を500万cell/m1! 

以上を目安とした。

施肥は、例年通りの肥料を 7--10日ごとに

行った。また培養期間中は、接種目より 7日



毎を 1つの目安としナンクロの細胞数と鞭毛

虫パラフィソモナスをトーマ氏血球計算盤で

計数し、鞭毛虫の密度が 2万cell/rnP以上出

現した場合、もしくは培養水に鞭毛虫を起因

とする異常がみられた場合には、次亜塩素酸

ナトリウム(有効塩素量12%水溶液)10--20 

ppmを添加し、 1時間後にチオ硫酸ナトリウ

ムで中和する方法で駆除した。

E 結果及び考察

5月下旬より 7月上旬までのワムシ総生産量

は、 3，必4億個体、濃縮クロレラ総使用量は2，020

2であり、濃縮クロレラ 1fあたりのワムシ生

産量は、1.7億個体であった。

図 1と図 2に、平成5年度と平成6年度

のワムシ生産量の推移、表 1に、ワムシ培養

状況、表-2に、ワムシ生産水槽と生産量、表-

3と図 3--7に、ワムシ培養結果をそれぞれ

示した。

事例 1では、水温23--240Cで4日培養を行い、

酵母と濃縮クロレラを併用したが、庫が発生し、

酵母は塵の発生源になるのではないかと推測さ

れた。

事例 2--5までは、水温を上昇し(ぉ--310C)

接種密度をそれぞれ変化させて培養した結果

(徐々に高くした)である。接種密度が250個体

/rnP前後とすると、 2日後には900個体/mPを

上回る増殖となる。それぞれ350、450、500個

体/mPの接種を行うと、 2日呂には、およそ

1，250、1，400、1，700個体/mPにほぼ安定して増

殖した。また、接種密度が高いほど濃縮クロレ

ラの 1R当りの収穫量が増加した。

生産水槽と生産量では、平成5年度まで50m"

7槽と18m"4槽の計422m"で生産し、トンあた

りの生産量は 8--24億個体であったのに対し、

本年度は、 18m"2槽の36m"でトンあたり 96億個
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体と約 6倍の生産量となった。このように濃縮

淡水クロレラはワムシの餌料として優れ、安定

的に、計画的に培養することが可能であると推

察された。本年度のナンクロの生産量は、約

2，000rrf (1，500万cell/rnP換算)でワムシ培養に

は供給せず、魚類、甲殻類へ投与するワムシの

二次培養およびアカガイの生産に供給した。

増殖は、昨年同様梅雨期に入ると鞭毛虫パラ

フィソモナスが確認され、次亜塩素酸ナトリウ

ムを使用した。

皿今後の課題

1.至適水温と濃縮クロレラの適正給餌量の把

握

2.パン酵母と濃縮クロレラとの併用給餌によ

る培養と適正給餌量の把握

3.鞭毛虫パラフィソモナスの駆除方法の確立
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表-1 H6ワムシ培養状況

H6収穫量、億個体(18トン 1面で生産)

H6ワムシクロレラ使用量リッター

収穫量億個体/リッター

*志賀へ約700億個体分与

表-2 ワムシ生産水槽と生産量

50 
年

生産量

H1 6，185 

H2 510 

H3 543 

H4 668 

H5 3，864 

H6 。
生産量は、億個体

使用水槽は、面数

トン

使用水槽

7 

7 

7 

7 

7 

。

18 

生産量

2，200 

9，587 

4，331 

2，556 

1，243 

3，444 

*生産量/トンは、生産量÷使用水槽トンで算出

トン

使用水槽

4 

4 

4 

4 

4 

2 
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l仁L3 言十

生産量 使用水槽トン *生産量/トン

8，385 422 20 

10，097 422 24 

4，874 422 12 

3，224 422 8 

5，107 422 12 

3，444 36 96 
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表-3 ワムシ培養結果
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観測資料(定時観測結果)8. 

橋本達夫

1994年4月から1995年3月までの 1ヶ年問、能

登島事業所の桟橋で午前9時に観測した水温およ

び比重の旬別平均値を表ー 1、図 1に示した。

観測結果

月 旬
水温

比重 月 旬
水温

比重 月 旬
水温

比重。C 。C 。C

1994年 上旬 上 旬 30.0 21.84 上旬 15.4 25.13 

4 中旬 12.6 26.28 8 中旬 30.6 21.45 12 中旬 13.8 25.16 

下旬 13.8 24.90 下旬 30.2 21.94 下旬 12.7 25.20 

上旬 14.5 25.20 上 旬 29.1 22.20 1995年 上旬 10.1 25.20 

5 中旬 16.2 25.06 9 中旬 27.3 23.43 中旬 8.9 25.51 

下旬 19.2 24.17 下 旬 25.8 23.64 下旬 8.2 25.63 

上旬 20.4 24.00 上旬 24.7 23.68 上旬 7.2 25.45 

6 中旬 22.0 24.04 10 中旬 23.7 23.43 2 中旬 8.1 25.35 

下旬 21.7 23.87 下 旬 21.5 24.07 下旬 8.6 25.76 

上旬 22.1 24.13 上 旬 19.8 24.23 上旬 9.4 25.97 

7 中旬 25.3 23.70 11 中旬 17.9 24.80 3 中旬 9.7 25.45 

下旬 28.9 22.33 下 旬 17.0 24.88 下旬 9.8 25.73 
」
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1. ヒラメ種苗生産事業

I 方法

1 .親魚の飼育

採卵に使用した親魚の内訳を表 1に示し

た。親魚は1989年度に栽培漁業センタ一志賀

事業所で生産し養成した 5年魚41尾と1990年

9月と1991年9月に地先で採捕し養成した 4

年魚32尾と 3年魚48尾の合計121尾を採卵に

供した。収容密度は 1. 21尾 (2.14kg)/rrfで

♀: ;1;は 1: 1.63であった。飼育は100rrf八

角形コンクリート製屋内水槽 1槽を使用し、

飼育水は通年無加温の自然海水(ろ過なし)

を使用した。餌料は冷凍イカナゴに総合ビタ

ミン剤(タイグローリィ M、三鷹製薬)を展

着して 2日に一回給餌した。

表-1 採卵親魚

天然3年魚 天然4年魚 人工5年魚

♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ 

尾 数 19 29 11 21 16 25 

平均全長岡 533 428 569 500 629 553 

平均体重(g) 1，840 840 2，260 1，470 3，150 1，950 

2 採卵

採卵は産卵状況の把握のため 4月4日から

6月24日の聞に51回行った。収卵ネットは午

後5時にセットし翌日午前10時に取り揚げた。

種苗生産に使用した卵は直接20R飼育水槽

(F R P製、実容積15kR) 8槽にそれぞれ350

千粒 (23.3千粒/kR)ず、つ収容した。

3.給餌

シオミズツボワムシ(以下ワムシ)は昨年

より給餌期間を 3日間短縮して 3--27日令ま

で、アルテミア幼生は(以下アルテミア)昨

四登淳

年同様15--40日令まで給餌した。今年度の生

物餌料の二次培養はDHAの強化を主眼に粉

末サメ卵(アクアラン、理研ビタミン)を使

用し、有限側体色異常の防除を目的とした脂

溶性ビタミン(ハイドロピット A，D3 ，E、

藤田製薬)の添加は行なわなかった。生物餌

料の栄養強化は下記の要領で行った。

0ワムシの栄養強化

2次培養 6時間 16時間

粉ZUTl→|粉ZTl→里町
6時間

→唖

07Jレテミアの栄養強化

栄養強化時の水温はワムシでは22--230C

にアルテミアでは250Cに設定した。ワムシの

給餌は止水飼育の10日令までは飼育水中の

ワムシ密度が5個体/m.eを維持するよう残餌

を計数し適宜追加投与した。流水飼育に入っ

てからは午前9時と午後3時の2回給餌を行っ

た。アルテミアの給餌は 1日1回午後4時に

給餌した。

配合飼料(中部飼料、ヒガシマル)の給餌

は昨年より 5日遅らせて20日令から行った。

サイズは粒径400μmから使用した。給餌回



数は生産期間を通して 1日6回とした。

4.飼育

飼育水槽の換水率は図 1に示した。飼育水

は10日令まで止水とし 11日令以降は稚仔魚

の成長に応じて0.2--20回転/日 (5--180R

/分)の注水を行った。サイホンによる底掃

除は10日令から 1日おきに行った。グリーン

は卵収容の翌日からワムシの給餌が終了する

27日令まで毎日200--400R添加した。

回転/日
20T-

15←---
換

10 20 初 40 印印 70
日令

図-1 飼育水槽の換水率

5.体色異常の出現状況

有限側体色異常の出現率は40日令以降、各

水槽から約1000尾を取り揚げ調査した。

無限側体色異常の出現状況は配付時に配付

先毎に30尾前後を抽出しホルマリン固定し

た後、無限側を複写機で用紙に複写し、その

面積比率(異常部分の面積/各鰭を除く無眼

側面積x100)を求めた。

日結果

1 .親魚の飼育

今年度は夏期の親魚のへい死が多く見られ

た。日毎のへい死尾数と水温の変化を図に示

した。親魚、水槽の水温は冷夏といわれた昨年

と比較すると 50C前後高めに推移した。へい

死は午後 9時の水温が29Tを越えた翌日の

8月16日に10尾、同17日には22尾を数えた。

へい死魚は感染症によるとみられる病巣は認

められなかった。対策として水槽の水位を下

げ換水率を約30回転/日に上げて飼育を続

けたところへい死尾数はしだいに減少し 9月

2日以降終息した。 8月14日から 9月 1日ま

でのへい死尾数の合計は58尾(親魚全体の42.

0%)であった。表 2に親魚の年齢別のへ

い死尾数を示した。年齢別のへい死は率は 5

年魚でもっと高く 26尾、 63.4%であった。

すお・・ I 25r--."山"・...II:I!I'_":'_~.!I!~It!l:...，.:..;;:..:--_ _ _ -11.......1 _._ 
I _. ・・ r * 』圃. _ _ '''J、

へ 20叫目指~~~-~-~-.-~I示副長~~出-↑お温
元1叶一一一一一一一一目一---------- ー ・ -1:1) 

尾lOt

数 5←ー

0 
8.01 10 20 31 

日

圃へい死尾数-・--94年水温 -. -93年水温

図-2 親魚のへい死状況

表-2 親魚の年令別へい死状況

5年魚 4年魚 3年魚 2年魚

♀ 10 4 4 4 

♂ 16 6 11 3 

へい死率% 63 31 31 41 

2.採卵、ふ化

採卵状、況と採卵期の水温の推移を図 3に、

種苗生産に供した卵の収容からふ化までの成

績を表 3に示した。採卵数は 5月12日に72

3.8万粒(浮上卵数520.2万粒、浮上卵数71.9%)

を採卵しピークとなり昨年と似通った傾向を

示した。

6月24日までの総採卵数は15，973.7万粒で

昨年と同程度であったが浮上卵は今年度の場

合4月の浮上卵率が高く 11，243.2万粒、浮上

卵数70.4%と昨年の8.172.4万粒、 52.4%を上

ハU
ρ
h
u
 

q
L
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月日

圃浮上卵図沈下卵-・-水温

図-3 採卵数と水温の推移

表-3 採卵ふ化状況

水 槽 No. 2 3 4 5 6 7 8 

採 卵 月 日 6 6 6 6 5 5 5 5 

収容卵数(千粒) 350 350 350 350 350 350 350 350 

収容密度(千粒/kf) 23 23 23 23 23 23 23 23 

ふ化までの日数 3 3 3 3 3 3 3 3 

ふ化尾数(千尾) 284 328 292 314 268 258 259 261 

ふ化率(%) 81.1 93.7 83.4 89.7 76.6 73.7 74.0 74.6 

回った。

種苗生産用の卵は 5月6日と 5月13日にそ

れぞれ1，400千粒ず、つ採卵した。ふ化までの

日数は 3日を要し、ふ化仔漁の総尾数は2，644

千尾(ふ化率80.9%)であった。

3.給餌、飼育

日令5日毎の給餌結果は表-4に示した。

総給餌量はワムシが昨年より87.7億個体減少

し391億個体、アルテミアは59.2億個体で昨

年とほぼ同じであった。配合飼料はこれまで

使用してきた飼料メーカー 2社のうち 1社を

替えて使用した。配付終了までの配合飼料の

総恰餌量は618kgで、あった。 飼育水温の推

移は図 4に、稚仔漁の平均全長の変化は図-

5に、飼育結果は表 5に示した。

261 

飼育開始時の各水槽の収容尾数は2回--328

千尾 (17.2--21.9千尾/kJ!)であった。水温

は5月下旬には180Cを越え過去4年の平均

値より高く経過した。各水槽毎の稚魚の平均

全長の推移は過去4年の値とほぼ同じような

傾向を示した。稚魚の飼育は大量へい死に至

る疾病の発生もなく順調に経過した。有限側

体色異常魚の除去と正常魚の計数は43日令

から行った。正常魚は当初80径のモジ網で大

小を選別し大きいものを計数した。

生産率は 5月 6日採卵群で高く、平均で

44.3%、最も高い水槽では50.3%であった。

5月13日採卵群では生残率は高かったもの

の高い率(目視で40%前後)で奇形漁(短躯)

が見られこれを除去した後の生産率は平均で



'C 

26.0%にとどまった。全体の生残率は35.2%

であった。

種苗の配付は 6月27日から 8月3日の聞

に行った。内訳は放流用として25漁協等へ76

24T-----ー・

温18守・一--------一一-.... ---，..-._--......--
16・・・-

14 
5.01 5.10 5.20 5.31 6.10 6.20 6.30 

月日

→ー1鈎4年 -・.-過去4年平均

図-4 飼育水温の推移

表-4 給餌結果

生物餌料(億個体)

白令 ワ ムシ アルテミア ⑪S ⑪M 

1 ，.....， 5 6 

6 """'10 25 

11，.....， 15 62 0.4 

16"""'20 78 3.2 0.4 
21，.....，25 112 9.6 2.9 

26"""'30 108 15.6 4.7 

31"""'35 16.8 6.7 5.6 

36"""'40 13.6 31.8 

41"""'45 15.0 

46"""'50 

51"""'55 

56"""'60 

61"""'65 

66"""'70 

71 ，.....， 

合 計 391 59.2 14.7 52.4 

表-5 飼育結果

水 槽 NIl 2 3 

仔魚収容密度(千尾/kR) 19 22 20 

生産 尾数(千尾 ) 143 165 119 

生 残 率 ( % ) 50.2 50.3 40.9 

有限側体色異常率(%) 11.7 3.6 3.8 

7千尾、養殖用として 6業者へ45千尾、合計8

12千尾を配付した。放流種苗の平均全長は31

---49mm、養殖用種苗は55---80mmで、あった。

配付までの飼育日数は50---80日であった。

0 
10 20 初 40 

日令

-.-過去4年平均-・--94測定結果

50 

図-5 稚仔漁の平均全長の変化

配合飼料 (kg)

⑪L ⑪ 1 ヒガシマルS2ヒガシマルS3ヒガシマル84

10.6 

50.9 

59.3 27.0 4.8 

63.8 44.4 

1.5 99.4 4 

52.0 34 

23.1 25 

11 11.4 30 

124.6 10.5 88.5 235.1 92.2 

4 5 6 7 8 

21 18 17 17 17 

113 60 83 61 68 

36.0 22.3 32.3 23.6 25.9 

6.4 8.7 12.5 11.2 12.1 

十 262~ 



4 体色異常の出現状況

有限側体色異常魚の水槽別出現率は表-5

に示すとおり3.6--12.5%で 8水槽のうち 4

水槽で10%を下回り平均でも8.8%と低い値

となった。

無眼側体色異常部分の面積比率部出現頻度

は図-6に示した。正常魚は全サンプル740

尾中568尾 (76.8%)であり昨年度の14.1%

を大きく上回りこれに体色異常面積比率5%

以下の軽度の体色異常個体を加えると94.4%

と非常に良い結果となった。

本年度はヒラメ種苗生産における重要な課

題の 1つで、ある無眼側体色異常の防除で良好

な結果が得られた。種苗生産過程における昨

年度との相違点は生物餌料の栄養強化剤と配

合餌料の変更であり飼育条件では生産期間の

水温が高めに推移し稚仔魚の摂餌が活発であっ

た事が上げられ、これらが無限側体色異常を

抑制する要因となった可能性も否定でない。

これらの点については来年度以降再現性の確

認を行う必要がある。また今年度問題となっ

た奇形(短躯)の原因もこれらとの関連も考

慮して解明する必要があると考えられる。

% 
加ー---

o >5号.....， 10-- 2ひ~
体色異常面積比率

図-6 無眼側体色異常出現状況
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2. ガザミ種苗生産事業

I 方法

1 .親ガニの入手と管理

親ガニは七尾漁協に水揚げされたものの中

から外卵が淡黄色のものを選んで購入し、海

水に浸したスポンジに包み、アイスボックス

に収容して輸送した。輸送後は親ガニどうし

の攻撃による損傷を避けるため 1尾づ、つ45

x 65 x 35cmのプラスチック製の寵に入れ 2

rrfFRP水槽に収容した。水槽は遮光幕をか

け親ガニの安静を保った。餌料はイカナゴを

給餌した。

2.幼生飼育

親ガニは直接屋外の50rrl水槽に収容しゾ

エアがふ化した後取り揚げた。ソ。エア飼育開

始当初の水量は30rrfとし、通気と注水のみを

行った。換水は第2令から第4令ゾエアまで

は毎日%量づっ、メガロパからは常時かけ流

しで行った。換水ネットは成長に応じて順次

60目から24固までを使用した。

3.餌料系列

シオミズツボワムシは第 1令から第4令ゾ

エアまで、アルテミアは第 2令ゾエアからメ

ガロパまで、アミはメガロパから給餌した。

表-1 種苗生産結果

表-2 取り揚げ結果

-264 

四登淳

E 結果

飼育結果を表 1に、取り揚げ結果を表 2 

に示した。購入した親ガニのうち外卵の成熟の

良好なものを選び 1水槽に 1尾収容した。ゾエ

アは 6月26日に4，500千尾がふ化した。

給餌はふ化直後から行った。シオミズツボワ

ムシの密度は常時5--10個体/meを保つよう心

がけた。アルテミアは摂取状況を見ながら 1日

1--2回給餌した。ナンノクロロブシスは給餌

開始と同時に 1rrf/槽を添加した。飼育水中の

微小藻類維持のため施肥は海水 1rrf当たり KN

Odg、HaAPO.・121100.15 g、クレワット

0.25 g、Na2Si030.05 gとし毎日添加した。第

1令ゾエアから第4令ゾエアまでの飼育は順調

に経過したがメガ、ロノずから第 1令稚ガニの間で

大量へい死が見られた。第 2令、第3令稚ガニ

では共食いによって大きく減耗した。配付まで

の飼育日数は26日であった。取り揚げは 7月22

日に行った。取り揚げ尾数は第 3令と第4令稚

ガニ20千尾であった。第 l令ゾエフからの生残

率は0.4%であった。



3 . アワビ種苗生産事業

I 方 法

1 .親貝

親員は、 1993年 5月、 1994年 5月、 1995年

5月に山形県より購入したエゾアワビ親員を

使用した。

餌料は冷凍ワカメを与えて飼育した。

2 採卵

採卵誘発には生殖巣の発達したエゾアワビ

雄7個、雌 6個を使用した。

採卵誘発は雄雌とも 1時間の干出後、紫外

線照射海水と温度刺激(1時間に 1oC、上限

50C加温)を併用して行った。

誘発開始3時間後に放精、放卵がみられ、

産卵された卵を受精、洗卵後ポリカーボネイ

ト水槽 (301:)に300千粒収容し、フ化まで

ウォーターパス方式で静置した。

フ化幼生は浮上個体のみを使用し、テンタ

ル水槽 (701:)の底を切り取り、底部にミュー

ラガーゼNXX25を張って水槽としたもの

を利用し、付着期までの4日間流水飼育を行っ

fこ。

3.採苗

採苗は4，680千個の幼生を 3rrfFRP水槽

(485 x 100 x 44cm) 8槽に収容した。

採苗用波板(ポリカーボネイト樹脂製30x

40cm)には、採苗 3週間前より付着珪藻

(Navicula、長さ約10μm、幅3μm)を増殖

させ使用した。

4.稚員飼育

採苗後20日間は遮光幕 (95%)により、珪

藻の増殖を抑制し、 20日目以降は光量調節

(遮光幕95%、65%)を行い、肥料(硝酸カ

吉田敏泰・永田房雄

リウム 7.8kg/701: ，リン酸2ナトリウム1.8

kg/70 1: ，クレワット 320.7kg/70 1: ，メタ

珪酸ソーダー 3kg/701:) 0.5--11: /槽/日

を添加するとともに、併せて波板反転により

珪藻の増殖を促進させた。

稚貝が殻長 2mm前後に成長した時点で、稚

員密度を調整するため、新たに珪藻(ウルベ

ラ)付けした波板と差し替え(波板 1枚に稚

員50個)て分槽を行った。

稚貝剥離は殻長 5mmで行い、剥離個体は網

寵(側面モジ網・底部トリカルネット製、 83

x 60 x 13cm)に収容し、多段式飼育水槽で飼

育し、成長に従い 1寵当たり 1--2千個に密

度調整を行った。

飼料は配合飼料(水温が240Cまで日本農産、

240C以上で日本配合飼料)を 2--3日間隔で

与えた。

E 結果

種苗生産結果を表 1に示した。

採苗後50日目における付着稚員は推定560千

個(殻長1.0--2.5mm)であった。

海水温が150C以下の11月16日--1995年 5月2

9日までは、加温海水 (1TC設定)を注水した。

1994年12月中旬に波板の差し替えによる稚員

飼育個数の調整を行い、 1月下旬--1995年 5月

上旬に380千個(殻長 5mm以上)を剥離した。

E 今後の課題

チグリオノfスの大量発生によって付着珪藻の

維持管理が困難であり、チグリオパスの駆除方

法の検討の必要がある。

po 
つ臼



表-1 アワビ種苗生産結果

使用 放卵(放精) A収容 B採苗時 使用波板 採苗後50日目稚員数 剥離稚貝数

採苗月日

親員数 親貝数 卵数 使用幼生数 B/A 使用水槽 C稚員数 生残率C/B 殻長 D稚貝数 生残率D/B 殻長

1叩4年 ♀・♂個 ♀・♂個 千粒 千個 % 2，槌O枚 千個 % mm 千個 % mm 

10.21 6-7 5-7 11，740 4，680 39.8 8槽 567 12.1 1.0-3.0 380 8.1 5.0-15.0 

2.520 

前年 12-4 6-4 6，470 3，536 54.6 7層 420 11.8 1.0-4.0 370 10.4 5.0-15.0 

n
h
v
 

n
h
u
 

q
/
“
 



4.サザエ種苗生産事業

I 方法

l 親員

親貝は1993年8月に北部漁業協同組合より

購入し、陸上水槽内で冷凍ワカメを給餌して

飼育した中から、産卵誘発 1回につき64--65

個(雌雄不明)を使用した。

2.採卵

採卵誘発は角型水槽 (100x 71 x 61cm水量

200 R. )を使用し、夜間止水 (16時間)と前

日までの加温 (24OC)した紫外線照射海水

(ユートロン、三輝)を産卵誘発刺激とした。

誘発開始後10--15分で放精、 20--25分で

放卵がみられ、放精個体は直ちに水槽から取

り揚げ、産出卵は5分間隔で排水口からミュー

ラガーゼNXX25で受け、洗卵後ポリカーボ

ネイト水槽 (30R. )に卵を収容した。

さらに、卵の沈下を待って換水を 5回行っ

た後、 2rrrFRP水槽 (485x 100 x 44cm)に

卵を収容し、フ化、浮上するまで 1晩静置し

fこO

3.採苗

採苗は 2rrrFRP水槽 l槽当たりフ化幼生

約792千個を収容し、あらかじめ付着珪藻

(Navicula)付けした波板(ポリカーボネイ

ト樹脂製、 30X40cm)を18枠(2(欣1枠)セッ

トして27槽行った。

幼生の波板への付着を確認 (3--4日目)

後、流水飼育 (15R. /分)とした。

4.稚貝飼育

波板飼育では水槽底掃除を兼ね、 2週間に

1回水槽替えを行った。

稚貝が 2mm前後に成長した頃、波板の透明

吉田敏泰・永田房雄

化と水槽壁面への這い上がりが多くみられた

ため、新たに珪藻付けした波板または藻類の

繁茂した波板へ移し換えて飼育した。

波板からの稚員の剥離は淡水浴により行い、

目合 2mmの節(ふるい)により選別し、殻高

2.5mm以上の稚員は絹寵(モジ網200径、665X 

46 X 32cm)に1龍当たり 5--10千個を収容

した。

網寵飼育では冷凍テングサと配合飼料(日

本農産サザエNo.2 )及び珪藻付けした波板 1

枚(ポリカーボネイト樹脂 30X40ω一製、

1枚を寵の底に置く。)を 2--3日に l回給

餌し、水槽掃除も 2--3日に 1回行った。

稚貝の成長につれて、目合4mmの簡により

2回目(1寵5，000個)の選別を行った。

サザエ稚貝の冬期間の成長不良を解消する

ため、 11月24-1995年 5月29日まで加温 (17

oc設定)して飼育した。

E 結果及び考察

サザエ種苗生産結果を表 1に示した。

産卵誘発は 6月18日から 6月30日までの聞に

3回行い、いずれも放精、放卵があり誘発に対

する親貝の反応率(雌雄合計)は田%であった。

ふ化後50日目の波板付着稚貝数(殻径 1.1mm)

推定で l槽当たり約60千個合計1，612千個であっ

fこO

8月下旬から波板の透明化と水槽壁面への這

い上がり個体が増加したため再度波板に移し換

えたが、殻高 2mm前後の稚貝の舞死が多く見ら

れた。

9月中旬から 11月22日に波板飼育個体すべ

円
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てを剥離、選別し、殻高2.5mm以上の稚貝 1，200

千個を取り上げた。

取り上げた稚貝すべてを網龍飼育(モジ網20

0径、66.5x 46 x 32cm) し、 l龍 5--10千個人れ、

飼料は配合飼料と冷凍テングサと珪藻付けした

波板 1枚を 2--3日に 1回給餌して飼育し、

1994年11月25日までに94年度サザエ配付不足

分54万個(殻高 5mm以上)配付した。

E 今後の課題

龍飼育移行直後における稚員(殻高 2.5--3.0

mm)の舞死が多く成長も悪かったことから、剥

表-1 サザエ種苗生産結果

使用 放卵(放精) A収容 B採苗時 使用波板

採苗月日

親貝数 親員数 卵数 使用幼生数 B/A 使用水槽

1994年 個 ♀・♂個 千粒 千個 % 3，600枚

6. 18 64 33-31 14，240 8，638 60.6 10槽

3，600 

6. 24 65 25-40 11，870 8，460 71.0 10層

2，520 

6.30 65 29-35 14，960 4，290 28.6 7槽

9，720 

合計 194 87-106 41，070 21，388 52.0 27槽

14，400 

前年 365 162-177 78，500 31，200 39.7 40槽
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離サイズ、飼料、換水量、網寵の形状等、稚貝

の生残率を高めるための各種の検討を行う必要

カまある。

波板飼育中においてはチグリオパスの大量発

生があり、付着珪藻の維持管理が困難であるこ

とからその駆除方法の検討の検討を行うととも

に、殻高 2mm前後の波板飼育稚貝の大量舞死が

みられることから稚員の波板飼育密度を調整し、

珪藻増殖との調和を図る必要がある。

採苗後50日呂稚貝数 剥離稚員数

C稚員数 生残率C/B 殻長 D稚貝数 生残率D/B 殻長

千個 % mm 千個 % mm 

720 8.3 1.1 

1，200 8.1 2.5-11.0 
640 7.5 1.1 

252 5.8 1.1 

1，612 7.5 1.1 1，2∞ 5.6 2.5-11.0 

2，010 6.4 1.0-1.5 800 2.5 2.5-5.0 
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1 . サケ親魚来遊予測基礎調査

(1 ) 手取川水系の親魚回帰調査

方 法

昭和53年度から実施してきたサケ増殖事業

も17年目を迎え、手取川水系も母川として確立

しつつあり、本州、旧本海側においては有数の 1

万尾以上のサケが遡上する河川として定着して

きた。

サケ増殖事業を更に効果的に推進するため、

事業河川として日本海の南限に位置している本

県に適した系群を造成し定着させていくことに

より資源の増大、かっ安定化を図るため昨年に

引き続き本年も回帰親魚調査を実施した。

報告に先立ち、親魚の採捕に協力を戴いた財

司法人石川県水産振興事業団に感謝の意を表す

る。

調査方法

1 .調査期間 1994年 9月--1994年12月

2.採捕方法

手取川本流では河口より 0.9km上流の主流

に図 1のとおり塩化ビニール性ウライを設

置し捕獲槽で採捕するとともにウライの下流
60 

部で流し網等によっても採捕した。

塩化ビニール性ウライの規模は第一ヤナ70
50 

m (捕獲槽2個)、第二ヤナ40m(捕獲槽 1 40 

個)である。また、手取川支流の熊田川をそ )0 

上した親魚については、親魚導水路を通じ場

内の親魚池に回帰したものを採捕した。 10 

3.調査項目

(1) 手取川の水量

手取)11一七ケ用水管T里組合の観測記録に基づ、く

269 

桶回浩司・杉本洋・北川裕康

(2) 生物測定

採捕魚の性別、鱗による年齢査定、尾文

長、体重測定並びに標識の有無を調査。

図-1 ウライ設置位置

E 調査結果及び考察

1 .手取川下流の流水量

1994年10月から 12月15日までの流水量を

図-2に、 1984年から1983年までの旬別平均

流水量及び、1994年の流水量を図-3に示した。

図-2 手取川下流域の日別流水量 ('94)
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図-3 手取川下流域の旬別平均水量

2.親魚の採捕

本年の回帰親魚の採捕は、手取川本流(以

下「手取川」という。)では、 10月12日から 1

2月13日までの63日間に 4，722尾、手取川支

流の熊田川から場内に回帰しての採捕(以下

「熊田川」という。)は、 10月17日から 12月11

日までの56日間に 1，725尾の合計6，497尾と昨

年度を24.7%下回る結果であった。

手取川水系におけるサケ採捕実績は表-1 

に示すとおりであり、昨年(平成5年)を2，

013尾下回る結果であった。

表-1 手取川水系における採捕尾数の推移
単位尾

ぷ注ごと 56 57 58 59 60 

手
手取川 566 1，632 3，786 2，574 1，471 

取 熊田川 186 268 2，936 460 372 
I11 
水 北 I11 52 
系

~ 計 752 1，900 6，774 3.034 1.843 

ぶ訟と 61 62 63 1 2 

手
手取川 4.363 6，523 6，607 5，958 6，9241 

取 熊田川 1，401 1，762 5，750 3，293 5，474 
I11 
水 ~t I11 
系

メt:l入 計 5，784 8，285 12，357 9，251 12，398 

訓示と 3 4 5 6 

手
手取川 10，314 5，888 5，880 4.772 

取 熊田川 4，269 1.139 2，630 1，725 
I11 
水 ~t JlI 
系

tE3 h 計 14，583 7.027 8.510 6.497 

手取川と放流河川である熊田川の採捕比率

は表-2及び図 4に示すとおり、手取川

73.4%、熊田川 26，6%と手取川での採捕が若

干高い結果であった。
22.6 

'JI 

il 

:11 

10 

，0 

'u 

図-4 河川別採捕比率の推移

表-2 河川別採捕比率の推移
単位・%

命ど 60 61 62 63 1 2 

手取川 79.8 75.7 78.7 53.5 64.4 55.8 

熊田川 20.2 24.3 21.3 46.5 35.6 44.2 

中ぞ 3 4 5 6 

手取川 70.7 83.8 69.1 73.4 

熊田川 29.3 16.2 30.9 26.6 

表-3 漁具別の採捕状況 単位里
70 

年
漁具 60 61 62 63 1 

河川名

ウライ
1，051 629 917 2，773 3，396 

手取川
57.0 10.9 11.1 22.4 36.7 

420 3，734 5，606 3，834 2，562 
流し網等

22.8 64.8 67.7 31.0 27.7 

計
1，471 4，363 6，523 6，607 5，958 
79.8 75.7 78.8 53.4 制 .4

熊田川 親魚池
372 1，401 1.762 5，750 3，293 
20.2 24.3 21.2 46.6 35.6 

三t:l入 計
1，剖3 7，607 8，285 12，357 9.251 
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

年
漁具 2 3 4 5 6 

河川名

ウライ
5，536 10.139 2.193 3，526 3，701 

手取川
44.6 69.5 31.2 41.4 57.0 

1，388 175 3，695 2，354 1:~7~ I 流し網等
11.2 1.2 52.6 27.7 16.4 

計
6.924 10，314 5，回8 5.880 4.772 
55.8 70.7 83.8 69.1 73.4 

熊田川 親魚池
5.474 4.269 1.139 2，630 1，725 
44.2 29.3 16.2 30.9 26.6 

ぷEコ〉、 五十
12.398 14，583 7，027 8，510 6，497 
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

-270-



これは、採捕期間中の流水量が昨年と比較

して少ないながらも安定していたものと考え

られるO

手取川における漁具別採捕状況は表-3に

示すように塩化ビニール性ウライ 57.0%、

3，701尾、流し網 16.4%、 1，071尾であった。

その他河川でのサケの採捕は、犀川で金沢

市が行った調査による採捕があり、雌48尾、

雄30尾の合計78尾であった。

3. そ上時期

手取川及び熊田川におけるサケ親魚の年齢

別性別日別の採捕状況を表-4に、河川別性

別日別の採捕状況を図-5に示した。

河川内での採捕は、 11月上旬 2，678尾 (41.2

%) 11月中旬 1，806尾 (27.8%)11月下旬1，020

尾 (15.7%)と昨年までのピークと比較して

1旬遅れた結果であった。

4.年齢組成と性別

採捕した 6，497尾の年齢組成は表-5に示

すように、 2歳魚 153尾 (2.2%) 3歳魚 908

尾 (14.0%) 4歳魚 5，003尾 (77.0%) 5歳魚

398尾 (6.1%)6歳魚 3尾 (0.0%)不明魚32

尾であった。

本年は 4歳魚中心の回帰で、あったが、 3歳

魚の比率が以上に低く来年度の回帰が懸念さ

れる、ただ、本年度が初回帰となる 2歳魚が

若干増加しているが、次年度の回帰資源の減

表-4 さけ年齢別採捕尾数

齢/性 雌 雄

2歳魚 7 ( 0.2) 146 ( 4.3) 

3歳魚 292 ( 9.5) 616 (18.1) 

4歳魚 2，541 (83.0) 2，462 (72.3) 

5歳魚 219 ( 7.2) 179 ( 5.3) 

6歳魚 3 ( 0.1) 。
五十 3，062 (100.0) 3，403 (100.0) 

不 明 17 15 
E仁L3 五十 3，079 3.418 
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少が憂慮される。

年齢査定のできた 3，062尾の雌の年齢構成

は、 2歳魚0.2%、3歳魚9.5%、4歳魚83.0

%、 5歳魚7.2%、6歳魚 0.1%であった。

5.魚体測定

手取川水系で採捕された 6，497尾のうち魚

体損傷、年齢不明魚を除いた 6，383尾の測定

結果を表-6、図-6に示した、全測定魚の

平均尾文長及び体重は臼2mm、2，730gで、雌

は641側、 2，760g、雄では臼3mm、2，710gと

なっている。

また、年度別の年齢別平均尾叉長及び平均

体重を表 7、図 7， 8に示した。

尾文長及び体重を前年と比較すると各年齢

において下回る結果となった。

昭和53年から平成 5年度までの平均値と

比較すると 2歳魚の尾叉長で1.6%、体重で7.

8%、4歳魚の 4.4%、 5歳魚の体重で 2.9%

それぞれ上回っていた。一方3歳魚の尾文長

で1.6%、体重で 2.0%、4歳魚の尾文長で2.0

%、 5歳魚の尾叉長で 0.7%それぞれ下回っ

ていた。測定数の非常に少ない 6歳魚は尾叉

長で 10.6%、体重で 28.2%と大きく下回った。

6.年級群別回帰率

手取川水系における放流尾数と回帰親魚の

年齢別採捕状況を表 8に示した。

本年回帰対象年級群は、昭和63年級から平

単位:尾

計

153 ( 2.0) 

908 (14.0) 

5，003 (77.0) 

398 ( 6.1) 

3 ( 0.0) 

6，465 (100.0) 

32 

6，497 
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表-6-1 さけ親魚年齢別、雌雄別、平均尾文長、体重(全体 '94)

年齢

性別 ♀ ♂ ♀ ♂ 早 ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ 
測 定尾数

平均尾叉長

最 低

最高

平均尾叉数

最 低

最 高

平 均体重

最低

最高

平 均体重 1，410 2，140 2，820 3，460 3，190 2，730 
最低 670 880 680 1，460 2，070 670 
最高 3，390 4，660 7，140 6，410 4，380 7，140 

表-6-2 さけ親魚年齢別、雌雄別、平均尾文長、体重(手取川 '94)

年 齢

性別 ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ 早 ♂ 早 ♂ 

測定尾数

平均尾叉長

最低

最高

平均尾叉数

最低

最高

平 均体重

最低

最高

平均体重 1，420 2，170 2，910 3，530 3，750 2，820 
最低 670 880 1，010 1，460 3，120 670 
最高 3，390 4，660 6，260 6，410 4，380 6，410 

表-6-3 さけ親魚年齢別、雌雄別、平均尾文長、体重(熊田川 '94)

年 齢

性 別 ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ 早 ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ 
測定尾数

平均尾叉長

最 低

最高 582 I 600 I 724 I 697 I 750 I 775 I 750 I 766 I 606 I 750 I 775 

平均尾叉数

最低

最高

平均体重

最低

最高

平 均体重 1，370 2，060 2，580 3，090 2，070 2，490 
最低 810 1，030 680 1，670 2，070 680 
最高 2，300 4，120 7，140 4，730 2.070 7，140 
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表-7 手取川水系における放流尾数と回帰親魚の年齢別採捕状況

(放流)

年系放流 放 流数上段(千尾)
尾数 下段(g)放流サイズ

2月 3月
級群(千尾)上 中 ; 下 上 中 ; 下

地元凶 : 古: 古 τl7 
53 移早

移後 2，787 1 ポi言言
地冗 ; 古告す

54 移早 2，951 器 搭
移後 器

地克 ポ百
55 移早 3，509 響 廿磐蕊

移後 I 響
地克

56 I I 993 τ鵠玄
移後 磐
地冗 E27E4Z 1: 1 : !: 玄39萄6 

57 移移 早後 4，489 鴇 !: :i j; j 鳴

地冗 識: 器誠空訂百持25

58 移早 9，067 総 持器母告
移後 i 

地冗 : ; ft J芸 者i-告t-: 古ト (4/ト川(4/附

59 移早 8，0801 昔器一 百出蕊 子話一
移後 喧盟-1 TI騨房子程一
地克 ( lt器百際TI百 オ議「

60 I I 5，514 
移後 三塁立 オ警蕊百告す
地冗 商岩知 市当証r 百世出百; 官辞市

61 I I 5，270 
移後 j t思ぞ桂 三塁ト

ー -
62 地元 5，1951 ~gt d砦布 百詰w 対等85

63 地元 7，608 百持7EE d型訂 最 j鵠議司鍔z
-0.86 i-0.94-1.35 

1/24 168.22E  

克 地元 5，164百鵠持.86 ' 市:而 嬰zす韓 日:百持25: 官時53

2 地元 7，163 百 掛 許 税。器:鶏世;対等35

-1.40 -2.00:-1.06 

3 地元 8，5121 百時百百 官鍔36 補整:5ナ 百持7EE J甥"i6

4 地元 4，472 百縛官 官時百

5 地元 5，005 古縛73 百鰐78

6 I I 5，271 叶諜Tす オ与05
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表-8 手取川水系における放流尾数と回帰親魚の年齢別採捕状況

(回 帰) (尾:%) 
2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 6 歳 計

河川|沿岸 河川|沿岸 河川(手取川水系) 河川及び沿岸

採捕採捕 採 捕採捕 採捕採捕 採捕採捕 採捕採捕 採捕数回帰率 採捕数回帰率

(55年度採捕) (56年度採捕) (57年度採捕) (58年度採捕) (59年度採捕) (8) (B/A) 

61 ; 36 555 ; 219 387 ; 135 25 ; 15 o 。1，028 0.037 1，433 0.051 
(0.002)! (0.020); (0.014)! (0.001)! (0.000); 

(56年度採捕) (57年度採捕) (58年度採捕) (59年度採捕) (60年度採捕)

65 ; 37 1.124 : 944 1，289 ; 924 70 86 。2，548 0.086 4，539 0.154 
(0.002); (0.038)! (0.044); (0.002); (0.000)[ 

(57年度採捕) (58年度採捕) (59年度採捕) (60年度採捕) (61年度採捕)

370 : 158 5，436: 2，067 2，816; 3，775 456 ; 225 9; 。9，回7 0.259 15，312 0.436 
(0.011)i (0.155) ; (0胞の (0.013); (0.000)[ 

(58年度採捕) (59年度採捕) (60年度採捕) (61年度採捕) (62年度採捕)

24 : 93 165; 2，926 660 [ 2，印6 85 ; 20 1 ; 0 935 0.094 6，660 0.671 
(0.002); (0.017); (0.066); (0.009); (0.000): 

(59年度採捕) (60年度採捕) (61年度採捕) (62年度採捕) (63年度採捕)

6: 20 123 ; 163 228; 1，524 41 ; 140 。: 0 398 0.009 2，245 0.050 
(0.000); (0.003); (0.005); (0.001): (0.000); 

(60年度採捕) (61年度採捕) (62.年度採捕) (63年度採捕) (元年度採捕)

607 ; 608 4，815 [ 8，460 4，446 [ 8，142 479 : 431 3 : 。10，350 0.114 27，991 0.309 
(0.007)[ (0.053)[ (0.049); (0.005)! (0.000)[ 

(61年度採捕) (62年度採捕) (63年度採捕) (元年度採捕) 2年度採捕)

627 : 363 3，411 [ 6，275 6，389; 3，876 237 : 。 3 [ 0 10，667 0.132 21，181 0.262 
(0.008)[ (0.042); (0.079)! (0.003)! (O.OOO)! 
(62.年度採捕) (63年度採捕) (元年度採捕) (2年度採捕) (3年度採捕)

333 : 140 4，520; 3，532 2，284 [ 1，499 365 [ 59 11[ 。7，513 0.136 12，743 0.231 
(0.006)[ (0.回2)! (0.041)[ (0.007): (O.OOO)! 
(63年度採捕) (元年度採捕) (2年度採捕) (3年度採捕) (4年度採捕)

823 ; 775 5，510; 4，929 5，144 [ 4，542 821: 351 13 : 14 12，311 0.234 22，922 0.435 
(0.016)[ (0.105)[ (0.098)[ (0.016); (0.000)[ 

(元年度採捕) (2年度採捕) ( 3年度採捕) (4年度採捕) (5年度採捕)

1，217 ; 948 6，伺3; 7，963 8，779 ; 4，756 406 ; 563 31 : 46 17，116 0.329 31，392 0.604 
(0.023)i (0.129)i (0.169)i (0.008)[ (0.0006)i 
(2年度採捕) ( 3年度採捕) (4年度採捕) (5年度採捕) (6年度採捕)

203 : 1，121 4，753; 3，842 3，208 [ 4，865 471 ; 813 3 ; 。8，638 0.114 19.219 0.253 
(0.003) (0.062)[ (0.042); (0.006)[ (O.OOO)! 
(3年度採捕) (4年度採捕) (5年度採捕) (6年度採捕)

218 ; 286 3，054[ 1，312 3，896 [ 3，219 401 ; 295 [1，569] [0.141] [12.141] [0.241] 
(0.004); (0.059)[ (0.015); (0.008); 

(4年度採捕) (5年度採捕) (6年度採捕)

346 ; 48 4，087; 2，974 5，021; 4，594 [9，460] [0.132] [11 ，016] [0.238] 
(0.005): (0.051)! (0.010)[ 

(5年度採捕) ( 6年度採捕)

25 ; 15 914 : 1，261 [ 939] [0.011] [2，215] [0.026] 
(0.0003)[ (0.011)[ 

(6年度採捕)

152 i 133 [ 152] [0.003] [ 285] [0.006]1 
(0.003)i 

注:河川採捕の年齢不明魚は年齢比に基づき配分して加えた。( )内は河川回帰率。
沿岸採捕は年齢査定を行った親魚の年齢比に基づき配分した。
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表-9 年度別年齢別平均尾文長・体重

年齢 2 才 3 才 4 才 5 才 6 才

項目 FL BW FL BW FL BW FL BW FL BW 
年度 (mm) ( g) (mm) (g) (mm) ( g) (mm) ( g) (皿m) ( g) 

(16) (16) (24) (24) (4) (4) 
S 53 

625 2.560 728 3.901 739 3，967 
(2) (4) (42) (43) (85) (92) (5) (5) 

54 
499 1，130 623 2，670 704 3，999 719 4，280 

(56) (61) (12) (13) (45) (47) (3) (3) 
55 

517 1，331 605 2，309 689 3，569 732 3.540 

56 
(55) (63) (412) (552) (82) (123) (4) (7) 
518 1，315 609 2，154 709 3，767 737 3，971 

(333) (373) (1，009) (1，117) (346) (386) (18) (19) 
57 

502 1，223 603 2，081 693 3，506 779 5，214 

(23) (23) (5，306) (5，306) (1，229) (1，229) (23) (23) 
58 

541 1，490 590 1.932 690 3，381 737 4，269 

59 
(6) (6) (162) (162) (2，783) (2，783) (70) (70) 

506 1，243 608 2，303 666 2，979 738 4，356 

(602) (602) (123) (123) (657) (657) (454) (454) 
60 

486 1，014 603 2，259 670 3，201 695 3，672 

61 
(625) (625) (4，801) (4，801) (228) (228) (85) (85) (9) (9) 
512 1，330 581 1，940 647 2，826 718 3，777 777 4，977 

62 
(333) (333) (3，407) (3，407) (4，435) (4，435) (41) (41) (1) (1) 

502 1，252 595 2，095 663 2，996 707 3，776 707 4，150 

(823) (823) (4，520) (4，520) (6，389) (6，389) (479) (479) 
63 

518 1，396 634 2，358 660 3，022 695 3，652 

H 1 
(1，122) (1，122) (4，790) (4，790) ( 1，999) (1，999) (222) (222) (3) (3) 

523 1，435 605 2，228 659 2.943 710 3，799 712 4，167 

2 
(126) (126) (4，926) (4，926) (3，998) (3，998) (304) (304) (3) (3) 
542 1，502 617 2，390 661 2，946 692 3，462 750 4，540 

3 
(161) (161) (3，703) (3，703) (7，164) (7，164) (700) (700) (11) (11) 

549 1，670 625 2，510 665 3，060 691 3，460 697 3，860 

4 
(272) (272) (2，890) (2，890) (3，153) (3，153) (400) (400) (13) (13) 
542 1.580 614 2，410 669 3，200 715 4，040 761 4，760 

5 
(20) (20) (3，805) (3，805) (3，819) (3，819) (468) (468) (31) (31) 
541 1，650 613 2，390 669 3，150 715 3，920 755 4，780 

6 
(147) (147) (881) (881) (4，955) (4，955) (397) (397) (3) (3) 
523 1，410 597 2，140 650 2，820 692 3，460 665 3，190 

平均 (4，706) (4，761) (40，805) (41，055) ( 41，391) (41，481) (3，700) (3，681) (74) (74) 
(853 -H5) 515 1，308 607 I 2，184 663 2，702 697 3，362 744 4，440 
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(2) 沿岸域の親魚回帰調査

I 目 的

昭和53年度から実施してきたサケ増殖事業

も17年目を迎え、手取川水系も母川として確立

しつつあり、本州日本海側においては有数の 1

万尾以上のサケがそ上する河川として定着して

きた。

七尾魚市暢
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図-1 沿岸漁獲調査対象漁協等位置図

表-1 旬別沿岸漁獲状況の推移

北川裕康・桶田浩司・杉本洋

サケ増殖事業を更に効果的に推進するため、

事業河川として日本海の南限に位置している本

県に適した群を選抜、造成して行くために本年

も昨年に引き続き沿岸域での回帰親魚調査を実

施した。

報告に先立ち、本調査に協力を戴いた諸国体

並びに関係者に感謝の意を表する。

E 調査方法

1 .調査期間 1994年 9月--1995年 1月

2.調査場所県内沿岸全域(図-1) 

3.調査項目

(1)漁獲量調査

県内の沿海漁業協同組合、岸端及び大泊

定置網組合並びに七尾魚市場に日別、漁業

種類別のサケ漁獲尾数の調査を依頼し、集

計したo

(2) 生物測定

県内のサケ漁獲の主要地区の漁業協同組

合に漁獲魚の性別、採鱗、尾文長、体重測

定並びに標識の有無の調査を依頼し、年齢

査定は後日当所で実施した。

単位:尾

月 9月 10月 11月 12月 1月
2月 不明 計

年 上旬中旬下旬 上旬中旬下旬 上旬中旬下旬 上旬中旬下旬 上旬中旬下旬
57 16 141 262 お8 139 92 92 62 20 5 6 17 8 4 1.252 
58 6 74 946 909 257 225 92 52 37 22 479 3.099 
59 4 292 1.938 3.213 879 162 150 51 34 30 23 4 4 23 6剖7
印 5 39 292 1.283 853 必4 559 112 32 9 13 1 3回2
61 40 865 4.450 3.209 1.332 325 123 16 7 10.367 
62 2 121 1.438 4.314 5.696 2.433 534 123 11 1 3 11 14.677 
63 80 594 2.607 2回31.357 812 362 83 15 16 2 3 8.614 

16 279 2.373 3.165 686 480 278 86 13 7.376 
2 1 13 59 3剖 3必46.277 1.977 995 354 90 45 6 13.685 
3 10 89 318 1.555 4.394 1.193 681 700 232 40 12 6 2 3 9.235 
4 5 46 344 1.573 3.452 1.024 240 86 82 8 2 6.862 
5 4 15 111 697 1.839 3.208 424 379 280 90 11 9 7，067 
6 3 28 109 471 Ll!lI 1.660 776 310 81 41 10 6，286 
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E 調査結果及び考案

1 .漁獲尾数

表 -1 !こ示すように本年の漁獲は1994年 9

月中旬から12月下旬の聞に行われ、総漁獲尾

数は6，286尾であり、前年の88.9%と減少した。

本年のサケ親魚の来遊尾数は表 2に示す

ように河川採捕6，575尾と合わせて 12，861尾

となり、前年の82.0%で過去8年間でもっと

も低い結果となった。

表-2 来遊尾数の推移

区分 61 62 63 JG 2 3 4 5 6 

量水系
手取川 4，363 6，523 6，607 5，958 6，924 10，314 5，888 5，880 4，772 

河
熊白川 1，401 1，762 5，750 3，293 5，474 4，269 1，139 2，630 1，725 

小計 5，764 8，285 12，357 9，251 12，398 14，583 7，027 8，510 6，497 

犀 )11 34 67 16 。16 158 36 108 78 

)11 
その他河川 11 2 。。。。60 。。
河 川計 5，809 8，354 12，373 9，251 12，414 14，741 7，123 8，618 6，575 

沿 岸 10，367 14，677 8，614 7，376 13，685 9，235 6，862 7，067 6，286 

tEh I 言十 16，176 23，031 20，987 16，627 26，099 23，976 13，985 15，685 12，861 

2.漁獲時期

本年の回帰親魚の初漁は、 9月中旬に能登

内浦で見られ、漁獲のピークとなる10月下旬

に2，797尾 (44.5%)、11月上旬に1，660尾 (26.4

%)が漁獲された。

年度別旬別漁獲尾数の推移は図 2、3に

示すように1989年以降漁獲盛期は10月中旬

から下旬にかけてであるが、本年は 1旬遅れ

て10月下旬、 11月上旬に全漁獲尾数の70.9%
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が漁獲され、 1鍛咋以降11月の漁獲比率は図-

4に示すように年々減少していたが、本年は

11月に全漁獲尾数の43.7%が漁獲された。

3.漁獲地区

本県におけるサケの漁獲は表-3に示すよ

うに能登内浦地区が90.1%の漁獲があった。

また、能登外浦から加賀地区では9.9%の漁

獲があり、昨年と比較して24.2ポイントも大

幅に減少した。これは台風の被害を回避する

ため外浦地区の定置網漁業が早めに操業を切

り上げたためと、猛暑による沿岸水温の上昇

で親魚の回遊経路が変わったことにより漁獲

が減少したものと推察された。

4.漁業種類別漁獲状況

地区別漁業種類別漁獲状況を表-4に示し

た。漁獲の主体は定置網漁業で全体の79.2%

を占め、このうち小型定置網が54.6%を占め

fこO

5.年齢組成と性別

市場で採取された384尾の鱗を用いて年齢

査定を行い、再生鱗5尾を除いた379尾の年

齢査定結果を表-5に示した。結果は 2歳魚、

8尾、 3歳魚76尾、 4歳魚277尾、 5歳魚18

尾、 6歳魚は 0尾であった。

この結果を基に沿岸で漁獲された6，286尾

の年齢構成を推定すると、 2歳魚132尾 (2.1

%) 3歳魚1，264尾 (20.1%)、 4歳魚4，594尾

(73.1%)、5歳魚295尾 (4.7%)、6歳魚 0

尾 (0.0%)で、本年の回帰も 3・4歳魚、主

体の回帰であった。

年齢査定のできた379尾の年齢別雌雄比を

図-5に示した全体の性比は、雌178尾(47.0 

%)、雄201尾 (53.0%)で、雌の年齢期!性比

は2歳魚2尾 (25.0%)、3歳魚27尾(35.5%)、

4歳魚139尾 (50.2%)、5歳魚10尾(55.6%)、

6歳魚0尾 (0.0%)であった。



表-3 地区別旬別漁獲尾数 (1994年度)
単位:尾

JI 9月 10)1 11月 12月 UI 
総計

地区車II{)名 一上11) 1t1古j ド勾 上旬 中旬 Fi司 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

加 賀市 7 3 4 1 15 

小 松市 4 15 11 1 31 

美 )11 2 3 3 8 

松任 市 。
金沢 市 2 1 2 6 

金沢 浴 1 3 4 

内灘町 。
外 雨 illi 16 22 65 19 122 

予F 水 5 5 16 5 31 

羽 咋 市 2 28 5 36 

柴 恒 。
f埼 浜 5 23 28 

志賀 町 2 25 12 39 

福浦 港 。
富 来 湾 3 21 2 1 27 

浦 西 海 2 7 8 24 41 

凶 浦 l l 2 

門 前町 3 9 20 18 10 5 66 

輪 島 市 4 37 29 43 32 4 149 

珠洲北部 。
折 戸 。
県漁連金沢 2 4 4 3 2 15 

小計 。 。 7 75 150 211 133 37 5 。 。 。 。620 

1良 煙 2 1 9 9 22 

寺 家 3 1 4 

自白 島 5 20 69 9 103 

珠洲中央 1 4 7 7 4 24 

宝立町 2 5 1 9 

内 浦 1 2 1 5 
内 木 。

~12 。
能 都町 2 20 152 613 387 108 46 16 5 1，350 

穴水北部 1 9 2 1 l 14 

穴水湾 6 5 2 2 15 

七 足 。
えの目 2 54 26 28 10 9 6 5 141 

減
佐々波 6 2 19 256 98 58 23 5 5 472 

江1白定置 。
岸端ぶり網 3 3 14 130 17 11 13 192 

大1自大敷 l 46 234 136 22 12 452 

七尾魚市場 1 8 6 70 841 491 318 162 44 22 3 1，966 

七尾鹿島 6 402 274 176 34 2 1 2 897 

小計 。 3 21 34 321 2，586 1，527 739 305 80 40 10 。 。 。5，666 

メE寸言、 。 3 L 17 L!Q!l L____E_!_ 2，797 1，660 776 310 81 41 10 。 。 。6，286 

区分

査定尾数

比率%

推定尾数

100 

90 

計 60 

379 70 

100 60 

6，286 50 

40 

30 

20 

10 

Z定魚 3綾魚 4綾魚 5歳魚、 6産量由民

表-5 沿岸漁獲魚年齢組成

図鑑図 11

図-5 沿岸漁獲魚年齢別雌雄比 ('94)
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表-4 地区別漁業種類別漁獲尾数 (1994年度) 単位:尾

地区/漁業種類 大型定置網 小型定置網 束。 網 その他 不 明 止E』I 計

加賀市 15 15 

小松市 5 26 31 

美 }I1 8 8 

松任市 。
金沢市 4 2 6 

金沢港 4 4 

内灘町 。
外

南 浦 122 122 

押 水 31 31 

羽咋市 26 10 36 

柴 垣 。
品 浜 28 28 

志賀町 35 4 39 

福浦港 。
富来湾 24 3 27 

浦
西 海 41 41 

西 浦 2 2 

門前町 63 3 66 

輪島市 39 100 10 149 

珠洲北 部 。
折 P 。
県魚連金沢 3 5 7 15 

3十 131 125 350 14 。 620 

狼 煙 17 5 22 

寺 家 4 4 

自白 島 39 62 2 103 

珠洲中 央 21 2 24 

宝立町 9 9 

内 浦 5 5 
内 木 。

~C! 。
能都町 127 1，011 212 1，350 

穴水北部 14 14 

穴水湾 14 15 

七 尾 。
え の 目 15 117 8 141 

浦 佐々 波 238 234 472 

江 泊 定置 。
岸端ぷり網 192 192 

大泊大敷 452 452 

七尾魚市場 274 1.543 149 1.966 

七尾鹿 島 54 283 560 897 

5十 1，419 3，306 939 2 。 5，666 

lEL ヨ 言十 1.550 3，431 1，289 16 。 6，286 
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全測定魚の平均尾文長及び体重は643mm、

2，600 gで、 2歳魚は必5mm、1，3∞g、3歳魚

4歳魚は654mm、2，100g、

5歳魚は111mm、3，9∞gであった。

は6侃m、2，1∞g、

6.魚体組成

年齢査定のできた319尾のうち、尾文長及

び体重測定を実施している344尾について、

図-6に示した。
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沿岸漁獲魚文長、体重組成
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(3) 幼魚分布移動調査〔要約〕

I 目的

放流されたサケ幼魚の離岸期までの分布、移

動、成長、食性について「日本海回帰率向上対

策調査」で調査し、来遊予測を行うための基礎

資料とする。

H 方法

1 .調査期間 1995年 3月..........5月

2.調査場所県内沿岸海域

3.調査方法

沿岸域で操業するサヨリ船びき網 (2そう

びき)並びに小型定置網漁業者に、標本船野

帳の記載及び操業中に混獲されたサケ稚魚の

持ち帰り・ホルマリン固定を委託し、これを

測定した。

なお、各操業ごとの標本数が50尾以下の場

合は全数を、 50尾を超える場合は無作意抽出

法により 50尾をそれぞれ尾文長、体重につい

て測定した。また、標識魚は全て測定した。

胃内容物については、上記測定魚が10尾以

下の場合は全数を、 10尾を超える場合は無作

意抽出法により 10尾をそれぞれ内臓除去重

量、胃内容物重量について測定し、その後内

容物をシャーレに取り出し、顕微鏡で卓越種

を判定した。なお、判定にあたっては消化度

を次の 3段階に分け、消化度3のものは消化

物とした。

消化度 1 餌料生物がほとんど消化されず

原形で残っているもの

消化度2 餌料生物の消化がある程度進ん

でいるが査定可能なもの

消化度3 消化が進み査定困難なもの

杉本洋・桶田浩司・北川裕康

直結果及び考察

1 .調査箇所

290-

調査箇所は、南から金沢市沖、羽咋市沖、

富来町沖、珠洲市沖、内浦町沖の10漁協管内

としfこO

漁法は、小型定置網が金沢市と西浦で各 l

カ統の計 2カ統、サヨリ船びき網が柴垣~

内浦町の 8漁協36カ統とした。

2. 放流状況

平成6年度のサケ稚魚放流総数は6，163千

尾で、 1995年3月3日から同月31日にかけて、

手取川(熊田川)及び犀川の 2河川並びに海

中飼育場所である能都町田の浦湾においてそ

れぞれ実施した。

3.放流時期の水温

手取川河川水温は 2月上旬に4.10Cと最低

を示し以後上昇した。

美川町沿岸水温は 2月下旬に8.80Cとなり、

2月中旬以降前年より高めに推移した。

4. 出現状況と成長

今年度は、サヨリ船びき網が不漁であった

ことから、外浦地区(珠洲市以南)では 4月

上旬からの操業となっており、この海域での

分布、移動、成長は明確ではない。

また、小型定置には全く混獲は見られなかっ

fこo

羽咋市周辺沿岸域6マイル以内では、柴垣

漁協で4月6日から混獲があり 4月上旬にピー

クがあった。

羽咋市より北では珠洲市沿岸までの間には

全く混獲が認められなかった。

能登半島先端部の珠洲市沿岸海域では 3月



5日からサヨリ船びき網の操業が開始され、

サケ稚魚の混獲は 3月5日から 5月 1日まで

の約 2ヶ月の長期に渡って認められ、この地

域で長期間滞留することが推察された。混獲

のピークは、主操業海域の違いから地区別に

相違が認められた。珠洲市外浦海域でまた操

業する珠洲北部地区では、 3月7日から 4月

30日まで混獲が認められ、ピークは4月上旬

であった。岡市東側海域で主に操業する寺家

地区では、 3月20日から 4月11日まで混獲

が認められ、ピークは 3月中・下旬となって

おり、珠洲北部より早い傾向が見られた。岡

市内浦海域を主操業海域とし、東側海域でも

操業する珠洲中央地区では、 3月17日から 5

月8日まで混獲が認められ、混獲のピークは

4月上旬であった。内浦から東側海域を主操

業海域とし、外浦海域でも操業する宝立町地

区では、 3月6日から 4月30日まで混獲が認

められ、そのピークは4月中旬であったが、

3月下旬から 4月中旬にかけての比較的長い

期聞かなりの混獲が認められた。

全体的には、混獲のピークが昨年に比べて

1旬早くなっており、沿岸水温の上昇が昨年

よりやや早めであったことが、離岸に影響し

たと思われる。

標識魚の出現状況では、脂鰭を切除し 3月

10日に手取川で放流したものは、羽咋市周辺

海域では 4月6日から 4月20日までの聞に

計34尾が確認された。珠洲市外浦海域では4

月4日から 4月24日までの聞に計12尾が、

同市東側海域で 3月31日から 4月28日まで

の聞に計14尾が確認された。

脂鰭と左胸鰭を切除し 3月10日に手取川

で放流したものは、羽咋市周辺海域では4月

6日から 4月21日までに 6尾が確認された。

珠洲市外浦海域では 4月5日から 21日まで
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に8尾が確認された。岡市東側海域では4月

13日から28日までに 8尾が確認された。

左胸鰭を切除し 3月22日に田の浦湾で放

流されたものは、 3月26日から 4月25日ま

での聞に計59尾が認められた。同市東側海域

では 3月26日から 4月26日までの聞に45尾

が混獲され、岡市外浦海域では 3月29日から

4月14日の聞に14尾が認められた。

手取川で放流されたサケ稚魚の移動時期及

び離岸時期は昨年よりやや早い傾向がみられ

fこ。

混獲されたサケ稚魚は、羽咋市沿岸域に出

現する頃には離岸サイズといわれる 70mmを

越えており、珠洲市沿岸域に集群する頃には

平均尾叉長が80--110mmと大型になっているo

また、早い時期から、珠洲市外浦海域で大型

個体が採捕されていることから、従来より言

われている大型個体の先行移動の傾向が確認

された。

一方、回の浦湾で放流されたものは、放流

時の平均尾文長が既に70mmであるが、沿岸沿

いに北上し、珠洲市内浦海域では 4月上旬頃

まで東部海域では4月中旬頃まで多く分布す

る。また、その後さらに北上し、離岸行動を

とるものと推察された。

5.食 性

調査した731尾の胃内容物卓越種組成では、

魚類の稚仔299尾 (40.9%)、榛脚類、 169尾

(23.1%)、アミ類78尾(10.7%)、端脚類30

尾 (4.1%)、枝角類91尾(12.5%)、消化物

101尾 (13.8%)、であった。

今年度の手取川放流魚は、魚類の稚仔を多

く摂取しており、次に榛脚類、枝角類、アミ

類を摂取した。

[報告書名一平成6年度さけ・ます資源管理・効

率化推進事業報告書]



(4) 採 卵 と瞬化育成放流

I 目的

石川県におけるさけ資源を増大、定着させ、

さけ回帰南域での採卵、鮮化、育成、放流方法

を開発する。

E 材料及び方法

1 .実施期間

1994年10月-1995年3月

2.供試魚

卵は手取川で捕獲した親魚と放流河)11の熊

田川から場内の親魚池へ湖上した親魚を使用

しfこ。

採卵は採割法で行い腹腔内に卵が残らない

ように注意して採卵し、採卵数を字卵数とし

fこ。

3.瞬化育成

受精卵は発眼まで増収型瞬化槽に収容し、

発眼後に検卵、計数、消毒を行った。

当場での採卵期間は約2ヶ月にわたり成長

差が著しく、共食い等を防止するため複数の

グ、ループに分けて育成する必要があるため、

A-I群の 9グ、ループに分けて飼育する。

D、E、F、G、H、 Iの3，641千粒は浮

上槽13基(延使用13基)に 1基当たり 300千

粒の密度で収容し、浮上後稚魚育成池(1-

16号)に降下させ、餌付けと育成を行った。

A、B、C群の2，250千粒を僻化棟内の癖

化(1-9号)へ、 1rrf当たり 7，576粒の密

度で収容した。 瞬化後浮上した稚魚は屋外の

養成池(1--6号)に降下させ、ここで餌付

けと飼育を行った。

なお、 A群及びB群はその後2月13日にト

桶回浩司・杉本洋・北川裕康

ラック輸送により手取川河川池へ移し育成を

行った。

魚体測定は10日間毎に100尾の尾文長、体

重を昨年と同様な方法で行った。

このほか、日本海回帰率向上調査で使用し

た標識魚用として 11月 8日北海道さけます

ふ化場より 500千粒の発眼卵の移殖を受けふ

上槽2基に収容し、浮上後稚魚育成池 (3--

6号)に降下させ餌付けと育成を行った、そ

の後 1月23日にトラック輸送により手取川

河川池へ移し育成を行った。

防疫については消毒励行の強化充実に務め、

また飼育環境保全のため、各池に曝気水車を

配置して溶存酸素量の低下に注意した。

4. 稚魚、の放流

生産した稚魚、は熊田川を経由して手取川へ

放流し、河床移殖群は下流側のスクリーンを

撤去し稚魚、が自発的に手取川へ降下可能な状

態とした。

E 結果及び考察

1 .採卵について

292 -

表-1に採卵瞬化育成状況を示した。

採卵は10月13日から 12月 8日までの聞に

6，874千粒を採卵した。

採卵に使用した雌親魚(産卵中を含む)の

採卵親魚率(採卵に使用した雌親魚/採捕し

た雌親魚x100)は75.4%で、 1尾平均採卵数

は2，856粒であった。昨年と比較すると採卵

親魚率は2.0ポイント低く、一尾平均採卵数

は29粒増加した。

河川別に見ると手取川で採捕された 2，113
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表-3 河川別、年齢別 1尾平均採卵数

河川

手

取

)11 

熊

回

JlI 

全

体

年齢 採 卵 数 採卵尾数 1尾平均採卵数
(才) (粒) (尾) (尾)

2 。 。 。
3 97，120 42 2，312 

4 914，490 310 2，950 

5 107，520 32 3，360 

6 。 。
計 1，119，130 384 2.914 

2 2，500 1 。
3 104.370 42 2，485 

4 762，030 270 2，822 

5 42，500 14 3，036 

6 。 。 。
計 911，400 327 2，787 

2 2，500 1 2.500 

3 201，490 84 2，399 

4 1，676，520 580 2，891 

5 150，020 46 3，261 

6 。 。 。
計 2，030，530 711 2，856 

3歳魚262粒、 5歳魚200粒、の減少が、一方

4歳魚に 19粒の増加が認められた。

特に2歳魚の回帰が悪く例年採取できるデー

タは本年は採取できなかった。

表-4に体型、卵径、卵重、採卵数、成熟

度等の平均値を河川別、年齢別に示した。

体型では手取JI13歳魚2，240g (昨年平均

2，600 g)、4歳魚3，000g (同3，240g)、 5歳

魚3，700g (同4，180g)であった。熊田川は

3歳魚2，150g (同2，380g)、4歳魚2，630g 

表-4-1 年齢別、体長、体重と卵の関係(平均値)

年齢(才) 標本数 尾叉長(皿皿) 体重(g) 字卵数(粒)

2 1 582 2，040 2，500 

3 42 592 2，150 2，485 

4 270 631 2，630 2，822 

5 14 667 3，200 3.036 

6 。 。 。 。

表-4-2 年齢別、体長、体重と卵の関係(平均値)

年齢(才) 標本 数 尾叉長(皿m) 体重(g) 字卵数(粒)

2 。 。 。 。
3 42 596 2.240 2.312 

4 310 652 3，000 2，950 

5 32 692 3，700 3，360 

6 。 。 。 。
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(同3，070g)、5歳魚(同3，860g)であった。

昨年の数値との比較では手取川及び熊田川

ともに各年齢とも減少した。

さらに主群である 3歳魚及び4歳魚につい

て両河川を比較してみると、 3、4歳魚、共に

尾叉長、体重は手取川が僅かに上回り、熟度

指数は熊田川が上回っていた。

採卵時における対象親魚の二次性徴の発現

状態をみると熊田川では327尾中Aブナ 8尾

(0.9%) Bブナ 131尾 (40.1%)、 Cブナ 193

尾 (72.7%)で、手取川では 3，842尾中Aブ

ナ2尾 (0.5%)Bプナ 154尾 (39.9%)、 C

ブナ 228尾 (59.6%)であり、熊田川の方が

二次性徴の発現状態が若干進んでいた。

熟度指数では表-4に示すように年齢別の

平均値が手取川では15.33，......，31.29%、熊田川

では15.79，......，31.76%で、全体の平均では手取

川は22.58%、熊田川は23.13%で昨年と比較

すると手取川で1.13ポイント、熊田川では

0.75ポイント上回った。

熊田川は手取川より熟度指数が本年も高く、

また、二次性徴が強く出ていることから、熊

田川に湖上した親魚は手取川で充分成熟して

から熊田川を湖上するものと推察された。

熊田川

採卵重(g) 1粒重(略) 卵径 (mm) 熟度指数(%)

450 180 6.84 22.06 

499 202 7.04 23.33 

609 216 7.20 23.22 

727 237 7.36 22.81 。 。 0.00 0.00 

手 取 川

採卵重(g) 1粒重 (mg) 卵径 (mm) 熟度指数(%)。 。 0.00 0.00 

495 215 7.12 22.11 

678 232 7.36 22.67 

838 251 7.55 22.65 。 。 。。。 0.00 



本年対象魚中苧卵数の最も多かった親魚は

手取川の4歳魚で4，860粒 (FL 7沼m、B W

4，480 g)で最小は手取川の 3歳魚で 1，200粒

(F L 570mm、BW 1，160 g)であった。

表-5に過去14年間の手取川水系におけ

る年齢別採卵親魚(♀)の平均尾文長、体重、

採卵数を示した。

この間の 1尾平均採卵数を年齢別にみると

2歳魚で2，263粒、 3歳魚2，706粒、 4歳魚3，053

粒、 5歳魚3，354粒、 6歳魚3，440粒であった口

本年の 1尾平均採卵数は 3歳魚2，399粒、

4歳魚2，891粒、 5歳魚3，261粒であった。

3. 稚魚の飼育について

10月13日から 12月 8日にかけて得られた

受精卵6，874千粒より 6，091千粒の発眼卵(発

眼期間11月4日--12月26日、発眼率88.6%)

を得た。この内200千粒を発眼卵で移殖(犀

) 11)し、 5，891千粒を美川事業所内の瞬化・

浮上施設に収容して 5.686千尾の瞬化仔魚

(瞬化期間11月21日--1月15日、瞬化率93.4

%)を得た。

さらにこれより 5，620千尾の浮上稚魚(浮

上期間12月16日--2月15日、浮上率偲.8%)

を得、これを餌付けした。

美川事業所飼育池収容分は、健苗育成のた

め収容密度を 5kg/ rrlを目安に分養等を実施

し、稚魚5，271千尾を育成した。また発眼卵

移殖群(犀)11)は172千尾を育成し、本年度

育成尾数は6，163千尾(平均体重1.00g --3.10 

g)であった。

なお、成長の推移は図 1に示した。

4.稚魚、の放流について

表 6に放流の状況を、表 7に手取川へ

の旬別、サイズ別放流量を示した。

手取川へは 3月上旬から 3月中旬にかけて

5，271千尾を放流した。旬別の放流量は 3月

295-

上旬に2，917千尾、中旬2，354千尾を 4回に分

け放流した。

サイズ別放流量では本年も 1g未満の放流

はなく昨年に引き続き全数1g.l2t上で、あった。

犀川では発眼卵移殖群を 3月31日に 172千

尾放流した。

この他に、 2月8日から 2月 9日にかけて

能都町田の浦湾へ海中飼育試験用に 721千尾

をトラック輸送により放養し、給餌育成し 3

月22日に720千尾を放流した。
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表-6 平成5年度しろざけ稚魚放流、移植状況

放流移植回数 1 1 2 3 3 3 3 
飼 育 群 C群 C-3群 E群 F一群 F-2群 G一群 G-2群

放流年月 日 2/8 2/9 3/3 3/7 3/7 3/7 3/7 
放 流 場 所 能都町海中 能都町海中 手取川 手取川 手取川 手取川 手取川

放流尾数(千尾) 616 105 563 285 285 270 272 
平均体重(g ) 0.66 0.66 1.32 1.27 1.50 1.60 1.32 
平均尾叉長 (mm) 45.15 45.15 55.53 54.62 58.41 59.08 55.87 

水 銅 育 池 13.2 13.2 13.2 12.8 12.8 12.8 12.8 
熊 回 JlI 8.8 10.4 9.8 

温 手 取 JII 11.6 9.0 
("C) 沿 岸

養成池 同左 養成池 稚魚池 稚魚池 稚魚池 稚魚池
備 考 5-6号 回の浦 1-2号 11-12号 15-16号 9-10号 13-14号

回の浦 左胸

放流移植回数 4 4 5 5 5 5 5 

飼 育 群 D-2群 1 -1 2群 D-群 H群 H-2群 I群 1 -2群

放流年月 日 3/10 3/10 3/14 3/14 3/14 3/14 3/14 

放 流 場 所 手取川 手取川 手取川 手取川 手取川 手取川 手取川

放流尾数〈千尾) 106 114 453 193 346 255 228 
平均体重(g ) 1.89 1.15 2.05 1.72 1.58 1.65 1.28 
平均尾叉長 (mm) 61.81 52.80 63.59 60.77 59.77 60.21 55.55 

水
飼 育 池 13.0 12.8 12.8 12.8 12.8 12.8 
熊 回 JlI 9.2 

温 手 取 JlI 9.6 
("C) 沿 岸

稚魚池 稚魚池 養成池 稚魚池 養成池 稚魚池 稚魚池
備 考 8号 7号 5-6号 1-2号 3-4号 5-6号 3-4号

左胸+脂

付表河川別〈飼育別)放流尾数

放流尾数(千尾)

手 取 川

5，271 

ぷ弘、
I::J 計

一
山

表-7 旬別、サイズ別放流量(手取川放流分)

放流時期 2 月 3 月
計

魚体重 (g) 中 旬 下 旬 上 旬 中 旬 下 旬

1.00 未満

1.00-2.00 1，895 1，022 2，917 

2.00 以上 1，901 453 2，354 

計 3，796 1，475 5，271 
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2. 日本海回帰率向上対策調査〔要約〕

被捕食状況調査

I 目的

放流サケ稚魚の沿岸滞留期において、これを

捕食する魚種を特定し、捕食されるサケ稚魚の

量及びサイズ並びに捕食される時期、海域等を

把握することにより、捕食魚による減耗を回避

するための放流時期、放流サイズ等放流技術の

開発を行う。また、これにより、海洋生活史初

期の減耗を抑制し、回帰率の向上を図る。

H 方法

県内産地市場においてサケ稚魚を捕食すると

思われる魚種を時期別、海域別に購入し、食性

を中心とした精密魚体調.rJ定を行った。

1 .調査時期

1995年3月4回、 4月4回、 5月2回

2.調査地区

金沢、河北郡、富来町、門前町、輪島市、

能都町

3.調査対象魚種

杉本洋・桶田浩司・北川裕康

消化度3 消化が進み査定困難なもの

E 結果及び考察

調査魚は、 16種類、574尾であったが、どの個

体からも、サケ稚魚と思われる胃内容物はみら

れなかった。しかし、消化の進んだ魚類は多く

サケ稚魚の被捕食の可能性もあると思われた。

漁業による減耗状況調査

I 目的

過去のデータから、漁業によるサケ稚魚の減

耗は決して無視できない規模と推察されること

から、当該漁業の実態、これにより混獲される

サケ稚魚の量、時期、海域等を把握することに

より、漁業による減耗を回避するための放流時

期、放流サイズ等放流技術の開発と漁業の自粛

方策の検討を行う。また、これにより、海洋生

活史初期の減耗を抑制し、回帰率を図る。

ヒラメ、サクラマス、メバル類、プリ類等 E 方 法

4.調査方法

測定項目はFL (魚種によってはTL)、

BW及び胃内容物とし、胃内容物は重量測定

後、消化度を次の 3段階に分類し、卓越種を

判定した。サケ稚魚が捕食されていた場合は、

これの魚体測定を行った。

消化度 1 餌料生物がほとんど消化されず

原形で残っているもの

消化度2 餌量生物の消化がある程度進ん

でいるが査定可能なもの
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サヨリ船びき網 (2そうびき)並びに小型定

置網漁業者に標本船野帳の記載及び混獲された

サケ稚魚の持ち帰りとホルマリン固定を委託し、

野帳の解析と標本の精密魚体測定を行った。ま

た、サヨリ船びき網標本船の中から海域別、時

期別に 1操業単位の漁獲物を購入し、精密測定

を行った。

1 .調査時期 1995年 3月--5月

2.調査地区

金沢市、羽咋市、富来町、珠洲市、内浦町



E 結果及び考察

今年度はサヨリ漁および定置網の不漁により

外浦地区での採捕は極端に少なく、また、内浦

でも若干少な目となった。

羽咋地区では、 4月6日から採捕がみられ、 4

月上旬からピークを示した。

珠洲地区では 3月下旬から混獲が増加し 3月

下旬から 4月中旬にピークを示した。

一方、サヨリ船びき網の延操業回数や出漁日

数の多い時期がサヨリ漁の盛期であるが、これ

と混獲のピーク時との相関は認められなかった。

また、混獲魚の中には依然アイナメ稚魚が多い

他、 4月の下旬頃からアユ稚魚が数尾混ざって

おり補正の必要があった。

買い上げ調査では、 4月6日、 4月24日の柴

垣沖3月28日、 4月3日の内浦町沖のいずれに

も混獲がみられたo

環境要因減耗調査

I 目的

沿岸域滞留期間中におけるサケ稚魚の分布状

3.調査方法

各定点ごとにクロロフィルa測定のための

採水及びプランクトン採集を行うほか、各層

(表層、 1m、3m、5m、10m)の水温、

塩分濃度を測定した。

採水は北原式採水器を使用し、水深 1mよ

り行い、プランクトン採集は、「まるとくネッ

ト」による水深20mからの鉛直曳きとした。

E 結果及び考察

クロロフィルa分析結果では、 3月の 1回目

は多くの地点で0.811l9/rrfと高い値を示したが、

2回目以降は定点聞の差が大きくなっているD

動物プランクトンは、前年同様、各国・各定

点とも枝各類、榛足類、尾虫類が多く、 4月以

降、定点聞の差は大きくなったが、 5月には各

定点で大きな値を示した。各定点聞の時期的な

水温・塩分濃度には差がないため、定点聞の差

が生じた要因は明確ではない。

標識魚追跡調査

況並びに水温、塩分濃度、餌量生物量等の環境 I 目 的

要因を把握することにより、環境要因による減

耗機構を解明し、これを回避するための放流時

期、放流サイズ等放流技術の開発を行うことに

より、回帰率の向上を図る。

E 方法

しろざけの回帰率向上のための基礎知見を得

るため、日本海北部 6県により標識魚の追跡調

査を行った。

E 方法

「漁業による減耗調査」で得たデーターのう

沿岸域滞留期間中のクロロフィルaの季節変 ち脂鰭切除魚について解析した。

化並びに動物プランクトン現存量と組成の季節

変化を把握するため、定点において採集及び観 E 結果及び考察

測を行った。 標識魚は、羽咋市周辺で34尾、珠洲市周辺で

1.調査時期 1995年3月.......5月 26尾が再捕された。

2.調査定点県下10定点 標識魚は大型個体ほど早期から放流地点より
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遠くで再捕されており、大型個体の先行移動が

見られた、

なお、他県からの報告はなかった。

[報告書名一平成 6年度さけ・ます資源管理・

効率化推進事業報告書]
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熊田J11・手取川観測表

1994年 4月-1995年 3月

月 天候
貴員 田 JII 手 取 J 11 

日
水温ec) PH DO(ppm) 水温Cc) PH DO(ppm) 

4.05 晴 10.6 7.2 9.3 7.6 7.2 11.8 

4.12 曇・雨 12.2 7.0 9.1 11.0 7.4 10.7 

4.27 晴 13.2 7.0 8.1 10.2 7.4 10.6 

5.09 晴 13.9 6.8 8.7 12.5 7.2 10.3 

5.16 雨 14.7 6.8 8.4 12.2 7.2 11.3 

5.25 晴 17.7 6.8 9.4 15.6 7.2 9.7 

6.07 晴 17.6 6.8 8.5 17.4 7.2 10.9 

6.14 曇 19.2 6.8 8.2 18.9 7.2 9.0 

6.29 曇 17.8 7.0 8.0 16.2 7.2 10.4 

7.07 曇・雨 20.8 6.8 7.0 19.7 7.2 8.8 

7.19 曇・小雨 19.3 7.0 6.6 20.2 7.2 7.4 

7.27 晴 22.6 6.8 3.9 25.6 7.2 7.2 

8.04 晴 23.4 6.8 4.2 23.8 7.2 7.9 

8.17 晴 23.2 6.8 4.6 24.4 7.0 7.8 

8.31 晴 22.8 6.8 6.5 25.3 7.4 7.8 

9.06 雨 20.3 6.8 6.8 22.3 7.4 7.2 

9.16 雨 20.4 6.8 7.0 21.7 7.2 7.9 

9.28 雨 19.0 6.8 4.7 18.8 7.2 8.7 

10.06 晴 18.3 6.8 4.1 18.3 7.2 8.3 

10.17 曇 18.2 6.8 4.4 16.1 7.6 10.2 

10.28 晴 16.2 6.8 2.8 17.2 7.2 8.0 

11.04 晴 13.2 6.8 6.1 12.8 7.6 11.7 

11. 11 晴 13.8 6.8 4.9 12.2 7.4 12.5 

11.30 晴 11.8 6.8 6.3 9.0 7.4 12.6 

12.09 雨 11.8 6.8 7.8 9.2 7.2 12.4 

12.14 曇・雨 9.2 7.0 9.9 7.9 7.4 14.7 

12.21 雨 9.9 7.0 9.3 7.8 7.2 13.8 

1. 09 晴 9.0 7.0 9.3 6.8 7.3 12.5 

1. 17 晴 7.5 6.9 9.8 5.0 7.3 13.2 

1. 25 晴 8.7 7.0 9.8 5.7 7.2 12.5 

2.06 曇 6.2 7.0 10.2 4.1 7.2 13.1 

2.17 曇 8.5 7.0 調. 9.6 6.7 7.3 13.2 

2.22 雪 7.5 7.2 11.5 4.6 7.3 12.5 

3.08 雨・晴 8.7 7.1 9.8 6.0 7.3 12.0 

3.15 晴 9.7 7.0 9.2 6.3 9.3 12.6 

3.27 晴 9.8 7.0 10.3 6.4 7.3 12.3 

注:観測点熊田川分場排水上流 30m、手取川河口右岸(建設省水位観測点)
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V 内水面水産センター



1 .種苗生産・配布概要

(1 )種苗生産内容

単位:尾

前年度より 1994年度 内 訳 次年度へ
区 分

生 産 生産 * 1 7τ圭E=f 払 試験用 その他*2 繰 越

マゴイ稚魚、 300，000 163，710 135.790 500 

マ ゴ イ 親 侯 40 20 20 

マ ゴ イ 親 魚 50 区 20 70 

ニシキゴイ稚魚 70，000 8，965 61.035 。

ニシキゴイ親侯 50 

ニシキゴイ親魚 30 30 

ヤ マ メ 稚 魚 100，000 100.000 99.000 700 19，300 81，000 

ヤ マ メ 親 魚 50 区 700 700 50 

イワナ稚魚、 7，000 1，000 6.000 。

イ ワ ナ 親 侯 200 200 。

イ ワ ナ 親 魚 100 区 200 300 。

カ ジ カ 稚 魚 5，000 200，000 65，000 5.000 131.000 4，000 I 

カ ジ カ 親 魚 2，000 区 5，000 2.000 3，200 1.800 

注 * 1 区は区分換え

*2 消耗及び無償配付

日

U
円
、

u



(2) 種苗の配布状況

1 .ヤマメ

月 男Jj 内 訳
養殖用 放流用 言十

4月 5月 6月 7月

0.5""" 1.0 g 2.500 38，000 40，500 30.000 10，500 

1.1 ，.."， 1.5 g 25，000 33.500 58.500 6，500 5，000 47.000 

計 27，500 71，500 99.000 36.500 15，500 47.000 

2. マゴイ

月別内訳
養殖用 観賞用 放流用 その他 計

8月 9月
-

青 仔 100 100 100 

5 cm内 外 600 485 161，000 1.625 163，710 6，110 157，500 

言十 700 485 161.000 1.625 163，810 6，210 157.500 

3.ニシキゴイ

月別内訳

養殖用 観賞用 放流用 その他 計

8月 9月

青 仔

5畑内外 400 4.065 2，800 1.700 8.965 4.815 4，150 I 

言十 400 4，065 2.800 1.700 8.965 4，815 4，150 

4.カジ力

~ 養殖用 放流用 計 8月配付 備 考

0.3"""0.5g 65，000 65.000 65，000 

言十 65.000 65，000 65.000 
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2.種苗生産事業

冷水性魚類(ヤマメ)

I 目的

県下河川における冷水性魚類資源の維持培養

と養殖用種苗の確保を図るため、種苗生産を実

施し、県下河川に放流するとともに養殖業者に

種苗供給を行い内水面漁業を振興する。

H 結果

1.ヤマメ

本年は10月21日から11月9日までの聞に 4

回採卵した。採卵に使用した親魚(雌)は141

表-1 ヤマメ採卵瞬化状況

主~哩 2 

採 卵 年 月 日 94. 10. 21 94. 10.28 

親 魚数 ♀ (尾) 33 80 

採 卵重量(g) 1，490 3.140 

1粒平均卵重量(昭) 84.1 87.0 

J1s 径 (mm) 5.21 5.33 

A 採卵数(粒) 17，710 36.090 

1尾平均採卵数(粒) 536 451 

B 発眼 卵数 (粒) 13，300 32，740 

発眼率(B/AXI00)% 75.1 90.7 

瞬化開始年月日 . . 94. 12. 6 

発眼卵配付 . . 
C 癖化 尾数 (尾) . . 32，548 

1昨化率(C/BXI00)% . . 99.4 

浮上開始年月日 . . 65. 1. 10 

餌付け開始年月日 . . 95. 1. 16 

表-2 ヤマメ年次別卵瞬化状況

瓦百一一一一主竺 90 91 

採 卵 数 (粒) 100.480 132，160 

1尾平均採卵数(粒) 295 385 

1粒平均卵重量 (mg) 94.0 110.9 

発 日艮 守~ヱe (%) 84.7 93.5 

1昨 化 守~三 (%) 97.4 98.2 
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尾で63，270粒を採卵した。雌1尾あたりの採

卵数は405粒(各国平均 283-536粒)で 1粒

あたりの卵重量は82.0昭で、あった。雌の平均

体重は169.1gで最大が294.0g最小が101.0g 

であった。平均尾叉長は23.9cmで最大が28.8

cm最小が19.8ωであった。発眼率は86.8%、

瞬化率は99.7%であった。

2. イワナ

本年は夏期の異常気象による高水温のため

親魚のほとんどがへい死し、残った親魚も採

卵出来なかった。

3 4 言十

94. 11. 2 94. 11. 9 4回

22 6 141 

640 120 5，390 

82.3 74.6 82.0 

5.08 4.91 5.13 

7.770 1.700 63.270 

353 283 405 

7.290 1，595 54，925 

93.8 93.8 88.3 

94. 12.14 94. 12. 23 . . 
. . . . . . 

7.287 1，594 41，429 

99.9 99.9 99.7 

95. 1. 20 95. 1. 20 . . 

95. 2. 95. 2. . . 

92 93 94 

318.210 125.980 63，270 

514 341 405 

94.0 113.5 82.0 

85.2 92.7 86.8 

99.3 99.7 99.7 



表-3 イワナ年次別卵瞬化状況

瓦百一-一一一一~一 90 91 92 93 94 

親 魚 年 齢 3 - 4年 3年 3年 3年

採 ~ß 数(粒) 202，891 255，560 245，540 145，440 

1尾平均採卵数(粒) 1，304 

l粒平均卵重量 Cmg) 97.4 

発 眼 率 C%) 65.2 

瞬 ft 率 C%) 84.7 

コイ類(マゴイ・ニシキゴイ)

I 

H 

目 的

県内の湖沼におけるコイ資源の繁殖保護と内

水面漁業の振興を図るため、マゴイ及びニシキ

ゴイの種苗生産を実施し、内水面関係漁業協同

組合、市町村等に放流用種苗、養殖用種苗及び

観賞用種苗として配付した。

結 果

マゴイ

5月上旬に親魚の選別を行い、親魚21尾

表-4 採卵及び卵瞬化状況

魚収容月日

卵 親 魚 数 (尾)

重

卵月日

卵時水温

眼月日

眼率

で<' ゴ イ

5月23日

♀ 9 ，♂ 12 

2.9-3.8kg 

5月24日

14.6-22.60C 

5月27日

58.2-66.8% 

1，247 

98.8 

89.2 

97.5 

2 

1，247 1.569 

105.9 115.1 

77.5 89.6 

97.6 99.4 

(♀ 9尾、♂12尾)を 5月23日に産卵池に移

し、 5月24日に自然産卵により採卵した。産

卵時の水温は14.6--22.60Cであり 5月27日に

発眼し発眼率は58.2--66.8%であった。

ニシキゴイ

5月下旬に親魚の選別を行い、親魚(紅白、

大正三色)を種類ごとに分け、 6月13日に産

卵池に収容した。採卵は 6月14日に自然産卵

によって行った。産卵時の水温は16.8--24.4

℃で 6月17日に発眼し発眼率は44.5--62.4%

であった。

ニシキゴイ

6月 13日

♀ 2 ，♂ 4 

2.2-3.3kg 

6月14日

16.8-24.40C 

6月17日

44.5-62.4% 
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3. アユ種 苗放流効果調査

由来の異なる種苗の放流について

I 目的

本県の放流種苗の総てを供給する湖産種苗に

おいて、由来の異なるヤナ取り種苗(天然種苗)

と仕立て種苗(長期蓄養種苗)について放流後

の移動・分散傾向と成長を比較し、その種苗に

応じた放流方法を解明する。

H 調査方法

1.調査河川の概要

調査河川は動橋川とし、その中流域におい

て上下を堰堤で区切られた長さ1.3kmの範囲

を調査区間とした(図 1、表 1 )。

。

100 

200 

300 

400 

ー

『、，‘

t

図-1 調査河川の位置と調査区間の概略
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表-1 調査河川及び調査区間の概要

河 )11 名 新堀川水系動橋川

所 在 地 江沼郡山中町 -1

加賀市|

流 程 27km 

長 さ 1.3km 

標高差 6m 
調

河川勾配 5.0m/km 

査 平均川幅 8.8m 

河川型 Aa-Bb移行型

区 早瀬面積 4.798nf 

間
平瀬面積 2.180nf 

淵面積 3.844nf 

概算水面積 10.822nf 

動橋川は柴山潟から新堀川を通して日本海

に通じているが、新堀川河口には水門があり、

天然アユの遡上を妨げているO また、調査区

間は上下を堰堤で区切られ、区域外との魚の

行き来は少ないと思われる。さらに、調査区

間内には漁業協同組合のアユ放流は行わない

ように依頼している。

なお、当河川の解禁日は釣りが7月 1日、

網が7月18日である。

2.供試魚、の前歴

供試魚の前歴を表-2に示す。ヤナ取りは

1994年 5月19日に滋賀県安曇川のヤナで採捕

されたもので、仕立ては1994年3月頃にエリ

で採捕され、その後13--150Cの地下水中で給

餌養成されたものである。



ヤナ取りは 5月23日に北船木漁業協同組合

から、仕立ては 5月17日に小松水産からト

ラックで美川事業所に輸送し、標識装着後放

流日まで地下水で蓄養した。

表-2 供試魚の前歴

項目/種類 ヤナ取り 仕立て

種苗の種類 湖 産 湖 産

親魚の由来 天 然 天 然

採捕年月日 '94 5. 19 '94. 3 

採 捕漁具 ヤ ナ エ

蓄養期間 6 日間 約 70間

3.標識放流の概要

標識放流の概要を表-3に示す。標識はヤ

ナ取りには脂鰭切除を行い、仕立てには桃色

リボンタグを背鰭基部に装着した。

表-3 標識放流の概要

項目/種類 ヤナ取り 仕立て

放流月日 '94. 5. 25 '94. 5. 20 

放流場所 下流 1箇所 下流 1箇所

放流尾数 5，300 3，900 

体長 mm 72.25::!::3.30 79.74士6.74

体重 g 3.62::!:: 0.56 6.58::!:: 1.85 

ß~ 満 度 9.54::!:: 0.68 12.68::!:: 1.53 

標 識 脂鰭切除 桃色リボンタグ

健 康状態 良 好 不 良

4.河川環境調査

調査区間上詐品句 5km地点で、毎日午前10時に

水温を測定した。水量は(財)日本気象協会北

陸センタ一発行の石川県気象月報の降水量を

参考とした。

5.とびはね検定

とびはね検定実施要領に従って表-4の条

件で2回行った。なお，第2回目では仕切り

高さを10cmにした。
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表-4 とびはね検定条件

項目/回次 第 1回 第 2回

実施月日 '94.5/25-26 '94.5/26-27 

実施場所 屋 外 屋 外

開始時刻 AM 11 :30 A加i 11 :30 

天 候 曇 曇のち雨

使 用 水 河 } 11 7.k 河 } 11 7.k 

7.k 温 。C 14.4-15.8 14.8-15.2 

水 深 cm 15 15 

注水量 1/sec 0.6 0.6 

仕切り高さ叩 5 10 

密度尾/rrf 300 300 

収容槽色彩 灰 色 灰 色

照度 lux 44，000 29，000 

一一
6.追跡調査

(1) 潜水調査

放流翌日から週に 1回の間隔で計2回の

潜水調査を行い、潜水目視により移動・分

散状況を調査した。

(2) 再捕調査

潜水調査終了後、週に 1回の間隔で投網・

刺網、友釣りにより計4回の再捕調査を

行い、再捕状況、成長を調査した。

E 結果及び考察

1.河川環境調査

旬別の平均水温の推移を図 2に示す。 5

月は晴れて気温の高い日が多かったことから、

水温は全般的に平年よりやや高めであった。

6月も上旬は引き続きやや高めを示したが、

中旬以降、梅雨入りによる寒気の入り込みの

影響で

7月は梅雨明けと同時に太平洋高気圧に覆わ

れ、水温はやや高めからかなり高めとなった。

さらに 8月は高温傾向が促進されてかなり

高めとなった。

水量は図 3に示す旬別の降水量の平年比

の推移を反映して 5月はやや少なめ、 6月か





表-7 再捕魚の測定結果

種類/日時/項目 調査尾数 平均体長 mm

ヤ
5月25日 50 72.25士 3.30

ナ
6月 9日 10 77.88士 9.17

取
6月15日 12 86.40::t 11.51 

り
6月22日 13 84.74::t 11.55 
6月30日 11 89.83土 17.12

仕
5月20日 50 79.74::t 6.74 
6月 9日 2 79.00::t 6.29 

立 6月15日 3 89.93::t 12.28 

て
6月22日 81.19 
6月30日 78.36 

n=9 

円宮、。
n=9 

図-4 再捕魚の体重の推移

し、成長は前年度同様で良くなかった。また，

体長一体重関係を図 5に示す。

町 要 約

g 
35 

30 

25 

20 
~ 
m 

15 

10 

5 

平均体重 g

3.62::t 0.56 
8.84::t 3.31 
8.80::t4.75 
8.40士5.06
10.49::t 8.25 

6.58::t 1.85 
6.85士2.50
9.39::t 5.94 

4.68 
5.59 

O上流区

.中百十区

中流区

BW=2.9458.1O-1BC3.84~ 

平均肥満度

9.54士0.68
12.91士2.70
12.49::t 1.68 
12.32::t2.39 
12.20::t1.74 

12.68::t 1.53 
13.55::t 1.82 
12.00士2.49

8.74 
11.62 

%。 70 809OB Uoomm130mm 

図-5 体長一体重関係

4.成長はヤナ取りでは前年度同様に悪かった。

一方、仕立ては再捕尾数が極端に少なく成長

の良否は明らかにできなかった。

1.水温は 6月中下旬の梅雨時期に平年並みか

らやや低めとなった以外は全般的に平年より

やや高めに経過し、特に 7月下旬以降はかな

り高めとなった。

V 参考文献

水量は 5月はやや少なめ、 6月以降はかな

り少なめであった。

2. とびはね率はヤナ取りが16--23%、仕立て

が10--32%を示し、ヤナ取りがやや上回った。

3.潜水目視調査及び投網・刺網による再捕調

査のいずれにおいても目視尾数、再捕尾数が

少なく移動・分散傾向及び再捕状況は明らか

にできなかった。
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4. アユ天然資源調査

手取川下流域のアユ天然遡上魚について

I 目 的

県内最大河川である手取川において、漁業権

が設定されていない下流域のアユの天然、遡上状

況等について把握する。

E 調査方法

1.標識放流

1994年 5月20日に脂鰭を切除した湖産仕立

てアユ6，900尾(平均体長:82.6::t28.10mm、平

均体重7.30::t1.72 g)を、 5月25日に脂鰭を

切除した湖産ヤナ取りアユ4，100尾(平均体

長:72.3士3.30mm、平均体重:3.62::t0.56 g) 

を図-1に示す位置に放流した。

2.再捕調査

解禁前の1994年6月14日の特別採捕調査と

日

五十嵐誠一・板屋圭作・井尻康次

解禁日の1994年6月16日のピク覗き調査及び

地元あゆ保存会からの再捕報告によって行っ

fこo

E 結果及び考察

6月14日に行った特別採捕調査では毛針釣り

と投網・流し網による採捕を行ったが、釣りは

手取川橋直下の右岸、手取川橋上流約 1kmの左

岸側、辰口橋下流約0.8kmで行い、 324尾を再捕

し、うち 1尾が標識魚であった。

網は美川事業所裏付近で行い、 68尾を再捕し

たが、標識魚はみられなかったo天然魚の大き

さは網採捕魚では体長は97.0::t20.85mm、体重は

13.8士9.79gで、約り採捕魚では体長は87.3::t2

0.19mm、体重は9.8::t6.64gであった。

。
2 3 4km 

辰口橋

13こコ仁 6 

・放流点

数字は再捕尾数

図-1 放流地点及び再捕位置
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6月16日のビク覗き調査では1，935尾中、標

識魚は16尾であった。標識魚の全長は9.7士1.05

cm、体長は7.9士0.76αnであった。

次に手取川あゆ保存会からの報告では、4，894

尾中、 21尾が標識魚で標識魚の全長は9.1士2.03

佃で、あった。(図-1) 

ここまでの採捕尾数から全体で7，153尾中，

標識魚は沼尾であり、標識魚の放流尾数11，000

尾から天然椎アユの遡上量は約207万尾と推定

された。

なお、本調査は標識放流による資源量の推定

法であり、本来は標識放流には天然の遡上魚を

用いるべきであるきが、天然魚の採捕が困難な

ため琵琶湖産種苗を用いた。また、天然魚と琵

琶湖産種苗では移動状況、再捕率、生残率等が

異なるため精度はかなり落ちるが、大勢は判断

できるものと思われる。

~314~ 



5. 小卵型カジカ種苗生産試験

(1 )採卵及びふ化試験

I 目的

当場ではカジカの養殖用種苗の供給を目的に

種苗生産試験を実施した。

H 材料及び方法

し供 試魚

'C 

水

温

1990年産養成4年魚78尾(1994年採卵後か

らの生残率は47.8%)、1991年産養成3年魚339

尾 (1994年採卵後からの生残率42.0%)、1993

年産養成2年魚1，232尾を用いた。飼育水槽

(直経70cmと100cmのポリエチレン製タライ)

を使用、飼育飼料は市販のマス配合飼料にビ

タミンなどを添加して与えた。

lOT---r・・・-----------・ーー-----ー・・ー・ー・・・・・

7.5 

2.5+・------------------------

0 
12 . 9.) 1 2 

月日

図-1 産卵水温の推移

2.採卵方法及び卵管理、ふ化

3 4 

コンクリート製水路(幅90X長さ400、水

深15cm、7区画)を使用して、中 2--3日後

に取揚げた。注水は 2次水で注水量は毎分約

300--600 R程度であった。卵管理はトイ式と

板屋圭作・横西哲

シャワ一式の 2通り行った。検卵後発眼卵を

ザルに入れシャワ一式でふ化まで管理した。

ふ化後80日目を目途に淡水馴致を施し飼育し

fこO

E 結果と考察

採卵は1994年12月20日から1995年 3月20日の

約4カ月間近くに及び同一個体が数回にわたり

産卵する多国産卵であった。養成2年魚の採卵

が養成3、4年魚より 7--10日程早く始まった。

採卵期間中の水温は最低1.60C最高8.90Cで10

℃以下に推移するに伴い産卵を開始した(図 1)。

採卵期間中産卵池に収容した雄の中に自下あ

たりの同位置に白い傷症状が現れ、その後目の

周辺を傷が被いへい死する状況が今回初めてあっ

た。産卵池に使用しないタライの雄にはその様

な状況はなかった事から産卵池内のコンクリー

トに擦れた可能性があったので瓦の下にプラ

スチック板を敷き状況をみたがあまり効果は見

られず原因は不明であった。特に養成3年魚の

雄に目立つた。

採卵結果を表-1に示した。

採卵数の内訳は養成4年魚採卵数合計約126

千粒、養成3年魚は合計約398千粒、養成 2年

魚は787千粒、総合計1.311千粒であったが、そ

の内30千粒が害獣に食害され総合計は1，289千

粒であった。

シャワ一式卵管理法のよる採卵数割合は約72

% (930千粒)、トイ式は約28%(361千粒)の

内訳であった。発眼卵数は合計約320千粒でシャ



表-1 採卵結果表

項 目 種 月IJ

採卵雌親魚の由来 養成4年魚
採卵雄綴魚の由来 養成2年魚(15.7-28.0g)、養成3年魚 (28.2-38.2g ) 

採卵回数別 1 2 3 メE当3、 計

採卵期間 12/26-3/20 1/17-3/14 2/14-3/20 
採卵雌親魚数(尾) 78 78 62 78 
採卵雌親魚延数(尾) 78 156 218 218 
採卵親魚同一雌関与率(%)* 1 100 100 79.4 
採卵雌親魚平均体重(g)士SD 26.7:t 1.2 22.5:t 3.4 23.3:t 2.6 
採卵雄親魚 11 11 :tSD 36.6:t 1.8 25.7士7.0 19.6:t 2.8 
雌雄比:tSD*2 (尾) 土SD 1.2士0.4 0.7:t0.3 0.9:t 0.2 
平均産卵率*3(%) :tSD 78.1:t21.6 94.0:t 5.4 80.0:t9.4 
総採卵数(千粒) 58.4 44.8 23.7 126.9 
雌 1尾平均採卵数(粒) 士SD 762:t 143 500:t 263 394士167
魚体重 1kg当り平均採卵数 *4 361士73 259士133 207:t 81 
発限卵数(千粒) 18.4 12.4 7.4 38.2 
トイ式平均発眼率士SD(%)*5 41.2:t 23.6 62.1:t 6.5 12個
川ワー式平均発眼率士SD(%)*5 33.2:t 21.9 22.6:t 21.2 31.1土 26.1 66個
発眼率の最低値、最高値(%) 0.0-67.1 0.9-71.7 0.0-98.3 

一ー-'-ーー
*卵重は養成4年魚は12mg、養成3年魚10mg、養成2年魚8mgとして算出した。
* 1同一親魚の産卵関与尾数(仮定) 本 2雄 1尾当りの雌収容尾数
* 3放養雌親魚数÷産卵尾数 * 4 (採卵重量÷雌取揚重量)+卵重=(単位:百粒)
* 5注……卵管理の方法別(合計は卵塊数)である。

項 目 種 別

採卵雌親魚の由来 養成3年魚
採卵雄親魚の由来 養成2年魚(15.7-28.0g)、養成3年魚 (28.2-38.2g ) 

採卵回数別 1 2 3 品<=1‘ 計

採卵期間 12/31-1/4 1/17-3/14 2/10-3/20 
採卵雌親魚数(尾) 339 320 245 245 
採卵雌親魚延数(尾) 339 659 904 904 
採卵親魚同一雌関与率(%)* 1 100 94.3 72.2 
採卵雌親魚平均体重(g) :tSD 20.6:t 1.6 17.0:t 1.1 18.0:t 2.4 
採卵雄親魚 11 11 :tSD 33.0:t 4.5 26.0:t8.7 23.9士5.1
雌雄比士SD*2 (尾) :tSD 2.4:t0.9 1.2:t 0.5 1.2土0.5
平均産卵率*3(%) :tSD 92.9:t 8.1 96.1:t3.9 98.4:t 3.0 
総採卵数(千粒) 200.9 114.3 71.3 386.5 
雌 1尾平均採卵数(粒) :tSD 627:t 89 397:t 151 300:t86 
魚体重 1kg当り平均採卵数*4 419士72 238:t 91 204:t47 
発眼卵数(千粒) 38.7 

~3士+2228402039ClI29 O 244 

95.5 
トイ式平均発限率:tSD(%)*5 25.3:t24.6 55.9 176個
川ワー式平均発眼率:tSD(%)*5 28.3:t21.9 28.4:t22.9 I 29.1:t25.0 42個
発眼率の最低値、最高値(%) 0.2-86.8 0.0-80.0 I 0.0-93.5 

項 目 種 耳IJ

採卵雌親魚の由来 養成2年魚
採卵雄親魚の由来 養成2年魚(15.7-28.0g)、養成3年魚 (28.2-38.2g ) 

採卵回数別 2 3 4 辺<=1、 五十

採卵期間 12/20-2/3 1/19-3/20 2/14-3/20 2/14-3/17 
採卵雌親魚数(尾) 1，232 1.143 803 49 1，232 
採卵雌親魚延数(尾) 1，232 2，375 3，026 3，075 3，075 
採卵親魚同一雌関与率(%)* 1 100 92.7 65.1 3.9 
採卵雌穀魚平均体重(g)士SD 9.7:t1.0 8.7:t0.7 8.5:t 0.8 10.5:t 3.0 
採卵雄親魚 11 11 :tSD 21.1士 3.8 20目3:t3.4 17.9:t3.0 15.8土2.2
雌雄比:tSD* 2 (尾) 士SD 2.7:t1.3 2.1士1.1 2.0士0.8 2.0士1.4
平均産卵率*3(%) 士SD 87.7:t14.6 91.0:t 9.0 94.2:t6.0 94.5土5.7
総採卵数(千粒) 381.9 259.8 138.0 7.4 787.1 
雌 1尾平均採卵数(粒) :tSD 334:t 96 264土110 191士38 238:t157 
魚体重 1kg当り平均採卵数 *4 403:t 106 328士117 268士53 216士88
発眼卵数(千粒) 65.3 62.6 31.2 1.2 160.3 
トイ式平均発眼率士SD(%)* 5 27.1:t18.1 58.0:t10.3 29.8:t 26.6 58個
シ+ワー式平均発眼率土SD(%)*5 17.5:t 16.3 14.5土16.3 1921固
発限率の最低値、最高値(%) 0.0-88.4 0.0-84.7 0.0-96.1 I 0.0-52.9 

*6……親魚養成飼料試験の数値を除いた値。
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表-2 小卵型カジカ年齢別組成表

年齢養成 2年魚、

尾数 全長cm 体長m 体重 g 卵重 g ょう卵数 成熟度%

9.9 8.6 14.0 3.04 630 21.7 

8.1 2 9.1 12.9 4.26 1，158 33.0 

3 8.3 7.0 9.9 2.99 1，189 30.3 

4 8.2 7.2 7.6 2.11 720 27.8 

5 9.4 8.3 13.3 4目01 1，189 30.2 

6 9.3 8.1 13.1 3.66 1，036 27.9 

7 10.0 8.6 15.3 3.78 1，385 24.7 

8 9.3 8.0 11.1 2.16 745 19.5 

9 9.3 8.0 11.6 4.07 1，450 35.1 

10 9.5 8.1 15.1 4.76 1，690 31.5 

11 9.4 8.1 13.6 3.53 882 26.0 

12 8.7 7.4 8.7 1.78 569 20.4 

13 9.0 7.7 11.6 3.00 1.172 25.9 

14 9.0 7.6 12.6 3.80 1，192 30.2 

平均 9.2 7.9 12.2 3.40 1，072 27.4 

標準 0.5 0.5 2.2 0.80 316 4.5 

最大 10.0 8.6 15.3 4.80 1，690 35.1 

最小 8.2 7.0 7.6 1.80 569 19.5 

養成 3年魚

尾数 全長cm 体長cm 体重 E 卵重 g ょう卵数 成熟度%

11.6 9.3 21.1 6.18 1，740 29.3 

2 11.6 9.9 26.4 6.84 1，850 25.9 

3 10.6 9.6 21.6 6.12 1，653 28.3 

4 12.1 10.5 33.9 8.74 2，477 25.8 

5 10.2 9.0 20.2 5.82 1，400 28.8 

6 11.2 9.8 26.2 6.70 2，246 25.6 

7 11.0 9.5 24.0 4.47 1，546 18.6 

8 12.2 10.4 27.8 8.21 2，410 29.5 

9 11.1 9.8 ! 20.3 6.37 1，703 31.4 

10 11.5 10.1 23.3 5.86 1，650 25.2 

平均 11.3 9.8 24.5 6.50 1，868 26.8 

標準 0.6 0.4 4.0 1.20 356 3.4 

最大 12.2 10.5 33.9 8.70 2，477 31.4 

最小 10.2 9.0 20.2 4.50 1.400 18.6 

養成 4年魚

尾数 全長ω 体長cm 体重 g 卵重 g ょう卵数成熟度%

l 12.2 10.3 28.9 6.31 1，380 21.8 

2 13.9 11.9 51.8 11.40 2，074 22.0 

3 12.2 10.6 28.1 7.15 1，020 25.4 

4 13.6 11.7 41.6 12.30 2，220 29.6 

5 12.5 10.9 33.1 9.20 1，717 27.8 

6 12.7 10.7 32.8 8.81 1，452 ヲ6.9!
7 13.0 11.2 34.0 8.82 2，326 25.9 

8 12.4 10.6 30.7 9.30 1，758 30.3 

9 11.8 9.9 28.3 7.83 1，141 27.7 

10 12.6 10.9 35.9 9.89 1，312 27.5 

11 12.2 10.6 30.2 8.83 1，646 29.2 

12 12.8 11.0 37.7 9.84 1，655 26.1 

13 11.7 9.7 25.9 6.09 1.224 23.5 

平均 12.6 10.8 33.8 8.91 1.610 26.4 

標準 0.6 0.6 6.7 1.73 I 394 2.6 

最大 13.9 11.9 51.8 30.3 

最小 11.7 9.7 25.9 6.09 I 1，020 21.8 
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ワ一式約190千粒、トイ式約130千粒であった。

シャワ一式では水の衝撃なと、から卵が脱落し、

卵管理法としては劣る結果になった。

今回卵管里期間中はマラカイド消毒はしなかっ

。
た

ふ化尾数は約250千尾(ふ化率は推定約80%

前後の範囲)であった。ふ化は淡水時も、人工

海水収容期にも特にへい死状況はなかった。

1尾当りの平均採卵数は年令、体重にもよる

が年令別で比較すると同一魚と仮定した場合、

2年魚では 3回合計で789粒、 3年魚、は1，324粒、

4年魚は1，656粒であった。

E 
印

重

圃養成 2年魚:

O養成 3年魚: 4 
A養成 4年魚:

----~---

m+;/jjj 
dF-

40 

体

。。 8 ロ
体 長

16 m 
cm 

4 

図-2 体長と体重の関係

3((幻

f"¥ 0 : 

o~ '"・A，& 

ト Ai
(l・

-fRv tA Aj.  ・.φ-AA.11
-1AA  aii  

------...---~--ー企ー・・--r--- 一------，
• I .. I 

t・.i ・差成 2年魚 i
・ : 0養成 3年魚'

. : ...養成 4年魚

卵 笈 削

教

m
 

{
個
}

。。 初 却 回

E 体重

図-3 体重と卵数の分布



各年齢別の組成を表2に示した。各親魚とも

産卵池に収容する直前の魚体を冷凍したもので

ある。取り出した卵巣は、ょう卵数の計数の前

にギルソン液に浸し卵巣を分離した後確認した。

養成2年魚についてはは1994年に調査した値で

平均体重12.4gで早期ふ化群を飼育して親魚選

抜したものであった。全体に調査魚数は少ない

が個体によって多少のバラツキ(すでに放卵し

た魚体もあった)があった。

図2に各年齢別体長と体重の分布、図3に各

年齢別体重と、ょう卵数の分布を示した。

年齢が高くなるにつれ、ょう卵数が増加する

傾向が鈍くなり2，000粒を超える経産魚は 2割

前後の尾数であった。特に4年魚の卵型は24--

25mmの範囲で大きく、ょう卵数の頭打ち傾向が

みられた。
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なお、卵巣内には小粒の卵が確認された。これ

らを基に実際の産卵池での収穫採卵数と単純比

較すると養成2年魚(昨年の 3回合計採卵)の

内約5割の親魚が調査ょう卵数の約100%を確

保、 3年魚(3回合計採卵)は内 7割の親魚が

調査ょう卵数の約70%、4年魚 (3回合計採卵)

の内8割の親魚が約100%の確保した値であっ

たことから各年齢別の、ょう卵数に近似する値

を示した。

今後、採卵効率の向上、親魚養成技術などの

推進を図る必要がある思われた。 尚、ふ化仔

魚は1995年2月17日--4月18日の聞に約25万尾

得られ、飼育継続中である。



(2) 仔、稚魚飼育試験

I 目的

ふ化仔魚(1994年 2月から)から稚魚まで飼

育試験を行った。

板屋圭作・横西哲

毎分0.6--3 1!の注水量とした。配合飼料を

併用してからは毎分 1--71!を目安とした。

底掃除は 2--3日おきに行い、同時に舞死魚

の確認を行った。

水温は150Cを基準にセットした。飼育はガ

ラスハウス内で遮光ネットを上に被い直射を

防いで飼育した。稚魚飼育は淡水馴致後タラ

イを 2段にして各水槽毎分 5-6 1!の注水量

で飼育した。魚病予防のため週 1回を目安に

2 %30分の塩水浴を実施した。

H 材料及び方法

1.供試魚

1992年天然養成魚19尾 (1993年からの生残

率約46%)と養成 2年魚807尾、養成 3年魚

163尾(1993年からの生残率15.9%)から約881

千粒採卵して順次、瞬化した仔魚(1994年 1

月21日初瞬化、最終解化日は 5月3日、解化

率推定90%前後、平均全長8.5mm前後、平均 E 結果と考察

体重 4mg前後、瞬化推定尾数120千尾)を使 飼育水温の変化を図-1に示した。

用した。

尚、収容密度は 11!当り 10--20尾を目安と

した。

2.飼育期間

1994年 2月2日--8月11日

3.飼育方法

黒ワニスを塗布したポリエチレン製円形水

槽(直径800x高さ700、水深650mm、容水量

約2001!) 8槽(延14槽)、 5001!黒色ポリエチ

レン製パンライト 5槽、 FRP楕円 2トン水

槽 2槽使用した。

餌は 1日2回アルテミア幼生 (cc当たり 10

ケを目安)を与えた。なお、アルテミアには

海産クロレラ(商品名:マリンアルファ)の

栄養強化を行った。アユ市販配合初期飼料を

併用(放養後約25日目、着底時期は収容後約

40日目積算水温で幼Ooc以上)した。

飼育水は 5clのアレン処方の人工海水で、循

環漉過水を、当初は、容器の大きさによって
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収容時期にも因るが、当初約30日間は10--12

ocで推移し着底日数は40日程を要した。 3月~

4月までは12--150Cの範囲で推移し、 5月から

は外気の影響から上昇傾向を示した。

飼育密度は人工海水期間内で、L当たり 10尾飼

育水槽が70--80%の生残率が安定的に得られた。

また、限られた飼育条件の中で高密度飼育(1! 



当たり20尾前後)のケースもあり生残率が30--

40%程度に低下した事例もあった。今回は前年

の飼育事例から他魚との併用はやめて事前に漉

過槽関係をホルマリン消毒し、単独で漉過槽を

使用したことから疾病の発生はなかった。

極端な飼育事例だが4月7日にふ化した仔魚

を侃日目経過後いきなり淡水馴致 (200Cの人工

海水から160C淡水)をした結果、収容尾数の約

2 % (87尾)が翌朝へい死していた。へい死サ

イズは平均体長1.6cm、平均体重74mgで、あった。

急激な淡水馴致能はかなり適応できる事からふ

化低約80日目(魚体重約150mg)を目安として

淡水に移行している。魚体重100--150mg(体長

2 cm前後)の範囲が安全な淡水馴致移行サイズ

であることが推察された。淡水移行後はタライ

(直径70cm)にータライ 2000--3000尾を目安に

順次入れた。

以上のことから議過槽関係の消毒、又、循環

漉過水を単独利用をしたことから全期間(海水、

淡水)を通じ疾病の発生がなかった。今後も併

用飼育は馴染まず、単独飼育の必要性が伺えた。

最終生残率は採卵から10.2%であった。
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(3) 親魚養成飼料試験

板屋圭作・横西哲

I 目的

小卵型カジカの養成餌料はマス市販配合飼料

を使用しているが、未だ経験的に使用されたも

のである。

成2年魚を使用した。

2.飼育期間

1994年8月1日--12月15日 (135日間)

3.試験飼料

今回はマス市販配合飼料をベースにビタミン

を添加した給餌について検討した。

H 材料及び方法

1.供試魚

1、2区がマス用市販配合飼料単独、 3、

4区はマス用に総合ビタミン(ミタカ製薬)

にユベラフードオイル(ビタミンE)、ビタ

ミンCを外割約 1%程度添加した飼料を使用

しfこ。

4.飼育方法継代飼育していた養成親魚から1992年に生

産した養成2年魚を用いた。雄は1992年産養 ポリエチレン製青タライ(直径回×高さ泊、

表-1 飼育結果及び採卵結果

項 目 1・2区 3・4区

採卵雌親魚の由来 養成2年魚(マス用単独飼料) 養成2年魚(マス周飼料+ビタミン添加)

採卵雄親魚の由来 養成2年魚 養成2年魚

開始時尾数(尾) 317 318 
開始時親魚平均体重(g) 3.6 3.6 
取揚雌親魚尾数(尾) 210 211 
産卵親魚雄混入数(尾) 35 54 

発死尾数(尾) 72 53 
日間成長率(%) 0.76 0.93 

採卵回数別 1 2 3 合計 2 3 

採卵期間 1/4-2/6 2/7-3/14 2/28-3/20 12/28-1/31 1/24-3/14 2/24-3-20 
採卵雌親魚数(尾) 152 124 86 152 154 154 119 
採卵雌親魚延数(尾) 152 276 362 362 154 308 427 

採卵親魚同一雄関与率(%) * 1 100 81.5 56.5 100 100 77.2 
採卵雌親魚平均体重(g)士SD 9.3:!:1.1 8.3::!:O.7 7.9::!:1.0 10.3::!:0.4 8.7::!:0.6 8.4土0.4

採卵雄続魚 ノノ // 土SD 19.8::!: 1.7 18.9::!: 1.3 15.2::!:O.2 20.1::!:2.9 19.9::!:5.1 14.0::!:2.3 
雌雄比::!:SD本 2(尾) ::!:SD 2.8:!: 1.0 1.6::!:O.8 1.5::!:O.7 1.8::!: 1.1 1.7::!:O.9 1.9::!:O.7 

平均産卵率*3(%) ::!:SD 86.9土13.2 94.5:!:5.7 97.5::!:3.1 89.2:!: 14.2 93.4:!:6.6 98.3:!:5.2 
総採卵数(千粒) 43.9 27.0 14.9 85.8 60.9 39.6 22.2 
卵塊数(個) 21 25 17 63 25 31 19 
雌1尾平均採卵数(粒) ::!:SD 283::!:114 220::!:58 178::!:21 449::!:118 271士118 195士35

魚体重 1kg当り平均採卵数*4 328::!:109 314::!:94 2臼:!:24 535:!: 127 356:!: 161 268士37
発眼卵数(千粒) 9.7 7.0 4.6 21.3 14.6 9.0 4.9 
トイ式平均発眼率士SD(%)*5 40.0士21.5 64.0::!: 15.0 52.0::!:22.5 27個 42.4::!: 16.5 43.7::!:19.5 56.9士25.2

内ワー式平均発眼率::!:SD(%)*5 13.7::!: 12.5 14.5士15.0 28.3:!:32.4 36個 12.5::!: 18.2 15.5::!:17.8 23.4:!: 14.4 
発日艮率の最低値、最高値(%) 0.0-57.5 0.O::!:84.7 0.0-85.7 0.0-64.6 0.0-85.1 3.5-93.7 
産卵池取揚回数(回) 8 10 5 9 13 6 

*卵重は養成2年魚は 8mgとして算出した。*1同一親魚の産卵関与尾数(仮定)

* 2雄 1尾当りの雌収容尾数 * 3放養雌親魚数÷産卵尾数 * 4 (採卵重量÷雌取揚重量)+卵重=(単位:百粒)

* 5注……卵管理の方法別(合計は卵塊数)である。
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合計

154 
427 
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水深10cm)4槽を 2段ずつにしてビニールハ

ウス内で飼育した。給餌は 1日1回総魚体重

の3%を目安とした。注水量は毎分 7--10L 

程度とした。

5.採卵方法

コンクリート製水路(巾90x高さ48X長さ

400、水深20cmを 1区画を主として)を使用

して放養後中 2--3日間後に取揚げた。

E 結果及び考察

飼育期間の水温を図-1に示した。飼育開始

時は200C前後で 7--9月は平年より 20C前後高

めに推移した。 11月中旬から12月初旬頃より 10

℃以下に推移し、産卵期間の水温は1.6--8.90C

の範囲であった。
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図-1 飼育水温の推移
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飼育結果及び採卵結果を表-1に示した。飼

育期間中の 7--9月にへい死があり特に 9月に

多く、せっそう病が発生した。生残率は 1、2

区は77.2%、3、4区が83.3%であった。産卵

親魚として使用できた割合は 12区が72.3%、

3、4区72.9%であった。両区とも雌の小型群

サイズ(約5.0g以下)を除いたためであった。

日間成長率は 1、2区は0.76%/日、 3、4

区は0.93%/日で3、4区が僅かに優りオイル

などの添加によるものと推察された。

卵管理は種苗生産と同様にトイ式とシャワ一

式で比較した。発眼率ではシャワ一式がトイ式

より低位に推移した。水の衝撃と卵の脱落の影

響が懸念された。トイ式ではビタミン添加区、

無添加区ともに遜色がなくビタミン添加による

明確な差異は認められなかった。

以上のことから今後も餌料添加物などを与え

餌料開発試験の推進を図る必要性があると思わ

れた。なお、各試験区の卵塊色は両区とも薄い

黄色であった。



(4) 給餌方法別飼育試験

I 目 的

小卵型カジカ稚魚の給餌時間帯の差異による、

成長、生残の影響などの飼育試験を行った。

H 材料及び方法

1.供試魚

養成 2年魚から1994年 1--2月中に採卵し、

約 9月経過した稚魚を選別 (5mm目合と 4mm

目合の間)した稚魚を使用した。

9月25日から10月3日まで予備飼育を行っ

た。

表-2 飼育結果

板屋圭作・横西哲

2.飼育期間及び平均水温

1期('94.10/4--11/6)35日間 (14.10C)

2期('94.11/7--12/5)29日間 (10.20C)

3期('94.12/6--'95.1/4)30日間(8.20C)

4期('95.1/5--2/14) 41日間 (5.1 OC) 

5期('95.2/15--3/14)28日間 (5.60C) 

6期('95.3/15--4/22)39日間 (7.80C) 

3.飼育方法

ポリエチレン製青色タライ(直径70X高さ

30、水深 7crn、容水量約16R ) 6槽を使用し

た。飼料はアユ市販配合飼料 (EPクランプ

試 験 期 間 全期間 ('9410/4-'95 4/22) 202日間

試 験 区 区 2 区 3 区 4 区 5 区 6 区

開
総尾数 1，109 1，082 1，156 1，176 1，124 1，140 

始
総重量 (g) 500 500 500 500 500 500 

平均体長 (cm) 3.26:t 0.22 3.22士0.19 3.33::t 0.24 3.26::t 0.19 3.33:t0.18 3.26::t 0.20 
時

平均体重(g ) 0.59土0.12 0.56士0.14 0.61:t 0.13 0.57::t 0.11 0.63:t0.12 0.60::t0.10 

終
総尾数 1，050 1，063 1，000 1，085 1，032 1，080 

了
総重量(g ) 2，260 2，330 2，220 2，330 2，770 2，830 

平均体長 (cm) 4.95士0.31 4.95:t0.39 4.92士0.36 4.95:t0.36 5.22士0.43 5.13::t 0.35 
時

平均体重(g) 1.99土0.42 2.00::t 0.55 2.15::t0.61 2.00士0.48 2.50::t 0.75 2.39::t 0.52 

舞死数(尾) 32 25 88 42 31 25 

不明数(尾) 27 68 49 61 35 

尾数歩留(%) 94.6 98.2 86.5 92.2 91.8 94.7 

増重量 (g) 1.760 1，830 1，720 1，830 2.270 2，330 

補正増重量(g ) 1，843 1，848 1，899 1，931 2，389 2，407 

増重倍率 C%)* 1 368 369 379 386 477 481 

総給餌量 Cg) 2，784 3，028 2，860 2，905 5，836 5，074 

飼料効率 C%) 62.3 59.2 58.1 59.2 38.1 45.4 

補正飼料効率 C%) 65.2 59.7 64.0 62.4 40.0 46.9 

日間成長率 C%/日) 0.74 0.75 0.73 0.75 0.83 0.85 

給餌率 C%/日) 1.05 1.14 1.04 1.05 2.06 1.74 

成長率 C%)* 2 739 748 740 744 753 755 

* 1増重倍率二補正重量/放養時総魚体重x100% * 2成長率=終了時魚体重/開始時魚体重/100%
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ル3号)を使用し、投餌法は自動給餌器(商

品名:フードタイマー)を使用した。飼育内

容は表2に示した。注水量は毎分約4--5 R 

程度とした。なお、屋外ビニールハウス(天

井は遮光幕で被つであるO 遮光率85--90%)

で実施しt:..o

表-1 飼育内容

試験区 給餌 給餌時間帯 給餌率

l、2区* 2回 21時、 3時(夜間) 5%目安

3、 4区 4回 9時、 15時、 21時、 3時 5%目安

5、 6区 4回 9時、 15時、 21時、 3時 10%目安

*対照区。

E 結果及び考察

'C 

水

温

1.飼育水、摂餌状況

飼育期間中の水温を図 1に示した。
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図一 1 飼育水温の推移

最低水温は1.60C (2月4日、 4期)、最高

水温は18.10C(10月13日、 1期)であった。 1

期から 3期までは水温下降期で、4期から 5期

までは停滞期で、 6期から上昇期であった。

飼育水槽内の状態は全期間を通じてさほど団

子のような集団を形成せず分散していた。

摂餌状況は給餌器から落下した餌に群がり、

又、浮遊している餌にも摂餌する魚体も見ら
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れた。なお、病気予防のため、月 1-2回を

目安に食塩 1% 1時間浴を行なった。

2.飼育成績

% 

飼育結果を表2に示した。

歩留まりは86.5-98.2%の範囲で 2>6>

1>4>5>3区の順であった。生残率の推

移を図 2に示した。舞死は全体に水温上昇期

の4月頃から目立つようになり特に 3区が多

かった。

1∞ 

96 

割 92 、
、

回
開始 l期 2期 3期 4期 5期 6期

図-2 生残率の推移
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試験終了後オキシテトラサイクリン酸を投

与した結果疾病が終息した。不明魚数は最高

でも 1割未満程度であった。

期間中の体長・体重の推移を図3、4に示

した。全体に水温下降期(1-3期)は類似

した傾向で推移し、水温停滞期 (4、5期〉

では 5、6区が多少上昇傾向になった。水温

上昇期 (6期)は各区上昇傾向を示した。

増重倍率の推移を図5に示した。期間中の

1期では対照区が低位の値で給餌回数4回の

給餌区が優リ、その後は特に顕著な差異は見

られなかった。 5、6期(水温上昇期)では
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図-5 増重倍率の推移
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給餌率の高い 5、6区が優る傾向となった。

1区を100とした場合の増重倍率の推移(図

的で顕著に示されている。 餌料効率の推

移を図7に示した。

夜間のみの 1、2区の 1期目は高位を示し

ているが増重に至らず胃轄の変化に十分順応

できず増重倍率が低位な状況になったが以後

遜色はなかった。むしろ 3、4区は 5、6期

は劣る値が見られた。 1回当たりの給餌率は

1、2区は2.5%、3、4区1.25%、5、6区

は2.5%が目安であったが成長に伴い変化し

た。各区の開始時、終了時の体載E成(図8)

を示した。開始時と終了時の変動係数は 1区

は17.55、21.12%、2区は22.69、27.76%、3

区は17.84、28.51%、4区は20.27、24.16%、

5区は20.61、30.22%、6区は21.79、21.98%

で特に 3区と 5区が終了時に顕著なバラツキ

見られた。 以上のことから、給餌器のみの

試験結果であるが夜間給餌でも成長がみられ

昼間の給餌が特に成長に左右される傾向は顧

著でなかった。夜間給餌を加えれば成長面で

有利になる可能性が伺えた。
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6. サクラマス増殖試験(要約)

I 目的

スモルト魚の効果的な作出技術及び放流技術

を開発してサクラマス資源の増大により沿岸漁

業及び内水面漁業の振興を図る。

E 調査方法

1.好適系群検討調査

1994年4月12日，..."，，6月26日、鵜飼川にヤナ

を設置して採捕調査を実施した。また，ヤナ

の上流及び下流で流し網による採捕調査を実

施した。

2.放流種苗健康調査

適期に幼稚魚を選別するとともに、 2週間

に1回の間隔で魚体測定を行い、 10月以降は

スモルト魚の出現状況も併せて調査した。

3.放流効果測定調査

1995年2月28日""""3月2日に97，000尾(脂

鰭切除)4月25日に3，000尾(リボンタッグ)

の池産系スモルト幼魚を鵜飼川に放流し、放

流後過に 1回の間隔で地曳網による再捕調査

を行った。

また、再捕調査時に水質チェッカーで河川

環境調査を実施した。

E 結果及び考察

1.好適系群検討調査

本年度の再捕調査では回帰親魚は得られな

かった。今後，引き続き回帰親魚を確保する

努力をする必要があると考えられた。

2.放流種苗健康調査

飼育期間中は 8月上旬に選別を行い大きさ
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五十嵐誠一・横西哲

井尻康次・板屋圭作

で2群に分けた。スモルトは 2群とも11月下

旬にかけて進行したが12月中旬に一度退行し

その後進行が遅れていたが2月に入り上昇し

放流直前に65%まで進行した。

3.放流効果測定調査

放流されたサクラマスはスモルト個体から

直ちに降下し始め、主群は 2週間後の 3月中

旬までにはほとんどが河口域へ移動したもの

と考えられた。

なお、河川内の残留尾数は4月26日の時点

で300尾程度が放流地点付近から河口域に残

留していたものと推定された。

[報告誌名一平成6年度さけ・ます増殖効率化

推進事業調査報告書]



7. 湖沼河川資源有効利用調査

I 目的

県内の湖沼河川は内水面漁場として利用され

るとともに、農業、発電用、飲料水等多様な用

途に利用されており、又各種排水も流入するな

ど、水産生物の環境は必ずしも良好とはいえな

い状況にある。一方、近年は地域住民の親水指

向の高揚から湖沼や河川の環境保全が重要視さ

れてきている。

こうした状況をふまえて、県内の湖沼河川に

ついて調査を行う。

JR北陸線

図-1 柴山潟・動橋川調査位置

横西哲・五十嵐誠一・井尻康次

H 方法

1.調査の項目

(1)動橋川

328-

魚類調査を行った。

(2) 木場潟

水質調査(水温、 PH、DO、導電率、

塩分量)と魚類調査を行った。

(3) 柴山潟

魚類調査(両側型、外来種)と潮止水門

管理実態調査を行った。

2.調査方法

(1) 動橋川

調査地点を図 1に示した。

1994年7月から1994年11月に計4回行っ

たO

(2) 木場潟

調査地点を図-2に示した。

水質は堀場製作所製水質チェッカー (Uー

前川
坊川

山代川

日用川

図-2 木場潟調査位置



10型)を使用し、 1994年4月から 1995年3月 く、イワナを確認することが出来なかった。

に計8回行った。 また本川についても同様採捕魚種が少なかっ

(3) 柴山 潟 fこ。

柴山潟漁協の協力を得て1994年 9月から 2.柴山潟

1994年12月かけて魚類調査を行った。新堀 1993年に引き続き両側型魚類と外来魚の採

川潮止め水門管理状況は、昨年同様大聖寺 捕調査を実施した。両側型魚類ではボラ 1種

土地改良事務所柴山管理事務所の資料を使 類を確認したが、例年多く採捕される降海ア

用した。 ユは猛暑による渇水の影響からか極端に少な

く、本調査でも 9月中に数回の採捕を試みた

E 結果及び考察 が、確認できなかった。

1.動橋川 表-3に1994年の新堀川の潮止水門の開閉

動橋川の魚類調査は昨年の集中調査に加え 状況を示した。この水門は日本海の海水が潟

図-1に示すとおり支流の調査も実施した。 へ逆流するのを防ぐため造られたもので、潮

調査は 5月--11月にかけて合計4回実施し 止水門は全部で 6門あり、常時外海の水位差

たが、採捕種は表-1に示すとおり魚類が10 により開閉度を調整している。

種類であった。その中で今年度新たにイワナ 19941手は前年の冷夏に対して逆に猛暑であっ

の生息調査を目的に支流の字谷川 (st3.4)の たため開閉度にも影響を与え、渇水により潟

調査を実施したが、猛暑の影響で水量も少な の水位が低くなり全体としては1993年より低

表-1 動橋川魚類調査結果 表-2 柴山潟魚類調査結果

採捕日 s t 魚種 平均体長 平均体重 採捕年月日 9.15 10.15 11. 20 12. 13 

ボ フ • • • αn g 

93 s t アプラハヤ 8.8 9.8 
オオクチパス • 

5.16 1.2 オ イ カ ワ 10.9 23.8 
ブルーギル • • 

ヨシノボリ 4.9 2.7 
合計種類 2 1 2 1 

ア コ. 9.7 9.2 

ドンコ 11.6 46.2 表-3 新堀川水門開門率
カマツカ 14.7 40.1 

s t 
ウグイ 10.8 18.4 

1.2 

\~Il 月 2月間 4月間 6月
I % % % % % % 

7.15 カ ワ ム ツ 7.6 6.9 上旬 I15.6 25.1 13.6 10.3 1.9 1.1 

アプラハヤ 8.1 7.2 中旬 113.8 15.8 15.5 9.3 4.7 5.0 
ヤマメ 12.9 18.6 

下旬 I 21.7 25.9 14.6 2.7 2.6 6.6 
一ー一一一一一ー- ー『ーーーー-ーーーー ーーー』ーー-ーーー一 ー一一一ー一ーーー-ー

s t ウグイ 9.1 13.2 月平均 I17.0 22.3 14.6 7.4 3.1 4.2 

3.4 カジカ 6.8 6.2 ~17月間 9 月 10月 11月 12月

s t ウグイ 15.2 46.3 
10.13 

1.2 オ イ カ ワ 13.5 21.5 

上旬 4.9 0 3.7 4.8 3.7 13 .8 

中旬 I 0.6 0 4.7 4.1 4.0 16.6 

11. 14 
s t ウグイ 17.5 下旬 I 0 1.0 11.8 7.4 14.8 13.3 

1.2 ヤマメ 11.8 20.0 月平均 I 1.8 0.3 6.7 5.4 7.5 14.6 
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図-3 木場潟最深部 (5t4)時期別水質状況

いものとなった。

特に夏期においてはこの差は顕著なものと

なっており、 7月で1.8%、8月で0.3%とほ

とんど閉じている状況であった。

3.木場潟

木場潟は小松市街地の南部に位置し、長さ

は北北東一南南西方向に約2.4岡、幅は西北

西-東南東に0.5km、周囲6km、流域面積3，82

2haで平均水深1.6mと浅く細長い形状の湖沼

である。しかし一部図-2のst 4では水深

4--5mと深くなっている。

流入河川は日用川、坊川、その他 1--9号

排水路である。一方流出河川は前川のみで、

前川は河口近くで膨張水門を経て本川の梯川

に通じている。
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水質調査は1994年4月--1995年3月にかけて

8回行い、その結果を表-5に示した。

水質調査の測定項目は水温、 PH、DO、

導電率、塩分量であるが、各項目別に本年の

特徴をみてみると猛暑により水温が大きく上

昇し、 8月には300Cを越えたことと、過去一

度も検出されなかった塩分が8月、 9月を中

心に確認されたことである。

PHは例年どおり冬低く、夏高いという傾

向にあり、 DOは各月により変動が大きく一

定の傾向は見られなかった。一方最深部であ

るst 4の深度別水質結果であるが、図-3

に示すとおり水温、導電率とも大きな変化は

見られなかったが、 DO、PHは夏期植物プ

ランクトンの生産活動によるものと思われる



影響が見られた。

魚類調査は1994年 4月---12月にかけて 7回

行い、その結果を表-4に示した。

魚類8種、甲殻類2種を採捕したが、今年

は新たな魚種の確認、はなかった。

表-4 木場潟魚類調査結果

~ 
94.4.26採捕 94.6.15採捕 94.7. 6採捕 94.8.30採捕 94.9.20採捕 94.11.1採捕 94.12.9採捕

体長: 体重 体長:体重 体長:体重 体長 i体重 体長 i体重 体長:体重 体長:体重

ゴ
(岨)' (g) (岨)' (g) (岨): ( g) (咽) ( g) (咽): (g) (咽): (g) (咽): (g) 

イ 50.3 : 1，840 37.5~ 1，150 36.3 ~ 785 40.0 : 880 

マ ゴ イ 39.3: 1，500 43.6: 1，950 48.0: 2，500 22.8 : 440 43.5: 1，667 43.8: 1，708 

フ ナ 23.6 : 450 

ブルー ギ ル 16.8 240 15.5 : 150 15.9 : 153 

オオクチパス 36.0: 1，140 39.2 : 800 : 

タイリパラタナゴ 4.3 ~ 1.6 

ヤリタナゴ 5.6 : 3.5 

ワカサギ 5.5 : 10.4 

モクズ、ヵーニ 54.2: 87.5 63.8: 157.9 61.9: 127.2 

テナガエビ 9.2 : 13.9 

表-5 木場潟水質調査結果

s I 94.4.26測定 94.6.15測定 94.7. 6測定 94.8.30測定 94.9.20 ilIr陀 94.11. 1測定 94.12 9.測定 95.3.15測定
項目

t表層:底層;増減 表層:底層:増減 表層:底層増減 表層:底層:増減 表層;底層増減表層!底層;増減 表層i底層増減 表層i底層:増減

1 1 17.7' 1U 0.4 24.0 24.0: 25.7: 25ぶ 0.229ぶ 29ぶ 0.224.3: 24ぷ一 16.1: 15.9! 0.2 9ぶ 9.0~ 0.4 8ぷ 8ぶ 0.2
2 1 17.9: 16.4: 1.5 24 .O~ 23か1.025.5: 25.1 0.4 30.6~ 30.3: 0.3 23.8 23.0: 0.8 15.5 15.5: 9怠 9.6:0.2 7.2' 7.2' -

水温 3 1 18.4 17.6 0.8 24.0 23.0 1.0 25.8: 25.6 0.2 30ぶ 29.7:0.6 24.3 2H 0.2 16.4: 16.3: 0.1 9.6: 9.5: 0.1 8.1' 8.1:一
(OC) 4 1 17.9 17.2 0.7 24.0 23.0: 1.0 26.0 25.3: 0.7 30.2: 28.9 1.3 24.7 24.5! 0.2 16.4: 16.2 0.2 8.6: 8.0: 0.6 8.2: 8.0: 0.2 

5 1 18.2: 17.1 1.1 23.0~ 23.0 ← 26.3: 26.0: 0.3 34.4: 28.9: 5.5 24.7' 2H 0.3 16.6: 16.2: 0.4 8.2: 8.0: 0.2 7.9: 7.8: 0.1 
6 1 17.1' 16.0: 1.7 23.0 23.0 - 26.1 25.8 0.3 30.4: 28.9 1.5 24.7 23.6 1.1 15ぶ 14.8:1.1 8.6: 8ι0.2 7.3: 7ぶ 0.2

1 1 9.57: 8.99: 0.58 7.30: 6.99 0.31 8.46: 8.00: 0.46 8.91' 8.73: 0.18 8.97' 8.35: 0.62 7.53: 7.43: 0.10 7.28: 7.10: 0.18 7.95: 7.82:.0.13 
21 7.33: 7.35: 0.02 7.30: 7.00: 0.30 7.92: 6.79: 1.13 8.70: 8.55: 0.15 7.16: 6.35: 0.81 7.36: 7.01: 0.35 6.70: 6.70: ー 6.64: 6.81: 0.17 

PH 
3 1 8.73: 7.71: 1.02 7.10: 7.20: 0.10 8.13: 6.96: 1.17 8.99 8.79: 0.20 8.84 8目03:0.81 8.09: 7.66: 0.43 6.82: 6.50: 0.32 6.97: 7.06: 0.09 
4 1 9.35 7.03: 2.32 7.30 6.50: 0.80 8.17: 6.47: 1.70 9.05 6.88 2.17 9.02 7.05十1.977.20: 7.06: 0.14 6目48:6.38: 0.10 7.88: 7.04: 0.84 
5 I 9.37 7.30 2.07 1.10: 6.70: 0.40 8.20: 7.30: 0.90 9.06 8.18: 0.88 8.98: 7.33: 1.65 7.21: 6.82: 0.39 7.29: 7.20: 0.09 7.38: 7.04: 0.34 
6 I 8.75 6.93 1.82 6.70 6.60: 0.10 8.50 8.27 0.23 9.03: 8.58: 0.45 9.17: 6.64: 2.53 6.54: 6.05: 0.49 6.87 6.80: 0.07 6.97: 6.72: 0.25 

1 110.11: 9.50 0.61 7.10 6.60: 0.50 9.33: 7.53: 1.80 9.16: 6.20~ 2.96 7.90: 7.47: 0.43 8.58~ 8.04: 0.54 1l.6U1.00! 0.61 13.00 12.56: 0.44 
2 I 5.93~ 5.98: 0.05 8.00: 5.00: 3.00 8.92: 4.33: 4.59 10.88 9.97' 0.91 5.18: 3 .4 7~ 1.71 8.29: 8.22: 0.07 9.75: 9.50: 0.25 10.55:10.38: 0.17 

DO 3 110.53 8.75 1.78 7.50 6.101.40 8.34' 6.25 2.09 11.27 8.64' 2.63 8.50 7M 1.06 8.95: 9.03: 0.08 10.85: 10.80: 0.05 12.30: 12.01: 0.29 
(mg/L) 4 1 1O .98~ 4.37:6.61 7.00: 3.10: 3.90 9.30~ 2.67' 6.63 9 .50~ 0.44' 9.06 8.90: 4.67: 4.23 8 目62~ 8.53~ 0.09 10.67: 9.89: 0.78 12.76:12.35: 0.41 

5 110.61: 8.30 2.31 6.30 4.10 2.20 8.82 7.20: 1.62 10.60 7.50: 3.10 9.35: 7.97: 1.38 8.65~ 8.30~ 0.35 11.83 1 1.25~ 0.58 12.30:13.11: 0.81 
6 110.M 8.26 2.38 4.60 5.10 0.50 1 1.06~ 9.84' 1.22 10 .30~ 9 .20~ 1.1 0 9.70: 6.23: 3.47 6.67 4.76~ 1.91 9.37 8.00~ 1.37 10 .94' 9.41: 1.53 

1 10.171 0.173∞2 0.2300.230 一0.185 0.182: .003 0.275:0.272川30.271 0.273: .∞2 0.251'0.247 .∞4 0.190:0.190 0.121:0.121' 
2 10.164 0.168 .004 0.2100.190: .020 0.189: 0 .182:鮒70.264 0.258: .∞6 0.236 0.197: .039 0.220:0.220 一0.170:0.170: 0.108:0ω6: .012 

導電率
3 10.1560.159 .003 0.2100.210 0.1890.193: .004 0.2720.265:加70.2650.278 .013 0.215:0.223: .∞8 0.1830.180:ω3 0.1080.109: .∞l 
4 10.1650.200 .035 0.220 0.230 .010 0.190:0.193 .∞3 0.2750.279: .004 0.283 0.291' .∞8 0.235:0.238 .003 0.194 0.195 .∞1 0.120:0.120: ー

5 10.1720.193 .021 0.2300.230 ー 0.1970.195加20.2800.289 .009 0.294 0.293 .∞l 0.2330.234加I0.1960.190: .006 0.1430.124: .019 
6 10.1810.215 .034 0.2300.220 .010 0.1870.186 .001 0.2840.270: .014 0.2890.385: .ω6 0.324:0.356 0.32 0.291'0.290: .∞1 0.178:0.277' .099 

1 0.01: 0.01 0.01 0.01 
2 0.01 0.01: 0.01 0.01 -
3 0.01 0.01 

塩 分
4 0.01 0.01 
5 0.01 0.01 0.01: 0.01:一
6 0.01 0.01 一 0.01: 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 ー
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8. コレゴヌス (Coregonuspeled)飼育試験

I 目 的

県内の淡水養殖は、マス類(イワナ等)が主

体となっており、養殖業者も種苗生産から販売

まで習熟して来ている。今後さらに内水面養殖

の振興を計るために、新魚種として「コレゴヌ

スJ(Coregonus peled)の飼育試験を行った。

E 調査方法

1.採卵試験

(1)供試魚

1992年12月 3日山形県内水試より 0+稚

魚250尾を導入し、その後当センターで飼

育したド親魚を用いた。

(2) 採卵

親魚選別を12月12日行い雌41尾雄45尾を

分養した。

12月26日より熟度鑑別を行い、 27日より

1月10日までに 4回採卵できた。

採卵は搾出法で行い、受精は乾導法で雄

は合計29尾を使用した。

表-1 採卵状況

項--目------- 採九卵一回-----数 2 

採卵年月日 94.12.27 94.12.28 

親魚数♀(尾) 10 4 

採卵重量 (g) 584.3 249.2 

1粒平均卵重量 (mg) 7 7.93 

卵径 (mm) 2.1 2.26 

A採卵数(粒) 83，469 35，815 

l尾平均採卵数(粒) 8.347 8.953 

井尻康次・横西哲

(3) ふ 化

ふ化はマス類で使われる竪型式ふ化槽と

ハッチングジャーを使い比較した。

E 結果及び考察

1.採卵試験

(1) 採 卵

12月27日に雌10尾を採卵し、 584.3g (83， 

469粒)の受精卵を得た。 28日は 6尾を採

卵し361.4g (49，362粒)、 1月2日は 2尾で

135.8 g (21，538粒)、 10日は 3尾で146.2g 

(20，885粒)。合計雌21尾を採卵し1，227.7g

(175，254粒)の受精卵を得た。雌の平均体

重は446gで最大が746g、最小が230gで

あった。平均尾文長は32.0cm、最大が38.2

αn、最小が27.2cmで、あった。

使用した雄の平均体重は371gで最大が5

48g、最小が209gであった。平均尾文長

は31.4佃で最大が34.6cm、最小が27.1cmで

あった。

2 3 4 言十

94.12.28 95. 1. 2 95. 1. 10 4回

2 2 3 21 

112.2 135.8 146.2 1，227.7 

9.3 6.65 7.0 7.57 

2.26 2.2 

13.547 21，538 20.885 175.254 

6，773 10，769 6，961 8，360 

収容槽 堅型ふ化槽 ハッチングジャー 堅型ふ化槽 ハッチングジャー ハッチングジャー . . 

B発眼卵数(粒) 。 。 。 75 。 . . 

発眼率 (B/A X 100)% 。 。 。 3.5 。 . . 
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(2) 発眼卵

l月2日に採卵した卵より 2月14日に75

粒の発眼卵が得られた。他の卵は水性菌が

ひどく発眼卵が得られなかった。竪型ふ化

槽はふ化盆全体が水性菌でおおわれ水回り

が非常に悪い状態であった。

採卵から発眼までの平均水温は5.50Cで

50C以上が30日、 50C以下が20日でコレゴ

ヌスの受精卵には少し高すぎるように思わ

れた。

山形内水試では 2+--4 +の親魚を使用し

ているのでドの若齢親魚のため発眼卵が

得られなかったと思われた。

W 要約

1.コレゴヌス 1+親魚21尾を採卵し175千粒の

受精卵を得た。

2.発眼卵は75粒で発眼率は3.5%であった。

3.飼育期間中の平均水温は5.50Cでコレゴヌ

スには少し冷却する必要があるように思われ

fこ。

4. 1 +親魚では卵径、卵重が小さく(昨年の

発眼卵と比較) 2 +以上の親魚からの採卵が

必要と思われた。

5.受精卵の収容には「ふ化瓶」のような水回

りの良い容器が必要と思われた。

-334 



9. コレゴヌス成分分析結果

目的

新魚種であるコレゴヌス導入にあたり既存魚

種との体成分を比較検討するため、渓流魚であ

るイワナ、中流魚であるヤマメとの肉質比較を

行った。

E 材料と方法

1.供試体

・イワナ

-ヤマメ

・コレゴヌス

2.検体別の分析項目

分析項目 コレゴヌス ヤマメ イワナ

※一般成分 。 。。
レチノール 。 。。
総カロチン 。 。。
総トコフェロール 。 。。
アミノ酸 。 。。
※水分、蛋白質、脂質、繊維、灰分、糖質

3.分析方法

分析は表-1に示す方法で、日本食品分析

センターに委託して行った。

なお魚体の分析部位は尾、頭、骨、及び内

臓を除いた可食部とした。

E 結 果

分析結果を表-2、図-1に示した。

一般成分の割合を各魚種別に比較すると水分

はイワナ74.2%、ヤマメ 73.8%、コレゴヌス75.0

%、又脂質はイワナ4.2%、ヤマメ 4.3%、コレ

横西哲

ゴヌス6.7%と以上の項目はいずれもコレゴヌ

スが多いのに対し、逆に蛋白質はイワナ20.3%、

ヤマメ 20.5%、コレゴヌス17.2%、又灰分はイ

ワナ1.3%、ヤマメ1.4%、コレゴヌス1.1%と何

れも少ない値となり、既存魚種のイワナ、ヤマ

メに対してコレゴヌスは水分、脂質が多く、蛋

白質、灰分が少ないという結果となった。

肉重量100g当りのエネルギーはイワナ125kc

al、ヤマメ 127kcalとほぼ同値なのに対してコ

レゴヌスは136kcalと108.8%増となった。

次にアミノ酸をみると総ての項目で、コレゴヌ

スよりイワナ、ヤマメといった既存魚種の方が

優り、その中でもヒスチジンが138.0%増と最

も高い値を示した。

以上の結果から新魚種であるコレゴヌスの体

成分は本県における主要養殖魚種であるイワナ

と比較して大きく異なった肉質を持った魚種で

あることが確認された。

表-1 分析方法

分析項目

水分

タンパク質

脂質

繊維

灰分

レチノール

ビタミンA効力

分析方法

常圧加熱乾燥法

ケルダール法

ソッタスレー抽出法

へンネベルグストーマン改良法

直接灰化法

高速液体クロマトグラフ法

レチノールより換算

総トコフェロール |高速液体クロマトグラフ法
(ビタミンE)

アミノ酸組成 |アミノ酸自動分析法
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表-2 分析結果

分析項目

水分

タンパク質

脂質

繊維

灰分

糖質

エネルギー

レチノール

ビタミンA

イワナ

74.2 

20.3 

4.2 

0 

1.3 
0 

125 

0.01 

30 

4
E
・
&
n
f“
内

《

U

※

※

※

 

総トコフェノール ※2 

α トコフェノーlレ

β一トコフェノーlレ

T一トコフェノーlレ

δートコフェノーlレ

1.4 

1.4 

アミノ酸

アルギニン

リジン

ヒスチジン

フェニルアラニン

チロシン

a
q
口

O
Q
u
n
V
4
i
R
υ

ワ
ω
n
H
U
円

t
p
O
内

d
p
h
u
n
O
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t
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ロイシン

イソロイシン

メチオニン

ノイリン

アラニン

グリシン

プロリン

グルチミン酸

セリン

スレオニン

アスパラギン酸

トリプトファン

シスチン

ヤマメ

73.8 

20.5 

4.3 

0 

1.4 

0 

127 

1.6 

1.6 

勺
d

門

i
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u
Q
u
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q
唱
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(単位:%但し※ 1、2、3を除く)

コレゴヌス l備 考

75.0 

17.2 

6.7 
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0 
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イワナ

ヤマメ

コレゴヌス

。 却 40 

1・水分囚蛋白貧困脂質図灰分|

印 回 1∞%  

図-1 魚種別一般成分割合
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10. イワナ発眼卵放流試験

イワナ発眼卵放流手法の検討

I 目的

河川最上流部に生息するイワナの放流を容易

にするため効果的な放流技術を確立し、もって

放流数量の増大及び河川に適応した魚の増殖を

図る。

E 調査方法

1.調査河川

調査河川は図-1に示す動橋)11 (二級河川1)

水系上ノ谷川(流程3，350m)とし、調査区

間は表 1に示す長さ 1，450m、概算水面積

6，018rrfの範囲とした。

2.発眼卵放流

1994年12月20日にイワナ養殖業者より 12月

5日から 6日にかけて採卵した発眼卵7，500

粒を購入し、ふ化直前の12月21日から12月22

日にかけて200ppmのアリザリンココンプレ

クソン(以下ACL)溶液中に24時間浸漬し

た後、うち7，000粒を12月26日に図-1に示

す2カ所に各3，500粒(定点3，000粒と補助定

点500粒を 1m分離して)を埋設放流した。

埋設方法はトリカ jレネット製ふ化盆を 2枚重

ねてその間に発眼卵を収容し、流出しないよ

うふ化盆を石で固定するとともにヒモで岸の

木または岩に固定した。

また、今年度はふ化直後の仔魚か流出しな

いよう、ふ化盆の下を30cm程度掘って、挙大

の石を敷き詰めた。

なお、残りの発眼卵500粒は対照区として

場内でふ化率を調査した後、稚魚の段階で30

337 
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尾を取り揚げて標識の確認を行い、残りは継

続飼育した。

3.追跡調査

(1) ふ化状況調査

1995年2月7日に対照区、 2月8日に補

助定点、 3月8日に定点で死卵と艶死仔魚

の計数を行い、ふ化状況を調査した。

-放涜地点

図-1 調査河川の位置及び放流点

表-1 調査区間の概要

河川名! 動橋川水系上ノ谷川

所在地| 江沼郡山中町

長さ (m) 1，450 
調 |平均川幅 (m) 4.15 

査 |平均勾配 I 3.21/100 
i河 川 型 I Aa-bB移行型

区 |概算水面積 (rrf)I 6，018 
間 |瀬と淵の割合 6 : 5 

先住漁 |イワナ，ヤマメ，カジカ



(2) 漁獲調査

1995年11月10日、 11月30日に釣りと電気

ショッカーにより漁獲調査を実施した。

E 結果及び考察

1.放流時及びふ化状況時の環境

放流時とふ化状況調査時の訴誌と水質を表-

2 -1と表-2-2に示す。

表-2-1 放流時の流速と水質

放流地点 流速 水温 pH 導 電 率

St. 1 O.回m/sec 9.00C 7.43 0.058mS/ω 

St.2 0.59m/sec 8.60C 7.36 0.054mS/咽

放流地点 DO 濁度

St. 1 11.53mg/L 。
St.2 11.95皿g/L 。

表-2-2 ふ化状況調査時の流速と水質

放流地点 流速 水温 pH 導 電 率

St. 1 1.49m/sec 8.10C 7.44 0.073mS/cm 

St.2 1.29m/sec 7.2"C 7.20 O.侃8mS/伺

放流地点 DO 濁度

St. 1 11.46昭/L 。
St.2 11.54昭/L 。

2.追跡調査

(1) ふ化状況調査

1995年2月8日に補助定点を調査したと

ころ、ふ化率は96.8--99.6%であった。ま

た、ふ化盆の下の石の問、ふ化盆付近を箱

メガネで観察したが、ふ化仔魚はは発見で

きなかった。

次に、 3月8日に調査した放流地点別の

ふ化状況を表-3に示す。

表-3 放流地点、別のふ化状況

放流地点

St. 1 

St.2 

ふ化率

98.8% 

99.2% 

ふ化率は98.8--99.2%と両地点とも良好

で大きな差はみられなかった口また、対照

区においてもふ化率は96.6%で差はみられ

なかった。

(2) 漁獲調査

漁獲調査の結果を表-4に示す。 2回の

調査でイワナ17尾、ヤマメ 3尾、カジカ 1

尾が採捕された。

採捕されたイワナについてALCの確認

を行ったところ、 11月10日に採捕された 8

尾のうち 2尾からALC標識州閥、された。

耳石による年齢査定を実施した結果、 1993

年放流群であることが判明した。

表-4 漁獲調査結果

魚種 イ ワナ ヤマメ

年月日 尾数 TL個 FL佃I BWg 尾数 TLcmFL畑 BWg

1994. 11. 10 8 14.7 13.8 34.9 

1994. 11. 30 9 13.6 12.9 25.1 3 17.8 16.8 51.6 

魚種 カ ジカ

年月日 尾数 TL咽 FL佃 BWg

1994. 11. 10 1 
8.3 6.7 6.7 

1994.11. 30 

以上のように、今回、初めて発眼卵放流

によるイワナが再捕された。しかし、全体

の採捕尾数が少ないため、放流効果に関し

ては検討できなかった。今後は先ず採捕尾

数を増やすことが必要と思われた。

W 要 約

1.動橋川水系上ノ谷川の調査区間でALC標

識によるイワナ発眼卵放流試験を行った。

2.調査区間の 2カ所にALC標識を施した発

眼卵各3，500粒をトリカルネット製ふ化盆に

収容して埋設放流した。

また、 500粒を対照区として場内に収容し

fこ。

3.補助定点のふ化盆の下の石の聞及びふ化盆
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付近を箱メガネで観察したが、ふ化仔魚は発

見できなかった。

4.放流地点、別のふ化状況は各地点において大

きな差はみられず、水温、 pH、DO等の環

境もほぼ同様であった。

また、ふ化状況は対照区ともほとんど差は

なかった。

5.釣りと電気ショッカーを用いた漁獲調査で

11月10日に採捕されたイワナ 8尾のうち、 2

尾からALC標識が確認され、いずれも1993

年放流群であることが判明した。

6.今後は放流効果の検討を行うため、採捕尾

数を増やすことが必要と考えられた。

V 参考文献

1 )全国湖沼河川養殖研究会 マス類放流研究

部会 (1990):マス類の河川放流に関する研

究-III (マス類放流研究部会昭和63--平成 2

年度のとりまとめ)
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11. サクラマス全雌 3倍体作出試験(要約)

I 目的

全雌3倍体化したサクラマスの作出により高

成長時の初年成熟を回避誌し、また成熟の回避

による肉質の向上により本県養殖業の発展を図

る。

E 材料と方法

1.大量作出技術開発試験

3倍体の大量作出の効率化を図るため 4倍

体魚の最適作出条件を検討する。

供試親魚:森系サクラマス親魚群より雌羽尾、

性転換群から雄9尾。

処理条件:積算温度50--900C・hの間で加圧

機を用い650kg/cnf6分間の加圧

処理を行った。また、第2試験と

して温水処理による方法を試みた。

初めに200Cの温水に 5分間浸漬し、

直ちに300Cの温水に 3分間または

6分間浸漬した。

2.性転換技術開発試験

性転換魚からの全雌3倍体魚の安定的な生

産を目的として良質な精子を持つ性転換雄魚

の作出条件を検討した。

供試親魚:平成4年度にホルモン処理の開始

時期をふ化直後、ふ化後3週間及

びふ化後4週間とし、終了時期を

35日と90日として作出した 3区の

偽雄サクラマスの中から精子の作

出が可能な雄魚 9尾、通常雄2尾、

雌11尾。

処理条件:処理条件は280Cで加分に統一した。

3.全雌 3倍体サクラマス飼育試験

五十嵐誠一

供試魚:平成4年度に内水面水産センター

で作出した全雌3倍体サクラマス

と通常サクラマスで、その後同セ

ンターで育成した 2+年魚。

飼育方法・期間:平成7年 1月10日に内水面

水産センターから水産総合センター

まで 1トンキャンパス水槽で約3

時間のトラック輸送を経てFRP

10トン水槽に収容し、 4月24日ま

で105日間海水飼育した。

E 結果及び考察
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1.大量作出技術開発試験

今年度は卵質に問題があったと考えられた

が、加圧処理において 4倍体の出現が700C.

hと900C・hlこ見られた。特に加圧第一試験、

加圧第二試験いずれも900C・hで4倍体が出

現したことは、これまでの結果と同様の傾向

を示した。

温水処理では4倍体魚は見られなかった。

これは処理時間が短かったため処理強度が低

かったと考えられた。

2.性転換技術開発試験

今年度はホ/レモン処理の開始時間及び終了

時期の違いによる発眼率、ふ化率の差は明確

ではなかった。

3.全雌 3倍体サクラマス飼育試験

105日間海水飼育したが全雌 3倍体魚は殆

ど成長が見られず、全雌3倍体魚、と通常サク

ラマスを混養すると全雌3倍体魚の成長が抑

制されることが示唆された。



[報告誌名一平成6年度地域バイオテクノロジ一

実用化技術研究開発促進事業報告書1鰯年8月]
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ン予備飼育試験マロ12. 

哲横西

回与えた。目的

志賀町で行われているオーストラリア産淡水

結果及び考察

9月までは通常飼育としたが、 10月頃から

水温が下降し始めたため、摂餌下限水温とさ

温1.水

E
 

ザリガニ「マロンJCherax tenuimanusの予

備試験として稚エピからの飼育試験を実施して

養殖振興のための基礎資料を得る。

れる150Cを確保するため、電熱及びボイラー

加温を行った。

その結果は図-1のとおりであるが、最高

材料と方法

1.供試魚

1993年12月から1994年 7月にかけて内水面

H 

は8月上旬の28.70C、最低は11月下旬の18.8

OC、期間中の平均水温は22.1であった。

.c 
4OT......，...............cーー「一ー「ー

30十一ーー-..----ー...一一ー-トーーー--..----ー_-o____ーーーγ一ーー...一一ー一ー..一一

' 

水 I :、、/宇、 ι---ム ιよ~・
20 +......~一ー・・ー四ーーー・ ___L':・~.ーート白./-:..:.~手、/.:.r:--一一ーー守ーし

温 l :-11

10+ーー----.，. 

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

水産センターで行った産卵試験により得られ

た稚エピ83尾を用いた。

2.飼育水槽

第 1期飼育(産卵から選別前まで)(1) 

1.7 t長円型FRP水槽で飼育した。

(2) 第 2期飼育(選別から)

選別後小群は1.7t長円型FRP水槽へ、

一方大群は15tコンクリート池へ各々収容

しfこ。

3.水温設定

冬期においてFRP水槽、コンクリート池

0 
7月

とも飼育水を加温したが、期間は10月から 3

旬別飼育水温

試験は1994年 7月 9日親エピとふ化稚エピ

図 -1 

長2.成

月まで行い、設定は20--230Cの範囲とした。

4.飼育水

飼育水は 5%人工海水を用い、飼育期間中

は蒸発の状況に応じて適度に河川水を注水し

た。また飼育は基本的には止水式としたが、

FRP水槽に限っては飼育水の保全を保った とを分離させ飼育を開始した。

飼育尾数83尾の確認は開始から約 3ヶ月後め簡易型漉過式とした。

の10月に行った。

成長は表十 1、2及び図 2に示すとおり

料

餌は主食としてアマゴ育成用配合飼料を給

餌率 3%を目安に 2日に 1回の割合で与えた。

5.餌

であるが、特徴的なのは甲殻類特有の大小差

が大きくなることで測定開始時の1994年 8月他に副食としてニンジンを原則として週 1
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では4.71倍なのに約 6ヶ月後の1995年 2月で

は11.7倍と倍率は 2倍以上となった。そのた

め選別を行い大群は2.0倍、小群は5.5倍に修

正した。

このようにマロンが成長する過程において

この大小差は当然発生する問題で今後飼育条

件の改善をも含め研究を要する課題である。

また飼育試験は来年飢降も続行し、コマー

シャルサイズとされる体重200g以上を目標

に試験を行っていく。

表-1 選別状況

卜¥
大群 小群

最大 最小 平均 測定 最大 最小 平均 測定

g g g 尾 g g g 尾

H6 
1.13 0.24 0.52 

8/10 

10/11 3.86 0.80 2.14 83 

11/29 9.82 1.50 4.40 83 

H7 
18.30 1.57 8.08 80 

2/2 

選別後
18.30 9.07 12.05 31 8.65 1.57 5.56 

2/2 

4/13 53.10 15.70 28.71 30 19.60 4.80 10.49 

表-2 成育状況

¥ 最大 最小 平均 測定
体重 体重 体重 尾数

g g g 尾
H6/8 1.13 0.24 0.52 

H6/10 3.86 0.80 2.14 83 

H6/11 9.82 1.50 4.40 83 

H7/2 18.30 1.57 8.08 80 

H7/4 53.10 4.80 19.75 59 

g 

R 

~+一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一--"'，&一一一-

aHト一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一f一一一一一一一一一..... 
• 

s・・・・

。
底1I8 監1I10 民111

l→一川G-ー--1111-企 - IUNI 

図-2 成育状況
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13. 内水面養殖業における魚病発生及び被害状況

I 魚病発生状況

1994年 1月から12月までの内水面養殖におけ

る魚病発生状況を、巡回・持ち込み・聞き取り

等により調査した。

魚種別被害状況を表-1に示した。県内の内

水面養殖業の経営体は加賀地区の手取川水系を

表-1 養殖魚種別被害状況

魚種
経営 被害量

体数 (kg) 

ニジマス 3 

イ ワナ 7 

ヤマメ 2 

コイ

ウナギ 2 

カジカ 3 

計 13 

75 

3，863 

100 

1，000 

700 

7 

5，745 

被害額

(千円)

28 

主な魚病名

細菌性鯨病

せっそう病

せっそう病

5，443 細菌性鯉病

ピブリオ病

100 ビプリオ病

600 エラ病

700 パラコロ病

100 せっそう病

6，976 

表-2 水産医薬品使用状況

抗菌性水産用医薬品
その他の水

魚 種 産用医薬品

地物質 |合成抗菌剤 消毒剤

ーー ジマス

イワナ・ヤマメ 189 408 5 

コ イ

ウ ナ ギ 40 

カ ジ カ 50 10 

計 234 418 5 

一一一

344 

五十嵐誠一

中心に21経営体であるが、うち13経営体で魚病

の発生がみられた。魚種別ではイワナが被害量、

被害額とも最も大きく、被害額では全被害額の

78%を占める。イワナの被害量は昨年の 5倍と

大幅に増加している。これは当年夏の記録的な

猛暑により冷水性の強いイワナの被害が大きかっ

たものと思われる。カジカについても昨年に比

べせっそう病による被害が増加しているD

E 水産用医薬品使用状況

養殖業者からの聞き取り等による魚種ごとの

医薬品の使用状況を表 2に示した。

内訳をみるとやはり被害の大きかったイワナ・

ヤマメに対する抗菌性水産医薬品の使用が増加

し、医薬品の使用経費921千円は昨年の70%増

となった。

(単位:千円)

水産用医薬品以外の薬剤
合計

ホルマリン l餌料添加物| 塩

2 2 

168 5 775 

37 37 

42 82 

10 25 

37 168 59 921 



14. 水温表(内水面水産センターの注水水温)

井尻康次

(1994年 4月--1995年 3月)
COC) 

子¥と 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

6.6 11.4 13.8 16.4 21.3 21.6 16.9 11.7 8.7 6.4 3.3 6.0 

3 6.7 11.8 13.8 17.8 22.0 21.2 16.1 11.4 10.0 6.6 4.0 5.9 

3 6.7 12.6 13.8 16.9 21.4 20.3 15.3 13.1 9.9 6.0 4.3 5.2 

4 6.2 13.8 14.6 16.9 21.3 20.4 16.1 11.8 9.3 8.1 3.7 5.9 

5 7.7 14.0 15.0 17.6 21.4 20.0 16.7 10.3 10.0 7.9 3.0 4.1 

6 7.8 11.6 15.0 17.7 21.6 20.3 15.7 13.1 9.7 5.6 1.2 4.9 

7 8.7 10.8 15.8 17.5 21.9 20.1 14.5 12.9 9.3 6.4 4.0 5.6 

8 7.4 12.0 16.4 16.6 21.9 20.2 15.1 9.8 9.1 6.7 4.8 5.8 

9 6.4 11.6 16.0 16.8 22.2 20.2 15.3 9.9 10.3 7.3 5.1 5.8 

10 5.8 11.8 15.4 17.0 21.5 19.0 15.9 11.6 9.2 7.4 4.5 6.1 

上旬合計 70.0 121.4 149.6 171.2 216.5 203.3 157.6 115.6 95.5 68.4 37.9 55.3 

平均 7.0 12.1 15.0 17.1 21.7 20.3 15.8 11.6 9.6 6.8 3.8 5.5 

11 7.1 13.2 15.4 17.6 22.0 20.3 16.4 11.4 7.8 6.6 4.5 5.8 

12 9.7 12.8 15.6 18.0 22.0 19.0 17.1 12.9 10.0 6.2 4.9 6.5 

13 8.7 12.6 16.1 17.5 21.7 19.1 18.2 13.1 10.3 5.3 6.0 6.4 

14 7.9 13.4 15.1 18.6 22.6 18.6 16.4 10.4 8.9 4.1 5.8 6.6 

15 8.2 14.1 15.2 18.7 22.7 18.5 15.4 9.2 8.8 3.3 6.1 6.1 

16 8.2 13.2 15.4 19.3 22.4 18.5 15.6 7.0 7.8 4.0 5.5 6.9 

17 9.1 12.6 15.8 19.3 22.2 18.5 15.6 9.6 7.5 3.7 5.5 7.6 

18 8.7 11.6 16.2 19.2 22.7 18.1 14.2 12.2 7.8 4.3 5.3 6.6 

19 9.9 11.4 15.4 18.3 20.4 18.6 13.5 13.3 7.2 4.6 4.7 6.4 

20 9.4 10.3 15.3 18.6 20.9 17.9 15.3 12.4 6.9 4.7 5.5 5.9 

中旬合計 86.9 125.2 155.5 185.1 219.6 187.1 157.7 111.5 83.0 46.8 53.8 64.8 

平均 8.7 12.5 15.6 18.5 22.0 18.7 15.8 11.2 8.3 4.7 5.4 6.5 

21 10.1 10.7 14.0 19.2 20.4 17.2 13.5 11.3 7.2 5.2 4.0 6.6 

22 10.3 13.2 13.6 19.9 20.0 17.6 14.2 9.8 7.2 5.8 4.7 7.0 

23 11.0 13.0 14.0 20.3 20.4 16.7 13.6 10.1 7.1 6.8 4.1 6.9 

24 11.2 14.0 14.6 20.3 19.2 16.8 12.1 7.7 7.4 6.8 5.3 7.3 
25 10.8 14.6 14.1 20.5 19.8 16.9 11.2 9.1 8.5 6.4 4.8 6.7 

26 10.6 14.7 14.8 20.5 20.7 14.9 11.5 10.1 7.4 6.1 5.5 6.3 
27 10.4 15.5 16.6 20.9 21.3 15.8 12.5 9.5 8.6 5.8 5.1 6.1 
28 11.8 14.5 14.9 21.0 21.4 16.4 13.1 9.5 8.6 5.6 5.2 6.2 
29 10.6 14.4 14.8 20.7 21.4 16.9 14.5 10.2 7.8 5.2 6.4 
30 10.5 14.2 15.5 20.5 21.5 17.5 12.9 8.3 7.4 4.0 7.4 
31 14.0 20.9 21.6 13.6 7.9 3.1 7.4 

下旬合計 107.3 152.8 146.9 224.7 227.7 166.7 142.7 95.6 85.1 60.8 38.7 74.3 

平均 10.7 13.9 14.7 20.4 20.7 16.7 13.0 9.6 7.7 5.5 4.8 6.8 

1ヶ月合計 264.2 399.4 452.0 581.0 663.8 557.1 458.0 322.7 263.6 176.0 130.4 194.4 

平均 8.8 12.9 15.1 18.7 21.4 18.6 14.8 10.8 8.5 5.7 4.7 6.3 
最高 11.8 15.5 16.6 21.0 22.7 21.6 18.2 13.3 10.3 8.1 6.1 7.6 

最低 5.8 10.3 13.6 16.4 19.2 14.9 11.2 7.0 6.9 3.1 1.2 4.1 
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1. 漁業後継者対策事業

演上欣也・高門光太郎・早瀬進治

I 目的 E 事業実績

本県における漁村青少年グループの指導及び

集団活動の促進並び、に、その活動の自主的運営

の援助を通じて、漁村青少年の資質向上、漁業

後継者の育成等を図る。

1994年度における事業実績を表 1に、また、

本事業に係る協議会等の委員を表-2に示した。

表一 1 1994年度漁業後後継者対策事業実績

1.漁村青年協議会

回 主 要 議 題 開催場所 開催時期 備 考

第 -平成5年度事業実績について 七尾市 平成6年 出席者数

-平成6年度事業計画について 委員 7名
回 -その他 県七尾事務所 7月18日 事務局 2名

-平成6年度事業中間報告について

第 -活動実績発表大会の開催について 能都町
平成6年 出席者数

2 -未婚漁業従事者を対象としたアンケー 水産総合 委 員 7名
回 ト調査結果について センター

11月29日 事務局 3名

-その他

第 -平成6年度事業実績報告について 七尾市
平成7年 出席者数

3 -平成7年度事業計画(案)について 県七尾土木 委員 8名
回 -その他 事 務 所

2月28日 事務局 2名

2.巡回指導(漁村青壮年育成指導及び移動相談所)

開催場所 開催時期 回数 対象者 内 n合"" 

県 内
平成6年4月 研究グルー -漁業技術等の先進地情報の収集及び紹介

，、、d 随時 プ及び漁協 -増養殖指導(中間育成，養殖技術指導等)
沿岸市町

平成 7年 3月 青壮年部等 -団体指導，経営指導等(資源管理型漁業等)

3 .漁村青壮年女性活動実績発表大会

開催場所 開催時期 参加者 発 表 内 n廿aマ

①サザエの資源管理に取り組んで

漁協青壮年部， (西浦漁協)

漁協婦人部及び ②「ふれあい」リサイクルバザーふれあい市を開催して
金沢市 平成6年 漁協関係者等 (蛸島漁協婦人部)

水産会館 12月10日 ③産直市場「しろうと市」に取り組んで

(能都町漁協青壮年部)

計 146名 *全国大会参加(平成7年 3月2日---3日:東京都)

「サザエの資源管理に取り組んでJ(西浦漁協)
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4.漁業後継者学習会

学習の内 容 |開催場所

海難防止対策について|七尾鹿島漁協

5.技術交流(先進地視察)

開催時期

平成6年

7月26日

参加人数

50名

講 師

七尾海上保安部警備救難課

課長二村泰憲

交流の課題 交流場所 交流時期 参加人数 備 考

-地域活性化を図るための市場
東京都

平成7年

形成の実態について
-東京都中央卸市場 2月14日 10名 漁青連と共催

-水産庁の概要と中央の水産行

政について
-水産庁

--17日

6.青少年水産教室

教室区分 内 H合3 開催 場 所 開催日時 参加人数 参加対象者

能都町

水産総合センター， 柳田中学校

少年水産教室
水産に関するー 海洋科学館 平成6年

68名
1年生 63名

般知識の習得 内浦町 7月13日 柳田中学校

のと海洋ふれあ 教 諭 5名

いセンター

水産に関する専 美 川町 平成6年11月
水産高校

青年水産教室 門知識及び専門 水産総合センター 24日.25日 14名
2年生 12名

技術の習得 美川事業所 ( 1泊 2日)
水産高校

教 諭 2名

7 .漁業士認定事業(漁業土認定委員会)

認定者数 備 考開催場所

金沢市

県庁農林水産部長室

開催時期

平成7年

2月10日

指導漁 業 士 2名

青年漁業士 0名
対象者2名を指導漁業士に認定した。

8.漁業士育成事業(漁業土研究会)

開催場所 開催時期 内 打合'" 参加者 備 考

「フイッシャーマンズ・フォー
漁業士 14名

県漁業士会，
金沢市 平成6年

ラム.94} 
青壮年部 8名

県漁青連，
石川県水産会館 10月 1日

(知事との懇談会)
婦人部 10名

県漁婦連主催
その他 18名

七尾市 平成 6年
第 6回 全国の漁業士

和 倉温泉 11月17日
全国漁業士実践活動研究集会 等 206名

全漁連主催

サンかがや 18日

~348 



表ー 2 1994年度漁業後継者対策事業協議会等委員名簿

1.石川県漁村青年協議会委員

選出対象 機 関 名 役職名

学識経験者 石川県立水産高等学校 校 長

外郭団体 石川県漁業協同組合連合会 指導課長

指導漁業土 石 }l1 県 漁 業 士 ヨ止三』 メ~ 長

漁協青年部 加賀市漁業協同組合 青年部 音日 長

11 金沢港漁業協同組合 青壮年部 部 長

11 西浦漁業協同組合 青年部 部 長

11 輪島市漁業協同組合 海士町青年団 ~三 長

11 能都町漁業協同組合 青壮年部 部 長

11 七尾漁業協同組合 青壮 年部 部 長

2.石川県漁業士認定委員会

機 関 名 役職名

石 }l1 県 農 林 水 産 音日 昔日 長 西

石川県農 林 水 産部 水産課 諜 長 宮

石 川 県水産総 合 セ ン タ ー 所 長 境

石川県漁業協同組合連合会 tヨ三』 長 藤

石川 県漁村青年協議会 ~ 長 山

石川県漁業協同組合青壮年部連合会 ~ 長 木

3.石川県漁村青壮年女性活動実績発表大会審査員

機 関 名 役職名

石川県農林 水 産部 水産課 課 長 宮

石川 県水産総合センター 所 長 境

石川県漁業協同組合連合会 メ~ 長 藤

石川県立水産 高 等 学 校 校 長 UJ 

石川県漁業協同組合長協議会 会 長 j賓

石 J 11 県 漁 業 士 =止広』 ~ 長 中

石川県漁業協同組合青壮年部連合会 ムョエ 長 木

石川県漁業協同組合婦人部連合会 ~ 三 長 西
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氏 名

山 本 武 之

嶺 昇 i

中 本 良 雄

梅 田 正 信

向島 崎 正 朗

端 野 祐 次

田 井 敬 治

中 回 亨

中 西 春 夫

氏 名

村 徹

原 正 典

谷 武 一
田 肇

本 武 之

村 功

氏 名

原 正 典

谷 武 一一
田 肇

本 武 之

上 洋 一

本 良 雄

村 功

村 新 子



2.未婚の漁業従事者を対象としたアンケート調査

(漁業後継者対策事業)

I 目的

全国的に若者を中心とした漁業後継者不足が

著しく、また、すでに漁業に従事している後継

者の花嫁不足が深刻な問題としてとりあげられ

ている。本県においても例外ではないと考えら

れるため、県内沿海漁協における未婚の漁業従

事者(男性)を対象としたアンケート調査を実

施し、その実態を把握するとともに、漁業後継

者対策事業を推進するうえで必要な資料を得る

ことを目的とする。

E 調査方法

1.調査対象漁協

県内沿海漁協 43漁協

2.調査対象者

漁業に従事する未婚男性 (H6.9.1現在)

3. アンケートの回答

各漁協の職員

4.調査期間

1994年 9月5日--9月30日

5.調査内容

別添アンケート調査様式のとおり

(調査対象者 1名につき 1枚)

直結果

県内にける未婚の男子漁業就業者を対象とし

たアンケート調査結果を表-1に示した。

1.回収状況

41漁協からの回答を得た。(2漁協未回答)

2.未婚者数及び年齢構成

総数155名の未婚者が漁業に従事していた。
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演上欣也

20才未満・・・ 9名 20--24才・・・ 22名

25--29才・・・ 28名 30--34才・・・ 33名

35--39才・・・ 31名 40--44才・・・ 19名

45--49才・・・ 9名 50才以上・・・ 4名

小木漁協で29名と多く、次いで輪島市漁協

20名，西海漁協17名であった。この 3漁協で

全体の42.6%を占めた。また、県内における

男子漁業就業者の年齢別構成数(第9次漁業

センサス:H. 5.11. 1調査)と対比すると、

未婚者の割合は20才未満で39.1%，20--24才

で27.5%，25--29才で23.5%，30--34才で15.3

%， 35--39才で10.7%，40--44才で4.7%，45 

--49才1.9%，50才以上で0.1%となった。こ

れらの結果から、県内における男子漁業就業

者の3.2%が未婚者であることが窺われた。

(表-2) 

3.未婚者の漁業形態

(1) 従事している漁業は専業か兼業か?

140名の回答があった。専業で108名 (77.1

%)と多く、兼業は32名 (22.9%)であっ

fこO

(2) 船主か乗組員かっ

150名の回答があった。乗組員で116名

(77.3%)と多く、船主は34名 (22.7%)で

あった。

(3) 乗船構成は?

144名の回答があった。他船乗りが57名

(39.6%)と多く、次いで親子乗りの47名

(32.6%)となった。

4.漁業種類

本人が従事している漁業種類で漁業収入の



多い上位3つを選択して下さい。という質問

をしたところ、

• 1番目 155名の回答があった。イカ釣40

名 (25.8%)，小型底曳28名 (18.1%)，刺

網20名 (12.9%)，沖合底曳17名 (11.0%)，

大中まき網12名 (7.7%)となった。

• 2番目 72名の回答があった。その他17名

(23.6%)，刺網16名 (22.2%)，延縄11名

(15.3%)となった。

• 3番目 31名の回答があった。その他7名

(22.6%)，船曳網6名 (19.4%)，刺網 5名

(16.1%)となった。

5.家族形態

(1) 同居している家族人数は?

154名の回答があった。 1--3人が87名

(56.5%)と多く、次いで 4--6人の60名

(39.0%)となった。

表-2 年齢別による未婚者の割合

(2) 父親の職業は?

141名の回答があった。「父親の職業が漁

業」が93名 (66.0%)と多く、その93名の

内、 74名 (79.6%)が専業であった。次い

でその他の22名 (15.6%)，会社員12名 (8.5

%)となった。

*その他には、「父親が死亡していない」

と回答した人も含まれている。

(3) 家の跡継ぎの有無

148名の回答があった。「本人以外家の跡

を継ぐ人がいない」が190名 (73.6%)と多

く、「すでに本人以外の跡継ぎがいる」が、

17名 (11.5%)と少なかった。

6.家の生計(主に家の家計を支えている人)

153名の回答があったD 本人の57名(訂.3%)

が多く、次いで親と本人で49名 (32.0%)，親

が41名 (26.8%)となった。

漁業就業者数 (人) 男子未婚 男子未婚
年齢層

就業者数(男) 就業者数(女) メEヨ入 計 者数(人) 割合(%)

1 9才以下 23 5 28 9 39. 1 

20--24才 80 1 3 93 22 27.5 

2 5 --2 9才 119 1 6 135 28 2 3. 5 

30--34才 216 19 235 33 1 5. 3 

3 5 --3 9才 290 3 1 321 3 1 1 O. 7 

4 0 --4 4才 408 60 468 19 4.7 

4 5 --4 9才 478 7 1 549 9 1.9 

5 0才以上 3， 226 542 3， 768 4 O. 1 

合計 4，840 757 5， 597 155 3.2 
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(別添アンケート調査用紙)

県内沿海漁協における未婚の漁業従事者を対象としたアンケート調査

漁業協同組合名協漁

30--34才
5 0才以上

25--29才
45--49才

20--24才
40--44才

20才未満

35--39才

2 .年

漁業形態3. 

業|業 I@I兼直ユ豆、B
ノ

4
E
i
 

〆，‘、

主|② l乗 組員|

|③|他船乗り|④|兄弟乗り|⑤|その他|

*主たる乗船構成を 1つ選択
I@I親子乗り

I CD I船

同一人乗り

( 2 ) 

(3 ) 

ごち網

大型定置
その他

中小まき網
延 縄
採員 藻

大中まき網
そ の 他 釣
船曳網

小型底曳
イカ釣

地曳網

漁業種類

沖合底 曳
刺 網
小型定置

4 . 

|1 I I 2 I I 3 I I 
*漁業収入の多い上位 3つの漁業種類の番号を順番に記入して下さい。

5. 家族形態

同居している家族人数、，ノ1
1
 

〆

t
、、

7人以上直江4--6人ロ亙1--3人I CD I 

父親の職業( 2 ) 

家の後継ぎり有無(本人)

本人以外に家の後を継ぐ人がいない

すでに本人以外の後継ぎがいる

わからない

①

②

③

 

( 3 ) 

6. 家の生計(主に家の家計を支えている人)

|③|親と本人|④|その他 i親人口亙「否1本

ご協力ありがとうございました。
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3. 漁村女性・高齢者活動促進事業

漬上欣也・高門光太郎・早瀬進治

I 目的

高齢者の豊富な経験と技術を生かし、その活

動を助長することにより自己実現意欲の充足、 E 事業実績

漁村地域社会の活性化を図る。

自主的・協同性の発揚を通じた「生きがいづく 1994年度における事業実績を表-1に、また、

り」を推進するとともに、漁村婦人についても 本事業に係る協議会の委員を表-2に示した。

地域の特性を生かした女性対策事業を実践させ、

表-1 1994年度漁村女性・高齢者活動促進事業実績

1.県協議会及び地区協議会

主 要 議 題 開催場所 開催時期 備 考

-平成 5年度事業実績について
金沢市 平成 6年

出席者

県 -平成 6年度事業計画について
県幸町庁舎 7月29日

委員 7名

協 -その他 事務局 3名

議 -平成 6年度事業実績について 出席者
ヨF三』 -平成 7年度事業計画(案)について

金沢市 平成 7年
委員 8名

-その{也
県幸町庁舎 3月29日

事務局 2名

地 -平成 6年度事業計画について 中島町 平成 6年 出席者委員 5名

区 -その他 七尾西湾漁協 7月18日 事務局 l名
協
議 -平成 6年度事業計画について 中島町 平成 7年 出席者委員 4名
ヨム三 -その他 七尾西湾漁協 1月24日 事務局 1名

2 .高齢者対策事業

事業内容及び結果 事業実施時期 開催場所 参加人数 備 考

高
粟島漁業協同組合

七尾湾漁業振興|
齢

組合員 浅野武良

者
上記講師を迎え、「アカガイ 平成 6年 七尾市

37名
協議会の貝類部

教
の種苗生産と中間育成技術並び 10月 8日 七尾漁協 会員を対象に開

室
に養殖技術についてJと題した 催

講演会を開催した。

アカガイ龍飼育試験 平成 6年 飼育開始サイズ

実 七尾西湾漁協地区においてア 7月14日 殻長 39.0mm

践 カガイの寵飼育試験を実施した。 龍施設設置 重量 11.6g 
最終取上サイズ

活 七尾湾漁業振興協議会で中間 平成 6年12月 中島町 延ベ 殻長

動 育成されたアカガイの稚員6，300
13日，平成 7

鰯浦漁港 40名 66.2---71.0mm 

事 個を使用し、収容密度の異なる
年 3月10日，10 重量
月12日に取り 77.5---65.9 g 

業 試験区を設け、各々の成長、生 上げ調査を実 生残率
残について検討した。 施した。 50.3---56.6% 

「ひ
「

Dqo 



3.女性対策事業

事業内容 事業実施時期 開催場所|参加人数|

営 中島，七尾，能登

漁 島地区の漁協婦人部

指 員等を対象に税務研 平成7年 七尾市
29名

導 修会を開催した。 1月10日 七尾漁協

事

業

県下漁協婦人部員

交 を対象に、消費者の
能都町

流 価値観、生活習慣及 平成6年
県水産総合

~子'-4 び水産物の流通、経 9月27日
センター， 40名

習 営の健全化、労働環 28日

事 境改善等に関する見 ( 2日間)
海洋漁業科

業 識深めるための学習
学館等

会を開催した。

表 -2 1994年度漁村女性・高齢者活動促進事業協議会委員名簿

1.石川県漁村女性・高齢者活動促進協議会委員名簿

選 出対象 機 関 名 役職名

学 識経験者 の と じ ま 臨 海 公 園水族館 館 長

外郭団体 石川県漁業協同組合連合会 参 事

11 石川県漁業協同組合青壮年部連合会 ~ 五 長

11 石川県漁業協同組合婦人部連合会 よ二E』三 長

関係機関 石川県民生活局 女性青少年課 課 長

11 石川県厚生部 長寿社会課 課 長

市 町 村 七尾市 農林水産課 課 長

11 珠洲市 水産林業課 課 長

2. 中島地区漁村高齢者活動促進協議会委員名簿

選出対象 機 関 名 役職名

市 町 村 中島町 農林水産課 課 長

漁協代表 七尾西湾漁業協同組合 組合長

品齢者代表 中島地区 貝類部会 ~ 長

11 中島地区 貝類 部 貝 EZ三h 員

地区普及所 石川 県 水 産 部 センター 課 長
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備 考

講師

登美税務会計事務所

所長 登美 昇

内容

「確定申告についてJ

講師

水産総合センター

普及指導課長

高門光太郎

内容

「近年の水産物流通動向

について」

県漁婦連と共催で実施。

氏 名

内木幸次

塩谷清信

木村 功

西村新子

山本寿子

臼岩重徳

川島博章

橋崎武男

氏 名

大野辰男

岩島 登

善端 盛 一

椎 昭一

高門光太郎



4. アカガイ篭飼育試験(漁村女性・高齢者活動促進事業)

I はじめに

この試験は、漁村女性・高齢者活動促進事業

の一環として、 1992年度より 1994年度までの 3

カ年にわたり実施したものである。このことか

ら、これまでの試験結果をまとめて報告する O

E 目的

七尾湾漁業振興協議会(貝類部会)では毎年、

七尾湾においてアカガイの中間育成及び放流を

実施しており、その放流効果も現れている。し

かし、これまで以上に生産効率を高めるには、

中間育成技術や放流技術をより一層向上させる

ことに加え、計画的で安定生産可能な養殖技術

の検討も重要である。このことから、七尾湾の

3地区 ('92七尾漁協地区， '93七尾鹿島漁協地

区，'倒七尾西湾地区)を対象に篭網による収

容密度別試験を実施した。

E 試験方法及び結果

1.方法

(1) 実施場所

図-1に示す 3地区に実施した。

①1992年度 (H.4)

七尾南湾(七尾漁協地区)の水深 3--

4mの泥域に実施した。

②1993年度 (H.5 ) 

七尾西湾(七尾鹿島漁協能登島地区)

の水深 7--8mの泥域に実施した。

③1994年度 (H.6) 

七尾西湾(七尾西湾漁協地区)の水深
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漬上欣也・皆川哲夫・浅井久夫

高円光太郎・勝山茂明・ 1・野村元u

早瀬進治・達克幸・ 1・西尾康史

10--12mの泥域に実施した。

図-1 実施場所

(2) 試験期間

①1鈎2年度 8月22日--1994年9月20日まで

②1993年度 7月6日--1995年7月25日まで

③1994年度 7月14日--1995年10月12日まで

(3) 供試アカガイ

試験に供したアカガイは、石川県水産総

合センタ一生産部能登島事業所で種苗生産

された種苗を、七尾湾漁業振興協議会(試

験実施地区)で中間育成したものを使用し

fこO



①1992年度

七尾漁協地区で中間育成 (1991年度生

産)された、大型の種苗4，655個体(平

均殻長55.8mm，平均重量39.0g)と、成

長の遅れた小型の種苗980個体(平均殻

長32.0mm，平均重量8.1g)を使用した。

②1993年度

七尾鹿島漁協能登島地区で中間育成

(1992年度生産)した平均殻長43.1mm，平

均重量18.1gのアカガイ6，300個体を使用

しfこ。

③1994年度

七尾西湾漁協地区で中間育成 (1993年

度生産)した平均殻長39.0mm、平均重量

11.6 gのアカガイ6，300個体を使用した。

(4) 飼育篭の構造及び設置

試験に使用した篭を図-2に示した。寵

は横100X縦70X高さ40cm(鉄棒13mmφ)

で、ポリ網400D/12本， 16節(角田仕立

て，約 1cm目合)の網を張ったものを1992

年度は58龍、 1993，94年度は60寵使用した。

設置は図-3に示したように、海底に着

定するように延縄式にセットした。

1992年度は10寵を 1連としたもの 5連と

4寵を 1連としたもの 2連設置し、 1993，

1994年度は12寵を 1連としたもの 5連設置

時一100cm~

Z旬仁i!JC|妥cm

図-2 寵図

した。

(5) 収容密度及び取り上げ測定

①1992年度

収容密度は、平均殻長55.8mmのアカガ

イを 1寵当たり 35個 (50個/rrf)， 70個

(100個/rrf)， 105個 (150個/rrf)， 140個

(200個/rrf)， 210個 (300個/rrf)とし

た。また、小型のアカガイ(平均殻長沼.

Omm)についても 1寵当たり70個の試験

区分を設けた。

10寵を 1連とした連には、 35個区， 210 

個区が各 1龍づ、つ、その他の試験区は 2

寵づ、つの試験龍を繋げた。また、予備と

して設けた 4寵を 1連とした連には7叫固，

小70個(小型)区を各々 2寵づ、つ繋げた。

取り上げ調査は、 1992年10月， 12月，

1993年3月， 5月， 7月， 9月， 12月，

1994年9月の合計8回実施し、 1連づ、つ

取り上げ、各々の殻長及び重量の測定を

行い、測定終了後は龍網を洗浄し、もと

通り海底に再び設置し継続飼育した。な

お、調査の対象となった龍は 5連分しか

ないため、 1993年9月に調査した龍は、

1992年10月に調査した寵を再調査し、ま

た、 1993年12月及び1994年 9月に調査し

た龍は、 1992年12月に調査した龍を再調

図-3 施設設置図
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査した。

1994年9月に行った最終調査には全て

の寵を取り上げ、全体の生残についても

検討した。

②1993年度及び1994年度

収容密度は 1龍当たり、 70個(100個

/ m")， 105個 (150個/m")， 140個 (200

個/rrf)とした。試験連は 1連に各々の

試験区を 4寵づ、つ(計12寵)繋げた。

1993年度の取り上げ調査は、 1993年11

月， 1994年3月， 7月， 11月， 1995年5

月， 7月の合計6回実施した。また、1995

年7月の最終調査には全ての龍を取り上

げ、全体の生残についても検討した。

1994年度の取り上げ調査は、 1994年12

月， 1995年3月， 10月の合計 3回実施し

。
た

調査手法については19留年度と同様に、

1連づっ取り上げ、各々の殻長及び重量

の測定を行い、測定終了後は寵網を洗浄

し、もと通り海底に再び設置し継続飼育

した。

2.結果

(1) 1992年度

1992年8月22日から1994年9月20日(759

日間)にかけて飼育を行った七尾南湾(七

尾漁協地区)におけるアカガイ寵飼育試験

結果を表-1に、また、殻長の成長を図

4に示したD

①平均殻長55.8mm，平均重量39.0gの種

苗を用いて行った試験区

1994年9月20日(最終調査時)で平均

殻長，平均重量とも収容密度35個収容区

が殻長78.1mm，重量108.8g (日間成長量

29.4μ， 92.0mg)と優れ、 210個収容区が

殻長70.7mm，重量84.4g (日間成長量19.6

表-1 七尾漁協地区寵飼育結果

収容裕度目Ij半均殻.k (単位:皿)
調査月日 35鮎l 10個 105個 140個 210個 小10個
H.4. 8.22 55.8 55.8 55.8 55.8 55.8 32.0 

10.13 60.3 61.5 59.1 60.5 58.6 43.1 
12. 1 62.4 62.1 65.1 63.3 62.5 41.9 

H.5. 3.19 66.4 61.4 66.9 65.8 64.6 55.8 
5.18 10.2 68.5 69.0 68.3 66.9 58.9 
1.28 69.1 10.3 10.6 69.2 66.9 56.1 
9.28 10.5 12.8 10.4 13.2 10.6 64.0 
12.14 12.1 11.1 12.0 12.0 68.9 64.5 

H.6. 9.20 18.1 14.4 14.0 13.8 10.1 69.8 
収容密度別平均重量 (!尚:mm) 
調査月日 35個 10咽 105個 140個 210個 小10個
H.4. 8.22 39.0 39.0 39.0 39.0 39.0 8.1 

10.13 53.0 53.3 48.4 50.3 50.1 18.5 
12. 1 58.9 60.1 64.9 61.1 60.9 21.3 

H.5. 3. 9 15.8 19.2 16.3 11.8 10.4 45.8 
5.18 93.8 81.9 84.8 81.8 15.1 55.5 
1.28 81.8 90.5 88.0 86.2 13.8 49.1 
9.28 89.9 99.1 92.1 91.9 94.1 68.9 
12.14 102.5 96.2 91.5 95.8 81.4 12.8 

H.6. 9.20 108.8 103.2 99.2 96.1 84.4 86.4 
収容密度別生残率 (単位:mm) 
調査月日 35個 10個 105個 140個 210個 小10個
H.4. 8.22 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

10.13 91.1 99.3 100.0 91.4 91.6 91.4 
12. 1 91.4 98.6 99.0 91.5 98.6 35.0 

H.5. 3. 9 11.4 98.1 91.2 95.4 93.1 90.4 
5.18 100.0 98.5 98.1 91.5 91.9 91.3 
1.28 94.3 91.8 92.9 93.2 91.9 89.3 
9.28 91.1 93.5 94.1 96.2 95.6 61.1 
12.14 96.8 99.3 94.1 95.2 94.1 100.0 

H.6. 9.20 86.1 89.9 60.4 53.5 51.1 91.1 

*H.5年 9/28の取り上げ調査は H.4年10/13に調査した箆を再調査した。

* H. 5年12/14の取り上げ調査は H.4年12/1に調査した簡を再調査した。

*H.6年 9/20日の取り上げ調査は H.4年12/1及びH.5年12/14に調査

した骨量を再調査した。

μ， 59.8mg)と劣り、収容密度が低いほ

ど殻長，重量ともに優れた結果となった。

しかし、 1993年12月14日調査時点(飼育

期間約16カ月)までは、収容密度別によ

る顕著な差が認められなかった。また、

生残率についても平成5年12月14日調査

時点まで、は、一部を除くほとんどが90%

を越えており、収容密度別による差がな

く良好な結果となったが、最終調査時に

ついては35個， 70個収容区で85%以上と

優れ、 105個収容区以上で60.4%--53.5%

と劣った。

② 平均殻長32.0mm，平均重量8.1gの種苗

を用いて行った試験区最終調査時で、殻

長69.8mm，重量86.4gとなった。日間成

長量でみると殻長で71.7μ，重量で103.2

mgの成長となるO 前者の試験区で成長の

良好であった35個収容区の日間成長量



(29.4μ， 92.0昭)と比較すると、後者が

殻長で約2.4倍，重量で約1.1倍と高い成

長を示した。

このことから、小型サイズのアカガイ

は、殻長の成長が優れていることが示唆

された。

生残率は、 100%--35.0%となった。

③ 全体の生残

最終調査時に取り上げ可能で、あった54

龍分(10龍/連:5連， 4寵/連:1連)

の生残を調べた。 4寵を 1連(試験開始

時収容数280個体)とした予備の 1連が

発見できず取り上げ守司能となったため、

これを除いて集計すると、試験開始時の

1992年 8月22日で合計収容数は5，355個

体となる。最終調査時の取り上げ数は

2，050個体であったことから、 38.3%の生

残率となった。

(2) 1993年度

1993年 7月 6日から1995年 7月25日(749

日間)にかけて飼育を行った七尾西湾(七

表-2 七尾鹿島漁協地区寵飼育結果

収容密度別平均殻長 (単位:mm) 
調査月日 70傾 105個 140倒

H. 5. 7. 6 4.3 43.1 43.1 

11. 24 60.0 59.8 58.8 

H. 6. 3.30 61.2 62.5 62.0 

7. 15 64.2 66.4 65.4 

11. 2 67.6 66.2 68.0 

H. 7. 5.17 74.0 71.4 70.5 

7.25 72.3 

収容密度別平均重量 (単位:g) 

調資月日 70桝 105制 140偶

H. 5. 7. 6 18.1 18.1 18.1 

11. 24 49.0 49.6 45.3 

H. 5. 7. 6 56.4 60.7 56.6 

7. 15 65.0 71.0 67.0 

11. 2 72.9 71.2 76.2 

H. 7. 5.17 106.5 95.0 91.0 

7.25 98.6 

以平予?何度別11:残Eキ1 on似:%) 
，~，~ l'正 JJ1I 70和| 10 5 fi~1 14 Ofi~! 

H. 5. 7. 6 100.0 100.0 100.0 

11. 24 96.2 99.0 95.4 

H. 6. 3.30 93.6 94.1 94.8 

7. 15 90.0 95.5 82.9 

11. 2 37.3 23.4 23.3 

H. 5. 7. 6 30.0 41.8 36.9 

7.25 32.5 

尾鹿島漁協能登島地区)におけるアカガイ

龍飼育試験結果を表 2に、また、殻長の

成長を図-5に示した。

1995年 7月25日の最終調査は、収容密度

別に測定しなかったため、収容密度別に測

定した、 1995年 5月17日でみると、平均殻

長，平均重量とも70個収容区が殻長74.伽m，

重量106.5g (日間成長量41.3μ，118.0mg) 

と優れ、 140個収容区が殻長70.5mm、重量

91.0 g (日間成長量36.6μ，97.3mg)と劣り、

収容密度が低いほど殻長、重量ともに優れ

た結果となったが、 1994年11月 2日調査時

点(飼育期間約16カ月)までは、収容密度

別による顕著な差が認められなかった。

生残率については、 1994年 7月15日調査

時点までは、一部を除くほとんどが90%を

越えており、収容密度別による差がなく良

好な結果となったが、 1994年11月 2日調査

以降の生残率は41.8--23.3%と低下した。

また、試験開始から最終調査までの全体

の生残率は、 32.5%となった。

(3) 1994年度

1994年 7月14日から1995年10月12日(455

日間)にかけて飼育を行った七尾西湾(七

尾西湾漁協地区)におけるアカガイ寵飼育

表-3 七尾西湾漁地区寵飼育結果

収谷密度別平均波長 c.f!1位皿)

調斉月 11 70例 105制 140Ml 

H. 6. 7.14 39.0 39.0 39.0 

12. 13 58.4 58.8 57.7 

H.7.3.10 62.1 61.3 63.7 

10. 12 71.0 70.2 66.2 

収手手術l主別、VjI;J市Isi ( q¥{占:g) 

.l1M :i雪月tI 70例 105例 140M! 

H. 6. 7.14 11.6 11ι 11五

12. 13 46.2 44.6 42.7 

H. 7. 3.10 56.9 53.6 56.4 

10. 12 77.5 75.1 65.9 

以Wtヰn立~jIjI ló 伐ネ crl'l，'，: : %) 

a制作 JJI J 70側 105MI 140fi~1 

H. 6. 7.14 100.0 100.0 100.0 

12. 13 91.5 90.7 80.3 

H. 7.3.10 88.9 76.0 87.5 

10.12 50.5 56.6 50.3 
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試験結果を表 3に、また、殻長の成長を

図-6に示した。

1995年10月12日(最終調査時)で平均殻

長，平均重量とも収容密度70個収容区が殻

長71.0mm，重量77.5g (日間成長量70.3μ，

144.8mg)と優れ、 140個収容区が殻長66.2

mm，重量65.9g (日間成長量59.8μ，119.3 

mg)と劣り、収容密度が低いほど殻長，重

量ともに優れた結果となったが、 1995年 3

月10日調査時点、(飼育期間約8カ月)まで

OOT-ーーーーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー，

印

麓
長

D 
m十一ー /ーー f 

ω+ --} --

図-4 収容密度別平均殻長(七尾)
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図-6 収容別平均殻長(七尾西湾)
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は、収容密度別による顕著な差が認められ

なかっ t:o

生残率については、 1995年 3月10日調査

時点まで、は、一部を除くほとんどが80%を

越え、収容密閉リによる差がない結果となっ

たが、 1995年10月12日(最終調査)の生残

率は56.6--50.3%と低下した。

* 1 現在 のとじま臨海公園水族館

* 2 現在石川県農林水産部水産課

!IlT-ーー・ー-ーー------ーーーー・ーーーーーーーーーーーー，

句

麗
長
日
ミ
リ

日+--1---ーーーーー・ーーーーーーーーーー・・ーー+・・・ー・:

40 
'.5.7.6 11剖 H.6.3.ll 7.15 11.2 H.7.5.11 

調 査 目

|ー+-70臥ーー--105臥ー量-140・入|

図-5 収容別平均殻長(七尾鹿島)



5. 普及活動高度化特別対策事業

I 目的

水産業改良普及の基本的な活動課題は、沿岸

漁業の振興に寄与するため、時代に即応する効

率的な普及活動を展開することにある。このた

め、近年の技術革新と漁業技術の高度化に対処

しつつ、普及職員の資質向上を図るため、日本

海プロック水産業改良普及職員集団研修の参加

及び圏内研修(短期研修)を実施した。

E 実績

1.日本海プロック水産業改良普及職員集団研

修

(1) 出席者

水産庁及び日本海プロック(青森県~山

口県:12県)の普及員等、計31名

(2) 開催日時及び場所

①日時 1994年8月2日14:00-

14日10:50

②場所鳥取県米子市「弓ケ浜荘」

(3) 内容

①8月2日 14:00-16:50

ア.講演

・鳥取県水産業の現状について

鳥取県農林水産部

・鳥取県の栽培漁業について

鳥取県水産試験場

・鳥取県の資源管理型漁業について

鳥取県漁業協同組合連合会

②8月3日 9:00-17:00

ア.普及員研修会，連絡会議

・水産庁の事業，予算説明「普及事業関

係予算概要について」水産庁資源課
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-各府県からの要望事項

.各府県からの活動報告

イ.討議

・共通課題について

ウ.鳥取県漁業士会との交流

早瀬進治

• 1993年度の活動実績及び1994年度の事

業予定 鳥取県漁業士会

・各府県からの漁業士活動報告

③8月4日 9:10-10:50

ア.視察

・境港市場

・海とくらしの史料館

2.国内研修(短期研修)

(1) 研修期間及び場所

①期間 1994年9月26日-9月30日

②場所

北海道庁水産部漁政課，北海道指導漁

業協同組合連合会，北海道日高東部地

区水産技術普及指導所，えりも町，え

りも町漁業協同組合，浦河営林署，様

似漁業協同組合

(2) 内容

「お魚を増やす植樹運動」に係る各機関

の取り組みについて



6. 増養殖指導事業(水産業改良普及活動)

I 目 的

栽培対象種である魚介類の中間育成技術及び

放流技術の向上を図るための技術指導を行った。

また、ヒラメ，クルマエビの中間育成歩留り

調査結果について報告する。

H 調査方法

1. ヒラメ

1994年6月28日から 7月23日にかけて、水

産総合センタ一生産部志賀事業所より各漁協

へ配布された、平均全長31.0--49.0mmのヒラ

メ種苗、 767千尾について、中間育成を実施

した漁協(地区)の歩留り調査を実施した。

歩留り調査は、陸上水槽及び生責網で飼育

した地区については、全数を取り上げ、重量

換算で尾数を算出した。また、仕切網(囲い

網)で飼育した地区は、ピーターセン法によ

り尾数を算出した。

2. クYレマエピ

1994年7月8日から 8月6日にかけて、水

産総合センタ一生産部能登島事業所より各漁

協へ配布された、 5，100千尾のクルマエビ種

苗について、中間育成を実施した漁協の歩留

り調査を実施した。

歩留り調査は、陸上水槽で飼育した地区に

ついては、全数を取り上げ、重量換算で尾数

を算出した。また、仕切網(囲い網)で飼育

した地区は、枠取り調査 (50x 50cmの枠でミ 5

，...._， 6カ所採取)で尾数を算出した。

E 中間育成、放流結果

1. ヒラメ

漬上欣也・高円光太郎・早瀬進治

1994年度ヒラメ中間育成，放流結果を表-

1に示した。

ヒラメの中間育成を実施した漁協は23漁協

(他、直接放流が 2漁協:計25漁協)で、そ

の育成方法は陸上水槽が11漁協，生筆網が 9

漁協，仕切網は 3漁協であった。

外浦海域では波浪の影響を受けにくい陸上

水槽で、また、内浦海域では施設設置コスト

を抑えた、生責網で飼育した地区が多かった。

中間育成期間は10--26日間(長期飼育した

2漁協を除く)であった。

歩留り調査を行った20漁協の生残率は、陸

上水槽で 0--95.0%，生責網で9.0--70.0%，

仕切網で36.0-68.5%となった。

ヒラメの放流サイズは、平均全長50.0--83.8

mとなった。なお、長期間飼育した2漁協は、

358日間の飼育で平均体長230mmに、 242日間

の飼育で、平均体長162mmに成長した。

2. クルマエピ

1994年度クルマエピ中間育成，放流結果を

表-2に示した。

クルマエピの中間育成を実施した漁協は 9

漁協(他、直接放流が 3漁協:計12漁協)で、

その育成方法は陸上水槽が3漁協，仕切網が

6漁協であったO

外浦海域では波浪の影響を受けにくい陸上

水槽で¥また、内浦海域では施設設置コスト

を抑えた、仕切網で飼育した地区が多かった。

中間育成期間は12--26日間であった。歩留り

調査を行った 6漁協の生残率は、陸上水槽で、

30.0--116.1%，仕切網で39.5--87.3%となっ

た。
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7. カキ浮遊幼生分布量調査(水産業改良普及活動)

I 目的

七尾西湾及び穴水湾におけるカキ(マガキ)

養殖については、毎年、種ガキを広島県，三重

県，宮城県等から入手し実施してし喝。しかし、

その種ガキの供給量や質は年によってばらつき

がある。計画的に安定生産するには、他県から

の種ガキ供給を従来どおり継続することに加え、

地場海域による天然採苗を実施する必要があるo

このことから、七尾西湾及び穴水湾にカキの

浮遊幼生分布量調査を実施し、天然採苗の予報

並びに技術指導を行った。

E 調査方法

1.調査海域

七尾西湾及び穴水湾における、カキ浮遊幼

生分布量調査定点を図-1に示した。

七尾西湾の調査定点については8定点、穴

水湾は4定点を基準に調査した。

2.調査期間，回数

七尾西湾については、 1994年6月28日から

1994年9月1日までの聞に 9回、また、穴水

湾は、 1994年6月30日から1994年 9月2日ま

での聞に 6回の調査を実施した。

3.幼生採集

浮遊幼生の採集には、北原式定量プランク

トンネット(口径22.5cm，ネット目合 :NX

X13)を使用し、表層下 2mから垂直に曳い

た(100リットル採水)。また、採集した幼生

はホルマリン固定した後、小型 (90--150μ)、

中型 (150--210μ)、大型 (210--270μ)、成

熟 (270μ--)に振り分け、全数をカウント

した。

演上欣也・高門光太郎・早瀬進治

4.水温，塩分測定

各調査定点の表層及び表層下2mの水温、

塩分を、水質測定器 (HOR1 BA水質チェッ

カーU-10)で測定した。

E 調査結果

表 -1、図-2に七尾西湾、表-2、図-3

に穴水湾の100リットル当たりの発育段階別幼

生出現数を示した。また、各々の海域の水温、

塩、分測定結果を表-3、表-4に示した。

七尾西湾では 7月19日から小型幼生が多く出

現し始め、 7月27日には、付着可能サイズであ

る成熟幼生が多く見られた。その後、 8月10日

まで小型幼生を除く幼生が減少し続けたが、 8

月24日には再び出現した。このことから、七尾

西湾については浮遊幼生の発生ピークが2回あっ

たものと思われた。また、穴水湾では 7月21日

に小型、中型幼生が多くなり、 7月28日に発生

ピークがあったが、全体の幼生発生量は七尾西

湾より少ない結果となった。

カキ養殖業者は、天然採苗用のコレクターを

七尾西湾で 7月27日， 28日に、穴水湾で 7月28

日、 29日にかけて投入した。コレクター投入後

約 1週間後に天然採苗状況を聞き取り調査した

ところ、七尾西湾ではコレクター(ホタテ貝)

1枚当たり50--500個、穴水湾で、は50--200個の

幼生が付着しており、良好な結果となった。
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調査日

|剛岨幼生田中型幼生図旭幼生国間i幼生| (剛岨2b生図市型地豆大型幼生面開扇司

穴水湾カキ出現割合図-3
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七尾西湾カキ出現割合図-2



8. サザエ中間育成技術開発試験

I 目 的

サザエを稚員配付サイズ(殻高5mm)から放

流適正サイズ(殻高20mm)までの中間育成方法

の技術開発を図る。

H 材料および方法

施設:5 m (ゆ48.6mm)の足場用単菅パイプと

KP300のフロートで 2mX2mX4面の筏を

組立、各面に90X 90 X 100仰のタキロンネッ

ト製(目合 3mm)の飼育篭を鉄枠で補強し、

1個づっ取り付けた。なお、上面全体に遮光

幕を張った。

場所及び期間:外浦の富来町福浦港の防波堤の

内側に設置した。

1994年8月 1日より中間育成を開始し、台

風接近により取り上げた 9月28日までの59日

間中間育成を行った。

供試椎員:石川県水産総合センタ一志賀事業所

より配付された殻高7.8mmの稚貝20，000個。

育成方法:稚貝20，000個を 4つの飼育寵に均等

に5，000個づっ収容した。今回の試験でシェ

ルターの違いを検討するため、タマゴパック

とブラインドの 2種類のシェルターを 2寵づ

っセットした。

餌料は配合飼料と天然海藻を併用し、配合

飼料は日本配合飼料側のハリオスを、天然

海藻は地先海面で採集されるワカメ等を、残

餌の状況を見て適宜給餌した。

飼育管理は福浦港漁業協同組合に委託して

行った。

高門光太郎・漬上欣也

E 結果及び考察

今回の試験は設置場所の港内作業の関係で試

験開始が遅れるとともに、台風の接近により早

めに取り上げることとなり59日間と短い中間育

成期間であったが、タキロンネット製の飼育

篭方式は給餌等の飼育管理や測定の取り上げに

ついては比較的容易であった。

表-1に取り上げ調査の測定値と生残率を示

した。

表-1 シェルター別平均殻高の測定値及び生存率

(単位:mm) 

シェ lレター 18/22 8/29 9/30 

タマゴパック生 19.0 18.3 (9.7) 22.2 (7.3) 

死 8.3 7.4 

ブラインド生 18.7 (11.1) 20.7 (9.5) 

死 8.0 7.6 

生は生員、死は死貝 ( )内は生残率:%

8月下旬の22日、 29日の測定では生残した稚

貝の平均殻高は18mm以上で、中間育成を終了し

た9月末には目標サイズ、の20mmを超えた。

ただ生残率を見ると10%に満たない低い値と

なっている。これは死貝の測定値から解るよう

に小型の稚員が大量にへい死し、中間育成開始

時に大型の稚員が生存したためと思われる。

サザエ稚員は大きさにバラツキが大きいので

中間育成に当たっては選別や、中間の間引き放

流などの対策が必要であろう。

検討課題であったシェルターについては 2種

類において差はなかった。タマゴパッ夕、ブラ

インドともに扱いやすくシェルターとして有効

な素材であると思われる。



9.平成 6年度七尾湾のアカガイ、トリガイ資源量調査

I 目的

七尾湾の重要資源であるアカガイ・トリガイ

の資源量を把握し、操業の可能性と適正漁獲量

を算定する資料とするため、七尾湾漁業振興協

議会と共同で資源量調査を実施したので報告す

る。

E 方法

1.調査日時 1994年11月22日ω
午前8時--12時

2.調 査 海 域 図 1に示した海域

七尾南湾:S 1--11の11海域 (S11は、

昨年の能登島大橋海域から S

9の沖合い海域に変更した。)

七尾西湾:W 1， 2の2海域

七尾北湾 :N1--6，8，9の8海域

(N 7海域を廃止した。〉

3.調査船七尾南湾:七尾漁協所属船2隻

七尾鹿島漁協所属船 l隻

七尾西湾:七尾漁協所属船 1隻

七尾北湾:七尾鹿島漁協所属船2隻

穴水湾漁協所属船2隻

計 8隻

早瀬進治・高門光太郎・演上欣也

を識別 (1993年発生群:輪紋帯

1本、 1992年発生群:輪紋帯2

本)

アカガイ:殻頂部の殻皮の有無により天然

員と放流貝を識別

西湾 能登島

4.貝桁網 間口1.3m、網目 6節、 2丁曳 |北湾

5.曳網回数七尾南湾:1海域に 3線を各5

6.貝の識別

分間曳網

七尾西湾: 1海域に 6線を各 5

分間曳網

七尾北湾:1海域に 2線を各10

分間曳網

トリガイ:輪紋帯の有無により発生年級群
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図-1 調査海域と曳網地点



E 結果及び考察

1.資源量

調査海域と曳網地点を図 1に示した。資源

量の算出方法は以下のとおりである。

・曳網距離(m)=曳網速度(m/秒)x

曳網時間(秒)

-曳網面積(rrl)=曳網距離(m)X貝桁網

間口(1.3m)X2 (丁)

• 1，OOOrrf当たり分布量(個)=採集個数÷

曳網面積(rrf)X 1，OOO( rrl)-;-漁具効率(0.2)

.推定資源量(個)=l，OOOrrl当りの分布量

(個)X 1，OOOX漁場面積(knD

表-1 七尾南湾のトリガイの推定資源量

調査 曳網 曳網距離 曳網面積 採捕個数
1，000rrl当り 1，000rrl当り 推定資源量

採捕個数 分布量 漁場面積
(千個)

海域 回次 (m) ( rrl) (凶)
4年 5年 4年 5年 4年 5年 4年 5年 i

1 195 507 。。0.0 0.0 0.0 0.0 

8-1 
2 202 525 。 1 0.0 1.9 0.0 9.5 
3 231 601 2 2 1.7 3.3 8.3 16.7 
計 628 1，633 1 3 0.6 1.8 3.1 9.2 0.375 1.1 

1 220 572 。。0.0 0.0 0.0 0.0 

8-2 
2 274 712 。。0.0 0.0 0.0 0.0 
3 291 757 。。0.0 0.0 0.0 0.0 
計 785 2，041 。。0.0 0.0 0.0 0.0 0.652 0.0 

1 261 679 。。0.0 0.0 0.0 0.0 
2 274 712 。。0.0 0.0 0.0 0.0 8-3 
3 295 767 。。0.0 0.0 O.Q 0.0 
計 830 2，158 。。0.0 0.0 0.0 0.0 0.781 0.0 0.0 

1 390 1，014 。。0.0 0.0 0.0 0.0 

8-4 
2 234 608 。。0.0 0.0 0.0 0.0 
3 546 1，420 。。0.0 0.0 。。 0.0 
言十 1，170 3，042 。。0.0 0.0 0.0 0.0 0.708 0.0 。。
1 390 1.014 。 2 0.0 2.0 。。 9.9 

8-5 2 390 1，014 。 8 0.0 7.9 0.0 39.4 
計 780 2，028 。10 0.0 4.9 0.0 24.7 0.726 0.0 

1 390 1.014 。。0.0 0.0 。。 0.0 

8-6 
2 390 1，014 。。。。 0.0 0.0 0.0 
3 390 1，014 。12 0.0 11.8 。。 59.2 
言十 1，170 3，042 。12 0.0 3.9 0.0 19.7 0.777 0.0 15.3 

1 330 858 。。0.0 0.0 。。 0.0 

8-7 
2 234 608 。。0.0 0.0 。。 0.0 
3 390 1，014 。。0.0 0.0 0.0 0.0 
計 954 2，480 。。0.0 0.0 0.0 0.0 0.435 0.0 0.0 

1 300 780 。。0.0 0.0 0.0 0.0 

8-8 
2 285 741 。。0.0 0.0 。。0.0 
3 300 780 。。0.0 0.0 0.0 0.0 
計 885 2.301 。。0.0 0.0 0.0 0.0 0.454 0.0 0.0 

1 300 780 。。0.0 0.0 0.0 0.0 

8-9 
2 300 780 。。0.0 0.0 0.0 0.0 
3 360 936 。。0.0 0.0 0.0 0.0 
計 960 2，496 。。0.0 0.0 0.0 0.0 1.742 0.0 0.0 

1 150 390 。。0.0 0.0 0.0 。。
8-10 

2 300 780 4 13 5.1 16.7 25.6 83.3 
3 300 780 2 1.3 2.6 6.4 12.8 
計 750 1.950 5 15 2.6 7.7 12.8 38.5 1.021 13.1 39.3 

1 300 780 。。0.0 0.0 0.0 0.0 

8-11 
2 300 780 2 2 2.6 2.6 12.8 12.8 
3 300 780 。。0.0 0.0 0.0 。。
目十 900 2，340 2 2 0.9 0.9 4.3 4.3 0.750 3.2 3.2 

l仁3入 計 9，812 25，511 8 42 8.421 17.4 79.1 
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表-2 七尾西湾のトリガイの推定資源量

採捕個数
1，000nf当り 1，000nf当り 推定資源量

調査 曳網 曳網距離 曳網面積 採捕個数 分布量 漁場面積
(千個)

海域 回次 (m) ( nf) (凶)
4年 5年 4年 5年 4年 5年 4年 5年

1 338 879 。。0.0 0.0 0.0 0.0 
2 393 1，022 。 1 0.0 1.0 0.0 4.9 
3 695 1，807 。0.6 0.0 2.8 0.0 

W-1 4 707 1，838 。13 0.0 7.1 0.0 35.4 
5 672 1，747 。 1 0.0 0.6 0.0 2.9 
6 725 1，885 。。0.0 0.0 。。 0.0 
計 3，530 9，178 1 15 0.1 1.6 0.5 8.2 4.117 2.2 33.6 I 

686 1，784 。。0.0 0.0 。。 。。
2 831 2，161 。。0.0 0.0 0.0 0.0 
3 354 920 。。0.0 0.0 。。 0.0 

W-2 4 311 809 。。0.0 0.0 0.0 。。
5 369 959 。。0.0 0.0 0.0 0.0 
6 394 1，024 。。0.0 0.0 。。 0.0 
計 2，945 7，657 。。0.0 0.0 0.0 0.0 6.245 0.0 0.0 

メ口当、 計 6，475 16，835 1 15 10.36 2.2 33.6 

表-3 七尾北湾のトリガイの推定資源量

採捕個数
1，000nf当り 1，000nf当り 推定資源量

調査 曳網 曳網距離 曳網面積
採捕個数 分布量 漁場面積

(千個)
海域 回次 (m) (nf) (凶)

4年 5年 4年 5年 4年 5年 4年 5年

l 480 1，248 3 。2.4 0.0 12.0 0.0 
N-1 2 462 1，201 4 。3.3 0.0 16.7 0.0 

計 942 2，449 7 。2.9 0.0 14.3 0.0 0.449 6.4 0.0 

1 420 1，092 。。0.0 0.0 0.0 0.0 
N-2 2 516 1，342 。。0.0 0.0 0.0 0.0 

計 936 2，434 。。0.0 0.0 0.0 0.0 1.399 0.0 0.0 

1 900 2，340 1 。0.4 0.0 2.1 0.0 
N-3 2 748 1，945 。 2 0.0 1.0 0.0 5.1 

計 1，648 4，285 1 2 0.2 0.5 1.2 2.3 1.303 1.5 3.0 

1 780 2，028 。。0.0 0.0 0.0 0.0 
N-4 2 1，023 2，660 。 2 0.0 0.8 0.0 3.8 

計 1，803 4，688 。 2 0.0 0.4 0.0 2.1 1.396 0.0 3.0 

1 420 1，092 。。0.0 0.0 0.0 0.0 
N-5 2 600 1，560 1 。0.6 0.0 3.2 0.0 

言十 1，020 2，652 1 。0.4 0.0 1.9 0.0 1.325 2.5 0.0 

1 780 2，028 4 3 2.0 1.5 9.9 7.4 
N-6 2 660 1，716 3 l 1.7 0.6 8.7 2.9 

計 1，440 3，744 7 4 1.9 1.1 9.3 5.3 0.585 5.5 3.1 

1 600 1，560 5 5 3.2 3.2 16.0 16.0 
N-8 2 600 1，560 7 3 4.5 1.9 22.4 9.6 

計 1，200 3，120 12 8 3.8 2.6 19.2 12.8 1.720 33.1 22.1 

1 783 2，036 。。0.0 0.0 0.0 0.0 
N-9 2 360 936 5 5.3 1.1 26.7 5.3 

計 1.143 2，972 5 1 1.7 0.3 8.4 1.7 1.080 9.1 1目8

t口h 五十 10，132 26，343 33 17 9.257 58.1 33.0 
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図-2 トリガイの1.000rrf当りの分布密度



(1) トリガイ

調査地点別のトリガイの採捕個体数と推

定資源量を表 1--3に、トリガイの1，000

d当りの分布密度を図 2に示した。また、

1偲8年からのトリガイの推定資源量を表 4

に示した。

南湾では11海域で32回の曳網を行い、採

捕されたトリガイは少なく 50個であった0

1993年12月の調査では、 34回の曳網により

781個を採捕しており、前年の6.4%であっ

た。曳網地点別の分布密度 0--109.0/1，側

nf (曳網面積の平均9.8個/l，OOOnf)であ

り、昨年の調査結果5.1--1，307.6個/1，000

nf(平均 120.5個/l，OOOnf)と比べ、平均

でも前年の8.1%と低くなっていた。密度

が100個/l，OOOnf以上の曳網地点は S10の

1地点のみであり、昨年の11地点より極端

に少なくなっていた。トリガイが採捕され

た海域は、 S1，5，6， 10， 11の5海域だけで、

他の 6海域では全く採捕されなかった。

南湾のトリガイの資源量は96.6千個と算

定され昨年の推定量部4.9千個の11.3%であっ

た。 1988年からの推定量でも 1991年の71.8

千個に次いで低い量となっていた。発生年

級群別では、 1993年発生群が79.1千個 (82

0%)、1992年発生群が17.4千個 (18.0%)

となっており、 1993年発生群が主体となっ

ていた。

西湾では 2海域で調査を行ったが、 W 2

海域では 1個も採捕されず、 W1海域で16

個採捕されたのみであった。 W1の曳網地

点別の分布密度は、 0--35.4個/1，000nf 

(平均8.7個/l，OOOnf)と低く、資源量は35.

8千個と算定された。

表-4 トリガイの年度別調査海域別推定資源量

8T. 8.63. 2 8.63.12 H. 1. 12 H.2.11 H.3.12 H.4.12 H.5.12 H.6.11 

S -1 11.4 。 4.8 2.5 1.4 3.2 37.7 4.5 
S -2 8 56.1 8.1 2.5 。 6.7 15.5 。
S-3 166.5 37.2 4.7 5.7 3.8 18.5 。
S-4 304 1，279.1 53.8 。 6.8 116 21.8 。
S-5 207 400.5 23.4 5.8 4 6.6 67 17.9 
S -6 101.2 4.5 28.1 4.9 47.9 15.3 
S-7 108 454.2 16 52.7 7 127.2 292.6 。
S-8 151.7 240.5 54.9 100.9 11.9 29.7 29.1 。
S-9 131.5 241.7 81.9 56.1 6.9 42.5 223 。
S -10 18.9 66.9 22.5 2.4 。 2.6 61.6 52.4 
S-l1 9.6 40.3 6.4 

南湾計 1，107.0 2，739.0 413.4 232.1 71.8 343.2 855.0 96.5 

W-1 。 333 28.3 6.5 6.1 2.6 34.9 35.8 
W-2 。 。 51.9 10.7 。 。 。 。
西湾計 0.0 333.0 80.2 17.2 6.1 2.6 34.9 35.8 

N-1 。 1.1 0.8 6.4 
N-2 2.9 9 36 2.1 。
N-3 5.5 76.3 3.2 10.6 16.7 10.9 4.5 
N-4 6.8 8.1 。 3.9 。 3 
N-5 12.7 14.5 9.1 5.9 2.5 
N-6 42.6 1.8 7.9 8.6 
N-7 26 48 11.9 11.9 。 0.7 3.3 
N-8 49.4 35.9 62.8 36.6 24.2 55.2 
N-9 7 6.8 56.9 3.4 3.6 10.9 
その他 4.2 7 57.6 

北湾計 31.5 128.5 119.6 154.4 224.1 66.4 39.8 91.1 

七尾湾計 1，138.5 3，200.5 613.2 403.7 302.0 412.2 929.7 223.4 
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北湾では、 7海域で14回の曳網を行いト

リガイを50個採捕した。曳網地点別の分布

密度は 0-32.1個/1，000rrf(平均 9.5個/

1，000rrf)で、南湾、西湾と同様に低い値

であった。資源量は91.1千個と算定された。

七尾湾全体での資源量は223.4千個と算

定され、昨年の調査の推定量929.7千個の2

4.0%に過ぎず、 1988年から 7年間の調査

表-5 七尾南湾のアカガイの推定資源量

で最も低い推定資源量となった。

(2) アカガイ

調査地点別のアカガイの採捕個体数と推

定資源量を表 5-7に、アカガイの1，000

d当りの分布密度を図3に示した。南湾で

は、 11海域で32回の曳網を行い、放流貝176

個、天然貝22個を採捕した。

採捕個数
1，000rrf当り 1，000rrf当り 推定資源量

調査 曳網 曳網距離 曳網面積 漁場面積

海域 回次 (m) ( rrf) 
採捕個数 分布量

(凶)
(千個)

放流 天然 放流 天然 放流 天然 放流 天然

1 195 507 。。0.0 0.0 0.0 0.0 

8-1 
2 202 525 。。。。 0.0 0.0 0.0 
3 231 601 。。0.0 0.0 0.0 0.0 
計 628 1，633 。。0.0 0.0 0.0 。。 0.375 0.0 0.0 

1 220 572 7 01 12.2 0.0 61.2 0.0 

8-2 
2 274 712 。 2 。。 2.8 0.0 14.0 
3 291 757 。。0.0 0.0 0.0 0.0 
計 785 2.041 7 2 3.4 1.0 17.1 4.9 0.652 11.2 3.2 

1 261 679 。。0.0 0.0 0.0 0.0 

8-3 
2 274 712 。。。。 0.0 0.0 。。
3 295 767 。。。。 0.0 0.0 0.0 
言十 830 2.158 。。。。 0.0 0.0 0.0 0.781 0.0 0.0 

1 390 1.014 11 01 10.8 0.0 54.2 。。
8-4 

2 234 608 11 3 I 18.1 4.9 90.4 24.7 
3 546 1.420 77 3 I 54.2 2.1 271.2 10.6 
計 1，170 3，042 99 6 I 32.5 2.0 162.7 9.9 0.708 115.2 7.0 

1 390 1.014 。。0.0 0.0 0.0 0.0 
8-5 2 390 1.014 。。0.0 0.0 0.0 0.0 

計 780 2.028 。。0.0 0.0 0.0 0.0 0.726 0.0 0.0 

1 390 1，014 2 1 2.0 1.0 9.9 4.9 

8-6 
2 390 1.014 。 6 0.0 5.9 0.0 29.6 
3 390 1，014 。。0.0 0.0 0.0 0.0 
計 1，170 3，042 2 7 0.7 2.3 3.3 11.5 0.777 2.6 8.9 

l 330 858 。 2 0.0 2.3 0.0 11.7 

8-7 
2 234 608 。。0.0 0.0 0.0 0.0 
3 390 1，014 。。0.0 0.0 0.0 0.0 
言十 954 2，480 。 2 0.0 0.8 0.0 4.0 0.435 0.0 1.8 

1 300 780 10 01 12.8 0.0 64.1 0.0 

8-8 
2 285 741 4 。5.4 0.0 27.1 0.0 
3 300 780 54 01 69.2 0.0 346.2 0.0 
計 885 2，301 68 01 29.6 0.0 147.8 。.0 0.454 67.1 0.0 

1 300 780 。 2 0.0 2.6 。。 12.8 

8-9 
2 300 780 。。0.0 0.0 0.0 0.0 
3 360 936 。。0.0 0.0 0.0 0.0 
言十 960 2.496 。 2 0.0 0.8 。。 4.0 1.742 0.0 7.0 

1 150 390 。。0.0 0.0 0.0 0.0 

8-10 
2 300 780 。。0.0 。。 。。 0.0 
3 300 780 。。0.0 0.0 0.0 0.0 
計 750 1，950 。。0.0 。。 。。 0.0 1.021 0.0 0.0 

1 300 780 。。0.0 。。 。。 。。
8-11 

2 300 780 。。0.0 0.0 。。 。。
3 300 780 。 3 0.0 3.8 0.0 19.2 
五十 900 2，340 。 3 0.0 1.3 0.0 6.4 0.750 。。 4.8 

メt:l当、 計 9.812 25，511 176 22 8.421 196.0 32.7 
L 一一
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表-6 七尾西湾のアカガイの推定資源量

採捕個数
1.000rrl当り 1，000rrl当り 推定資源量

調査 曳網 曳網距離 曳網面積 採捕個数 分布量 漁場面積
(千個)

海域 回次 (m) ( rrl) (凶)
放流 天然 放流 天然 放流 天然 放流 天然

1 338 819 。。0.0 0.0 0.0 0.0 
2 393 1，022 。 0.0 1.0 0.0 4.9 
3 695 1，801 。 2 。。 1.1 0.0 5.5 

W-1 4 101 1，838 。 0.0 0.5 0.0 2.7 
5 672 1，747 。。0.0 0.0 0.0 0.0 
6 725 1，885 。 。。 0.0 0.0 2.7 
計 3，530 9，178 。 5 。。 0.0 0.0 2.7 4.117 0.0 11.2 

1 686 1，784 。。。。 0.0 0.0 0.0 
2 831 2，161 。。0.0 0.0 0.0 0.0 
3 354 920 。。0.0 0.0 0.0 0.0 

W-2 4 311 809 。。0.0 0.0 0.0 0.0 
5 369 959 。。0.0 0.0 0.0 0.0 
6 394 1，024 。。0.0 0.0 0.0 0.0 
計 2，945 7，657 。。0.0 0.0 0.0 0.0 6.245 0.0 0.0 

辺'"、 計 6，415 16.835 。 5 10.36 0.0 11.2 

表-7 七尾北湾のアカガイの推定資源量

採捕個数
1，000rrl当り 1.000rrl当り 推定資源量

調査 曳網 曳網距離 曳網面積
採捕個数 分布量 漁場面積

(千個)
海域 回次 (m) ( rrl) (凶)

放流 天然 放流 天然 放流 天然 放流 天然

1 480 1，248 。。0.0 0.0 0.0 0.0 
N-1 2 462 1，201 。。0.0 0.0 0.0 0.0 

言十 942 2，449 。。0.0 0.0 0.0 0.0 0.449 。。 0.0 

1 420 1，092 。 1 0.0 0.9 0.0 4.6 
N-2 2 516 1，342 。 2 0.0 1.5 0.0 7.5 

計 936 2，434 。 3 0.0 1.2 0.0 6.2 1.399 0.0 8.6 

1 900 2，340 2 。0.9 0.0 4.3 0.0 
N-3 2 748 1，945 I 。0.5 0.0 2.6 0.0 

計 1，648 4，285 3 。0.7 0.0 3.5 0.0 1.303 4.6 0.0 

1 180 2，028 。。0.0 0.0 0.0 0.0 
N-4 2 1，023 2，660 3 。1.1 0.0 5.6 0.0 

計 1，803 4，688 3 。0.6 0.0 3.2 0.0 1.396 4.5 0.0 

1 420 1，092 。。0.0 0.0 0.0 0.0 
N-5 2 600 1，560 3 。1.9 0.0 9.6 0.0 

計 1，020 2，652 3 。1.1 0.0 5.7 0.0 1.325 7.5 。。
1 180 2.028 。。0.0 0.0 。。 0.0 

N-6 2 660 1，716 。。0.0 0.0 0.0 0.0 
計 1，440 3，744 。。0.0 0.0 0.0 0.0 0.585 0.0 0.0 

1 600 1，560 。 1 0.0 0.6 。。3.2 
N-8 2 600 1，560 。 1 0.0 0.6 。。 3.2 

計 1，200 3，120 。 2 0.0 0.6 。。 3.2 1.720 。。 5.5 

783 2，036 。。0.0 0.0 0.0 。。
N-9 2 360 936 。。0.0 0.0 。。 0.0 

言十 1，143 2，972 。。0.0 。。 0.0 0.0 1.080 0.0 0.0 

ZE3 A 言十 10.132 26.343 9 5 9.257 16.5 14.1 
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図-3 アカガイの1，000rri当りの分布密度
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①放流アカガイ

放流貝は、 1991年に21，382個放流され

たS4海域で99個 (56.3%)、1992年、 1伺3

年、 1994年にそれぞれ247，200個、 38，500

個、 274，179個放流された S8海域で68

個 (38.6%)、1993年、 1994年に17，887個、

17，451個放流された S2海域で 7個、そ

の他、 S6海域で2個採捕された。

曳網地点別の分布密度は 0--346.2個

/1 ，000 rrfとなっており、平均では34.5個

/1 ，000 rrfであった。 100個/1，000rrf以上

の高密度点は S4海域の 4- 3地点

(271.2個/1，000rrf)とS8海域の 8-3

地点 (346.2個/1，000rrf)の2点のみで

あった。 S4海域では、 1991年放流分が

採捕されたものであり、 4-1及び4-

2地点では54.2個/1，000rrf、叩.4個/1，側

dと低く、狭い範囲に取り残されたもの

が分布していると思われた。 S8海域の

他の 2地点は8-1で臼.1個/1，000rrf、

8-2地点で27.0個/1，000 rrfとなってお

り、この海域でも放流海域が限定されて

し、fこD

昨年の調査では S8海域の 1地点で

7，0沼.5個/1，000rrfの高密度点があった

が、今年の調査では、このような高密度

点は無かった。

調査海域別の分布密度は S4海域で

162.7個/1，000rrf、S8海域で147.8個/

1，000rrfとなっており、昨年と比較する

とS4海域で84.6%( 192.湘 /1，側rrf)、

S8海域で16.7%(886.4個/1，000rrf)と

低くなっていた。南湾の推定資源量は

196.0千個と算定され、昨年の推定量539.5

千個の36.3%であった。

西湾では、 1992年187，525個、 1993年
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135，700個、 1994年44，166個放流されてい

るが、放流員は採捕されなかった。

北湾では、 1992年20，179個、 1993年

35，400個、 1994年35，958個放流されてお

り、 N3、N4、N5海域でそれぞれ 3

個、計9個採捕された。しかし、 19田年、

1994年に放流されたN1海域では 1個も

採捕されず、気がかりである。曳網地点

別の分布密度は 0--9.6個/1，000rrfと低

くなっていた。北湾での放流アカガイの

推定資源量は16.5千個と算定された。

七尾湾全体での放流アカガイの資源量

は212.5千個と推定され、これは昨年の

推定量627.7千個の33.8%であった。

今回、調査海域に均一に資源が分布し

ていると仮定して、曳網により採捕した

個数から曳網面積における平均密度を算

出し、調査海域ごとに資源量を算定した。

しかし、 S4及びS8海域に見られるよ

うに、放流貝が極めて局所的に分布して

いる場合は、放流地点の曳網距離により

採捕個数が大きく異なり、算定資源量の

変動幅も大きくなる。したがって、ここ

では放流個数からおおよその資源量を推

定することとした。

放流アカガイの自然死亡係数を0.1、

1994年度操業による漁獲率を80%とし、

漁獲の主対象となる1992年、 1993年放流

のアカガイの現存量を推定した。

南湾

1992年放流員 247，200 x 0.9 x 0.9 x 

(1 -0.8)xO.9=36，041 

1993年放流貝 56，387 x 0.9 x 0.9=45，673 

計 81，714個

昨年の推定量は、 1991年、 1992年放流

分で203，00叫固であり、昨年の40.3%となっ



fこO

西湾

1992年放流員 187，525 x 0.9 x 0.9 x 

(1 -0.8)xO.9=27，341 

1993年放流員 135，700 x 0.9 x 0.9= 

109.917 

計 137，258個

北湾

1992年放流員 20，179 x 0.9 x 0.9 x 

(1 -0.8)xO.9=2，942 

1993年放流貝 35，400 x 0.9 x 0.9=28，674 

計 31，616個

七尾湾全体

1992年放流貝 66，324個

1993年放流貝 184，264個

計 250，588個

② 天然アカガイ

天然アカガイは、南湾で22個、西湾で

5個、北湾で5個採捕されたのみであっ

た。

南湾の 5海域、西湾の 1海域、北湾の

6海域では全く採捕されなかった。海域

別の分布密度は、最も高い海域でも S6 

海域の11.5個/1，000rrfであり、他の海域

では 0---9.9個/1，000rrfと低く、漁場を

形成出来ないと思われた。

資源量は、南湾32.7千個、西湾11.2千

個、北湾14.1千個、計58.0千個と推定さ

れ、昨年の推定資源量83.0千個 (69.9%)

より低い水準であった。

2.殻長組成、重量組成

(1) トリガイ

トリガイの殻長組成を図4に、重量組成

を図5に示した。 1992年発生群の殻長組成

は、南湾では75--80mm!こモードがあり平均

殻長は79.6mmであった。北湾では80--85mm

AHυ 

門

i
qδ 

にモードがあり平均85.4mmで、あった。 1993

年発生群は南湾では65-70mm!こモ ドがあ

り平均65.6mmで、あった。西湾の平均は68.3

m、北湾の平均は70.2mmであった。 1992年

発生群、 1993年発生群ともに南湾が西湾、

北湾のトリガイより小さくなっていた。昨

年の調査では、南湾の 1才員は平均74.2mm、

2才員は平均92.8mmであり、昨年に比して

成長が遅れていた。

1992年発生群の平均重量は、南湾で113.6

g、北湾で135.6g、1993年発生群は南湾で

臼.2g、西湾で、66.4g、北湾で72.1gとなって

おり南湾で小さい傾向を示していた。昨年

の調査では南湾の2才貝は178.1g、 1才貝

は92.9gで、あり、重量組成からも昨年より

成長が遅れていることが窺えた。

(2) アカガイ

アカガイの殻長組成を図6に、重量組成

を図7に示した。

南湾におけるアカガイは1991年に S4海

域に放流された4才貝(平均殻長90.3mm)

と1992年に S8海域に放流された 3才貝

(標識貝の平均殻長84.mmm)の80-100mmに

モ ドがあり、 1993年は放流数が56千個と

少なく、小さなモードとなっていた。 1994

年には291千個(放流時の平均殻長22.7mm)

放流されているが、小さいため網目から抜

けたものと思われた。

北湾で採捕された 9個の放流アカガイは

殻長69.4-97.6mmに分布しており、 1991年

--1993年に放流されたものと思われた。

天然、アカガイは、南湾で22個採捕された

うち10個が90-100mm!こ分布しており、 1991

年、 1992年生まれが主群となっており、1鈎3

年、 1994年生まれの新規加入群は少ないと

思われた。
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北湾では、 330.......647mmの天然の高齢貝の

みが採捕され弱齢貝は採捕されなかった。

IV 要 約

1. 1994年11月22日に七尾湾において、 8隻の

貝桁網漁船によりアカガイ・トリガイの資源

量調査を実施した。

2. トリガイは、南湾で50個、西湾で16個、北

湾で50個採捕され、資源量は223.4千個と算

定された。これは、 1銘8年からの 7年間の調

査で、最も低い資源水準で、あった。

3.放流アカガイは、南湾で176個、北湾で 9

個採捕され、採捕量から算定した資源量は

270.5千個となった。放流個数に自然死亡係

数と漁獲率を勘案して算定した資源量はお0.6

千個となった。

4.天然アカガイは南湾で22個、西湾で 5個、

北湾で5個、計32個採捕されたのみであった。

5. トリガイの成長は、 1992年発生群、 1993年

発生群ともに遅れていた。

V 文 献

1 )野村元他 (1995)七尾湾のアカガイ・トリ

ガイ資源量調査平成5年度石川県水産総合
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10. 七尾湾におけるアカガイ・トリガイの操業結果について

I 目的

七尾湾におけるアカガイ・トリガイの操業は、

事前に資源量調査を行い、その調査結果に基づ

いて実施されている。 1993年12月10日の資源量

調査結果に基づき、 1994年4月18日--5月20日

の聞に貝桁網による操業が行われたので、その

結果を報告する。

E 方法

アカガイ・トリガイの漁獲量、生産金額は、

漁業協同組合からの資料を取りまとめた。アカ

ガイの殻長組成を求めるため、七尾漁業協同組

合に水揚げされたアカガイの測定を行った。

E 結果及び考察

1993年の調査に基づき、七尾湾漁業振興協議

会で隻数調整を行い、七尾漁協50隻、七尾鹿島

漁協29隻、七尾西湾漁協 3隻、穴水湾漁協5隻、

甲漁協 1隻の計88隻が操業を行った。操業は、

1993年4月18日から 5月20まで行われ、実操業

日数は、七尾南湾・西湾海域(七尾漁協、七尾

鹿島漁協、七尾西湾漁協所属船)では、 20日で

延べ1，493隻、七尾北湾海域(穴水湾漁協、甲

漁協所属船)では14日で延べ65隻であった。

1.操業海域

南湾におけるアカガイの操業海域を図 1に、

トリガイの操業海域を図2に示した。アカガ

イの操業海域は、七尾港前に集中し、主漁場

はアカガイの放流が行われた七尾港桟橋周辺

であった。トリガイの漁場は、能登島大橋か

ら須曽沖及び石崎沖合い並びに七尾港東側で

あった。
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新崎

根》⑫
北湾

@ 主 漁 場

。漁場

図-3 アカガイ・トリガイ操業海域(北湾)



北湾におけるアカガイ・トリガイの操業海

域を図3に示した。北湾では、根木沖で主に

操業が行われ、この海域でアカガイ・トリガ

イが漁獲された。

2.漁獲量

南湾におけるアカガイ・トリガイの日別漁

獲量を表 1に示した。南湾におけるアカガイ

の総漁獲量は15，610kg、総水揚げ金額は22，750

千円で、総漁獲個数は107千個であった。前

年の事前調査によるアカガイの予想漁獲量は

12.62トン (123.7%)、予想漁獲個数は173千

個 (61.8%)であり、妥当な推定値であった。

表-1 南湾におけるアカガイ・トリガイの目別漁獲量

(単位・匂)

月日

4.18 

4.19 

4.21 

4.22 

4.24 

4.25 

4.26 

4.27 

4.29 

5. 5 

5. 6 

5. 8 

5. 9 

5.11 

5.12 

5.13 

5.17 

5.18 

5.19 

5.20 

計

アカカeイ
トリガイ

特大 大 中 割れ 言十

10 322 322 100 26 780 4.114 

20 222 450 100 28 820 3.514 

30 11 300 120 20 481 3.941 。 30 560 200 9 799 7，355 

20 50 520 220 25 835 6，991 

10 50 320 260 7 647 6，706 

10 。290 250 19 569 7，621 

10 10 430 320 28 798 6，795 

10 10 420 320 。 760 7，272 

20 30 395 400 23 868 5，126 

70 72 385 207 29 763 3，940 

220 260 280 210 16 986 4，035 

233 260 140 90 18 741 4，416 

271 340 270 230 24 1，135 4，608 

150 170 140 120 15 595 4，952 

120 100 101 120 24 465 5，730 

20 40 20 。 。 80 9，503 。 90 50 30 。 170 12，074 

400 590 420 210 44 1，664 2，453 

160 210 530 '130 24 1，654 6，776 

1，784 2，867 6，343 4，237 379 15，610 118，102 

南湾におけるトリガイの総漁獲量は118，102

kgで、水揚げ金額は119，018千円であった。

前年の調査では27.9トンの漁獲を予想してお

り、推定値より4.2倍の漁獲があった。

北湾におけるアカガイ・トリガイの日別漁獲

量を表2に示した。北湾におけるアカガイの

総漁獲量は963.1kgで、前回の1991年4月に

実施された員桁操業による漁獲量823.9kgの

16.9%増であった。トリガイの漁獲量は130.5

~384 

kgで、 1991年の漁獲量536.1kgの僅か24.3%でt

あった。漁獲金額は、アカガイが1，659千円、

トリガイが170千円であった。

表-2 北湾におけるアカガイ・トリガイの目別漁護量

(単位:kg) 

アカガ「イ
JH:l 

特大 大 中 E十
トリガイ

4.18 14 24.5 75.8 29.6 143.9 15.5 

4.19 6.6 19.3 77.4 13.8 117.1 8.5 

4.20 4.2 14.6 71.4 28.2 118.4 8.4 

4.21 1.8 6.4 31.2 31.3 70.7 7.2 

4.22 。 6.5 14.8 8.4 29.7 8.8 

4.25 7.7 26.3 59.7 8.2 101.9 15.7 

4.26 。 4.5 14.2 1.9 20.6 3.5 

4.27 11.8 17.4 27 2.1 58.3 8.6 

5. 2 12.9 51.2 45.8 2.1 112 16.3 

5.10 5.5 25.9 39.6 0.9 71.9 14.1 

5.11 5.5 5.3 14.8 。 25.6 2.1 

5.13 2 15.5 26.8 。 44.3 10.5 

5.17 。 10.9 10.7 。 21.6 7.7 

5.20 。 16.6 10.5 。 27.1 3.6 

五十 72.0 244.9 519.7 126.5 963.1 130.5 

3.漁獲物組成

南湾におけるアカガイの銘柄別漁獲物の重

量割合を図 4に示した。中銘柄が最も多く

40.6%、次いで小銘柄 (27.1%)、大銘柄 (18.4

%)、特大銘柄 (11.4%)であった。

割れ (2.4%)

中 (40.6%)

図-4 アカガイの銘柄別重量割合

銘柄別の殻長組成を図5に示した。銘柄別

の殻長は、特大が100""""'120mm(平均112.1mm)、

大が90""""'100mm(平均94.3mm)、中が75""""'90mm



(平均81.3mm)，小が65---75mm(平均70.9mm)

であった。

10 

個 5

。

60 

40 

個 30

20 

10 。

50 

個
20 

10 

。

60 

40 

個 30

20 

10 

。

特大
N=32 
AV=112.1 

100 105 110 115 120 125 130 135 
mm 

大

円 N=120 
AV=94.3 

80 85 90 95 100 105 110 
mm 

中

「ア寸
N=120 
AV=81.3 

70 75 80 85 90 95 100 
田皿

N=106 
AV=709 

55 60 65 70 75 80 
mm 

図-5 アカガイの殻長組成

W 要約

1.七尾湾において、 1994年4月18日から 5月

20日にかけてアカガイ・トリガイの員桁網操

業が行われた。

2. 七尾南湾、西湾で82隻、七尾北湾で 6隻が

操業を行った。
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3.南湾、西湾におけるアカガイの漁獲量は15，

610kg、漁獲金額は22，750千円であり、トリガ

イの漁獲量は118，102kg、漁獲金額は119，018

千円であった。

4.北湾におけるアカガイの漁獲量は963.1kg，

漁獲金額は1，659千円であり、トリガイの漁

獲量は130.5kg、漁獲金額は170千円であった。

V 文献

1 )野村元他 (1995)七尾湾のアカガイ・トリ

ガイ資源量調査平成5年度石川県水産総合

センタ一事業報告書

2 )波田樹雄他 (1993)七尾湾におけるアカガ

イ・トリガイ漁業について 平成3年度石川

県増殖試験場事業報告書
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四 海洋漁業 科学 館



1.平成6年度のあゆみ

平成6年3月15日 石川県海洋漁業科学館条例公布

平成6年4月1日 石川県海洋漁業科学館勤務の職員3名(館長、能都町役場よりの出向職員 2

名)初出勤オープンに向けて準備開始

12日 広報活動開始

27日 石川県水産総合センタ一関所式典挙行 (11:00-)

石川県海洋漁業科学館 14時より一般公開

谷本知事、県議、他来賓多数入館、団体(小木中学校1年生組名・教師3名)、

一般入館者114名

29日 入館者数 598名(有料334名、無料264名)

30日 水産庁海洋漁業部国際課長補佐・同首席漁業監督指導官視察

5月1日 入館者数 836名(有料4錦名、無料338名)

3日 入館者数 1，351名(有料862名、無料489名)

4日 入館者数1.350名(有料813名、無料537名)

8日 内灘町長一行館内見学

19日 朝日新聞記者取材のため来館

太田副知事館内視察

MROテレビ.farmily paper iVISIONJ 172号に「海とさかなの科学館」

紹介掲載される

6月2日 富山県滑川観光協会一行見学

5日 入館者10，000人に達し、前後 3名に記念品贈呈

7日 能都町産業建設常任委員一行 10名視察

8日 能都町学校教育委員会一行 5名視察

能都町総務委員会一行 13名視察

会計検査院事務官視察

9日 富山県水産試験場、富山県農林水産部漁港課職員来館

10日 松任駅長、のと鉄道営業課長来館

12日 テレビ金沢「ふるさと再発見」取材

15日 県広報室より取材のため来館

18日 羽咋郡PTA一行見学

21日 志賀町漁協婦人部研修のため来館

23日 石川県監査委員 3名視察
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平成6年6月25日 青森県平内漁協一行 30名研修来館

内灘町教育委員会一行 14名来館

長崎県勝本イカ釣りセンタ一一行 60名研修来館

内浦町松波小学校PTA 25名見学

29日 水産庁北海道さけ・ますふ化場長、課長視察

30日 宮城県野尻町議会一行 10名視察

7月3日 側環境建設研究所一行(京都)視察

5日 県議会産業委員会一行 (15名)視察

8日 富来町小型漁船組合一行36名研修のため来館

13日 水産総合センターの少年水産教室(柳田中学校 1年生)開催

15日 能美郡川北町自治公民館協議会一行 17名研修来館

19日 糸魚川市議会議員 12名研修視察

20日 県議会文教公安委員視察

21日 金沢漁業協同組合一行見学

8月4日 親子県政学習パス一行 30名見学

5日 県観光課職員研修視察

7日 富山県福野町野球少年団親子一行 50名見学

ジャパンテント留学生 20名見学

18日 入館者 20，000人突破

21日 北陸中日新聞夏休み親子体験ツアー 65名見学

26日 金沢中央児童会館親子 50名見学

27日--28日 能都町商工会主催「よみがえれ縄文の風」行事に共催

「おさかなオリエンテーリング」実施

9月27日 県漁婦連交流学習会(参加40名)見学

28日 県政パス一行 50名見学

10月 1日 志賀町漁協赤住実行組合一行 18名研修来館

「自然人J10月号に当館紹介記事掲載される

2日 県国際交流課主催留学生視察研修(参加者42名)

14日 県政パス 60名見学

18日 輪島市教育委員会一行 25名見学

19日 岡山県助役会一行 12名視察研修

21日 県政パス 50名見学
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平成6年10月27日 消火設備点検実施

県政パス 45名見学

11月4日 鳳至郡小中学校長会研修会実施

県民生活局長視察

13日 珠洲市役所職員組合婦人部 50名見学

17日 県政パス 45名見学

24日 県政モニタ一一行 15名視察

27日 能美郡社会教育委員会一行 20名見浮

12月1日 ロシア・県水産課・県漁連より 10名見学

平成7年2月1日 MROテレビ局取材

14日 MROテレビ、 special冬の北陸路「ふれあい湯の旅」で当館放映

3月7日 北海道水産技術普及指導所他 1名視察

9日 韓国漁業者代表団一行 14名視察

11日 石川県少年自然の家所長一行見学

23日 北海道水産部職員 3名見学視察

24日 水産庁遠洋水産研究所室長他 1名見学視察

29日 鳳至郡・珠洲郡議会議長、事務局長一行 10名視察
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2.入館者状況

1 )入館者数

y旦空
4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

10 月

1 1 月

12 月

1 月

2 月

3 月

点I:l、 計

2)曜日別入館者数

開 館 日

入 館 者

数

数

1日平均数(人)
」ーーー

開館日数

4 

27 

26 

27 

27 

26 

27 

26 

24 

25 

24 

27 

290 

火

47 

4，222 

89.8 

有 料 無 料

598 5 11 

4， 547 3， 786 

1， 787 1， 227 

1， 793 1， 473 

3， 434 3， 168 

900 616 

995 929 

651 551 

209 193 

150 185 

283 277 

443 631 

15， 790 13， 547 

71< 木 金 土

49 48 48 47 

4.147 3.384 2，808 4.314 

84.6 70.5 58.5 91.8 

*月曜日は休館日であるが、振替休日、祝日等で開館4回。
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メEL3 計

1， 1 09 

8， 333 

3， 014 

3， 266 

6， 602 

1， 516 

1， 924 

1， 202 

402 

335 

560 

1， 074 

29， 337 

日 月

47 4 

9，383 1，079 

199.6 270.0 



3. 学校関係団体等の市町村別入館状況 (H 7 .3.31現在)

子企込Zー弘 校 中 A一子孟4与 校 高等学校 幼・保育園 施 設 {5 言十

所在地

校数 児童数 校数 生徒数 校数 生徒数 園数 園児数 数 人数 校園数 人 数

珠洲市 4 215 4 215 

珠洲郡 2 83 48 33 4 164 I 

能都町 4 138 4 150 8 288 

柳田村 30 63 2 931 

穴水町 4 158 2 51 6 

門前町

輪島市 3 178 3 

小 計 18 802 2 111 5 183 2 51 27 1，1471 

鹿島郡 118 118 

七尾市 91 91 

羽咋郡 58 58 

羽咋市

河北郡 59 59 

金沢市 3 237 3 237 

松任市

石川郡

能美郡 4 135 4 135 

加賀市

小 計 10 580 118 10 698 

県 外 17 

小 計 17 

合 計 29 1.399 2 111 118 5 183 2 51 38 1，862 
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4.研修・視察関係団体

能登地区 金沢・加賀地区 県 外 言十

教育委員会関係者 3 。 4 

PTA・育友会 8 2 1 1 

公 民 館 5 。 6 

議 会 7 2 9 

漁業関係者 5 2 7 

県 政 ノぜ ス 8 。 8 

計 4 0 5 4 5 

n
H
d
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